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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定

されるものと します。 ここでの記載は、 追加保証を提供するものではありません。 ここに含まれる技術的、

編集上の誤り、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、 予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフ トウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効

な使用許諾が必要です。 商用コンピューターソフ トウェア、 コンピューターソフ トウェアに関する文書類、

および商用アイテムの技術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンス

に基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポート

次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com 

このサイ トでは、 HPのお客様窓口のほか、 HPソフ トウェアが提供する製品、 サービス、 およびサポートに関

する詳細情報をご覧いただけます。 

HPソフ トウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要

な対話型の技術サポートツールに、 素早く効率的にアクセスできます。 HPソフ トウェアサポートのWebサイ

トでは、 次のようなことができます。

• 関心のあるナレッジドキュ メン トの検索

• サポートケースの登録とエンハンスメン ト要求のト ラ ッキング

• ソフ トウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ トウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ トウェアト レーニングの検索と登録
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一部のサポート を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーとしてご登録の上、 サインインしてい

ただ く必要があります。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport IDを登

録するには、 次のWebサイ トにアクセスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ トをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポートマ ト リクス

サポートおよび互換性情報については、 関連する製品リ リースのサポートマ ト リ クスを参照して く ださい。

サポートマト リクスと製品マニュアルは、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ トで参照でき

ます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHP ソフ トウェアサ

ポートオンラインの製品マニュアルWebサイ トからダウンロードできます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ドキュ メン トの更新情報

このリ リースのServer Automation製品の 新のドキュメン トは、すべて次のSA Documentation Libraryから入手

できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リースに関連するガイド ライン、 リ リースノード、 サポートマ ト リク

ス、 およびホワイ トペーパーにアクセスできます。 また、 フルドキュメン トセッ ト を一括してダウンロード

することもできます。 SA Documentation Libraryは、 リ リースごとに更新されます。 また、 リ リースノートが

更新されたときや、 新しいホワイ トペーパーが発行されたときにも更新されます。

情報リソースを見つける方法

Server Automationの情報リソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 新のドキュメン トにタイ トルとバージ ョ ンを指定してアクセ

スします。

方法2: [All Manuals Download] からローカルディレク ト リにフルドキュメン ト メン トセッ ト を保存します。

方法3: サポート されるリ リースのHP製品ドキュ メン ト を HP ソフ トウェアドキュ メン トポータルで検索し

ます。

各ドキュ メン トにアクセスするには、 次の手順を実行します。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログインします。

3 ドキュ メン トのタイ トルとバージ ョ ンを指定して、 [go] をクリ ックします。
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ローカルディ レク ト リ内の完全なドキュメン トセッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

1 フルドキュメン トセッ ト をローカルディ レク ト リにダウンロードするには、 次の手順を実行します。

a SA Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

b HP Passportの資格情報を使ってログインします。

c SA 10.1バージョ ンの [All Manuals Download] タイ トルを探します。

d [go] リンクをクリ ックして、 ローカルディ レク ト リにZIPファイルをダウンロード します。

e ファイルを解凍します。

2 ローカルディレク ト リ内のドキュメン ト を探すには、 ドキュ メン ト カタログ (docCatalog.html) を使用し

ます。 ローカルディ レク ト リにダウンロード したドキュ メン トの索引ポータルが表示されます。

3 ドキュ メン トセッ ト内のすべてのドキュメン ト を対象としてキーワードを検索するには、 次の手順を実

行します。

a ローカルディレク ト リ内の任意のPDFドキュ メン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択します (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルディ レク ト リを指定します。

d キーワードを入力し、 [検索] をクリ ックします。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルで追加ドキュメン ト を探すには、 次の手順を実行します。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルにアクセスします。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID の登録は、 HP

Passportのサインインページの [New users - please register] リンクをクリ ックして ください。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または 新版をご入手いただけます。

詳細は、 HPの営業担当にお問い合わせく ださい。 改訂状況については、 「ドキュ メン トの更新情報」 を参照

して ください。

製品エディシ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エディシ ョ ンがあります。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、『SAリ

リースノート』 および 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server AutomationのPremium Editionです。 SAVAの機能につ

いては、 『SAVA Release Notes』 および 『SAVAクイックガイド』 を参照して ください。 
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第1章 SAクライアン トの概要
SAクライアン トの概要

SAクライアン トは、Server Automation (SA) システム向けの高機能Javaクライアン トです。Microsoft Windowsデ

スク ト ップアプリケーシ ョ ンの外観および操作性と、 クロスプラッ ト フォームに対応する Javaの柔軟性を兼

ね備えています。 

SAクライアン トは、 次の機能を備えています。

• サーバー検出とエージェン トデプロイメン ト

• サーバーエクスプローラー

• 仮想化

• 監査と修復

• コンプライアンス

• Server Automation Visualizer (SAV)

• スト レージの可視化と自動化

• ソフ トウェア管理

• Windowsパッチ管理

• HP-UXパッチ管理

• Unixパッチ管理

• Solarisパッチ管理

• アプリケーシ ョ ン構成管理

• Global Shell

• NAとSAの統合

Server Automation Visualizer (SAV) 内でNetwork Automation (NA) のネッ トワーク情報を表示するには、SAコアと

統合されたNAのライセンスバージ ョ ンと、 SAVを実行してNAデータを表示する追加ライセンスの両方が必要

です。 

SAクライアン トでスト レージデータを表示するには、 SAコアをStorage Essentials (SE) に接続するように設定

する必要があります。 詳細については、 『Storage Visibility and Automationユーザーガイド』 を参照して くだ

さい。 

SAクライアン ト ランチャーについて

SAクライアン ト ランチャーは、 SAクライアン ト を実行し、 任意のSAコアに接続するツールです。 SAクライア

ン トは、 データセンター内にあるデバイスを表示、 自動化、 管理するツールです。 
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SAクライアン ト ランチャーは自己完結型のJavaアプリケーシ ョ ンであり、 メ ッシュ内にあるあらゆるコアか

らSAクライアン トにアクセスできます。 また、 SAクライアン トへのログインや、 SAクライアン トの 新バー

ジ ョ ンのダウンロード も実行できます。 特定のコアや別のコアにあるSAクライアン ト をアップグレード した

場合は、 SAクライアン トのダウンロードに使用するコアを選択できます。

また、 SAクライアン トの 新バージ ョ ンのダウンロードに使用するコアを、 ログインするコアとは別に指定

できるオプシ ョ ンもあります。 たとえば、 ログインしたコアにSAクライアン トの新しいバージ ョ ンがある場

合、 ログイン時に新しいバージ ョ ンが自動的にダウンロード されますが、 SAクライアン ト ランチャーを使用

することで、 ログインするコアと 新クライアン ト をダウンロードするコアを別々に設定できます。 この設

定により、 別のコアにログインするたびにSAクライアン ト をダウンロードする必要がな く なります。

また SA クライアン ト ランチャーでは、 デバッグ、 ロケール、 プロキシサーバーなどの詳細設定も可能です。

SAクライアン ト ランチャーの詳細オプシ ョ ン  (20ページ) を参照して ください。

Windows 2000環境でSAクライアン ト ランチャーを稼働する場合、 ログイン時にDLLがないというエラーメ ッ

セージが表示されることがあります。ただし、これによってログイン手順が影響を受けることはありません。

エラーメ ッセージが表示されないようにするには、次のMicrosoft更新プログラムをインストールして ください。 
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;259403&Product=vc6

SAクライアン ト とSAクライアン ト ランチャーの要件

SAクライアン トは、 専用のJava Runtime Environment (JRE) をインストールし、 そのJRE上で実行されるJavaア

プリケーシ ョ ンです。 システム上に他の JREバージョ ンがインストールされていても、 SA クライアン ト と相

互に干渉することはありません。ターゲッ ト コンピューター上にある他のJavaアプリケーシ ョ ンがこのJREを

使用することはありません (使用できません)。 また、 ターゲッ ト コンピューター上でこのJREがデフォルトに

設定されることはありません。

SAクライアン トは、 ほとんどのMicrosoft Windowsオペレーティ ングシステム環境で稼働します。 SAクライア

ン ト でサポー ト されるオペレーテ ィ ングシステム、 バージ ョ ン、 システム要件は、 『SA Support and
Compatibility Matrix』 のSAクライアン トプラッ ト フォームを参照して ください。

SA クライアン ト ランチャーのダウンロード とインストールが必要です (SA Web クライアン トのメインページ

にあるダウンロード リンクを参照して く ださい )。 ランチャーのインス トールは、 システム上にアプリケー

シ ョ ンをインストールできるアクセス権を持つWindowsユーザーで実行します。

SAクライアン ト ランチャーのインストール

SAクライアン ト を実行するには、 SAクライアン ト ランチャーをダウンロード してインストールする必要があ

ります。 SAクライアン ト ランチャーは、 メ ッシュ内のコアからSAクライアン トにアクセスするためのJavaア

プリケーシ ョ ンです。 SA クライアン ト ランチャーをインス トールすると、 SA クライアン トの実行に必要な

Javaアプリケーシ ョ ン  (Java Web Startと JRE) がすべてインストールされます。

アップグレードを行うには、 次の手順を実行します。

a SAクライアン ト ランチャーの旧バージ ョ ンをWindowsアンインストールユーティ リテ ィでアンイン

ストールします。

b ランチャーの実行中インスタンスが存在しないことを確認します。

c 次の手順に従って、 SAクライアン ト ランチャーの 新バージ ョ ンをインストールします。
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SAクライアン ト ランチャーをインストールするには、 次の手順を実行します。 

1 Webブラウザーを開き、任意のSAコアサーバーのURLを入力します。SA Webクライアン トのログインペー

ジが表示され、 SAクライアン ト ランチャーのダウンロード リンクが表示されます (図1を参照)。

図1 SAクライアン ト ランチャーのダウンロード

2 SA Webクライアン トのログインページで、[Download Hewlett-Packard Launcher] リンクをクリ ックします。

3 SA クライアン ト ランチャーのインストールファイルを保存します。 通常、 インストールファイルには、

hp_bsa_launcherinstaller_windows_x_x_x.exeという形式の名前が付けられています。

4 インストールファイルをダブルクリ ックして、 SAクライアント ランチャーインストーラーを起動します。

5 画面の指示に従います。

SAクライアン トの実行

SAクライアン ト を実行するには、 次の手順を実行します。 

1 次のいずれかの方法で、 SAクライアン ト を起動します。 

— デスク ト ップでHP Server Automationクライアン トアイコンをダブルクリ ックします。

または

— [ スタート ] メニューから  [すべてのプログラム ] > [HP Business Service Automation] > [HP Server

Automation Client] を選択します。
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2 SAクライアン トへの初回ログインでは、 ログインウィンドウでユーザー名にadmin、 パスワードに

opsware_admin、 ログイン先のSAコアのIPアドレスを図2に示すように入力します。 adminのパスワー

ドを変更するように指示されます。

図2 SAクライアン トのログインウィンドウ 

ユーザー名には大文字と小文字の区別はありません。 メ ッシュ内にある複数のコアサーバーにアクセス

できる場合は、 コアサーバーのフ ィールドにコアサーバーのIPアドレスまたは名前を入力できます。「ホ

ス ト :ポート」 という形式でポート を指定しないと、SAクライアン トのダウンロードにはポート 80が使用

されます。

コアに初めてログインする場合、 ログイン時にSAクライアン トの 新バージ ョ ンがダウンロード されま

す。 ログインするコアと、 SAクライアン トの 新バージ ョ ンをダウンロードするコアを区別したい場合

は、 ログインウィンドウの [More] をクリ ックしてクライアン トホストサーバーを設定します。 このオプ

シ ョ ンを含め、 SAクライアン ト ランチャーの詳細オプシ ョ ンについては、 SAクライアン ト ランチャーの

詳細オプシ ョ ン  (20ページ) を参照して ください。

3 [Log In] をクリ ックします。

4 コアサーバーからの証明書を受け入れるように求められた場合は、 [Yes] をクリ ックします。SAクライア

ン トが開きます。

SAクライアン トの画面が表示されない場合は、 プロキシなどの設定を確認して ください。 詳細につ

いては、 SAクライアン ト ランチャーの詳細オプシ ョ ン  (20ページ) を参照して ください。

SAクライアン ト ランチャーの詳細オプシ ョ ン

SAクライアン トでは、 次の詳細オプシ ョ ンを設定できます。 

• Debug Settings: SAクライアン トのログファイルに記録する情報の詳細度と情報のタイプを設定します。 

• Client Download Server: SAクライアン ト をダウンロードするホストサーバーを変更します。 

• Proxies: SAクライアン トのプロキシサーバーの設定を行います。
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• HP Server Automation Home: ローカルコンピューター上で、 SA クライアン トのダウンロード と保存先と

なるデフォルトの場所を変更します。 また、 SAクライアン トのキャッシュの削除、 SAクライアン トのロ

グファイルの場所の変更も行う ことができます。 

SAクライアン ト ランチャーの詳細オプシ ョ ンを設定するには、 次の手順を実行します。 

1 次のいずれかの方法で、 SAクライアン ト ランチャーを起動します。 

— デスク ト ップでSAクライアン ト ランチャーアイコンをダブルクリ ックします。

または

— [ スタート ] メニューから  [すべてのプログラム ] > [HP Business Service Automation] > [HP Server
Automation Client] を選択します。

2 HP Server Automationウィンドウへのログインでは、 次の内容を設定できます。 

• Username: SAのユーザー名を入力します。

• Password: SAユーザーのパスワードを入力します。 

• Core Server: ログイン先のSAコアサーバーを選択します。 

3 [More] ボタンを選択します。 ランチャーのウィンドウが開いたら、 次の内容を設定します。 

• Locale: システムのロケールに合わせてSAクライアン トのバージ ョ ンを選択します。デフォルトは英

語 (en) ですが、 日本語 ( ja) や韓国語 (ko) も選択できます。 

このロケール設定が適用されるのは、 SA 9.10より古いバージ ョ ンのコアのみです。 SA 9.10以降は

この設定は無視され、 ユーザープロファイルの設定が適用されます。 ユーザープロファイルでのロ
ケール設定の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

• Debug Settings: 次のログファイルに記録するデバッグオプシ ョ ンです。

<ユーザーのホーム>\Application Data\HP BSA\deployment\log\javaws\*.log

— Enable Debug Logging (Fine): デバッグを有効にして、 SA クライアン トの操作とエラーをログ

ファイルに送信します。 

— Enable Server Method Call Logging: サーバーメソ ッ ド呼び出しをログファイルに記録します。 

• Show Console: SAクライアン トの実行中にJavaコンソールウィンドウを表示します。 

4 [Advanced Settings] をクリ ックします。

5 [Advanced Settings] ウィンドウが開いたら、 次のSAクライアン ト ランチャーオプシ ョ ンを設定します。 

Client Download Server 

SAクライアン ト ランチャーでは、 デフォルトでログインするコアと、 新バージ ョ ンのSAクライアン ト

にアクセスするコアを別々に設定できます。 この設定は、 同じバージ ョ ンのSAを実行する異なるコアに

ログインするたびに、 新しいバージ ョ ンのSAクライアン ト をダウンロード した く ない場合に便利です。

— Use Core Server: このオプシ ョ ンを選択すると、 SAクライアン トのダウンロード先をログイン先

と同じサーバーに設定できます。 

— Use: SAクライアン トのダウンロードに使用するコアサーバーを入力します。 

SAクライアン トは、 SAクライアン トのダウンロードにポート 80、 メ インのログインウィンドウで指定したコ

アへの接続にポート 443を使用します。 [Use Core Server ] を選択すると、 接続ポート  (443) はオーバーライ ド

できな く なります。 [Use] オプシ ョ ンを指定した場合、 ダウンロードポート  (80) は [Use] フ ィールドの内容で

オーバーライ ドでき、 接続ポートはメ インのログインウ ィ ン ドウにある  [Core Server] フ ィールドの内容で

オーバーライ ドできます。

[Use] フ ィールドのポートが 「ホスト :ポート」 という形式で指定されていない場合、 SA クライアン トのダウ

ンロードにはポート 80が使用されます。 メインのログインウィンドウの [Core Server] フ ィールドのポートが

「ホスト :ポート」 という形式で指定されていない場合、 コアへの接続にはポート 443が使用されます。
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Proxies 

SA クライアン トはデフォルトで、 ローカルマシンのデフォルト ブラウザーで指定されたプロキシサー

バー設定を使用します。たとえば、デフォルトブラウザーでプロキシサーバーが設定されていない場合、

SAクライアン トでもプロキシサーバーは設定されません。 プロキシ設定は、 次のように変更できます。

— None: SAクライアン トへの接続にはプロキシサーバーを使用しません。

— Use Browser: デフォルトブラウザーで指定したプロキシサーバー設定を使用します。 

— Manual: サーバーのホスト名とポートを入力します。 

— No Proxy Hosts: プロキシサーバーのオーバーライ ドを追加する場合は、 ここにカンマ区切りで

指定します (このオプシ ョ ンは、 上記の [手動] を選択した場合に有効になります)。

HP Server Automation Home 

— Location: SAクライアン トのダウンロード先と保存先をローカルマシン上で指定します。SAクラ

イアン トの実行時に生成されるログファイルもすべてここに保存されます。

SA 7.50以降のバージ ョ ンでは、ここで指定した場所にSAクライアン トのデータキャッ

シュも保存されます。

ホームのデフォルトの場所は<ユーザーのホーム>\Application Data\HP BSAであり、 各ユーザー専用で

す。 この設定を変更する場合、 新し く指定した場所に他のユーザーがアクセスできる可能性があるので注意

が必要です。 SAクライアン トのホームに他のユーザーがアクセスするのを禁止したい場合には、 新しいディ

レク ト リにアクセス権を設定して ください。

— Delete Application Cache: SAクライアン トのダウンロード コピーをすべて削除します。 これによ

り、ユーザーが次回ログインする際に、 新のSAクライアントがコアからダウンロード されます。

— Delete Logs: SA クライアン トの以前のセッシ ョ ンで作成されたログファイルをすべて削除しま

す (SAクライアン トのログファイルの格納場所は、 <ユーザーのホーム>

\Application Data\HP BSA\deployment\log\javaws\*.logです)。

6 オプシ ョ ン設定が完了したら、 [OK] をクリ ックして保存します。 

7 [Log In] をクリ ックしてSAクライアン トにログインします。

SAクライアン トのユーザーインタフェース

SAクライアン トユーザーインタフェースは、 図3で示すように主に6つの領域に分かれています。

— メニュー

— ナビゲーシ ョ ンペイン

— 検索ペイン

— 内容ペイン

— 詳細ペイン
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— ステータスバー

図3 SAクライアン トのユーザーインタフェース

メニュー

SAクライアン トには、 次のメニューがあります。 

— ファイル: 新しいSA クライアン トウィンドウを開く、 現在のウィンドウを閉じる、 すべてのSA クラ

イアン トウィンドウを閉じる、 などの操作を実行します。 

— 編集: テキストの切り取り、 コピー、 貼り付け、 削除や、 SAクライアン トURLのコピーを行います。

— 表示: 現在のビューを更新し、 現在ログインしているコアから取得した 新情報 (コンプライアンス

ダッシュボードのコンプライアンステス ト情報など ) を表示します。 また、 ナビゲーシ ョ ンペイン

にある SA クライアン トの各種機能にもアクセスできます。 アクセスできる機能には、 デバイス (デ
バイスグループ、 管理対象サーバー、 非管理対象サーバー )、 レポート  (コンプライアンスダッシュ

ボード、 レポート )、 ソフ トウェアライブラリ  (アプリケーシ ョ ン構成、 パッチ管理)、 OSシーケンス

とOSインストールプロファイル、ジ ョ ブとセッシ ョ ン  (ジ ョブログとシェルセッシ ョ ン)、管理 (パッ

チ設定とパッチコンプライアンスルール ) があります。 検索ペインや詳細ペインの表示と非表示を

切り替えることも可能です。
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— ツール: Global Shellセッシ ョ ンの開始、 Server Automation Visualizerの起動、 SAクライアン トオプシ ョ

ンへのアクセスを行います。

— ウィンドウ : ウィンドウが複数開いている場合、 SA クライアン トウィンドウの複数インスタンスに

アクセスします。 

— アクシ ョ ン : ナビゲーシ ョ ンペインで選択した機能に応じて、 SA クライアン トのさまざまな機能を

実行します。 

— ヘルプ: SAクライアン トのヘルプを表示します。 [ヘルプF1] を選択すると、現在選択している機能や

開いているウィンドウのコンテキストヘルプが表示されます ([F1] キーを押した場合と同じ )。 [目次

と索引] を選択すると、 SAクライアン トヘルプシステムのメインの目次が表示されます (バージョ ン

とシステムの情報については、 [HP Server Automationのバージョ ン情報] を選択して ください)。 
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ナビゲーシ ョ ンペイン

図4は、 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインのタブを示しています。 各タブを選択すると、 SAクライア

ン トの主要な領域にアクセスできます。 オブジェク ト を選択すると、 オブジェク トの内容がナビゲーシ ョ ン

ペインの上部分と内容ペインに表示されます。 オブジェク トの操作は、 右クリ ック メニューと  [アクシ ョ ン ]

メニューから実行できます。

図4 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペイン

検索ペイン

[検索 ] ペインでは、 Server Automation内のあらゆる情報 (サーバー、 デバイスグループ、 SA ライブラリ内の

フォルダー、 ジ ョ ブ、 ソフ トウェアとソフ トウェアポリシー、 パッチとパッチポリシー、 アプリケーシ ョ ン

構成、 データベースおよびスト レージシステム、 監査、 スナップシ ョ ッ トの結果など) を検索できます。 

[検索] ペインの表示と非表示は、 [表示] > [検索ペイン] で切り替えることができます。
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検索ツールの使用方法の詳細については、SAクライアン トでのオブジェク トの検索 (33ページ) を参照して く

ださい。

図5 SAクライアン トでの検索 

内容ペイン

ナビゲーシ ョ ンペインで選択する項目 (デバイス、仮想化、 ライブラリ、 レポート、 ジ ョ ブとセッシ ョ ン、管

理) に応じて、 内容ペインには次の内容が表示されます。

— すべての管理対象サーバーとデバイスグループ (物理と仮想の両方。 エージェン ト レスサーバーも

含みます)

— 仮想化サービスと、 サービスで使用する仮想化インベン ト リ

— エージェン トのインストール情報

— アプリケーシ ョ ン構成と構成テンプレート

— ソフ トウェアポリシー

— スト レージのオブジェク ト と属性

— 監査と修復における監査、 監査ポリシー、 スナップシ ョ ッ ト

— パッチとパッチポリシー

— OSインストールプロファイルとOSシーケンス

— パッケージ

— レポート とコンプライアンスダッシュボード

— カスタム属性

— ユーザーが実行したジ ョブ

— Global Shellセッシ ョ ンへのアクセス

— パッチ構成とパッチコンプライアンスルール
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図6は、 管理対象サーバーの内容ペインの例です。 内容領域にある項目でアクシ ョ ンを実行するには、 [アク

シ ョ ン] メニューを選択するか、 右クリ ックしてアクシ ョ ンを選択するか、 ダブルクリ ックして開きます。

図6 サーバーの履歴ビューを表示する内容ペイン  
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内容ペインのビュー

SA クライアン トの内容ペインの [表示 ] ドロップダウンリストでは、 選択した機能のビューを変更できます。

たとえば、 内容ペインでサーバーを選択し、 [表示] ドロップダウンリストで [ソフ トウェアポリシー ] を選択

します。これにより、サーバーにアタッチされているソフ トウェアポリシーがすべて表示されます (図7を参照)。

図7 [表示] ドロップダウンリスト    

内容ペインの列

内容ペインの列見出しをクリ ックすると、その列でサーバー情報がソート されます。たとえば、管理対象サー

バーのデータの場合、 ホスト名、 IPアドレス、 サマリー、 OSなどの列でソートできます。 また、 ソートする

列を追加したい場合は、 [Ctrl] キーを押しながら列をクリ ックして ください。
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表示列を増やすには、 列セレクターをクリ ックし、 表示または非表示にする列を選択します (図8を参照)。

図8 列セレクター : サーバーの表示列
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内容ペインのフ ィルターツール

SA クライアン トのフ ィルターツールは、 1つの列に対して部分文字列の検索を行う ことによって、 内容ペイ

ンに表示する情報をフ ィルター処理します (図9を参照)。

図9 フ ィルターツール 

詳細ペイン

詳細ペインでは、 内容ペインで選択したサーバー、 デバイスグループ、 パッチ、 パッチポリシーに関する情

報をプレビューすることができます。 新しいウィンドウを開く必要はありません。 

詳細ペインでは、 次の操作を実行できます。 

— サーバー、 デバイスグループ、 パッチ、 パッチポリシーの情報をプレビューします。 プレビューに

は、 内容ペインで項目を選択する必要があります。 

— 詳細ペインで表示する情報のタイプを選択します。 内容ペインの上にある  [表示] ドロップダウンリ

ストから、 ビューを選択します。 

— 詳細ペインを非表示にします。 [表示] メニューで [詳細ペイン] > [ 小化] を選択します。 
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たとえば、 ライブラリでWindows 2003パッチを表示している場合、 内容ペインでパッチを選択すると、 詳細

ペインにパッチ情報が表示されます。 図10は、 画面の例です。

図10 SAクライアン トの詳細ペインでパッケージの内容を表示 

選択したパッチについて他の情報を表示したい場合は、 [表示] ドロップダウンリス トで目的のビューを選択

して ください。

詳細ペインの表示フ ィルター

詳細ペインに表示される項目によっては、 さらにフ ィルターで絞り込むことができる場合があります。 [表示]

ドロップダウンリストではさまざまなビューを選択できます。

たとえば、 パッチポリシーがアタ ッチされているサーバーをすべて表示したい場合、 詳細ペインで、 [ ポリ

シーがアタ ッチされたサーバー ] か、 [ポリシーがアタ ッチされていないサーバー ] のいずれかでフ ィルター

処理できます (図11を参照)。

図11 詳細ペインの [表示] ドロップダウンリスト  
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ステータスバー 

SAクライアン トウィンドウの下にはステータスバーがあります。 このバーには、 次の情報が表示されます。 

• 選択したオブジェク トの情報

• コア情報取得の進行状況を示すバー

• ユーザー ID

• 現在の時刻

図12 SAクライアン トのステータスバー 

ド ラ ッグアンド ドロップによるSAクライアン トオブジェク トの

共有

サーバーなどのSAクライアン トオブジェク トは、 ド ラ ッグアンド ドロップ操作を使って、 SAクライアン トか

ら電子メール、 チャ ッ トウィ ンドウ、 ドキュ メン トエディ ターに簡単に移動できます。 SAクライアン ト外部

にオブジェク ト をド ラ ッグすると、SAクライアン トでオブジェク ト を起動できるようにURLが構成されます。 

共有可能な SA クライアン トオブジェ ク トには、 サーバー、 アプリケーシ ョ ン構成、 監査、 ビジネスアプリ

ケーシ ョ ン、 パッチポリシー、 OSプロファイルなど、 基本的にはすべてのデバイス (サーバー、 スト レージ、

ネッ トワークなど) や、 SAライブラリ内の検索可能なオブジェク トが含まれます。

また、 ド ラ ッグアンド ドロップで作成されたURLはWebページでリンクと して使用できるので、目的のSAオブ

ジェク トに簡単にアクセス可能になります。 

ネッ トワークデバイスをSAクライアン トから ド ラ ッグアンド ドロップするには、 Network Automation (NA) の

ライセンスバージ ョ ンをSAコアに統合してお く必要があります。 さらに、 SAクライアン トからスト レージデ

バイスをドラ ッグアンド ドロップするには、 SAコアを構成してSEに接続してお く必要があります。 詳細につ

いては、 HPの営業担当にお問い合わせください。 

SAクライアン トオブジェク ト をド ラッグアンド ドロップするには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト内で、 サーバー、 ネッ トワークまたはスト レージデバイス、 デバイスグループ、 パッチ

ポリシー、 ビジネスアプリケーシ ョ ン、 監査など、 テーブル内にあるオブジェク ト を選択します。

2 選択したオブジェク ト を、 [Ctrl] キーを押しながら次の場所にドラッグします。 

• ドキュ メン トエディ ター

• チャッ トウィ ンドウのテキスト入力ボックス

• 電子メール

3 このリンクをユーザーがクリ ックすると、 プロンプ トが開いてファイルを開いたり保存することができ

ます。 ファイルのダウンロード と保存が完了したら、 [開く ] をクリ ックします。 

4 HP Server Automationのログインウィンドウに、 SAユーザー名、 パスワード、 ログイン先となる SA コア

サーバーを入力し、 [OK] をクリ ックします。 

SAクライアン トがすでに起動していて、 開こ う と しているオブジェク トがログイン先のコアのオブジェ

ク トである場合は、 ログインしな く ても専用のウィンドウにオブジェク トが表示されます。

[Ctrl] キーを押しながら ドラ ッグする以外にも、 [編集] > [コピー ] メニュー、 または [Shift]+[Ctrl]+[C] キー

でリンクを Windowsのクリ ップボードにコピーして、 さらに別のアプリケーシ ョ ンに貼り付けることが

できます。
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テーブルデータのコピーと貼り付け

このリ リースでは、 SAクライアン ト内のテーブルのデータをコピーし、 他のアプリケーシ ョ ンに貼り付ける

ことができます。 たとえば、 管理対象サーバー、 Windows監査、 SA クライアン ト ライブラリに保存されてい

る Solaris 10パッチ、 来月実行予定のジョブスケジュールなどを表示している場合、 リス トの行を 1つまたは

複数選択してコピーして、 テキスト ファイル、 電子メールメ ッセージ、 スプレッ ドシートアプリケーシ ョ ン

などのドキュメン トプロセッサーに貼り付けることができます。

ただしこの機能には、 次のような制限があります。

• リス トの列見出しは選択可能ではありません。 列見出しは必ずコピーされます。

• コピーしたリストの値をターゲッ トアプリケーシ ョ ンに貼り付けると、 ターゲッ トアプリケーシ ョ ンで

の表示形式が適用されるので、 コピー元とは異なる形式で表示されることがあります。

• ターゲッ トアプリケーシ ョ ンには、 HTML形式 (MIME タイプは“text/html”) またはタブ /改行区切りの文字

列 (MIMEタイプは“text/plain”) のいずれかでテーブル記述を認識できるアプリケーシ ョ ンを選択する必要

があります。

SAクライアン トのテーブルデータをコピーして貼り付けるには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン トで、 コピー元となるテーブルに移動します。 

2 データのコピー先となるアプリケーシ ョ ンが開いていることを確認します。

3 コピーしたい行を選択します。

4 行をコピーするには、 次のいずれかの操作を実行します。

d [Ctrl]+[C] キーを押します。 

e [編集] メニューの [コピー ] を選択します。 

f カーソルで行をドラ ッグします。

5 データの貼り付け先になるアプリケーシ ョ ンにカーソルを置き、 [Ctrl]+[V] キーを押します。 ド ラッグし

ている場合はドロップします。 これで、 データはコピーされます。

SAクライアン トでのオブジェク トの検索

SAクライアン トでは、運用環境内でオブジェク ト を検索することができます。検索可能なオブジェク トには、

物理および仮想サーバー、 アプリケーシ ョ ン構成とテンプレート、 監査、 ビジネスアプリケーシ ョ ン、 デバ

イスグループ、 SA拡張、 フォルダー、 ジ ョ ブ、 スクリプ ト、 パッケージ、 パッチ、 パッチポリシー、 スナッ

プシ ョ ッ ト、 ソフ トウェアポリシーなど、 さまざまな種類のオブジェク トが含まれます。

SAクライアン ト内でスト レージデバイスを検索するには、 SAコアを構成してStorage Essentialsに接続してお

く必要があります。 詳細については、 サポート担当にお問い合わせください。

SAクライアン トの検索では、 次のような操作を実行できます。

• キーワードを指定したシンプルな検索、 または検索クエリを使用した詳細検索を実行します。

• 検索クエリを保存および再利用します。

• 検索結果をベースにさまざまなアクシ ョ ンを実行します。

• 検索結果を電子メールで送信します。

• 検索結果を印刷します。

• 検索結果の書式をカスタマイズします。
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簡単な検索の実行

簡単な検索では、 入力したキーワードを含むオブジェク ト を検索します。

検索結果には、 読み取りのアクセス権がある項目のみが返されます。 検索結果として返された項目に対して

操作を実行するには、 書き込みのアクセス権が必要です。 アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイ ド』

を参照して ください。

簡単な検索を実行するには、 次の手順を実行します。

1 [検索] ペインが開いていない場合、 [表示] > [検索ペイン] メニューを選択します。

2 [検索] ペインのドロップダウンリストで、 検索したいオブジェク トのタイプを選択します。 図13は、 ソ

フ トウェアポリシーを検索している例です。 

図13 SAクライアン トでの簡単な検索 

3 テキスト フ ィールドに検索したいテキスト を入力します。 このフ ィールドではワイルドカードを指定で

きません。 また、 大文字と小文字は区別されません。

4 をクリ ックすると、 検索が実行されます。 検索結果が内容ペインに表示されます。

5 (オプシ ョ ン ) 列見出しをクリ ックすると、 その見出しで検索結果がソート されます。 列の順序を変更す

るには、 列見出しをド ラ ッグし、 目的の位置にドロップします。

6 (オプシ ョ ン) [保存] をクリ ックして、検索クエリを保存します。[名前を付けて保存] ダイアログボックス

が開きます。 検索の名前を入力し、 [保存] をクリ ックします。 保存する検索の名前は64文字以内にして

ください。 検索クエリをデバイスグループとして保存する方法については、 検索機能を使ったデバイス

グループの作成 (107ページ) を参照して ください。

7 (オプシ ョ ン) [エクスポート ] をクリ ックすると、検索結果をCSVまたはHTML形式のファイルにエクスポー

トできます。 [結果のエクスポート ] ウィンドウが開きます。 場所、 ファイル名、 ファイルタイプを入力

してから  [結果のエクスポート ] をクリ ックします。

8 (オプシ ョ ン ) 検索結果に対してアクシ ョ ンを実行するには、 内容ペインで項目を選択し、 [ アクシ ョ ン ]

メニューから操作を選択します。

詳細検索について

詳細検索では、 複雑な検索クエリを作成できます。 検索ルールを複数指定し、 論理演算子の“And”や“Or”で組

み合わせます。 1つの検索クエリで“And”と“Or”を両方指定することはできません。

SA Twister APIのcom.opsware.searchパッケージで提供されるSearchServiceインタフェースを使用すれば、 さら

に複雑な論理式を記述できます。 SA Twister APIの詳細については、 『SA プラッ ト フォーム開発者ガイド』 を

参照して ください。
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ルールの設定では、 選択したい項目の属性、 演算子、 属性の値を組み合わせて指定します。 属性を選択する

と、 その演算子と値で指定できるオプシ ョ ンが表示されます。 属性の指定方法は、 テキスト フ ィールドに値

または数値を入力する方法、 ドロップダウンリストから値を選択する方法、 [値の選択] ウィンドウで複数の

値を選択する方法があります。 

[値の選択] ウィンドウは、 論理演算子である  [次の値に等しい] や [次の値に等し く ない] など、 複数の値の指

定が必要な場合に表示されます。 このウィ ンドウでは、 リス トに選択可能な値が表示されるので、 1 つまた

は複数を選択します。

詳細検索ルールの書式

詳細検索ルールは、 次の書式で指定します。

検索対象: <項目>

引数は次のとおりです。 <属性> <演算子> <値>

• <項目> は、 検索したいオブジェク トです。 たとえば、 サーバー、 パッチ、 パッチポリシー、 ス ト レージ

デバイス、 ジ ョ ブ、 フォルダーなど、 管理対象サーバー上にある項目を指定します。

• <属性> は、 ルールによるチェ ック対象となるデータです。

• <演算子> は、 <属性> と  <値> に対して行う比較です。

• <値> は、 <演算子> を使用して <属性> と比較する特定のデータです。

検索結果には、 読み取りのアクセス権がある項目のみが返されます。 検索結果として返された項目に対して

操作を実行するには、 書き込みのアクセス権が必要です。

詳細検索の実行

詳細検索を実行するには、 次の手順を実行します。

1 [検索] ペインが開いていない場合、 [表示] > [検索ペイン] メニューを選択します。

2 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [詳細検索] を選択します。 内容ペインで [詳細検索] ページ

が開きます。

デフォルトでは、 初のドロップダウンリストの [検索対象] で [サーバー ] が選択され、検索ルール

が1つ追加されています。

3 [検索対象] ドロップダウンリストで、 検索するオブジェク ト タイプを選択します。 図14では、 検索対象

として [サーバー ] が選択されています。

図14 SAクライアン トの検索 
SAクライアン トの概要 35



4 ルールを作成するには、 [場所] の 初のドロップダウンリストで属性を選択します。 上の例では、 検索

属性として [エージェン ト検出日] が選択されています。 属性を選択すると、 その属性で指定可能な演算

子と値が表示されます。

5 2 番目のドロップダウンリストで、 演算子を選択します。 この演算子は、 検索テキストの処理方法を指

定するものです。 図14では、 演算子として [次の値に等しい] が指定されています。

6 フ ィールドの値は、 手動で入力する方法、 ドロップダウンリストから選択する方法、 をクリ ックして

[値の選択] ウィンドウで表示される値から選択する方法で指定できます。図14では、 [エージェン ト検出

日] の値として [02-04-09] が指定されています。

図14の例では、 エージェン ト検出日が2009年2月4日のサーバーをすべて検索します。

7 (オプシ ョ ン ) をクリ ックするとルールが追加されます。 必要に応じて、 手順3～5を繰り返してルー

ルを追加します。 

8 (オプシ ョ ン) をクリ ックすると、 ルールを削除できます。

9 クエリに含まれるルールに適用する論理演算子 (AND/OR) を選択します。 

10 [検索 ] をクリ ックするか、 [Alt]+[S] キーを押すと、 検索クエリが実行されます。 検索結果が内容ペイン

に表示されます。

図15は、 Red Hat Linux AS 3を実行しているサーバーのうち、 エージェン トが到達不能であり、 サー

バーのライフサイクルが 「管理対象」 のサーバーをすべて検索しています。

図15 到達不能のエージェン ト を実行するサーバーの検索結果

11 ( オプシ ョ ン ) クエリルールを消去するには [ リセッ ト ]、 検索をキャンセルするには [キャンセル ] をク

リ ックします。 

12 (オプシ ョ ン ) 列見出しをクリ ックすると、 その見出しで検索結果がソート されます。 列の順序を変更す

るには、 列見出しをド ラ ッグし、 目的の位置にドロップします。
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13 (オプシ ョ ン) [保存] をクリ ックすると、検索クエリをcsvまたはhtml形式のファイルに保存できます。 [名

前を付けて保存 ] ダイアログボックスが開きます。 検索クエリの名前を入力し、 [保存 ] をクリ ックしま

す。 名前は、 64文字まで指定できます。 保存した検索クエリは、 [保存された検索] ドロップダウンリス

トに表示されます。 検索クエリをデバイスグループとして保存する方法については、 検索機能を使った

デバイスグループの作成 (107ページ) を参照して ください。

14 (オプシ ョ ン) [エクスポート ] をクリ ックすると、検索結果をCSVまたはHTML形式のファイルにエクスポー

トできます。 [結果のエクスポート ] ウィンドウが開きます。 場所、 ファイル名、 ファイルタイプを入力

してから  [結果のエクスポート ] をクリ ックします。

15 (オプシ ョ ン ) 検索結果に対してアクシ ョ ンを実行するには、 内容ペインで項目を選択し、 [ アクシ ョ ン ]

メニューから操作を選択します。

保存された検索クエリの実行

保存された検索クエリを実行するには、 次の手順を実行します。

1 [検索] ペインが開いていない場合、 [表示] > [検索ペイン] メニューを選択します。

2 [保存された検索] ドロップダウンリストで、 検索クエリを選択します。 [詳細検索] の内容ペインにクエ

リが表示されます。 クエリは自動実行され、 内容ペインに検索結果が表示されます。

保存された検索の削除

保存された検索クエリを削除するには、 次の手順を実行します。

1 [検索] ペインが開いていない場合、 [表示] > [検索ペイン] メニューを選択します。

2 [検索] ペインの [保存された検索] ドロップダウンリストで、保存した検索クエリを選択します。 [詳細検

索] の内容ペインに保存された検索が表示されます。

3 [保存] をクリ ックすると、 [名前を付けて保存] ダイアログボックスが表示されます。

4 保存された検索を選択し、 右クリ ックして [削除] を選択します。 

5 [既存の検索の削除] ダイアログボックスが開いたら、 [削除] をクリ ックします。

6 [名前を付けて保存] ダイアログボックスを閉じるには、 [キャンセル] をクリ ックします。

SAクライアン トのオプシ ョ ン設定

SAクライアン トでは、 次のオプシ ョ ンを設定できます。 

• 一般オプシ ョ ン: デフォルトでログインするコア、 キャ ッシュの処理方法などを指定します。 

• SAエージェン トのインストール - インストーラーオプシ ョ ン : サーバーにサーバーエージェン ト をイン

ストールする際のデフォルトの動作を変更します。 サーバーエージェン トは、 SAでサーバーを管理する

ためのソフ トウェアです。 詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117 ページ ) を参照して くだ

さい。

• ターミナルとシェルのオプシ ョ ン : Global Shellのターミナル (UNIX) クライアン ト とRDP (Windows) クライ

アン ト、 リモート ターミナル接続を設定します。 

• パッチポリシーのオプシ ョ ン : 管理対象サーバーからパッチポリシーまたはパッチポリシー例外を削除

する際に確認メ ッセージを表示する設定を行います。

• Network Automationのオプシ ョ ン: ログインするNAホストの名前のリセッ ト、保存した (デフォルトの) ホ

スト名の復元、 NAログインウィンドウのオープンなどの設定を行います。
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• Server Automation Visualizer (SAV) のオプシ ョ ン: SAVの起動に適用するタイムアウト値、 SAVで仮想サー

バーの関係をスキャンする方法を指定します。 

SAクライアン トオプシ ョ ンを設定するには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン トで [ツール] メニューの [オプシ ョ ン] を選択します。

2 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウの左側では、 ビューを選択できます。

3 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウの右側では、 設定を変更できます。

4 [保存] ボタンをクリ ックします。

一般オプシ ョ ン

次の一般オプシ ョ ンでは、 デフォルト コアを設定します。 

コアサーバーのデフォルト

デフォルトでログインする SA Web クライアン トホストのポート番号を指定します。 デフォルトポートは443

です。

キャ ッシュ

SAクライアン トで表示するキャッシュデータの設定を行います。 次のキャッシュ設定を指定します。 

• 更新を確認する間隔 <xx> 分: キャッシュを更新する間隔を分単位で入力します。

SAクライアン トは、 ここで指定した間隔で、 新しいコンプライアンス情報がないかコアをチェ ックしま

す。 チェ ック対象には、 コンプライアンス情報だけでな く、 SAクライアン トがコアからアクセス可能な

すべての情報が含まれます。 間隔を長くするほど、 参照情報が古く なっている可能性も高く なります。

間隔を短くするほど、 新しい情報を参照できるようになりますが、 コアとの送受信に伴うネッ トワーク

ト ラフ ィ ッ クも増えます。詳細については、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して

ください。

• キャッシュの更新: コアに新しい情報がないか即時チェ ックします。 

• キャッシュの再ロード : キャッシュの再読み込み (更新) を即時実行します。

進行状況

ジョブの進行状況をチェ ックします。 ジ ョ ブが完了すると、 [進行状況] ウィンドウは閉じます。

検索とレポートでの 「等しい」 演算子の制限

詳細検索とレポートのインタフェースで選択肢として利用可能な値の数に上限を設定します。 システムの遅

延や負荷を軽減するため、利用可能な値の数がこの設定を超える場合、値のリス トは表示されな く なります。

値を追加するには、 テキストボックスに値を入力します。

クライアン トデフォルト ビュー

デフォルトビューに設定するクライアン ト と して、 [SA] または [アプリケーシ ョ ンデプロイメン ト ] のいずれ

かを指定します。 『SA User Guide: Application Deployment Manager』 も参照して ください。
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SAエージェン トのインストール - インストーラーオプシ ョ ン

SAエージェン トの [インストーラーオプシ ョ ン] ペインでは、サーバーエージェン ト をサーバーにインストー

ルする際のオプシ ョ ンを設定できます。 [インストーラーオプシ ョ ン ] ウィンドウでは、 次のアクシ ョ ンを実

行できます。

サーバーでのエージェン ト インストールの詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117ページ ) を参

照して ください。

• インストール後にエージェン ト を開始: サーバーエージェン ト をインストール後に起動します。デフォル

トでは、 エージェン ト インストーラーはサーバーエージェン ト を起動しません。

• 前提条件チェ ックの失敗を無視: 前提条件チェ ックが失敗しても、無視してサーバーエージェン ト を強制

的にインストールします。

• サーバーの時刻を Server Automation コアから設定 : サーバーエージェン トがインストールされている

サーバーの時刻をSAコアの時刻に同期させます。

• 必要な場合はWindows Installer (MSI) をインストール : サーバーエージェン ト と一緒に MSI をインストー

ルします。MSIがすでにインストールされている場合、このオプシ ョ ンを選択してもインストールは行わ

れません。

• エージェン トのインストール後に許可があればWindowsサーバーを再起動 : サーバーエージェン トのイ

ンストール完了後にWindowsサーバーを再起動します。 

• Red Hat Package Manager (RPM) をAIXおよびSolarisにインストール: サーバーエージェン ト と一緒にRPM
ハンドラーをインストールします。 SAでは、 SolarisサーバーとAIXサーバーにサーバーエージェン ト をイ

ンストールするときにこのオプシ ョ ンを常に含めることを推奨します。

• エージェン ト構成が存在する場合はリセッ ト : 既存のサーバーエージェン ト構成を置換します。

• ゲートウェイアドレスリストが存在する場合は削除 : 不要になった SAゲートウェイアドレスリスト を削

除します。 

• ステージエージェン ト インストーラーを上書き : 既存のサーバーエージェン ト インストーラーを上書き

します。

• ログレベル: ログメ ッセージのログレベルを設定します。 エラー、警告、情報、 ト レースの各レベルを指

定できます。 

SAエージェン トのインストール - プロ ト コル

SAエージェン トのインストールにある  [プロ ト コル] ペインでは、デプロイメン トでのサーバー接続に使用す

る標準ポート を指定します。

サーバーでのエージェン ト インストールの詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117ページ ) を参

照して ください。

• SSH: SSHプロト コルを使用して、デプロイメン トでのサーバー接続に使用する標準ポートを決定できます。

• SMB (NetBT経由): SMB (NetBT経由) プロ ト コルを使用して、 デプロイメン トでのサーバー接続に使用する

標準ポート を決定できます。

• WTS: WTSプロ ト コルを使用して、デプロイ メン トでのサーバー接続に使用する標準ポート を決定でき

ます。 

SAエージェン トのインストール - 詳細オプシ ョ ン

SAエージェン トのインストールの [詳細オプシ ョ ン] ペインでは、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

サーバーでのエージェン ト インストールの詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117ページ ) を参

照して ください。
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• 完全ハードウェア登録をただちに実行: サーバーエージェン ト インストーラーによって、すべてのハード

ウェア情報がコアにレポート されます。

• ソフ トウェア登録をただちに実行: サーバーエージェン ト インストーラーによって、すべてのソフ トウェ

ア情報がコアにレポート されます。

• エージェン ト到達可能性チェ ックを抑制: インストール時のチェ ックを無効にします。 デフォルトでは、

インストーラーの指示により、 コアはサーバーの到達可能性チェ ックを開始します。 

• エージェン トが休止中の場合に匿名のSSL接続を許可しない: 有効な証明書がない場合はブラウザー接続

を禁止するように、 サーバーエージェン ト を設定します。

• 競合が見つかった場合は新しいデバイスの作成を強制: この機能を無効にします。データアクセスエンジ

ンは、 登録時に新しいデバイスレコードを作成します。 

• 初のハードウェア登録が失敗した場合は失敗する  (休止しない ): ハードウェア情報のレポートに失敗

してもサーバーエージェン トは休止状態になりません。

• コアとエージェン トの通信に対して Windows ファイアウォールを開かない : デフォルトでは、 サーバー

エージ ェ ン ト インス ト ーラーによ り、 Windows XP サーバーおよびWindows 2003 (R2) サーバー上の

Windowsファイアウォール構成が変更され、SAコアは管理サーバーのポート 1002に接続可能になります。

このオプシ ョ ンを選択しないと、 ファイアウォール設定は変更されません。 この場合サーバーは、 SAで

管理できな く なる可能性があります。

• ソフ トウェアポリシーの修復: サーバーにアタッチされているソフ トウェアポリシーに基づいて、サーバー

を修復します。

• ソフ トウェアポリシー IDにアタ ッチ: サーバーをソフ トウェアポリシー IDにアタ ッチします。

• その他のインス トーラーオプシ ョ ン : 次に示すように、上記以外のインス トーラーオプシ ョ ンを指定し

ます。

--log file <パス>: インストーラーのログファイルへのパスを指定します。 デフォルトのログ

ファイルの格納先は、 UNIXでは/tmp、 Windowsでは%SYSTEMDRIVE%\WINDOWS\SYSTEMです。

--workdir <パス>: インストール中に使用する作業ディレク ト リのパスを指定します。 

• コア証明書フ ィンガープリン ト : コア証明書のフ ィンガープリン ト を指定します。

このオプシ ョ ンを指定すると、エージェン ト インストーラーは、コアのSSL証明書の署名に使用した証明

機関の証明書が、指定した値と一致するかどうかを検証します。このオプシ ョ ンを指定すると、エージェ

ン ト を正しいコアにアタ ッチできるので、 エージェン トのインストール作業のセキュリテ ィ を強化でき

ます。

コア証明書フ ィンガープリン トの値を取得するには、 コアにrootでログインし  (必要に応じて、 SAシステ

ム管理者に作業を依頼して ください)、 次のコマンドを実行します。

/opt/opsware/bin/openssl x509 -in /var/opt/opsware/crypto/agent/
opsware-ca.crt -fingerprint -noout

次のような出力が表示されます。

SHA1 Fingerprint=D2:3B:F8:72:B9:55:0D:
DE:97:04:D5:C2:A5:6B:B2:09:5C:0A:0D:7F

フ ィ ンガープリン トは、 等号の後の16進数の文字列です。

D2:3B:F8:72:B9:55:0D:DE:97:04:D5:C2:A5:6B:B2:09:5C:0A:0D:7F

• nmapパラメーター: このオプシ ョ ンは、非管理対象サーバーのスキャンで使用するパラメーターと、ネッ

トワークファイアウォール構成が原因で SAが非管理対象サーバーを特定または認識できない場合に使

用するスキャンパラメーターを設定します。SAクライアン トでのNMAPスキャンパラメーターに適用する

デフォルト値は、 [システム構成] メニューで設定できます。 Opsware/adh製品を選択し、

adh.scan.default_parameters構成パラメーターを編集して く ださい。 
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ターミナルとシェルのオプシ ョ ン

Global Shellの起動やリモート ターミナルセッシ ョ ンの開始のために、 SAクライアン トがPC上で呼び出すコマ

ンドを指定します (SA クライアン トではな く sshクライアン ト を使用する方法については、 Global Shellセッ

シ ョ ンを開く  (263ページ) を参照して ください)。詳細については、エージェン ト レスサーバーでリモート ター

ミナルセッシ ョ ンを開く  (131ページ) も参照して ください。

ターミナルおよびシェルの設定を表示または変更するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トで、 [ツール] > [オプシ ョ ン] メニュー項目を選択します。 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウ

が開きます。

2 [表示] ペインで、 [ ターミナルおよびシェル] を選択します。 管理対象サーバーと非管理対象サーバーへ

の接続で使用するコマンドが表示されます。

次の項では、 ターミナルとシェルの設定を適用する方法と、 設定する方法について説明します。

リモートログイン機能を使用して、 セキュアシェル (ssh) やリモートログイン  (rlogin) のプロ ト コルで非管理

対象サーバーにアクセスするには、 sshやrloginプロ ト コルでの通信に対応したクライアン トプログラムのイ

ンストールが必要です。 インストールが完了したら、 インストールしたクライアン トプログラムをSAクライ

アン トで呼び出す設定を行います。

ターミナルクライアン トのコマンド

この設定では、 Unix管理対象サーバーでのリモート ターミナルセッシ ョ ン、 Global Shellセッシ ョ ンでSAクラ

イアン トが使用するターミナルクライアン ト を指定します。この設定が適用されるのは、Unixの管理対象サー

バーを選択して [アクシ ョ ン ] > [次で開く ] > [ リモート ターミナル] を選択した場合、 [ツール] > [Global Shell]

を選択してGlobal Shellを実行する場合です。 次に、 デフォルト値を示します。 デフォルト値は、 次のとおり

です。

cmd /c start /w cmd /c "(telnet %h %p || echo > nul) && echo %m && pause > nul"

telnetは、 コマンド ラインターミナルセッシ ョ ンをエミ ュレートするプログラムです。 %hはホスト、 %pは

ポート番号を示します。 表1を参照して ください。 

ターミナルクライアン ト をデフォルト以外の値に設定する場合は、 ターミナルアプリケーシ ョ ンが終了する

までの間、 コマンドをブロックして ください。 ターミナルアプリケーシ ョ ンは、 バックグラウンドでは実行

できません。cmd /c startを指定する場合は、/wスイッチが必要です。 これにより、実行コマンド  (telnet

など) が終了するまでの間、 cmdはブロックされます。

ターミナルアプリケーシ ョ ンには、 telnet だけでな く、 たとえば、 putty などのアプリケーシ ョ ンを使用でき

ます。 puttyはSSH、 rlogin、 telnetをサポートするフリーのWindowsアプリケーシ ョ ンです。 puttyクライアン

ト を使用するには、 次のコマンドを入力します。 

"C:\\Program Files\\putty\\putty.exe" -telnet %h %p

RDPクライアン トのコマンド

この設定では、 SAクライアン トがWindowsの管理対象サーバーと非管理対象サーバーでのリモート ターミナ

ルセッシ ョ ンに使用するRemote Desktop Protocol (RDP) クライアン ト を指定します。 この設定が適用されるの

は、 Windowsの管理対象サーバーを選択して [アクシ ョ ン] > [次で開く ] > [リモート ターミナル] を選択した場

合、 非管理対象サーバーを選択して [アクシ ョ ン] > [ログイン方法] > [Windows Terminal Services] を選択した

場合です。 デフォルト値は、 Microsoftターミナルサービスクライアン トです。

mstsc "%r"
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指定したターミナルクライアン トがPCにインストールされている必要があります。 ターミナルクライアン ト

がインストールされていることを確認するには、 [テスト ] ボタンをクリ ックして ください。

コマンドでは、 %h (ホスト名)、 %p (ポート番号) などの変数を指定できます。 ターミナルクライアン トの起動

時、 この変数には表1 で示す値が代入されます。 値をオーバーライ ドするには、 変数ではな く定数値を指定

して ください。 たとえばポート番号の場合、 %pではな く 435を指定します。

SSHクライアン トのコマンド

この設定では、 SAクライアン トがWindows非管理対象サーバーへのリモートログインで使用するターミナル

クライアン トの設定を行います。 この設定が適用されるのは、 非管理対象サーバーを選択して [アクシ ョ ン ]

> [ログイン方法] > [ssh] を選択した場合です。

SSHプロ ト コルでの通信をサポートするクライアン トプログラムを指定して ください。 たとえば、 puttyなど

のアプリケーシ ョ ンを使用できます。 puttyはSSHをサポートするフリーのWindowsアプリケーシ ョ ンです。

SSHクライアン トの設定では、 SSHクライアン ト を呼び出すコマンド ラインを指定します。

次に示すputtyのサンプルコマンドは、 SSHを使用して非管理対象サーバーにリモートログインします。

putty -ssh -l %u -P %p %h

 

エンコード

Global Shell と リモート ターミナルセッシ ョ ンのエンコードを設定します。 このオプシ ョ ンで設定した値は、

[ターミナルクライアン ト ] フ ィールドで指定したコマンドの%e変数に代入されます。 デフォルト値はUTF-8

です。

表1 ターミナル、 RDP、 Rlogin、 SSHの各クライアン トオプシ ョ ンで指定できる変数

変数 説明 代入値

%e 文字エンコード。 リモー ト ター ミ ナルセッシ ョ ンでは、 管理対象サー

バーのエンコード。 Global Shellセッシ ョ ンでは、 [エン

コード ] フ ィールドの値。

%h クライアン トが接続するホスト名。 管理対象サーバーのlocalhostの値。

%m ウ ィ ン ドウを閉じ る方法を示すロ

ケール固有のメ ッセージ。

英語のロケールでは、 [Enter] キーを押してこのウィン

ドウを閉じる。

%r リ モー ト デスク ト ッ プ (RDP) 接続

ファイルの名前。 この変数が使用さ

れるのは、Microsoftターミナルサービ

スクライアント  (mstsc) のみです。

実行事にSA クライアン トによって生成される一時RDP

ファイル。

%t ターミナルウィンドウで表示する

タイ トル。

リモー ト ター ミ ナルセッシ ョ ンでは、 管理対象サー

バーの名前。Global Shellセッシ ョ ンでは、 “Global Shell”

という文字列。

%u クライアン トに渡すユーザー名。 %uを指定すると、 SAはダイアログを開いてユーザー名

の入力を要求します。 ユーザー名を入力し、 [ログイン]

を選択します。 SAは、 指定されたユーザー名をクライ

アン トに渡します。
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パッチポリシーのオプシ ョ ン

このオプシ ョ ンにより、 管理対象サーバーからパッチポリシーまたはパッチポリシー例外を削除する際に確

認メ ッセージを表示します。

Network Automationのオプシ ョ ン

ログイン先のNAホストの名前のリセッ ト、保存した (デフォルトの) NAホスト名の復元、新しいホスト名によ

るSAとNAの通信テストを実行します。

• ホスト : NA ホストのプロキシとして機能するサーバーの名前を指定します。 ホスト名の形式のみが検証

されます。

• デフォルトに戻す: 保存したNAホスト名を復元します。

• テスト : NAログインウィ ンドウを開き、 ホスト名が有効かどうかを検証します。

Server Automation Visualizer (SAV) のオプシ ョ ン

HP Service Automation Visualizer (SAV) では、 IT環境内に分散したビジネスアプリケーシ ョ ンの詳細情報を物理

的および論理的に表示し、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの運用アーキテクチャーと動作の管理を行う ことがで

きます。 SAVの詳細については、 『SAユーザーガイド : Service Automation Visualizer』 を参照して ください。

SAVでは、 次のオプシ ョ ンを指定できます。 

• 仮想化設定

• スキャンのタイムアウト設定

• 検出設定

• すべての設定のリセッ ト

仮想化設定

SA クライアン トのオプシ ョ ンを設定することで、 SAV で開く仮想サーバーに関連する任意の仮想サーバーま

たはハイパーバイザーに対してスキャンを実行するかどうかを選択できます。

たとえば、 VMware仮想マシン  (VM) またはSolarisゾーンをSAVで視覚化する場合、 デフォルトでは、 仮想化関

係のスキャンを実行するかどうかを選択できます。 このスキャンでは、 選択した仮想サーバーをホストする

ハイパーバイザーのスキャンが実行されます。 選択する仮想サーバーによっては、 SAV で表示する仮想サー

バーが1台であっても、 関連する仮想サーバーが複数存在する場合は複数のサーバーのスキャンが必要にな

ります。 

これに対して、 ハイパーバイザーを選択して SAV で開く場合、 仮想化関係のスキャンを実行するかどうかを

選択できます。 このスキャンでは、 ホスト されている仮想サーバーがすべて対象になるので、 時間がかかる

可能性があります。

仮想化関係のスキャンを選択しない場合でも、 SAV では検出された仮想マシンが表示されます。 ただし、 一

部の情報 (仮想マシンのオペレーティングシステムなど) は、 仮想化関係のスキャンを実行しないと表示され

ません。

デフォルトで、 SAV では、 仮想化関係をスキャンするかどうかを常に選択できます。 次の仮想化オプシ ョ ン

を使用すると、 関連する仮想サーバーのスキャンに関するデフォルトの動作を独自に設定することができ

ます。

• 関連する仮想サーバーとホストサーバーをスキャンするか毎回選択する。
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• 常に関連する仮想サーバーとホストサーバーをスキャンする。

• 常に関連する仮想サーバーとハイパーバイザーサーバーをスキャンしない。

仮想化設定を変更するには、 次の手順を実行します。

1 [編集] メニューから、 [オプシ ョ ン] を選択します。

2 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウの [ビュー ] ペインで、 [Service Automation Visualizer] を選択します。

3 目的の仮想化設定を指定し、 指定が済んだら  [OK] をクリ ックします。

スキャンのタイムアウト設定

SAVは、 大50台のサーバーのスキャンに対応できるように 適化されています。 スキャンに要する時間は、

スキャン対象サーバーの負荷やSAの負荷など、 複数の要因に左右されます。 デフォルトのスキャンのタイム

アウト値は、 300秒に設定されています。 このタイムアウト値は、 短30秒から 長3600秒の範囲で設定し

直すことができます。

スキャンのタイムアウト を変更するには、 次の手順を実行します。

1 [編集] メニューから、 [オプシ ョ ン] を選択します。

2 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウの [ビュー ] ペインで、 [Service Automation Visualizer] を選択します。

3 [スキャンのタイムアウト ] セクシ ョ ンで、 スライダーを動かしてスキャン処理を停止する秒数を調整し

ます。

4 変更を保存する場合は [OK] をクリ ックし、変更を保存せずにウィンドウを閉じる場合は [キャンセル] を

クリ ックします。

検出設定

サーバーをスキャンしてサーバーが外部 IPアドレスに依存していることが判明している場合、 このオプシ ョ

ンを選択すると、SAVはこれらのIPアドレスから参照されるサーバーまたはネッ トワークデバイスを特定しよ

う と します。

この機能を使用した場合、 スキャン対象に選択したサーバー数や検出される外部の依存関係の数によって、

スキャンに要する時間が長く なる可能性があります。 

バックグラウンドで繰り返し実行されるビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ トでは、 この検出は常

に実行され、 オフにすることはできません。

すべての設定のリセッ ト

SAVのすべての設定をデフォルトに戻します。 これには、 タブのビューのサイズ変更や位置変更も含まれます。 

ジ ョブログの表示

実行したジ ョブに関する情報を表示するには、 SA クライアン トの [ジ ョブとセッシ ョ ン ] タブを選択します。

このタブには、 すでに実行したジ ョブと、 これから実行を予定しているジ ョブが表示されます。

ジ ョ ブとは、 SAクライアン トで実行される主要なプロセスであり、 サーバーの監査、 スナップシ ョ ッ トの作

成、 仮想ゾーンの作成、 アプリケーシ ョ ンのデプロイ、 ソフ トウェアのインス トール、 構成のプッシュ、 通

信テストの実行、 OSシーケンスの実行、 構成コンプライアンスのスキャン、 パッチのアンインストールなど

があります。
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[ジ ョブログ] ウィンドウには、 ユーザーに割り当てられたアクセス権で表示可能なジ ョブがすべて表示され

ます。 また、 実行のスケジュールが設定されているジ ョブ (ジ ョブ ID、 ジ ョ ブタイプ、 開始時刻と終了時刻、

ジ ョ ブの影響を受けるサーバー数とグループ数、 ジ ョ ブのステータス、 チケッ ト ID、 ジ ョ ブを実行したユー

ザー名など) も表示されます。 

ジ ョブのステータスが [承認待ち ] である場合、 ジ ョ ブはServer Automationの外部にあるプロセスによって承

認されるまでブロックされます。 ジ ョ ブが無期限にブロックされた場合、 SAの管理者は [承認の統合] ウィン

ドウの設定またはバックエンド コネクターの構成を確認して ください。

ジ ョ ブの開始時刻と終了時刻の形式は、 SAクライアン トで設定されている元のユーザーの設定によって決定

されます。 これらの設定は、 現在のユーザーの設定と異なる場合があります。 

複数のタイムゾーンで作業している場合には、 ユーザー設定で、 日付表示にタイムゾーンが含まれるように

開始時刻と終了時刻が設定されていることを確認して ください。 

完了したジ ョブまたは反復 (スケジュール設定された) ジ ョブの詳細を表示するには、 ジ ョ ブを開きます。 ス

ケジュール済みのジ ョ ブを変更できるユーザーは、 ジ ョ ブを作成したユーザー、 または [任意のジ ョ ブの編

集またはキャンセル ] アクセス権が割り当てられたユーザーのみです。 アクセス権の取得については、 SAの

管理者にお問い合わせください。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

ジ ョ ブを表示するには、 ジ ョ ブを選択して右クリ ックし、 [開く ] を選択します。

定期的ではないジ ョブをキャンセルするには、[ジ ョブログ] ウィンドウからジ ョブを右クリ ックして [ジ ョブ

の終了] を選択します。 ジ ョ ブの実行中に (つまり、 ジ ョ ブステータスが [進行中] である場合)、 ジ ョ ブをキャ

ンセルすることはできません。

定期的な (スケジュール済みの) ジ ョブをキャンセルするには、 [定期的スケジュール] ウィンドウからジ ョブ

を右クリ ックして [スケジュールの削除] を選択します。

SAクライアン トでジ ョ ブを表示するには、 機能アクシ ョ ンを実行するためのアクセス権が必要です。 たとえ

ば、 SAクライアン トでアプリケーシ ョ ン構成のプッシュのジ ョブを表示するとき、 アプリケーシ ョ ン構成の

管理を行うためのアクセス権が読み取りに設定されており、 書き込みに設定されていない場合には、 SAクラ

イアン トでアプリケーシ ョ ン構成のプッシュのジ ョブを表示することはできません。

[ジ ョブログ] ウィンドウの上部で、 次の条件を指定してジ ョブをフ ィルター処理できます。

• ジ ョブ期間: ジ ョブの検索を時間制限で絞り込むことができます (任意の時刻、過去24時間、先週、先月、

前四半期などに実行されたジ ョブなど)。 つまり、 スケジュール済みのジョブの場合、今後24時間、来週

などに実行するようにスケジュールが設定されているジ ョブでフ ィルター処理できます。 

• ジ ョブステータス : 成功 、 警告 、 失敗 、 承認待ち、 キャンセルなどのジ ョブのステータスに

基づいて検索できます。 

• Job Type: 特定のタイプのジ ョブを検索できます。 検索できるタイプには、 サーバーの監査、 仮想ゾーン

の変更、 サーバーの再起動、 ポリシーの修復、 OGFSスクリプ トの実行などがあります。 検索対象は、 す

でに実行されたジ ョブまたは今後の実行スケジュールが設定されているジ ョブです。

• ジ ョブID: ジ ョブIDで検索できます。 

• チケッ ト ID: ジ ョブにチケッ ト IDが付与されているジ ョブは、 チケッ ト IDで検索できます。

• ユーザー : ユーザー名を入力し、 そのユーザーが実行したジ ョブのみを表示できます。 [すべてのジ ョブ

を表示 ] や [ ジ ョブの編集またはキャンセル ] のアクセス権を持つユーザーのみが、 コアでジ ョブを表示

できます。 これらのアクセス権がない場合、 このフ ィルターは表示されません。

[検索] をクリ ックして現在のフ ィルター設定に基づいてリスト を更新する必要があります。

フ ィルター条件を設定してから  [ 検索 ] ボタンをク リ ッ クすると、 ジ ョ ブテーブルがフ ィルター処理され

ます。

詳細検索を行うには、 [検索] ボタンのドロップダウンリスト をクリ ックし、 [詳細検索] を選択します。 詳細

については、詳細検索の実行 (35ページ) またはSAクライアン トでのオブジェク トの検索 (33ページ) を参照し

て ください。
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ジ ョブの定期的スケジュール

[定期的スケジュール] ウィンドウには、定期的に実行を予定しているジ ョブがすべて表示されます。定期ジ ョ

ブをすべて表示するか、 次のような条件を指定してジ ョブリス ト をフ ィルター処理することができます。

• ジ ョブステータス: スケジュール済みのジ ョブの中から、指定したステータスのジ ョブを検索します。指

定できるステータスには、 任意のステータス、 キャンセルされたジ ョブ、 承認待ち、 定期実行のすべて

のジ ョブがあります。

• ジ ョブタイプ: スケジュール済みのジ ョブの中から、指定したタイプのジ ョブを検索します。指定できる

タイプには、 サーバーの監査、 スナップシ ョ ッ トの作成、 構成のプッシュなどがあります。 

• ジ ョブID: 定期的なジ ョブの中から、 指定したジ ョブIDのジ ョブを検索します。 

• チケッ ト ID: ジ ョブにチケッ ト IDが付与されているジ ョブは、 チケッ ト IDで検索できます。

• ユーザー : 定期実行のジョブの中から、 指定した名前のユーザーがスケジュールを設定したジ ョブを検

索します。 ユーザーが指定されていない場合は、 定期的なジ ョブがすべて表示されます。 

コア内のすべてのジ ョブを表示するには、 [すべてのジ ョブを表示] または [ジ ョブの編集またはキャンセル]

のアクセス権が必要です。 このアクセス権がないと、 一部のジ ョブは表示されません。

• 検索: スケジュール済みの定期ジョブを検索します。[検索] をクリ ックすると、詳細な結果が表示されます。

定期的ジ ョブのスケジュールの表示と削除

定期的ジョブのスケジュールを表示するには、 ジ ョ ブを選択して右クリ ックし、 [開く ] を選択します。

定期的ジ ョブのスケジュールを削除するには、 ジ ョ ブを選択して右クリ ックし、 [スケジュールの削除] を選

択します。

ジ ョ ブの通知メール

ジョブの情報を通知する電子メールは、 ジ ョ ブの完了時、 成功時と失敗時 (いずれか一方または両方) に送信

する設定ができ、 次の内容が送信されます。

• ジ ョブ情報: ジ ョブに関する情報 (ジ ョブID、 ステータス、 開始時刻と終了時刻)。

• ジ ョブタイプ情報: 実行したジ ョブのタイプに関連するデータ。たとえば、監査ジ ョブを実行した場合に

は、 監査タスク IDや監査結果IDなどが送信されます。

• ジ ョブ結果URL: ジ ョブ結果URLを選択すると、ジ ョ ブタイプ固有のウィンドウが開きます。たとえば、監

査ジ ョブの場合、 ジ ョ ブタイプURLを選択すると、 [監査結果] ウィンドウが開きます。 通知メールには、

これ以外にも、 監査結果で検出された相違点の数、 ソースサーバーとターゲッ トサーバーの情報なども

含まれます。

ジ ョ ブ結果での情報検索

[ジ ョブとセッシ ョ ン] タブの情報を簡単に見つけるには、詳細なジ ョブ結果の情報に対してフ ィルター処理、

グループ化、 ソート、 検索、 強調表示を実行します。
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表示のフ ィルター処理

フ ィルター処理によって、 [ジ ョブとセッシ ョ ン ] タブに表示する内容を調節できます。 これにより、 詳細な

ジ ョ ブ結果に表示する内容を多く したり少な く したりできます。 [ ジ ョ ブとセッシ ョ ン ] タブのフ ィルター

ボッ クスで、 フ ィルターメニューをク リ ッ クするとフ ィルター条件が一覧表示されます。 フ ィルターメ
ニューのオプシ ョ ンは、 次の5つのセクシ ョ ンに分かれています。

1 初のセクシ ョ ンは、 フ ィルター条件として選択可能な列の名前が表示されます。 列の名前は、 ジ ョ ブ

タイプに応じて異なります。 フ ィルターの対象となる列見出しを選択します。 

すべて

アイテム

ステータス

フ ィルターを提供できるのは、 次のジ ョブタイプのみです。

– サーバーの監査

– スナップシ ョ ッ トの作成

– アプリケーシ ョ ンのデプロイ

– ソフ トウェアのインストール

– 構成のプッシュ

– 監査結果の修復

– ポリシーの修復

– サーバーの再起動

– 構成の復元

– アプリケーシ ョ ンのロールバック

– アプリケーシ ョ ンのアンデプロイ

– ソフ トウェアのアンインストール

2 次のセクシ ョ ンでは、 フ ィルター処理で大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。

大文字と小文字を区別する

大文字と小文字を区別しない

3 このセクシ ョ ンでは、 フ ィルター条件の指定でワイルドカードを使用するかどうかを指定します。

ワイルドカードを使用 

ワールドカードを有効にすると、 フ ィルターボックスに文字列を入力する際に各種ワイルドカード
を指定できます。 ワイルドカード とは、 英数字や特殊文字など、 任意の文字を指します。

+: プラス記号は、 1文字以上の任意の文字に一致します。

*: アスタ リスクは、 0文字以上の任意の文字に一致します。

?: 疑問符は、 1文字の任意の文字に一致します。

4 このセクシ ョ ンでは、 フ ィールド内のどの位置で文字列を探すかを指定します。

前方一致

完全一致 (行全体が一致することを意味します)。

部分一致

5 このセクシ ョ ンでは、 文字列のフ ィルター処理で行をグループ化する方法を指定します。 いずれのオプ

シ ョ ンも選択しない場合、 文字列が含まれる行のみが表示されます。
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子が一致した親を保持: 指定した文字列を含むすべての行 (子) と、 その親の行を表示します。

先祖が一致した子を保持: 指定した文字列を含むすべての行 (親) と、 その子の行を表示します。

列のグループ化とグループ解除

グループ化では、 1 つまたは複数の列をグループにまとめることができます。 複数の列をグループ化する場

合、 ネスト構造を作ることもできます。

1 グループ化したい列見出しを右クリ ックし、 [このカラムのグループ化] を選択します。

2 列のグループを解除するには、 列見出しを右クリ ックして [カラム"<名前>"のグループ化解除] を選択し

ます。

列表示の展開と折りたたみ

列で表示される情報は、 展開または折りたたむことができます。

1 列見出しを右クリ ックして [すべて展開] を選択します。

2 列見出しを右クリ ックして [すべて折りたたみ] を選択します。

列のサイズ変更

列の表示サイズは、 1つまたはすべての列を指定して、 自動調整できます。

1 1つの列のサイズを自動調整するには、列見出しを右クリ ックし、 [自動的にカラムをリサイズする] を選

択します。

2 すべての列のサイズを自動調整するには、列見出しを右クリ ックし、 [自動的にすべてのカラムをリサイ

ズする] を選択します。

3 (オプシ ョ ン ) ジ ョブ結果の列見出しの端をダブルクリ ックすると、 データ幅に合わせて列幅が自動調整

されます。

4 (オプシ ョ ン) 列見出しの縦線をドラッグしても、 サイズを変更できます。

5 (オプシ ョ ン) 列見出しの左右の位置を変更するには、 列見出しをド ラッグアンド ドロップします。

列のソート

列に表示されている内容をソートできます。

1 列をソートするには、 列見出しをクリ ックします。

2 見出しをも う一度クリ ックすると、 ソートが取り消されます。

3 2番目や3番目のソート順も追加できます。 [CTL] キーを押しながら列見出しをクリ ックして ください。

検索と強調表示

検索ツールでは、 検索結果を絞り込み、 検索キーワードをテーブルや詳細ペインで強調表示できます。

1 テーブルでキーワードを検索するには、 テーブルをクリ ックして [Ctrl]+[F] キーを押します。検索バーが

開いたら、 [検索] テキストボックスに文字列を入力します。 これにより、 入力した文字列が完全一致ま

たは部分一致で検索されます。

2 詳細ペインでキーワード を検索するには、 テーブルの行を選択します。 詳細ペインをク リ ッ ク して

[Ctrl]+[F] キーを押すと、 検索バーが開きます。 

例:  
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a [検索] テキストボックスに“ORA” と入力します。 これにより、 詳細ペイン内にある 初の“ora” とい

う文字列が強調表示されます。

入力した文字列が見つからないと、 検索バーには 「フレーズが見つかりません」 と表示されます。

b (オプシ ョ ン) 検索バーは、 両方一度に開く ことができます。両方を開く と、 テーブルの下に1つ、詳

細ペインの下に1つ表示されます。

c (オプシ ョ ン) [ハイライ ト表示] をクリ ックすると、 文字列“ora”がすべて強調表示されます。

d (オプシ ョ ン ) [次を検索] で次の文字列、 [前回を検索] で前の文字列に移動し、 “ora”が強調表示され

ます。

e (オプシ ョ ン) [大文字と小文字がマッチ] をクリ ックすると、 この例では“ORA”データベースエラーは

除外されます。

3 検索バーを閉じるには、 [検索] テキストボックスのXをクリ ックするか、 [検索] テキストボックスにカー

ソルを置いて [Esc] キーを押します。

複合デバイス履歴ログ

複合デバイス履歴ログには、 環境内のサーバーとネッ トワークデバイスで実行されたイベン トが記録されて

います。 これらのイベン トは、 特定の日付、 特定のユーザー、 特定のサーバー、 または特定のネッ トワーク

デバイスで実行されたアクシ ョ ンと して詳細に記録されます。

環境内で発生する問題は、 実行したアクシ ョ ン  (変更) が原因になっている可能性があるので、 ログに記録さ

れている情報はト ラブルシューテ ィングで非常に重要な役割を果たします。ログには、アクシ ョ ンの実行日、

アクシ ョ ンが実行されたデバイスの名前とタイプ、アクシ ョ ンの説明など詳細な情報が記録されているので、

問題の原因分析、 容量プランニング、 コンプライアンス対応などで活用できます。 

たとえば、 環境内で実行しているアプリケーシ ョ ンが突然停止した場合、 このアプリケーシ ョ ンを前回実行

していた日時がわかっていれば、複合イベン ト履歴ログを参照することによって、どのサーバーとネッ トワー

クデバイスが影響を受けたかを特定できます。また、アプリケーションが停止した原因の特定でも役立ちます。

複合デバイスイベン ト履歴ログの表示

サーバーやネッ トワークデバイスで発生したイベン ト  (アプリケーシ ョ ンで行ったすべての変更など) の詳細

なリスト を表示できます。 ログの表示期間を指定すると、 毎日、 毎週、 毎月、 四半期ごとに発生している変

更を特定できます。 また、 任意の日付範囲の指定も可能です。 また、 イベン ト表示は、 日付、 デバイス名、

デバイスタイプ、 イベン ト タイプ、 ユーザー名で動的にフ ィルター処理を行う ことができます。

複合デバイス履歴ログでは、 1 つまたは複数の管理対象サーバーのログや、 管理対象サーバーとネッ トワー

クデバイスを含むデバイスグループのログを表示できます。

デバイスグループの複合デバイス履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [デバイスグループ] を選択し、 デバイスグループを選択します。

2 内容ペインで、 グループ内のデバイスを1つまたは複数選択します。
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右クリ ックして [履歴の表示] を選択すると、 選択されたデバイスで発生したイベン トが一覧表示されます。

図16 複合デバイスイベン ト履歴 

サーバーのイベン ト履歴ログの表示

1つまたは複数の管理対象サーバーの複合デバイス履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインで、 1つまたは複数のサーバーを選択します。
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右クリ ックして [イベン ト履歴の表示] を選択すると、 選択されたサーバーで発生したイベン トが一覧表示さ

れます。

図17 サーバー履歴の表示 

3 (オプシ ョ ン) [履歴の表示] ウィンドウでは、 イベン ト を表示する期間 (過去1日間、 過去1週間、 過去1か

月間、 カスタム範囲など) を、 [表示] ドロップダウンリストで選択できます。

4 (オプシ ョ ン ) [履歴の表示] ウィンドウでは、 検索ツール で特定の日付、 デバイス名、 デバイスタイ

プ、 イベン ト タイプ、ユーザー名を指定することにより、表示するイベン ト を絞り込むことができます。
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(オプシ ョ ン ) 特定のイベン トのデバイス名とタイプを調べたい場合は、 [履歴の表示] ウィンドウ内でイベン

ト をダブルクリ ックし、 [イベン ト詳細] ウィンドウを開きます。

図18 選択したサーバーのイベン ト詳細 

デバイスグループの複合デバイス履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [Public] を選択します。

2 内容ペインで、 グループ内のデバイスを1つまたは複数選択します。
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3 右クリ ックして [履歴の表示] を選択すると、 選択されたネッ トワークデバイスで発生したイベン トが一

覧表示されます。

図19 ネッ トワークデバイスの履歴の表示 

4 (オプシ ョ ン) [履歴の表示] ウィンドウでは、 イベン ト を表示する期間 (過去1日間、 過去1週間、 過去1か

月間、 カスタム範囲など) を、 [表示] ドロップダウンリストで選択できます。

5 (オプシ ョ ン ) [履歴の表示] ウィンドウでは、 検索ツール で特定の日付、 デバイス名、 デバイスタイ

プ、 イベン ト タイプ、ユーザー名を指定することにより、表示するイベン ト を絞り込むことができます。
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6 (オプシ ョ ン ) 特定のイベン トの詳細情報を調べたい場合は、 [履歴の表示] ウィンドウ内でイベン ト をダ

ブルクリ ックし、 [イベン ト詳細] ウィンドウを開きます。

図20 選択したネッ トワークデバイスのイベン ト詳細 

複合デバイス履歴ログのエクスポート

ログファイルのデータを各種アプリケーシ ョ ンで使用するには、複合デバイス履歴イベン ト を.csvファイル

または.htmlファイルにエクスポート します。

複合デバイス履歴ログをエクスポートするには、 次の手順を実行します。

1 [履歴の表示] ウィンドウで [エクスポート ] をクリ ックし、 [ダッシュボードのエクスポート ] ウィンドウ

を開きます。

2 [検索場所] フ ィールドに、 ファイルの保存先を指定します。

3 (オプシ ョ ン ) [エンコード ] ドロップダウンリストで、 文字エンコードオプシ ョ ンを選択します。 デフォ

ルトはUnicode (UTF-8)です。

4 [ファイル名] フ ィールドにファイルの名前を入力します。

5 [ファイルのタイプ] フ ィールドで.csvまたは.htmlを選択します。

[エクスポート ] をクリ ックすると、 指定した形式でファイルが保存されます。 [キャンセル] をクリ ックする

と、 ファイルを保存しないでウィンドウが閉じます。
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第2章 SAライブラリ
SAライブラリは、 セキュリテ ィ保護されたフォルダー階層構造であり、 すべてのサーバーリソースの整理や

共有が可能です。

• SA ライブラリでは、 サーバーリソース (パッケージ、 スクリプ ト、 ソフ トウェアポリシー、 OSビルド計

画など各種サーバーオブジェク ト ) をフォルダー階層に編成できます。 

• フォルダーのアクセス権では、 フォルダーの内容の表示、 使用、 変更を許可するユーザーグループを指

定できます。 

• ポリシーでは、 さまざまなリソースを指定できます。 また、 各リソースはさまざまなフォルダー内に配

置することが可能です。 フォルダーのアクセス権によってユーザーグループがアクセスできるリソース
が決まるので、 複数のユーザーグループが1つのリソースを管理することがあります。

SAでアクシ ョ ンを実行する権限は、 アクセス権で設定します。 アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイ

ド』 を参照して ください。

SAライブラリ内のサーバーリソース

SAライブラリには、 OSプロビジ ョニングで使用するOSビルド計画、 ソフ トウェアインストールで使用するソ

フ トウェアパッケージとポリシー、 ソフ トウェア構成で使用するアプリケーシ ョ ン構成、 パッチインストー
ルで使用するパッチとパッチポリシー、 サーバーで実行するスクリプ トなど、 サーバー管理の簡素化と効率
化を目的と したさまざまなサーバーリソースが格納されています。 SA ライブラ リは、 リ ソースタイプ別と

フォルダーの場所別のいずれかで編成できます。 フォルダーの階層構造内のサーバーリソースは、 タイプ別
または場所別に表示できます。 

• タイプ別ビューは、 オブジェク トのタイプごと  (ポリシー、 パッケージ、 OS、 パッチ、 スクリプ ト ) に表

示します。 ほとんどのソフ トウェア管理作業 ( アプリケーシ ョ ン構成の作成、 スクリプ トの実行、 サー

バーへのポリシーのアタ ッチなど) を行う場合は、 このビューから作業を始めると便利です。

• フォルダー別ビューは、 ソフ トウェアリソースに対するユーザーグループのアクセスを管理するビュー

です。デフォルトで、オペレーテ ィングシステム別に表示されます。管理者は、このビューでフォルダー
の追加や移動を行い、 フォルダーを使って共有リソースの編成とアクセス権管理を行います。 リソース
の追加やインポートでは、 フォルダーの場所を指定しますが、 指定した場所によって、 リソースにアク
セス可能なユーザーグループが決まります。

SAをインストールすると、 SAライブラリには、 次に示すフォルダーと リソースがデフォルトでインストール

されます。 

• Homeフォルダーには、 各SAユーザー専用のフォルダーが含まれます。 ユーザーは、 Homeフォルダーの

下にある自分のディレク ト リのみを表示できます。

• ISMをSAにアップロードするツールが格納されているフォルダー。

• Package Repositoryフォルダーには、ソフ トウェアパッケージがオペレーティングシステムごとに格納さ

れています。

• ライブラリでは、 デフォルト フォルダーのほかに新しいフォルダーを作成し、 これを使ってソフ トウェ

アリソースを管理することができます。 詳細については、 フォルダーの作成 (58ページ) を参照して くだ

さい。

デフォルトのリソースタイプ: 

• アプリケーシ ョ ン構成
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• 監査と修復

• ビジネスアプリケーシ ョ ン

• データベース*

• 拡張

• OSビルドポリシー

• OSインストールプロファイル

• OSシーケンス

• パッケージ

• パッチポリシー

• パッチ

• スクリプ ト

• ソフ トウェアポリシー

• UNIXユーザーおよびグループ

• Windows COM +

• Windows Hyper-Vマネージャー

• Windows IIS 7設定

• Windows IISメ タベース

• Windowsローカルセキュリテ ィ設定

• Windowsレジスト リ

• Windowsサービス

• Windowsユーザーおよびグループ

• Webアプリケーシ ョ ン*

* Webアプリケーシ ョ ンとデータベース以外のリソースは、 すべてフォルダーに追加できます。

SA クライアン トの検索ツールを使用することにより、 管理対象サーバー、 ソフ トウェアポリシー、 フォル

ダー、アプリケーシ ョ ン構成、パッチ、ソフ トウェアを検索し、検索結果に対してアクシ ョ ンを実行できます。

フォルダーの管理

SA クライアン トでは、 フォルダーを階層構造に整理できます。 また、 セキュ リテ ィ権限を定義することに

よって、 フォルダーの内容へのアクセスを制御できます。 フォルダーには、 パッケージ、 パッチ、 スクリプ

ト、ポリシー、サーバーオブジェク ト、 OSシーケンスなどが格納されます。 また、サブフォルダーを作成し、

さらに階層構造を作ることもできます。 
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フォルダーは、 各ユーザーの運用環境のニーズに合わせて編成し、 ソフ トウェアリソースを整理および管理

できます。 フォルダーの分類方法には、 たとえば機能別 (財務、 エンジニアリング、 オペレーシ ョ ン、 マー

ケテ ィ ングなど )、 アプリケーシ ョ ン別 (Webサーバー、 Web アプリケーシ ョ ンサーバー、 データベースサー

バー、 ミ ドルウェアなど)、 オペレーテ ィングシステムのバージ ョ ン別 (Unix、 Windowsなど) があります。

図21 SAライブラリでのフォルダー階層構造の例

このようにSAでは、 機能、 アプリケーシ ョ ン、 OSバージョ ンなど柔軟な分類でフォルダーを編成できるだけ

でな く、 複数のユーザーグループがコンテンツを共有することも可能です。 この例では、 データベースサー
バーに関連するポリシーはすべてDatabase フォルダーにまとめられています。 Database フォルダーにはサブ

フォルダーがあり、 Oracleのポリシーがバージ ョ ンごとに格納されています。

同様に、Settlement Applicationサブフォルダーには、決済アプリケーシ ョ ンに必要なポリシーが格納されてい

ます。このフォルダー内のポリシーは、オペレーティングシステムのバージ ョ ンごとにまとめられています。

バージ ョ ン 1のポリシーをサーバーにアタ ッチすると、 バージ ョ ン 1のポリシーに含まれるすべてのソフ ト

ウェアが、 Oracle、 Redhat、 Weblogicの各ポリシー内のソフ トウェアに追加でインストールされます。

フォルダーをサーバーに直接アタ ッチすることはできないので、 フォルダー内のソフ トウェアリソースをポ
リシーに追加し、 そのポリシーをサーバーにアタ ッチします。 また、 フォルダーは継承をサポート しないの
で、 親フォルダーのリソースをサブフォルダーが継承することはありません。 フォルダーの作成 (58ページ) 
を参照して ください。

フォルダーとアクセス権

フォルダーでは、 セキュリテ ィ境界を定義することによって、 ユーザーグループによるコンテンツへのアク
セスを制御します。 フォルダーにアクセス権を割り当てることにより、 フォルダー内の項目 (ポリシー、パッ

ケージ、パッチ、サーバーオブジェク ト、 OSシーケンスなど) にアクセスできるユーザーが決まります。 フォ

ルダーのアクセス権では、 フォルダー内にある項目の表示、 作成、 変更、 削除を許可するユーザーグループ
を指定します。 フォルダーのアクセス権は、 フォルダーの直下のアイテムのみに適用されます。 それより下
の階層にあるサブフォルダーや孫フォルダーには適用されません。
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ユーザーがフォルダー内の項目にアクセスするには、 フォルダーに対するアクセス権だけでな く、 SAクライ

アン ト機能に対するアクセス権も必要です。 フォルダーのアクセス権はユーザーがアクセスできるフォル

ダーを指定するのに対して、 SAクライアン ト機能のアクセス権は、 SAクライアン トでユーザーが実行可能な

アクシ ョ ンを指定します。

ユーザーグループをフォルダーに関連付けることにより、 次のアクセス権をフォルダーに割り当てることが

できます。

• フォルダーの内容のリスト表示 : 階層構造内でのフォルダー間のナビゲーシ ョ ン、 フォルダーのプロパ

ティ表示、 フォルダーの子要素の名前表示。

• フォルダー内のオブジェク トの読み取り : フォルダーの内容の表示と使用。

• フォルダー内のオブジェク トの書き込み: フォルダーの内容の表示、 使用、 変更。

• フォルダーのアクセス権の編集: フォルダーのアクセス権の変更、またはカスタマーのフォルダーへの追

加。 このアクセス権を割り当てることにより、 フォルダーのアクセス権の管理が他のユーザーグループ
に委任されます。

• フォルダー内のオブジェク トの実行: フォルダー内のスクリプ トの実行、フォルダーの子要素の名前の表

示。 このアクセス権を持つユーザーは、 スクリプ トの実行は可能ですが、 読み取りまたは書き込みは許
可されません。 

フォルダーには、 アクセス権だけでな く、 カスタマー制約を割り当てることができます。 フォルダーのアク

セス権とカスタマー制約の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

フォルダーの作成

SAクライアン トでフォルダーを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。

2 [アクシ ョ ン] メニューの [新規フォルダー ] を選択します。

作成したフォルダーには、 「新規フォルダー (n)」 という名前が付きます。 nは、 すでに存在する新規フォ

ルダーの数に応じて割り当てられる番号です。 

3 内容ペインで、 フォルダーの名前を入力します。

4 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [保存] を選択してフォルダーを保存します。

フォルダーの作成場所を指定したい場合は、フォルダーの階層構造内でフォルダーを作成する場所に移動し、

[アクシ ョ ン] メニューの [新規フォルダー ] を選択します。

[アクシ ョ ン] メニューで実行できるフォルダー操作には、 [名前の変更]、 [移動]、 [切り取り ]、 [コピー ] があ

ります。 

フォルダーのプロパティ設定

フォルダーを作成したら、 フォルダーのプロパティ を表示および変更できます。 表示可能なフォルダープロ

パティには、 フォルダーを作成した SAユーザー、 フォルダーの作成日、 ライブラリ内のフォルダーの場所、

フォルダー内にあるサブフォルダーとオブジェク トの数などがあります。 また、 フォルダーの名前と説明を

変更することも可能です。

フォルダーでは、 フォルダーのアクセス権とカスタマーのアクセス権を設定できます。 フォルダーとカスタ

マーのアクセス権については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

SAクライアン トでフォルダーのプロパティを管理するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。 

内容ペインには、 ライブラリ内にあるフォルダーがすべて表示されます。

2 内容ペインでフォルダーを選択します。
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3 [アクシ ョ ン] メニューの [フォルダーのプロパティ ] を選択します。 [フォルダーのプロパティ ] ウィンド

ウが表示されます (図22を参照)。

図22 SAクライアン トでのフォルダープロパティの設定 

4 [一般] タブには、 ライブラリ内でのフォルダーの場所、 フォルダーに関連付けられたSA ID、 フォルダー

に格納されている機能とサブフォルダーなど、 フォルダーのプロパティが表示されます。

5 フォルダーの名前を変更するには、 [名前] フ ィールドに新しい名前を入力します。 [説明] フ ィールドに

フォルダーの説明を入力します。

6 変更を保存する場合は [OK] をクリ ックします。 変更を保存せずにウィンドウを閉じる場合は [キャンセ

ル] をクリ ックします。

フォルダーのコピー

SA ライブラ リでは、 フォルダーのコピーと貼り付けが可能です。 コピーでは、 フォルダーの内容が新しい

フォルダーにコピーされますが、 一部のファイルタイプはコピーされません。

コピー可能なフォルダーのタイプには、 監査ポリシー、 CMLファイル、 構成ファイル、 OGFSスクリプ ト ファ

イル、 OSビルド計画、 OSシーケンス、 サーバースクリプ ト、 ソフ トウェアポリシーがあります。 これ以外の

ファイルタイプ (zip ファイル、 RPM ファイル、 実行可能ファイル、 シェルスクリプ ト、 タイプが不明なファ

イル ) はコピーされません。 また、 サイズの大きなファイルをコピーすると、 ス ト レージ容量を大量に消費

することがあります。 ファイルのタイプによっては、 多数のコピーを作成してしまう と正式なファイルの特

定が困難になります。 ベス トプラクテ ィスと して、 ファイルを簡単に追跡できるように、 関連ファイルを 1

つにまとめて保存して ください。
SAライブラリ 59



フォルダーとその内容の移動は、 カッ ト &ペーストで実行できます。

ファイルのコピーを作成したい場合は、 ファイルをローカルシステムにエクスポート し、 それを新しいフォ

ルダーにインポート します。 次の手順を実行します。

1 SAライブラリでファイルを選択します。

2 ファイルを右クリ ックするか [アクシ ョ ン] メニューを選択し、 [ソフ トウェアのエクスポート ] を選択し

ます。 ファイルの格納先を指定するウィンドウが開きます。

3 ファイルの保存先となる場所を指定します。

4 SAクライアン トで、 SAライブラリ内のターゲッ ト フォルダーに移動します。

5 ファイルを右クリ ックするか [アクシ ョ ン] メニューを選択し、 [ソフ トウェアのインポート ] を選択しま

す。 ファイルの格納先を指定するウィンドウが開きます。

6 同様の手順で、 SAライブラリ内の新しい場所にファイルをインポート します。

フォルダーの削除

サブフォルダーを含むフォルダーを削除する場合、 親フォルダーだけでな くサブフォルダーに対するアクセ

ス権も必要です。 

SAクライアン トでフォルダーを削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。

内容ペインには、 ライブラリ内にあるフォルダーがすべて表示されます。

2 内容ペインで、 削除するフォルダーを選択します。

3 [アクシ ョ ン] メニューから  [削除] を選択します。 確認ウィンドウが開きます。

4 [削除] をクリ ックすると、 フォルダーは削除されます。
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第3章 SAクライアン トのサーバーと

デバイスグループ
SAクライアン トでのサーバーの操作

SAクライアントでは、 データセンター内に存在するすべてのサーバーを表示できます。 SAで管理するサーバー

は、 さまざまな状態になります。 SAクライアン トのメインインタフェースにある  [デバイス] ペイン  (図23を

参照) では、 すべてのサーバーにアクセスできます。

図23 [デバイス] ペインでのサーバー表示

SAクライアン ト内でNetwork Automation (NA) を使用してネッ トワーク情報を表示するには、 SAコア付属のNA

のライセンス版と、 NAの追加ライセンスが必要になります。

SAクライアン ト内でスト レージデバイスとSAN情報を表示するには、Storage Essentials (SE) バージョ ン6.1.1以

降と、 Server Automation SE Connector コンポーネン ト を SA コアにインストールし、 構成を行う必要がありま

す。 詳細については、 HPのSA営業担当にお問い合わせください。
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サーバーのステータスアイコン

SAクライアン トでは、サーバーの横に表示されるアイコンでサーバーのステータスを確認できます (表2を参

照)。 サーバーリストは、 図23を参照して ください。  

表2 SAで使用するサーバーステータスアイコン  

サーバーアイコン 説明

計画済み 

サーバーのデバイスレコードは作成されていますが、 OS ビルドエージェン トがサー

バーにインストールされていません。この状態のサーバーでプロビジ ョニングを行う
には、 まずOSビルドエージェン ト をインストールする必要があります。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 

未プロビジ ョニング — 到達不能 

サーバーはOS ビルドエージェン トによってコアに登録されていますが、 プロビジ ョ

ニングの準備が完了したサーバーと して報告されていません。 原因と しては、 サー
バーと SA コア間のネッ トワークに問題が発生したか、 サーバーが切断または電源が

入っていない状態になっていることが考えられます。

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 

未プロビジ ョニング — 到達可能 

サーバーはOSビルドエージェン トによってコアに登録されていて、 ターゲッ ト OSの
インストールが可能な状態です。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 

プロビジ ョニング — 到達不能 

サーバーは、 OSプロビジ ョニング機能を使ってターゲッ ト OSをインストール中にSA
コアと通信不能になったため、 インストールが停止しました。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 

プロビジ ョニング — 到達可能 

サーバーは、OSプロビジ ョニング機能を使ってターゲッ トOSのインストール中です。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 
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プロビジ ョニング失敗 — 到達不能 

OSプロビジ ョニングサブシステムがターゲッ ト OSのインストール中にサーバーでエ

ラーが発生し、 サーバーはSAコアと通信できな く なりました。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server

Pool] リス トに表示されます。 

プロビジ ョニング失敗 — 到達可能 

OSプロビジ ョニングサブシステムがターゲッ ト OSのインストール中、 サーバーでエ

ラーが発生しました。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server

Pool] リス トに表示されます。 

エージェン ト管理状態 — 到達可能 

サーバーでサーバーエージェン トが稼働しており、 SAコアと通信できる状態です。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [すべての管理対象サーバー ] リス ト、 [仮想化

] タブとOracle Solarisゾーンに表示されます。

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Manage

Servers] リス ト、 SAウィザードのサーバーリス トに表示されます。 

エージェン ト管理状態 — 到達不能 

管理対象サーバーはSAコアと通信できません (到達不能です)。 

サーバーが到達不能である場合は、通信テストを実行して原因を特定することができ

ます。詳細については、サーバー通信テストの実行 (133ページ) を参照して ください。

このサーバーは、 SAクライアン トでは [すべての管理対象サーバー ] リス ト、 [仮想

化] タブとOracle Solarisゾーンに表示されます。

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Manage

Servers] リス ト、 SAウィザードのサーバーリス トに表示されます。 

表2 SAで使用するサーバーステータスアイコン  （続き）

サーバーアイコン 説明
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エージェン ト レス 

サーバーにサーバーエージェン トがインストールされていません。 

仮想サーバーの場合、仮想マシン  (VM) がSAの外部で作成されたために、サーバーエー

ジェン トがインストールされていません。

また、 このステータスの仮想サーバーは、 プロビジ ョニングが完了していない場合

や、ユーザーが所属するグループに仮想サーバーで操作を行う権限が割り当てられて

いない場合もあります。 

非管理対象サーバーでのサーバーエージェン トのインス トールの詳細については、

サーバーエージェン トの管理 (117ページ) を参照して ください。

非アクテ ィブ  

SA エージェン トが非アクティブになったことにより、 サーバーが非アクティブになり

ました。 サーバーはServer Automationによる管理対象ではな く、 到達不能な状態です。

このサーバーは、[サーバーの管理] リス ト とSAウィザードのサーバーリストに表示さ

れます (ただし、 ウィザードでは選択できません)。

スケジュール済み 

操作 ( ソフ トウェアのインストールやソフ トウェアのアンインス トールなど ) の実行

スケジュールが設定されています。

このサーバーは、 SAクライアン トでは [ジ ョブログ] リス トに表示されます。 

SA Webクライアン トでは、 ホームページの [My Jobs] パネル、 [My Jobs] ページに表示

されます。

エラー 

Server Automationが管理対象サーバーにソフ トウェアをインス トールまたはアンイ

ンストールしているときにエラーが発生しました。

このサーバーは、ホームページの [My Jobs] パネルと  [My Jobs] ページに表示されます。

警告 

Server Automationが管理対象サーバーにソフ トウェアをインス トールまたはアンイ

ンストールしているときに警告が発生しました。

このサーバーは、ホームページの [My Jobs] パネルと  [My Jobs] ページに表示されます。 

アプリケーシ ョ ン構成の非同期 

管理対象サーバーの構成ファイルが、 アプリケーション構成テンプレート  (SA モデル )

と同期していません。

このサーバーは、 SA クライアン トのアプリケーシ ョ ン構成機能とサーバーリス トの

みに表示されます。

表2 SAで使用するサーバーステータスアイコン  （続き）

サーバーアイコン 説明
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デバイスグループのステータスアイコン

デバイスグループとは、 複数のサーバーを論理的にグループ化したものです。 サーバーのグループ単位でア

クシ ョ ンを一括実行できるので、 作業が簡単で効率的になります。 次の表では、 デバイスグループで表示さ

れるアイコンを示しています。詳細については、デバイスグループについて (94ページ) を参照して ください。

VMテンプレートのステータスアイコン

次の表では、 仮想マシン  (VM) テンプレートで表示されるアイコンを示しています。 VM テンプレートの表示

と管理は、 SAクライアン トの [仮想化] タブのみで実行できます。詳細については、『SAユーザーガイド : 仮想

化管理』 を参照して ください。

表3 デバイスグループのステータスアイコン

デバイスグループ

のアイコン 説明

静的デバイスグループ  

サーバーグループが静的であることを示します。各サーバーのステータスが、グルー

プのステータスになります。 

サーバーグループのタイプについては、 デバイスグループについて (94 ページ ) を参

照して く ださい。

動的デバイスグループ  

サーバーグループが動的であることを示します。各サーバーのステータスが、グルー

プのステータスになります。 

パブリ ックな静的デバイスグループ  

サーバーグループがパブリ ックであり、静的であることを示します。各サーバーのス

テータスが、 グループのステータスになります。 

パブリ ックな動的デバイスグループ  

サーバーグループがパブリ ックであり、動的であることを示します。各サーバーのス

テータスが、 グループのステータスになります。 

表4 VMテンプレートのステータスアイコン

VMテンプレート

のアイコン 説明

エージェン ト管理のVMテンプレート

このテンプレートには、 SAエージェン トが含まれます。 このタイプのVMテンプレート

を使ってVMをデプロイすると、 そのVMはエージェン トによる管理対象になります。

ベストプラクテ ィスと しては、 エージェン ト管理のVM テンプレート とエージェン ト管

理のVMを必ず使用するようにして ください。

エージェン ト レスVMテンプレート

このテンプレートには、 SAエージェン トは含まれていません。 このタイプのVMテンプ

レートを使ってVMをデプロイすると、 そのVMはエージェン トによる管理対象になりま

せん。
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サーバー通信テストの実行

通信テスト とは、 SAコアと管理対象サーバー間の接続を検証するテスト群です。 詳細については、 サーバー

通信テストの実行 (133ページ) を参照して ください。

デバイスエクスプローラーの使用方法

デバイスエクスプローラーでは、 ユーザー環境内に存在する管理対象サーバー、 デバイス ( ネッ トワークや

スト レージなど)、 サーバーグループの表示と管理を行います。 

デバイスエクスプローラーでは、 各サーバーで次のようなアクシ ョ ンを実行できます。 

— 基本的なデバイスシステム情報 (デバイス、オペレーティ ングシステム、 メモリ、サーバーエージェ

ン トバージ ョ ンなど) を参照します。 

— デバイスのコンプライアンス情報を表示し、サーバーにアタッチされているポリシーの詳細情報 (サー

バーにアタ ッチされている監査、 パッチポリシー、 ソフ トウェアポリシー、 アプリケーシ ョ ン構成
など) を表示します。 

— サーバーの監査の実行、 サーバーにアタ ッチされているソフ トウェアポリシーの修復、 アプリケー

シ ョ ン構成をサーバーにプッシュする操作を行います。

— サーバーのファイルシステム、レジスト リ、ハードウェアインベン ト リ、ハードウェア、イーサネッ

トおよび SAN接続、 インス トール済みのソフ トウェアおよびパッチリスト、 実行時状態、 ユーザー

およびユーザーグループのメンバーシップ、 サービス、 スナップシ ョ ッ トなどに関して、 新情報
を参照します。

— サーバーグループのメンバーシップを表示します。 

— 仮想サーバーのハイパーバイザーと仮想マシン  (VMware、 Solaris、 Microsoft Hyper-V) を表示します。

— カスタム属性を追加および削除します。

SAは、 VMware ESXiサーバーにサーバーエージェン ト をインストールしないので、 ESXiサーバーではデバイス

エクスプローラーの一部機能を使用できません。 ESXiサーバーの詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想

化管理』 を参照して ください。 サーバーエージェン トの詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117

ページ) を参照して ください。

デバイスエクスプローラーでのネッ トワークデバイスとス ト レージデバイス

デバイスエクスプローラーで表示できるネッ トワークデバイスとスト レージデバイスの情報については、 次

を参照して ください。 

— 『SA統合ガイド』 (ネッ トワークデバイス)

— スト レージ (78ページ) 

SAクライアン トでのスト レージについては、 『Storage Visibility and Automationユーザーガイド』 を参照して

ください。 

デバイスエクスプローラーのインタフェース

デバイスエクスプローラーは、 ビューペインと内容ペインの2 つに分かれています。 ビューペインには管理

対象サーバーのサーバーオブジェ ク ト、 内容ペインには各サーバーオブジェ ク トの内容が表示されます。

ビューペインでサーバーオブジェク ト を選択すると、 その内容が内容ペインに表示されます。 図24を参照し

て ください。
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図24 デバイスエクスプローラーのインタフェース 

デバイスエクスプローラーの表示タブ

デバイスエクスプローラーには表示タブが4つあり、 それぞれデバイスに関する情報が表示されます。 

— サーバーの情報 : 一般的なプロパティ とシステム情報が表示されます。 表示内容には、 コンピュー

ターのメーカー、 ハードウェアタイプ、 システム、 プロセッサーと メモリ、 OSバージ ョ ン、 サー

バーエージェン トのバージ ョ ンとステータス (サーバーエージェン トがインス トールされている管

理対象サーバー )、 SAカスタマーの割り当て、 サーバーの変更履歴などがあります。 

— サーバー管理ポリシー : サーバーにアタ ッチされているすべてのコンプライアンスポリシーのサマ

リーと、 各コンプライアンスポリシーへのコンプライアンス状況 (監査、 ソフ トウェア、 パッチの

各ポリシー、 アプリケーシ ョ ン構成、 カスタムポリシーなど ) が表示されます。 また、 サーバーで

作成されているカスタム属性も表示されます。 
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— 他のデバイスとの関係 : 選択したサーバーが所属するすべてのグループが表示されます。 また、 グ

ループのメンバーシップを変更できます (必要なアクセス権がある場合)。 

— サーバー情報のインベン ト リ : サーバーから直接収集した現在のサーバー構成オブジェク ト とサー

バーモジュールが表示されます。これには、登録済みのハードウェア、ネッ トワーク接続、サーバー
のスナップシ ョ ッ ト、インストール済みのパッケージとパッチ、検出されたソフ トウェア、サーバー
で実行するプロセスの実行時情報、ローカルのセキュリテ ィ設定、ユーザーとグループメンバーシッ
プなどがあります。 

デバイスエクスプローラーへのアクセス

デバイスエクスプローラーにアクセスするには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動し、 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し

ます。 

2 サーバーが内容ペインに表示されます。

サーバーリストが長い場合は、フ ィルターツール  (右上角) を使用して、表示したいサーバーの名前、

IPアドレス、 OS、 カスタマー、 ファシリテ ィ、 説明で絞り込むことができます。 ユーザー名で検索する

場合、 入力文字列の大文字と小文字は区別されません。 

また、 列見出しをクリ ックすると、 リス トがソート されます。 名前、 IPアドレス、 OS、 カスタマーなど

でソートできます。 列見出しをも う一度クリ ックすると、 ソート を取り消すことができます。 

3 内容ペインでサーバーを開きます。デバイスエクスプローラーが開きます。 [アクシ ョ ン] メニューでは、

次のようにさまざまなタイプの操作を実行できます。

• Server Automation Visualizer (SAV) で開きます (コアにSAVを実行するライセンスがある場合)

• サーバー上でスクリプ ト を実行します

• サーバーの監査やスナップシ ョ ッ ト を作成または実行します

• ソフ トウェア、 アプリケーシ ョ ン構成、 パッチコンプライアンスをスキャンします

• デバイスグループに追加します

• パッチ情報を.csvファイルにエクスポート します。

• その他

[アクシ ョ ン] メニューの項目は、 選択するサーバーオブジェク トによって異なります。 

たとえば、サーバーオブジェク ト ツリーで構成されるアプリケーシ ョ ンオブジェク ト を選択すると、 [ア
クシ ョ ン ] メニューにはアプリケーシ ョ ン構成の追加、 削除、 オープンや、 パッケージの作成などの項

目が表示されます。

ただし VMware ESXiサーバーの場合、 SAサーバーエージェン トはVMware ESXiサーバーにデプロイされないの

で、 一部実行できないアクシ ョ ンがあります。 ESXiサーバーの詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想化

管理』 を参照して く ださい。 サーバーエージェン トの詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117

ページ) を参照して ください。

リモート ターミナルを開く

リモート ターミナルを開いて、 任意の管理対象サーバーにログインできます。 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 管理対象サーバーを選択します。

3 [アクシ ョ ン] メニューを選択するか右クリ ックし、 [次で開く ] > [リモート ターミナル] を選択します。 

4 リモートサーバーにログインします。

SA Global Shell (255ページ) も参照して ください。
68 第3章



サーバーの情報

サーバーの [情報] タブには、 次の情報が表示されます。 

— サーバー情報のサマリー

— サーバーのプロパティ

— サーバーで定義されているカスタム属性

— サーバーの変更履歴

— サーバーの場所

ただし VMware ESXiサーバーの場合、 SAサーバーエージェン トはVMware ESXiサーバーにデプロイされないの

で、 デバイスエクスプローラーで一部表示されない情報があります。 ESXiサーバーの詳細については、 『SA
ユーザーガイド : 仮想化管理』 を参照して ください。サーバーエージェン トの詳細については、サーバーエー

ジェン トの管理 (117ページ) を参照して ください。

サーバー情報のサマリー

デバイスエクスプローラーの [サマリー ] ビューには次の情報が表示されます。 

— システム: オペレーティングシステムの情報が表示されます。

— コンピューター : サーバーのメーカー、 ハードウェア、 システムの詳細が表示されます。 

— エージェン ト : 通信ステータス、 SA にサーバーを 後に登録した時刻、 登録済みのアプリケーシ ョ

ンとパッチの数などが表示されます。 SA エージェン ト を使用しないサーバー (VMware ESXi など ) で

は、 エージェン ト情報は表示されません。 ESXiサーバーの詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮
想化管理』 を参照して ください。

サーバーのプロパテ ィ

デバイスエクスプローラーの [プロパティ ] ビューでは、 表示中のサーバーに関して次の情報が表示されます。 

— サーバーの管理情報

— サーバーで定義したカスタムフ ィールド

— サーバーについてレポート された情報

— サーバーモジュール

サーバーの管理情報

デバイスエクスプローラーの [管理情報] ビューでは、 表示中のサーバーに関して次の情報が表示されます。

— 名前: 管理対象サーバーの名前が表示されます。

— IPアドレス: 管理対象サーバーのIPアドレスが表示されます。

— 説明: サーバーの説明が表示されます。 
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— カスタマー : サーバーやソフ トウェアなど、指定したリソースへのアクセス権限を持っているServer

Automationアカウン トが表示されます。

— ファシリテ ィ : サーバーの場所が表示されます。 ファシリテ ィ内のサーバーはSA Web クライアン ト

から管理できます。

— レルム ( リンク速度 ): サーバーエージェン ト とコア間の 小帯域幅を表示します ( エージェン トが

ゲートウェイを経由する場合)。

— サーバーの用途 (用途と省略されることもあります ): 組織が管理対象サーバーを使用する用途 ( ス

テージングサーバー、 運用サーバー、 開発サーバーなど ) を表示します。 この値をサーバーで設定

しておけば、 値に基づいてサーバーをグループ化またはフ ィルター処理をして管理タスクを実行し

たり、 動的グループにサーバーを含める条件として使用することができます。 たとえば、 このプロ

パティ を利用することにより、 すべてのステージングサーバーを簡単に特定できます。 次の値が事

前に定義されています。

– Not Specified: すべてのサーバーのデフォルト値です。

– Development: ビジネスサービスの開発に使用されるサーバー。

– Staging: 運用に移行する前の準備中のサーバー。

– Production: 運用環境でビジネスサービスを提供しているサーバー。

次の手順で、 サーバーの用途カテゴリを追加、 削除、 または変更できます。

a サーバー属性のアクセス権を持つユーザーでSAクライアン ト ログインします。 サーバーの用途のカ

テゴリを変更するには、 このアクセス権が必要です。 アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイ

ド』 を参照して ください。

b [管理] タブを選択します。

c ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー属性] ノードの下にある  [サーバー用途] を選択します。 これに

より、 現在定義されているサーバー用途のカテゴリがすべて表示されます。

d [アクシ ョ ン] > [新規]、 [アクシ ョ ン] > [開く ]、 [アクシ ョ ン] > [削除]、 [新規] アイコン、 [削除] アイコ

ンを使用して、 サーバー用途のカテゴリを作成、 変更、 削除します。 [Not Specified] のカテゴリの変

更と削除はできません。

— サーバーのライフサイクル : 管理対象サーバーのライフサイクルでのサーバーのステージ ( たとえ

ば、 未プロビジ ョニング、 利用可能、 管理対象、 非アクティブ) を表示します。 

— 再起動が必要: サーバーの再起動が必要かどうかを示します。たとえば、パッチがインストールされ

た場合などに、 サーバーはこのステータスになります。

— OS Version: 管理対象サーバーで稼働しているオペレーティングシステム (プラッ ト フォーム) が表示

されます。

— デプロイメン トステージ ( ステージに省略される場合もあります ): サーバーのデプロイメン トステー

ジを表示します。 たとえば、 ライブ、 オフライン、 デプロイメン ト中などがあります。 この値を設

定しておけば、 値に基づいてサーバーをグループ化またはフ ィルター処理をして管理タスクを実行

したり、 動的グループにサーバーを含める条件として使用することができます。 たとえば、 このプ

ロパティ を利用すれば、 オフライン状態のすべてのサーバーを簡単に特定できます。 次の値が事前

に定義されています。

– Not Specified: すべてのサーバーのデフォルト値です。

– Offline: サーバーは使用されていません。

– In Deployment: サーバーを使用できるように準備しています。

– Ops Ready: サーバーは使用可能な状態です。

– Live: サーバーは使用中です。

デプロイメン トステージのカテゴリを追加、削除、変更するには、次の手順を実行します。
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a サーバー属性のアクセス権を持つユーザーで SA クライアン ト ログインします。 デプロイメン トス

テージのカテゴリを変更するには、このアクセス権が必要です。アクセス権の詳細については、『SA
管理ガイド』 を参照して ください。

b [管理] タブを選択します。

c ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー属性] ノードの下にある  [デプロイメン トステージ] を選択しま

す。 これにより、 現在定義されているデプロイメン トステージのカテゴリがすべて表示されます。

d [アクシ ョ ン] > [新規]、 [アクシ ョ ン] > [開く ]、 [アクシ ョ ン] > [削除]、 [新規] アイコン、 [削除] アイコ

ンを使用して、 デプロイメン トステージのカテゴリの作成、 変更、 削除を行います。 [Not Specified]

のカテゴリの変更と削除はできません。

— Locale: サーバーで現在設定されているロケールです。

— UUID: 管理対象サーバーに割り当てられる一意のIDです。

— オブジェク ト ID: SAがサーバーの識別に使用する内部IDです。

— ステータス: サーバーが到達可能かどうか、 SAによる管理対象になっているかどうかを表示します。

[OK] は、 サーバー (サーバーエージェン ト ) が到達可能であることを示し、 [到達不能] は、 通信に問

題が発生したためにSAがサーバーと通信できない状態であることを示します。

サーバーで定義したカスタムフ ィールド

このビューでは、サーバーで定義されているカスタムフ ィールド とカスタムフ ィールドの値が表示されます。

値を編集することもできます。

SAでは、 管理対象サーバーに関する大量の情報を保存することができます。 カスタムフ ィールドを使用する

ことにより、 サーバーの情報を迅速かつ簡単に保存することができます。 カスタムフ ィールドは、 サーバー

などSA内のオブジェク ト用に作成することができるデータ要素です。

カスタムフ ィールドの詳細については、 カスタムフ ィールド とカスタム属性の比較 (152 ページ ) およびカス

タムフ ィールドについて (154ページ) を参照して ください。

カスタム属性は、カスタムフ ィールド と類似した機能を持っています。カスタム属性の詳細については、サー

バーで定義されているカスタム属性 (72ページ) を参照して ください。

サーバーについてレポート された情報

このビューでは、サーバーエージェン トがサーバーに関して報告した情報が表示されます。サーバーエージェ

ン トの詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117ページ) を参照して ください。

— レポート : サーバーエージェン ト とコア間の通信に関する情報が表示されます。表示されるステータ

スには、 未レポート、 OK、 登録実行中、 エラーのレポート中があります。 

— エージェン トバージ ョ ン: エージェン トのバージ ョ ン番号が表示されます。この情報が表示されるの

は、 サーバーエージェン トがインストールされている管理対象サーバーのみです。

— ホスト名: 管理対象サーバーのホスト名が表示されます。

— レポート された OS: 管理対象サーバーで稼働しているオペレーティ ングシステム ( プラッ ト フォー

ム) が表示されます。

— MAC アドレス : メディアアクセス制御 (MAC) アドレスが表示されます。 これは、 ネッ トワークイン

ターフェイスカードを一意に識別するハードウェア番号です。 MAC アドレスは、 ネッ トワーク上で

のサーバーの物理アドレスとして使用されます。

— シリアル番号: システムのシリアル番号が表示されます。可能であれば、 Server Automationはシャー

シIDを表示します。
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— シャーシID: サーバーエージェン トが検出したIDであり、ハードウェアを一意に識別します。通常は、

サーバーのシャーシのプロパティから取得されます。 Server Automationは、 このIDの取得先として、

SolarisサーバーではインタフェースのMACアドレスまたはホスト ID、または他のインタフェースのシ

リアル番号を使用します。

— エンコード : 管理対象サーバーの文字エンコードが表示されます。 たとえば、 Shift_JIS (日本語)、

Windows 1252 (西欧) などがあります。

このウィンドウでは、 選択したサーバーでリモート ターミナルを開く こともできます。 

サーバーモジュール

サーバーモジュールとは、 サーバーエージェン ト と連携または機能拡張により、 サーバーの管理機能を追加

するソフ トウェアモジュールです。 ほとんどのサーバーモジュールは、 SAコアとサーバーエージェン トが自

動的にインストールおよび管理するので、 特に管理やメンテナンスの必要はありません。

たとえば、 拡張検出ソフ トウェアモジュールは、 拡張検出の実行時、 サーバーに自動的にインストールされ

ます。 拡張検出の詳細については、 管理対象サーバーでの拡張検出の実行 (145ページ) を参照して ください。

ソフ トウェア検出のサーバーモジュールは、 ライセンスのないソフ トウェア、 未登録のソフ トウェア、 ユー

ザー開発ソフ トウェア、非標準ソフ トウェアをサーバー上で検出し、インベン ト リを作成します。ソフ トウェ

ア検出の詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

サーバーで定義されているカスタム属性

このビューでは、サーバーにアタ ッチされているカスタム属性が表示されます。また、 カスタム属性の追加、

編集、 削除もできます。

カスタム属性は、 ローカルに定義または継承することができます。

• 継承: カスタム属性の値は、 カスタマー、 ファシリテ ィ、 ソフ トウェアポリシー、 ISMコン トロールなど、

他のソースから継承されています。

• ローカルに指定した値: カスタム属性は、 サーバー上で直接作成されています。

新しいカスタム属性を作成するには、 [追加] アイコンをクリ ックして値を入力します。

継承されたカスタム属性のオーバーライド

サーバーが別のソース (カスタマー、 ファシリテ ィ、 デバイスグループなど) から継承したカスタム属性の値

は、 オーバーライ ドが可能です。

継承されたカスタム属性の値をオーバーライ ドするには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トで、 [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 サーバーを選択します。

3 [アクシ ョ ン ] メニューを選択するかサーバーを右クリ ックし、 [開く ] を選択します。 サーバーに関する

情報が表示されます。

4 [情報] タブを選択します。

5 ナビゲーシ ョ ンペインで [カスタム属性] を選択します。 サーバーで定義されているカスタム属性がすべ

て表示されます。 [ソース ] 列には、 カスタム属性が定義されている場所と、 サーバー上でローカルに定

義されているのか、 別のオブジェク トから継承されているかが示されます。

6 継承されたカスタム属性をオーバーライ ドするには、[ソース] 列のドロップダウンリストから  [指定した

値でオーバーライ ド ] を選択します。

7 [値] フ ィールドに値を入力します。 
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カスタムフ ィールドは、 カスタム属性と類似した機能を持っています。 カスタムフ ィールド とカスタム属性

の比較については、 カスタムフ ィールド とカスタム属性の比較 (152 ページ ) およびカスタムフ ィールドにつ

いて (154ページ) を参照して ください。

サーバーの変更履歴

履歴ビューでは、選択したサーバーに行った変更が表示されます。たとえば、サーバーを更新したユーザー、

変更内容、 更新日などが表示されます。 サーバー履歴は、 ユーザーが次に示すいずれかのアクシ ョ ンを実行

すると表示されます。 

• サーバーをグループに追加

• サーバーをグループから削除

• サーバーの割り当て先グループを変更

• ログインセッシ ョ ン

• サーバー上で実行したジ ョブ (スナップシ ョ ッ ト、 監査、 パッチ、 ソフ トウェアポリシーの修復など)

• その他

SA Webクライアン トの管理対象サーバーでアクシ ョ ンを実行すると、 エン ト リが生成されます。 履歴は読み

取り専用です。 エン ト リをダブルクリ ックすると、 次のような詳細情報が表示されます。

• 日付: 前回の変更が発生した日付。

• デバイス名: 変更を行ったサーバーまたはデバイスの名前。

• ユーザー : 変更を行ったユーザー。 

• 詳細: 変更内容の説明。

[表示] ドロップダウンリストでは、期間 (先週、過去2か月など) ごとにサーバー履歴リスト をソートできます。 

サーバーの場所

サーバーの場所ノードは、 HP ProLiantサーバー (BLモデルのみ) の物理的な場所を示します。 一般のカテゴリ

には、 次の情報が表示されます。 

• ラック : ラック番号

• エンクロージャー : エンクロージャー名

• ベイ : サーバーのベイ番号

注 : サーバーを移動した場合、 SA エージェン トは完全ハードウェア登録の実行時にサーバーの場所情報を更

新します。

サーバー管理ポリシー

デバイスエクスプローラーの [管理ポリシー ] では、 次の内容が表示されます。

— コンプライアンス

— 監査

— アーカイブされた監査結果

— ソフ トウェアポリシー

— パッチポリシー
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— 構成されるアプリケーシ ョ ン

コンプライアンス

デバイスエクスプローラーの [コンプライアンス] ビューでは、 サーバーにアタ ッチされているすべてのコン

プライアンスポリシーが表示されるので、 全体的なコンプライアンスレベルを把握できます。 また、 各コン
プライアンスポリシーのコンプライアンス状況 (監査、 ソフ トウェア、パッチの各ポリシー、アプリケーシ ョ

ン構成、 カスタムポリシーなど) も表示されます。 

コンプライアンスカテゴリを選択して拡張すると、 各カテゴリに含まれるテストがすべて表示されます。 テ
ストごとにポリシーの詳細を表示でき、 コンプライアンス違反のテストがある場合は修復もできます。 各コ
ンプライアンスカテゴリのリスト を拡張すると、 そのタイプのポリシーがすべて表示されます。 このリスト
の 上位ノードには、 このカテゴリ内にあるすべてのポリシーのコンプライアンスステータスがサマリーで
表示されます。リス ト を拡張すると、個々のポリシーとコンプライアンスステータスが表示されるので、サー
バーのコンプライアンス状態の詳細な内訳を確認できます。 

また、 このリストは、 ソート してポリシーをすべて表示したり、 フ ィルター処理によって 1 つのカテゴリに

含まれるポリシーのみを表示することもできます ( たとえば、 すべての監査ポリシーとコンプライアンスス

テータスなど )。 ステータスフ ィルターでソートすれば、 コンプライアンス状態、 非コンプライアンス状態、

スキャン中など、 条件を満たすコンプライアンステスト を表示できます。 

サーバーとデバイスグループのコンプライアンスの詳細については、『SAユーザーガイド : 監査とコンプライ

アンス』 を参照して ください。

コンプライアンスカテゴリ

次に、 コンプライアンスカテゴリを示します。 

• 監査 : 詳細ペインの [監査 ] カテゴリの 上位ノードには、 このサーバーを対象にスケジュールされてい

るすべての監査のコンプライアンスステータスがサマリーで表示されます。このカテゴリでは、このサー
バーで定期実行されるすべての監査の全体的なコンプライアンスステータスが表示されます。 このサー
バーを対象とする個々の監査の情報を表示するには、 [監査 ] リス ト を展開して ください。 [ステータス ]
列に、 各監査のコンプライアンスステータスが表示されます。 

• ソフ トウェア : 詳細ペインの [ ソフ トウェア ] カテゴリの 上位ノードには、 このサーバーにアタ ッチさ

れているすべてのソフ トウェアポリシーのコンプライアンスステータスがサマリーで表示されます。 ソ
フ トウェアコンプライアンスは、 選択されたサーバーに付随するすべてのソフ トウェアポリシーが実際
のサーバー構成に準拠しているかどうかを表します。 

ソフ トウェアポリシーには、 インストール済みのパッケージとパッチ、 アプリケーシ ョ ン構成、 他のソ
フ トウェアポリシーを含めることができます。 実際のサーバー構成とソフ トウェアポリシーの定義が一
致しない場合、 サーバーのソフ トウェアポリシーはコンプライアンスに違反しているとみなされます。
このサーバーにアタ ッチされている個々のソフ トウェアポリシーの情報を表示するには、 [ソフ トウェ

ア] リス ト を展開して ください。 [ステータス] 列に、各ソフ トウェアポリシーのコンプライアンスステー

タスが表示されます。

• アプリケーシ ョ ン構成 : 詳細ペインの [ アプリケーシ ョ ン構成 ] カテゴリの 上位ノードには、 このサー

バーにアタ ッチされているすべてのアプリケーシ ョ ン構成のコンプライアンスステータスがサマリーで
表示されます。 アプリケーシ ョ ン構成 (アプリケーシ ョ ン構成) ポリシーとは、 管理対象サーバー上でア

プリケーシ ョ ン構成ファイルを設定する方法を定義するものです。 アプリケーシ ョ ン構成コンプライア
ンスは、 サーバーにアタ ッチされているすべてのアプリケーシ ョ ン構成と、 サーバー上にある実際のア
プリケーシ ョ ン構成ファイルが適合しているかどうかを示します。 実際のサーバー構成とアプリケー
シ ョ ン構成の定義が一致しない場合、 サーバーのアプリケーシ ョ ン構成はコンプライアンスに違反して
いるとみなされます。 このサーバーにアタ ッチされている個々のアプリケーシ ョ ン構成の情報を表示す
るには、 [アプリケーシ ョ ン構成] リス ト を展開して ください。 [ステータス ] 列に、 各アプリケーシ ョ ン

構成のコンプライアンスステータスが表示されます。

パッチ : 詳細ペインの [パッチ ] カテゴリの 上位ノードには、 このサーバーにアタ ッチされているすべ

てのパッチポリシーのコンプライアンスステータスがサマリーで表示されます。 パッチコンプライアン
スは、 パッチポリシーとパッチポリシー例外に含まれるすべてのパッチが問題な く インストールされて
いるかどうかを示します。 パッチコンプライアンスのテストでは、 サーバーをスキャンしてコンプライ
アンスステータスとルールを取得し、 サーバーがアタ ッチされているポリシーと例外に適合しているか
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どうかを検証します。 パッチポリシーで定義されているパッチの中に、 実際にインストールされている
パッチと一致しないものがあると、 サーバーのパッチポリシーはコンプライアンスに違反しているとみ
なされます。 このサーバーにアタ ッチされている個々のパッチポリシーの情報を表示するには、 [パッ

チ] リス ト を展開して ください。 [ステータス] 列に、各パッチポリシーのコンプライアンスステータスが

表示されます。

監査

[監査] ビューでは、サーバーに関連付けられている監査がすべて表示されます。このサーバーは、監査のソー

スまたはターゲッ トのいずれかとして使用されています。 

表示オプシ ョ ン

• 監査 - サーバーがターゲッ ト : 選択したサーバーをターゲッ ト と して使用するすべての監査。 

• 監査 - サーバーがソース: 選択したサーバーをソースとして使用するすべての監査。 

詳細については、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

アーカイブされた監査結果

このサーバーに関連するすべての監査結果の中で、 ユーザーがアーカイブ対象として選択したものが表示さ

れます。 監査を定期的に実行すると、 時間の経過と伴に大量の監査結果が蓄積されることがあります。 この

ような場合は監査結果をアーカイブに保存でき、 保存したデータは後で参照することができます。 このウィ

ンドウには、 選択したサーバーの監査結果がすべて表示されます。 

ソフ トウェアポリシー

このウィンドウには、 選択したサーバー (またはデバイスグループ) に関連付けられているソフ トウェアポリ

シーがすべて表示されます。 [ アクシ ョ ン ] メニューでは、 ポリシーのアタ ッチ、 ポリシーのアタ ッチ解除、

サーバーの修復、 ソフ トウェアコンプライアンスのスキャンなどを実行できます。

詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

パッチポリシー

このウィンドウには、 選択した管理対象サーバー (またはサーバーグループのグループ) に関連付けられてい

るすべてのパッチポリシーが表示されます。 

表示オプシ ョ ン

[表示] ドロップダウンリストでは、 次のパッチポリシー情報が表示されます。

• サーバーにアタ ッチされたポリシー : サーバーにアタ ッチされているすべてのポリシー、 または選択し

たWindows管理対象サーバーが所属するサーバーグループにアタ ッチされているポリシー。 

• サーバーにアタ ッチされていないポリシー : サーバーにアタ ッチされていない、 選択したサーバーに関

連するすべてのパッチポリシーのリスト。

構成されるアプリケーシ ョ ン

[構成されるアプリケーシ ョ ン ] 画面には、 管理対象サーバーにアタ ッチされているアプリケーシ ョ ン構成が

すべて表示されます。 [構成されるアプリケーシ ョ ン ] ノードの下にあるノードは、 それぞれがサーバーにア

タ ッチされているアプリケーシ ョ ン構成に相当します。 また、 各アプリケーシ ョ ン構成の下にあるサブノー

ドは、 サーバーで定義されているアプリケーシ ョ ン構成のインスタンスに相当します。
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構成の値セッ トは、 サーバーレベルとサーバーインスタンスレベルで編集できます。

• [アプリケーシ ョ ン構成] ノードを選択すると、 選択したサーバーにプッシュ可能なアプリケーシ ョ ン構

成インスタンスがすべて表示されます。

• アプリケーシ ョ ン構成を選択すると、 エディ ターが開き、 選択したテンプレートで使用できるサーバー

レベルの値セッ トが表示されます。

• アプリケーシ ョ ン構成インスタンスを選択すると、 エディ ターが開き、 選択したテンプレートで使用で

きるサーバーインスタンスレベルの値セッ トが表示されます。

ソフ トウェアとアプリケーシ ョ ン構成の管理の詳細については、 『SAユーザーガイ ド : アプリケーシ ョ ン構

成』 を参照して ください。

次の例では、 サーバー m528に、 myappcfとWAS-app-configという名前のアプリケーシ ョ ン構成がアタ ッチさ

れています。 WAS-app-configでは、 “Primary Instance WAS-app-config”と “Secondary Instance WAS-app-config”と

いう名前のインスタンスが定義されています。

サーバーでのスクリプ ト実行

[スクリプ トの実行] ボタンをクリ ックすると、 選択したアプリケーシ ョ ン構成のデータ操作スクリプ トが実

行されます。 アプリケーシ ョ ン構成にデータ操作スクリプ トが含まれていない場合、 [スクリプ トの実行] ボ

タンは無効になります。詳細については、『SAユーザーガイド : アプリケーシ ョ ン構成』 を参照して ください。
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アプリケーシ ョ ン構成のプッシュ操作のプレビュー

[プレビュー ] ボタンをクリ ックすると、 サーバー上の構成ファイルと、 選択したインスタンスで定義されて

いる構成を比較し、 2つのファイルが表示されます。 詳細については、 『SAユーザーガイド : アプリケーシ ョ

ン構成』 を参照して ください。

サーバーへのアプリケーシ ョ ン構成のプッシュ

[プッシュ ] ボタンをクリ ックすると、 アプリケーシ ョ ン構成で行った変更内容が保存されます。 さらに構成

のプッシュウィザードが起動し、 選択した構成ファイルがサーバーにプッシュされます。 詳細については、

『SAユーザーガイド : アプリケーシ ョ ン構成』 の 「アプリケーシ ョ ン構成のサーバーへのプッシュについて」

を参照して ください。

他のデバイスとの関係

デバイスエクスプローラーの関係ビューには、 このサーバーがメンバーになっているすべてのグループが表

示されます。 グループのメンバーには、 サーバー、 ネッ トワークデバイス (NA対応コア)、 ス ト レージデバイ

スとスト レージ資産 (SE対応コア)、 他のデバイスグループを含めることができます。

グループのメンバーを確認するには、 グループを選択して右クリ ッ クし、 [開く ] を選択します。 また、 [ グ

ループに追加] を選択し、 グループに追加する他のデバイスを選択することもできます。 

グループのリストが長い場合には、 検索ツール  (右上角) を使用して名前、 説明、 アクセス、 タイプ、 更

新者などでリスト を絞り込むことができます。 デバイスグループ名で検索する場合、 入力文字列の大文字と

小文字は区別されません。 

スト レージの関係

コアがSE に接続する設定が行われている場合、 デバイスエクスプローラーでは、 SAN スイッチ、 SAN ファブ

リ ック、 ス ト レージターゲッ ト、 データベースなどさまざまなスト レージオブジェク トへのアクセスを表示

できます。 ス ト レージオブジェ ク ト とス ト レージの関係の詳細については、 オブジェ ク ト を選択して [F1]

キーを押すか、 『Storage Visibility and Automationユーザーガイド』 を参照して ください。

サーバー情報のインベン ト リ

[インベン ト リ ] タブには、 選択したサーバーに関して次のような情報が表示されます。

— ハードウェア

— ネッ トワーク

— スト レージ

— ディスク

— 仮想化ビュー

— スナップシ ョ ッ ト仕様

— インストール済みのパッケージ

— サーバーのパッチ
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— サーバー上のファイル

— Windows COM+オブジェク ト

— Windows IISメ タベース

— Windows IIS 7.0

— Internet Information Server (IIS)

— Windowsレジスト リ

— サービス (Windowsと Linux)

— Windows .Net Framework構成

— ローカルセキュリテ ィ設定

— 登録済みソフ トウェア

— 実行時状態

— ユーザーとグループ

ハードウェア

[ハードウェア ] ビューには、 選択した管理対象サーバーでレポート されたすべてのハードウェアが表示され

ます。 次の情報が表示されます。 

— プロセッサー : 管理対象サーバー上にあるすべてのプロセッサーに関するプロセッサー情報。 

— メモリ : 管理対象サーバー上のメモリーの合計量とタイプ。 

— スト レージ: 管理対象サーバー上にあるすべてのスト レージデバイス。

— ネッ トワークインタフェース : 管理対象サーバー上のネッ トワークインタフェース。 表示内容には、

イーサネッ ト カード  (NIC)、ファイバーチャネルアダプター、ポート (接続されているスイッチポート

やゾーン) などがあります。

ネッ トワーク

[ネッ トワーク] ビューでは、ネッ トワーク接続 (スト レージ対応コアの場合はSAN) がすべて表示されます。表

示内容には、 IP アドレス、 サブネッ トマスク、 MAC アドレス、 デュプレックスおよび速度設定、 DHCP設定、

ネッ トワークインタフェースのタイプなどがあります。

また、 選択したサーバーのネッ トワーク構成も表示されます。 これには、 ホス ト名、 DNS ド メイン、 SA ファ

シリテ ィ、管理インタフェースの名前と IPアドレス、ゲートウェイのIPアドレス、DNSサーバーのIPアドレス、

検索ド メインなどが含まれます。

ス ト レージ

コアでSEに接続する設定が行われている場合、 [インベン ト リ ] タブの [スト レージ] ビューに、 選択したサー

バーに関連するSAN、 NAS、 DAS (直接接続スト レージ) 資産に関するスト レージ情報が表示されます。 

このビューでは、 選択したサーバーが使用またはサーバーに割り当てられているスト レージ (該当する場合)
のサマリー情報と、 選択したサーバーが使用するデータベーススト レージ (該当する場合) の情報が表示され

ます。

SAクライアン ト内でスト レージデバイスとSAN情報を表示するには、Storage Essentials (SE) バージョ ン6.1.1以
降と、 Server Automation SE Connector コンポーネン ト を SA コアにインストールし、 構成を行う必要がありま

す。 詳細については、 HPのSA営業担当にお問い合わせください。

このビューでは、 スト レージ資産に関して次の情報が表示されます。
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• ファイルシステム: ローカルとリモートのファイルシステム (SANベースのストレージ) が表示されます。表

示内容は、 マウン ト されている場所、 ファイルシステムのタイプ、 ス ト レージ容量、空き容量などです。

[表示] ドロップダウンリストで、 ファイルシステムの表示方法として次の4つのビューを選択できます。 

– プロパティ : マウン ト されている場所、 マウン トポイン トの説明、 マウン トポイン ト、 ファイ

ルシステムのタイプ、 ス ト レージ容量、 空き容量が表示されます。

– ボリューム: 選択したファイルシステムのボリュームが表示されます。

– ディスク : 選択したファイルシステムが依存するディスクが表示されます。

– 接続: 選択したファイルシステムのサプライチェーン情報がツリー構造で表示されます。 

• ボリューム: 選択したサーバーが使用するボリュームが表示されます。これには、ローカルまたはリモー

トのボリューム (SANボリューム ) が含まれます。 [表示 ] ドロップダウンリス トで、 ボリュームの表示方

法として次の4つのビューを選択できます。 

– プロパティ : 選択したボリュームの名前、 タイプ、 サービスタイプ、 ステータス、 ス ト レージ

容量が表示されます。

– 合成: アップスト リームとダウンスト リームのスト レージの依存関係が表示されます。アップス

ト リームのスト レージ依存関係とは、 選択したボリュームに対して他のストレージ資産が依存

することを示します。 ダウンスト リームのスト レージ依存関係とは、 選択したボリュームが他

のスト レージ資産に依存することを示します。

– ディスク : 選択したボリュームが依存するディスクが表示されます。

– アクセスパス : 選択したボリュームがリモートのSANボリュームである場合、 LUNマッピング情

報が表示されます。 このサブビューには、 ターゲッ トス ト レージアレイ、 ターゲッ トス ト レー

ジアレイポート、 ターゲッ トス ト レージボリューム、 LUN番号、 イニシエーターポートなど、 リ

モート SANボリュームのLUNマッピング情報が表示されます。

– 接続: ボリュームのサプライチェーン情報がツリー構造で表示されます。このビューは、 リモー

ト SANボリュームで使用すると便利です。

• マウン ト解除されたボリューム: 選択したサーバーで利用可能なボリュームの中で、そのサーバーが使用

していないボリュームが表示されます。 たとえば、 選択したサーバーにマッピングされているリモート

SANボリュームの中で、 サーバーが使用していないものが表示されます。 [表示 ] ドロップダウンリス ト

では、 マウン ト解除されたボリュームの表示方法として次の4つのビューを選択できます。

– プロパティ : 選択したマウン ト解除ボリュームについて、名前、 タイプ (RAIDタイプ)、サービス

タイプ、 ステータス、 ス ト レージ容量、 ターゲッ トデバイスが表示されます。

– 合成: スト レージのダウンスト リームの依存関係が表示されます。これは、選択したスト レージ

資産に依存するマウン ト解除ボリュームを指します。

– ディスク : 選択したマウン ト解除ボリュームが依存するディスクが表示されます。

– アクセスパス : 選択したマウン ト解除ボリュームがリモートのSANボリュームである場合、 LUN

マッピング情報が表示されます。このサブビューには、ターゲッ トス ト レージアレイ、ターゲッ

トス ト レージアレイポート、 ターゲッ トス ト レージボリューム、LUN番号、イニシエーターポー

トなど、 リモート SANボリュームのLUNマッピング情報が表示されます。 

– 接続: マウン ト解除されたボリュームのサプライチェーン情報がツリー構造で表示されます。こ

のビューは、 リモート SANボリュームで使用すると便利です。

• ディスク : ローカルと リモートの (SANベース) ディスクの情報が表示されます。 ここに表示される内容に

は、 名前、 メーカー、 モデル、 デバイス (サーバー )、 ス ト レージ容量、 ステータス、 スペアかどうかの

区別などがあります。 [表示] ドロップダウンリストでは、ディスクボリュームの表示方法として次の2つ

のビューを選択できます。

– ボリューム: 選択したディスクのボリュームが表示されます。

– ファイルシステム: 選択したディスクを使用するファイルシステムが表示されます。
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• マネージャーソフ トウェア : 選択したサーバーのボリュームマネージャーソフ トウェアとマルチパスソ

フ トウェアの情報が表示されます。 これには、 ベンダーやバージ ョ ンの他に、 論理ボリュームの詳細情

報として、 名前、 タイプ (RAID タイプ )、 サービスタイプ、 ステータス、 ス ト レージ容量、 パスの数が含

まれます。

ディスク

このビューでは、 管理対象サーバーのローカルディスク情報が表示されます。 表示内容には、 ディスク名、

メーカー、 ディスクを内蔵するデバイス、 ディスクのモデル番号、 容量、 ステータス (OK、 オンライン、 無

効、 準備未完了、 エラー、 読み取り専用など、 ディスクの稼働状態を示す)、 ディスクがスペアかどうかの区

別などが含まれます。 

仮想化ビュー

仮想化ビューでは、 仮想化インベン ト リで選択した項目について、 次の詳細情報が表示されます。 

• クラスター - クラスター内にあるホスト とプロセッサーの数、クラスター内で使用できるCPUと メモリー

リソース、 リソース割り当て設定。 

• データセンター - データセンター名、 テク ノロジー、 管理しているVS。

• フォルダー - フォルダー名、 フォルダーが存在するVS。 

• ホスト  - ハイパーバイザー名、稼働しているVS、 CPUと メモリーの使用率、仮想ネッ トワーク、 ホストで

のスト レージ設定。 

• ホストグループ – SCVMMでは、 仮想マシンホスト をグループ化するコンテナーであり、 これによって管

理作業が簡単になります。 ホストグループは階層構造を持つので、 下位に他のホストグループを作成で

きます。 

• プロジェク ト  – プロジェク ト とは、 VMイメージのクォータとアクセスを定義するユーザーを論理的にグ

ループ化したものです。 

• リソースプール – VMwareでは、ホストやクラスターのリソース全体をより小さなプールに分割する方法

を指します。 リソースプールに含まれる CPU と メモリーなどのリソースは、 リソースプール内で稼働す

るすべてのVMが共有します。 また、 リソースプール内で負荷を分散する機能も備えています。

• 仮想新 (VM) - VM名、 管理対象VS、 稼働先のホスト、 CPUと メモリの情報、 ゲスト OS、 電源状態、 作成方

法、 仮想ネッ トワーク、 VMでのストレージ構成。 

• VMテンプレート  – 仮想マシンの仕様です。VMテンプレートから仮想マシンを作成することができ、仮想

マシンからVMテンプレートを作成することもできます。 一般的にVMテンプレートには、 OSビルド計画 (

オペレーティングシステムのインストールに使用 )、 パッチポリシー ( インストールするパッチを指定 )、

ソフ トウェアポリシー (インストールするソフ トウェアを指定)、アプリケーシ ョ ン構成 (ソフ トウェアの

構成方法を指定)、 監査ポリシー (コンプライアンスを定義するルール)と SAエージェン ト  (仮想マシンを

管理 ) が含まれます。 VMテンプレートにより、 作成する仮想マシンのタイプを管理し、 仮想マシンのコ

ンプライアンスを維持することができます。 

• 仮想化サービス - VSの名前、VSのベンダー、VSのバージョ ン、IPアドレス、ポート番号、管理者ユーザー。 

仮想マシン、ハイパーバイザー、仮想化サービスの管理に関する詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想

化管理』 を参照して ください。 アイコンとその説明については、 サーバーのステータスアイコン  (62ページ) 

を参照して ください。
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Solarisゾーン  — デバイスエクスプローラー

デバイスエクスプローラーでは、 Solarisのグローバルゾーンのハイパーバイザーとローカルゾーンのサー

バー情報を表示できます。 デバイスエクスプローラーでは、 グローバルゾーンとローカルゾーンは通常の物

理サーバーとほとんど同じように表示されますが、 「仮想化」 という名前のプロパテ ィがある点が異なりま

す。 このプロパティには次の情報が含まれます。 

• ハイパーバイザー : Solaris グローバルゾーンのハイパーバイザーをデバイスエクスプローラーで表示す

ると、 [仮想化] ビューにはホスティングされているローカルゾーンがすべて表示されます。 また、 この

画面からローカルゾーンを停止または開始できます。

• Solarisローカルゾーン : Solarisローカルゾーンをデバイスエクスプローラーで表示すると、 [仮想化] ビュー

には、 ハイパーバイザーの名前、 予約されたCPUシェア、 仮想ハードウェア情報が表示されます。

VMware ESX — デバイスエクスプローラー

デバイスエクスプローラーでは、VMware vCenterサーバー (仮想化サービス)、VMware ESXハイパーバイザーの

サーバー情報、 VM (仮想マシン ) の情報が表示されます。 デバイスエクスプローラーでは、 VMは通常の物理

サーバーとほとんど同じように表示されますが、 「仮想化」 という名前のプロパティがある点が異なります。

このプロパティには次の情報が含まれます。

• 仮想化サービス: VMware vCenterサーバーまたはOpenStackをホスティングしているサーバーをデバイス

エクスプローラーで表示すると、vCenterまたはOpenStackのバージョ ン、 IPアドレス、ポート番号、ユー

ザー名などのサーバー情報が表示されます。

• ハイパーバイザー : VMware ESXハイパーバイザーをホスティングしているサーバーをデバイスエクスプ

ローラーで表示すると、 サーバーをホスティングする仮想化サービス、 サーバーの接続状態、 サーバー

にアタ ッチされている仮想ネッ トワーク、 サーバーにアタ ッチされているデータストアなどのサーバー

情報が表示されます。

• VMware VM: VMware VMをデバイスエクスプローラーで表示すると、VMをホスティングするハイパーバイ

ザー、 ハイパーバイザーを管理する仮想化サービス、 VMの系統 (作成方法、 VMメモリ、 CPUの割り当て、

仮想ネッ トワーク構成、 スト レージ構成などVMに関する情報) が表示されます。

Windows Hyper-V — デバイスエクスプローラー

デバイスエクスプローラーでは、Windows Hyper-Vパーティシ ョ ンやハイパーバイザーのサーバー情報を表示

できます。 デバイスエクスプローラーでは、 パーティシ ョ ンは通常の物理サーバーとほとんど同じように表

示されますが、「仮想化」 という名前のプロパティがある点が異なります。 このプロパティには次の情報が含

まれます。 

• 仮想化サービス : デバイスエクスプローラーでは、 Microsoft System Center Virtual Machine Managerまた

はOpenStackをホステ ィングしているサーバーに関して、 SCVMMバージョ ン、 IPアドレス、 ポート番号、

ユーザー名などが表示されます。

• ハイパーバイザー : デバイスエクスプローラーでは、 Windows Hyper-Vハイパーバイザーをホスティング

しているサーバーに関して、 サーバーをホスティングする仮想化サービス、 サーバーの接続状態、 メモ

リ情報、 サーバーにアタ ッチされている仮想ネッ トワークなどが表示されます。

• Windows Hyper-V VM: デバイスエクスプローラーの仮想化ビューでは、 Windows VMに関して、 VMをホス

テ ィングするHyper-Vハイパーバイザー、 ハイパーバイザーを管理する仮想化サービス、 VMの系統 (作成

方法、 VMメモリー、 CPUの割り当て、 電源状態、 仮想ネッ トワーク構成、 スト レージ構成などVMに関す

る情報) が表示されます。
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スナップシ ョ ッ ト仕様

[スナップシ ョ ッ ト仕様] ビューでは、 選択したサーバーをターゲッ ト と して指定するスナップシ ョ ッ ト仕様

がすべて表示されます。 内容ペイン  (右側) でスナップシ ョ ッ ト仕様を選択すると、 結果が表示されます。 ス

ナップシ ョ ッ ト仕様を選択すると、 下のペインにスナップシ ョ ッ トの結果がすべて表示されます ( スナップ

シ ョ ッ ト仕様のターゲッ ト と して指定されているすべてのサーバーが対象)。 

スナップシ ョ ッ ト仕様を開くには、スナップシ ョ ッ ト仕様を選択して右クリ ックし、 [開く ] を選択します (ま

たはダブルクリ ックします)。 スナップシ ョ ッ トの結果を表示するには、下のペインでスナップシ ョ ッ ト を選

択し、 右クリ ックして [開く ] を選択します (またはダブルクリ ックします)。 

インストール済みのパッケージ

[インストール済みのパッケージ] ビューでは、 SAで管理しているサーバーについて、 選択したサーバー上に

インストールされているパッケージが表示されます。名前、 タイプ、サイズ、 終更新日時、説明がパッケー

ジごとに表示されます。また、列見出しをクリ ックすると、選択した列でリストがソート されます。パッケー

ジを作成する方法については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。 

管理対象サーバー上に存在するがSA で管理していないパッケージをデバイスエクスプローラーで表示する

手順については、 サーバーのパッチ (82ページ) を参照して ください。

サーバーのパッチ

このウィンドウには、 選択した管理対象サーバーに関連付けられているすべてのパッチが表示されます。 

表示オプシ ョ ン  - Windows

[表示] ドロップダウンリスト を使用して、 次のタイプのパッチ情報をフ ィルター処理できます。

• インストール済みのパッチ: サーバーにインストールされているパッチをすべて表示します。

• ベンダーが推奨するパッチ : 選択したサーバーに対して Windowsパッチデータベースによって推奨され

ているすべてのアプリケーシ ョ ンおよびオペレーティングシステムのパッチを表示します。 複数のパッ
チでQNumberが同じである場合、 パッチ管理によって、 管理対象サーバーにすでにインストールされて

いるアプリケーシ ョ ンファイルが検出され、 インストールする正しいパッチが提案されます。

• ポリシーまたは例外のあるパッチ : 選択したサーバーにアタ ッチされたポリシーに含まれているパッチ

か、 または常にインストールまたは常にインストールしないの例外があり、 かつ次のいずれかの状態で
あるパッチを表示します。 

— ベンダーが推奨するパッチですが、 現在インストールされていません。

— パッチは現在インストールされています。

• 必要とされるパッチ : 選択したサーバーにインストールする必要があるのにインストールされていない

パッチをすべて表示します。 これらには、 そのサーバーにアタ ッチされているポリシー内のパッチ、 ま
たは常にインストールの例外があり、 かつベンダーが推奨するパッチが含まれます。

• 例外のあるパッチ: 例外 (常にインストール、常にインストールしないなど) があり、かつ次のいずれかの

状態であるパッチを表示します。 

— ベンダーが推奨するパッチですが、 現在インストールされていません。

— パッチは現在インストールされています。

• すべてのパッチ: サーバーのオペレーティングシステムに関連するパッチをすべて表示します。

表示オプシ ョ ン  - UNIX

UNIXパッチの表示オプシ ョ ンでは、 次の情報が表示されます。 
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• すべてのパッチ: サーバーのオペレーティングシステムに関連するパッチをすべて表示します。

• インストール済みのパッチ: サーバーにインストールされているパッチをすべて表示します。

パッチの内容 - Windows

Windowsパッチの表示オプシ ョ ンでは、 次の情報が表示されます。 

• アイコン: 薄く表示されたアイコンは、パッチがソフ トウェアライブラリにアップロード されていないこ

とを示します。 

• 名前 : ホッ ト フ ィ ックスまたは更新プログラムのロールアップを提供するパッチのQNumber。 サービス

パックのパッチにはQNumberはありません。

• コンプライアンス: パッチの管理者によって定義される、 次の3つのいずれかのパッチポリシーコンプラ

イアンスのレベル。

— ポリシーのみ: ポリシーのみが含まれているコンプライアンス。

— ポリシーと例外: ポリシーとポリシーの例外が含まれているコンプライアンス。

— カスタマイズ済み: カスタマイズされたコンプライアンス。

— 非コンプライアンス (赤): パッチはサーバーにインストールされているが、ポリシーに含まれていな

い、 またはパッチはサーバーにインストールされていないが、 ポリシーに含まれていることを示し
ます。 

— 部分的 (黄): ポリシーと例外が一致せず、 例外の [理由] フ ィールドにデータがないことを示します。

— コンプライアンス (緑): 次のいずれかの状態を示します。

– パッチはサーバーにインストールされ、 ポリシーに含まれている、 またはパッチはサーバーに

インストールされていな く、 ポリシーに含まれていません。

– パッチはサーバーにインストールされ、 パッチポリシーまたは例外にQNumberが同じ追加パッ

チがあります。 この場合、 QNumberが同じすべてのパッチは、 パッチ管理によるパッチコンプ

ライアンスの計算時にインストールされると見なされます。

– パッチはサーバーにインストールされておらず、 パッチポリシー内にあるか [常にインストール]
の例外として設定されていて、 ベンダー推奨のパッチではありません。 この場合、 ベンダーに
よって推奨されていないため、 このパッチには常にインストールしないという例外があります。

[プレビュー] ペインで、[コンプライアンス] 列のアイコンまたはテキストの上にカーソルを置く と、サー

バーのパッチコンプライアンス情報が表示されます。

• タイプ : パッチのタイプ。 Windowsホッ ト フ ィ ッ クスやWindows更新プログラムのロールアップなどがあ

ります。

• セキュリテ ィ情報: (オプシ ョ ン) このパッチのMicrosoft セキュリテ ィ情報番号。

• 重要度: (オプシ ョ ン) Microsoftがこのパッチに割り当てた重要度であり、 次の3つのいずれかです。

— クリテ ィ カル: このパッチが対応する脆弱性が悪用されると、 ユーザーが操作を行わな く てもイン

ターネッ トワームの感染が拡大する危険があります。

— 重要: このパッチが対応する脆弱性が悪用されると、ユーザーデータの機密性、完全性、可用性、 あ

るいは処理リソースの完全性または可用性が損なわれる危険があります。

— 中: デフォルト構成の使用や監査などの対策を講じることや、脆弱性を悪用する方法が難しいという

理由から、 悪用の危険性はかなり低く なります。

— 低: このパッチが対応する脆弱性の悪用は極めて難しいか、 その影響は 小限です。

• リ リース日: Microsoftがこのパッチをリ リースした日付。

• 例外: 選択したサーバーに設定されているパッチポリシーの例外のタイプ。

• インストール済み: 選択したサーバーにパッチがインストールされているかどうかを示します。
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• 推奨 : 終ソフ トウェア登録時にこのパッチがベンダー (Windowsパッチデータベース ) によって推奨さ

れたことを示すチェ ックマーク。

• 説明: サーバーの説明。

• オブジェク ト ID: (オプシ ョ ン) パッチオブジェク ト を識別する一意のID。 

• ロケール: (オプシ ョ ン) パッチ内容のエンコード。 

• OS: (オプシ ョ ン) サーバーで稼働するオペレーティングシステムのバージ ョ ン。

パッチの内容 - UNIX

次の Unixパッチの内容が表示されます。 

• アイコン: 薄く表示されたアイコンは、パッチがソフ トウェアライブラリにアップロード されていないこ

とを示します。 

• タイプ: Solarisパッチ、 HP-UXパッチファイルセッ トなどのパッチのタイプ。 

• インストール済み: 選択したサーバーにパッチがインストールされているかどうかを示します。

• 説明: サーバーの説明。

• インストール日: パッチがサーバーにインストールされた日付。

• オブジェク ト ID: (オプシ ョ ン) パッチオブジェク ト を識別する一意のID。 

• OS: (オプシ ョ ン) サーバーで稼働するオペレーティングシステムのバージ ョ ン。

サーバー上のファイル

[ファイル] ビューでは、 管理対象サーバーのファイルシステムが表示されます。 ファイルシステムの表示領

域は、 Windowsのエクスプローラーのように2つに分かれていて、 それぞれサーバーのディレク ト リ と、選択

したディ レク ト リに含まれる項目が表示されます。 

デバイスエクスプローラーの左側にあるナビゲーシ ョ ンパネルには、 選択したサーバーのディレク ト リがす

べて表示されます。 右側には、 選択したディ レク ト リの内容が表示されます。 

ファイルの表示では、 ファイル名、 サイズ、 タイプ、 変更日時がファイルごとに表示されます。 また、 列見

出しをクリ ックすると、 選択した列でファイルのリストがソート されます。 

ユーザーのアクセス権によっては、 サーバーのファイルシステム内の項目にアクセスできない場合がありま

す。 アクセス権がないと、 デバイスエクスプローラーで、 サーバーのファイルシステムを選択して表示する

操作は実行できません。 サーバーのファイルシステムに対するアクセス権がある場合、 ユーザー名 (管理者、

root、 ローカルシステムなど ) が表示されます。 サーバーのファイルシステムへのアクセスには、 このユー

ザー名が使用されます。

フ ァイルの内容の表示

ファイルの内容を表示するには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選

択します。 

2 サーバーが内容ペインに表示されます。 サーバーを選択して開きます。 デバイスエクスプローラーが開

きます。 

3 デバイスエクスプローラーの左側で、 [ファイルシステム] オブジェク ト を選択します。 

4 コンピューターへのログインに使用するユーザー名 (管理者、 ローカルシステム、 rootなど ) を選択しま

す。 ユーザーを選択します。 
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5 ディスク ド ライブやフォルダーのアイコンを展開すると、 内容が表示されます。 ディ レク ト リを選択し

ます。 

6 [アクシ ョ ン] メニューの [内容の表示] を選択します。 ウィンドウの下に、 ファイルの内容ペインが開き

ます。 

7 文字エンコードの変更が必要な場合は、 [エンコード ] ドロップダウンリストから選択して ください。 

ファイルをコピーする方法

サーバー上のファイルは、 同じサーバー上にあるディ レク ト リ、 別のSA管理対象サーバー上にあるディ レク

ト リ、 ローカルコンピューター (SAクライアン ト を実行) にコピーできます。 また、 ローカルコンピューター

のファイルを、管理対象サーバー上のディレク ト リにコピーすることも可能です。デバイスエクスプローラー
を使って管理対象サーバーにあるファイルシステムのファイルをコピーする操作には、 次のようにい くつか
制限があります。 

— フォルダーとディ レク ト リはコピーできません。 

— コピー先となるサーバーは、 書き込みと表示のアクセス権のあるサーバーのみに限定されます。 

— 一度にコピーできるファイルは1つのみです。

— 削除を取り消すことはできません。 削除したファイルは復元できません。 

管理対象サーバー間でのファイルコピー

管理対象サーバー間でファイルをコピーするには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選

択します。 

2 サーバーリストからサーバーを選択すると、 デバイスエクスプローラーが開きます。

3 デバイスエクスプローラーの左側で、 [ファイルシステム] オブジェク ト を選択します。 ディスク ド ライ

ブやフォルダーのアイコンを展開すると、 内容が表示されます。

4 コピーしたいファイルが格納されているディ レク ト リに移動し、 ファイルを選択します。 

5 [アクシ ョ ン] メニューの [コピー先] を選択します。 

6 [コピー先] ダイアログボックスが開いたら、 ドロップダウンリストでコピー先の場所を選択します。 

• 管理対象サーバー (コア内にある他の管理対象サーバー )

• このサーバー

• ローカルファイルシステム

7 目的のディレク ト リに移動します。

8 [選択] をクリ ックします。 

使用中のコンピューターから管理対象サーバーへのファイルコピー

現在使用しているコンピューターから管理対象サーバーにファイルをコピーするには、 次の手順を実行し
ます。

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選

択します。 

2 サーバーリストからサーバーを選択すると、 デバイスエクスプローラーが開きます。

3 デバイスエクスプローラーの左側で、 [ファイルシステム] オブジェク ト を選択します。

4 ファイルのコピー先となるディ レク ト リに移動します。 

5 システムに付属するファイルシステムエクスプローラーを開き、 コピーするファイルを選択してから、

デバイスエクスプローラー内でコピー先ディレク ト リにド ラ ッグします。 
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ファイルの削除

削除したファイルは復元できません ( ただし、 ファイルを削除する前に、 確認のダイアログボックスが表示

されます)。

ファイルを削除するには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選

択します。 

2 サーバーリストからサーバーを選択すると、 デバイスエクスプローラーが開きます。

3 デバイスエクスプローラーの左側で、 [ファイルシステム] オブジェク ト を選択します。

4 削除したいファイルを内容ペインで選択します。

5 [アクシ ョ ン] メニューから  [削除] を選択します。 

6 確認ダイアログボックスで [はい] を選択します。

フ ァイルの名前変更

ファイルの名前を変更するには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選

択します。 

2 サーバーリストからサーバーを選択すると、 デバイスエクスプローラーが開きます。

3 デバイスエクスプローラーの左側で、 ファイルシステムオブジェク ト を選択します。 フォルダーを展開

すると、 フォルダーの内容が表示されます。

4 名前を変更したいファイルを選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [名前の変更] を選択します。 

5 新しいファイル名を入力し、 [Enter] キーを押します。 操作をキャンセルするには、 キーボードの [Esc]
キーを押します。 

ファイルから構成テンプレート を作成

構成テンプレートは、 管理対象サーバー上にあるすべてのファイルから作成できます。 

ファイルから構成テンプレート を作成するには、 ファイルを選択します。 [アクシ ョ ン] メニューの [ファイル

から構成テンプレート を作成] を選択します。詳細については、『SAユーザーガイド : アプリケーシ ョ ン構成』

を参照して ください。 

ファイルからパッケージを作成

インストール可能なソフ トウェアパッケージは、 管理対象サーバー上にあるすべてのファイルから作成でき
ます。 各パッケージでは、 カスタマーの割り当て、 再起動の要件、 インス トールの前後とアンインストール
の前後に実行するスクリプ ト を指定できます。

管理対象サーバーのファイルシステム上にあるファイルからパッケージを作成するには、 ファイルを選択し
ます。 [ アクシ ョ ン ] メニューの [パッケージの作成 ] を選択します。 パッケージを作成する方法については、

『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。 

Windows COM+オブジェク ト

このウィンドウでは、選択した管理対象サーバーにあるすべてのCOM+オブジェク トが読み取り専用で表示さ

れます。 サーバーエクスプローラーウィンドウの [表示] ペインでは、 次の2つのフォルダーでCOM+オブジェ

ク ト を表示できます。 

— すべてのオブジェク ト : 管理対象サーバーにあるすべてのCOM+オブジェク ト を一覧表示します。

— コンポーネン ト カテゴリ : すべてのCOMコンポーネン ト カテゴリをアルファベッ ト順に表示します。 
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COM+オブジェク トの内容を表示するには、 次の手順を実行します。 

1 [すべてのオブジェク ト ] フォルダーまたは [コンポーネン ト カテゴリ ] フォルダーを選択します。 内容ペ

インで、 フォルダーを展開して目的のオブジェク トに移動します。

2 COM+ オブジェク トの内容を表示するには、 [ アクシ ョ ン ] メニューの [内容の表示 ] を選択します。 オブ

ジェク トの内容が表示されます。

3 COM+オブジェク トで別のエンコードが使用されている場合は、 [エンコード ] ドロップダウンリストから

適切なタイプを選択します。

4 Windows COM+オブジェク ト を表示するには、 アクセス権が必要です。 Windowsレジスト リにアクセスで

きない場合は、 SA管理者にお問い合わせください。 

Windowsレジスト リ

このウィンドウでは、選択したWindows管理対象サーバーにあるWindowsレジス ト リが読み取り専用で表示さ

れます。 このレジスト リは、 Windowsオペレーティングシステムの regedit ツールとほぼ同じ方法で操作でき

ます。

ウィンドウ左側のフォルダーに、 レジスト リ内のキーが表示されます。 左ウィンドウでフォルダーをクリ ッ

クすると、 キーに含まれるエン ト リが右ウィンドウに表示されます。

Windows レジスト リ項目を表示するには、 サーバーエクスプローラーで、 上位の [Windows レジスト リ ] ア

イコンをクリ ックし、 メニューからユーザーを選択します。 この操作には、 Windows レジスト リキーを表示

するアクセス権が必要です。 選択した管理対象サーバーのWindows レジス ト リにアクセスできない場合は、

SA管理者にお問い合わせください。

HKEY_CLASSES_ROOTのエン ト リが多数ある場合は、 読み込みに時間がかかることがあります。  

サービス (WindowsとLinux)

[サービス ] ウィンドウには、 選択した管理対象サーバー上で実行されているすべてのサービスが表示されま

す。 サービスでは、 インストールされているオペレーティングシステムに応じて、 さまざまな操作を実行で

きます。 

• Windows サービスの場合、 サービスの開始、 停止、 一時停止、 再開、 および再起動を実行できます。 ま

た、 システムの再起動時にサービスを手動または自動で開始する設定や、 サービスを完全に無効する設

定も可能です。 

• Linuxサーバー (Red Hatバージョ ンと SuSEバージョ ンでサポート ) の場合、 特定のサービスでサポート さ

れているアクシ ョ ンを実行できます。 サポート されているアクシ ョ ンは、 サービスによって異なります

(開始、 停止、 再開、 条件付き再起動、 ステータスなど )。 また、 サービスを実行する実行レベルも指定

できます。

サービスで操作を実行するには、 サービスを選択して右クリ ックします。

検出されたソフ トウェア

検出されたソフ トウェアは、 WindowsおよびUNIX管理対象サーバーに適用する署名ベースのソフ トウェア検出

メカニズムであり、 SAの管理対象ではないアプリケーションとソフ トウェアの管理をサポートする機能です。 

特に、 次のような機能を備えています。

• SAの管理対象ではないソフ トウェアの中で、 未登録のソフ トウェアを検出します。

• OS に登録されているアプリケーシ ョ ンの一部としてインストールされていないソフ トウェア (ユーザー

開発のアプリケーシ ョ ンなど) のインベン ト リを作成します。
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• システム管理者は、 サーバー上で検出されたソフ トウェアのスナップシ ョ ッ ト を作成し、 これをベース

に定期的な監査を行います。

• システム管理者は、 社内開発またはユーザー開発のソフ トウェアを追跡します。

• これによって監査担当者は、 サポート対象外またはライセンスがないソフ トウェアを簡単に検出でき

ます。

この機能を使用するには、 サーバーで 「インベン ト リ」 スナップシ ョ ッ ト を作成する必要があります。 この

スナップシ ョ ッ トには、サーバー上にあるすべてのソフ トウェアとアプリケーシ ョ ンの状態が保存されます。

また、 監査を行う ことによって、 サーバーにインストールされているソフ トウェアの現在の状態を把握でき

ます。 監査を定期的に行えば、 インストール環境で発生した変更を監視することができます。 

インベン ト リスナップシ ョ ッ トの作成に関する詳細は、『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参

照して ください。 

Windows IISメ タベース

このウィンドウでは、 選択したWindows管理対象サーバーにある IIS メ タベースが読み取り専用で表示されま

す。このウィンドウでは、metaeditやIISメ タベースブラウザーなどメ タベース表示ツールと同様の形式で、 IIS

メ タベースを表示できます。

[ メ タベース ] ウィンドウの左側には、 メ タベースの階層構造がツリー形式で表示されます。 左側のツリー内

のキー項目を選択すると、 選択したキーに関連するデータ項目が右側に表示されます。 キー項目の左にある

プラス記号 (+) をクリ ックすると、 キー項目が展開されて下位キーが表示されます。

Windows IISメ タベース項目を表示するには、サーバーエクスプローラーで、 上位の [Windows IISメ タベー

ス] アイコンをクリ ックし、右クリ ックしてからユーザーを選択します。 この操作には、 Windowsメ タベース

項目を表示するアクセス権が必要です。 Windows レジスト リにアクセスできない場合は、 SA管理者にお問い

合わせください。 

Windows IIS 7.0

Windows IIS 7.0サーバーモジュールでは、 サーバーの IIS 7.0アプリケーシ ョ ンの各種要素と構成 (アプリケー

シ ョ ンプール、 Webサイ ト、 機能など) が表示されます。 

ライブラリへの追加/ソフ トウェアポリシーへの追加

サーバーのデバイスエクスプローラーの [インベン ト リ ] では、 IIS 7.0構成項目を選択し、 SAライブラリまた

はソフ トウェアポリシーに追加することができます。

たとえば、 デバイスエクスプローラーのツリー構造で IIS 7.0 アプリケーシ ョ ンプールを展開し、 アプリケー

シ ョ ンプールを選択してから、 右クリ ックで [ソフ トウェアポリシーに追加] を選択します。 ソフ トウェアポ

リシーは、 アプリケーシ ョ ンプール構成から作成した後、 他のサーバーにアタ ッチし、 IIS 7.0 を実行する他

のサーバーを修復 (インストール) することによって、 サーバーを社内標準に準拠させることができます。 

[ライブラリに追加] を選択すると、このIIS 7.0構成項目にデータセンター内の他のユーザーがアクセス可能に

なり、 ソフ トウェアポリシーでも使用可能になります。

ソフ トウェアポリシーの詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

監査とスナップシ ョ ッ ト仕様の操作

IIS 7.0は、 監査とスナップシ ョ ッ ト仕様でも使用できます。 スナップシ ョ ッ ト仕様では、 正しい構成 ( 「ゴー

ルデン」 サーバー構成) であると確認できているサーバーのIIS構成を取得し、 これをベースに、 IIS 7.0を実行

する 「ターゲッ ト」 サーバーの構成を比較します。 ターゲッ トサーバーの中に、 ゴールデンサーバーのIIS 7.0

構成と一致しないものがある場合、 このサーバーを修復することによって、 標準構成を維持できます。
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また、 単発または定期的にサーバーの IIS 7.0構成を監査することによって、 サーバーの IIS 7.0構成を追跡し、

準拠していないサーバーを修復することができます。 

IIS 7.0構成の監査とスナップシ ョ ッ ト を目的とした監査およびスナップシ ョ ッ ト仕様の作成については、『SA
ユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

Internet Information Server (IIS)

このウィ ン ドウでは、 Windowsサーバーの IIS情報をリアルタイムで表示できます。 Windowsサーバーでは、

サーバー名、 サーバータイプ、 サーバーの状態、 ログのファイルパス、 ドキュ メン トのファイルパスなどの

IIS情報が表示されます。 

注: サーバーでIIS 7.0以降を実行している場合、 IIS情報はWindows IIS設定モジュールで参照できます。 このモ

ジュールでは、 アプリケーシ ョ ンプール、 サイ ト、 機能などのIIS情報を表示できます。 アクセス権の詳細に

ついては、 『SA管理者ガイド』 を参照して ください。

Internet Information Serverへの初回アクセス時には、サーバーオブジェク トの読み込みに数分かかることがあ

ります。 それ以降のアクセスでは、 短時間でサーバーオブジェク ト を読み込むことができます。

監査と修復では、 Internet Information Service に適用する監査ルールを指定します。 これにより、 ベースライ

ンサーバー、 ユーザー定義の値、 サーバースナップシ ョ ッ ト と、 IIS構成を比較することができます。 詳細に

ついては、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

ローカルセキュリテ ィ設定

このウィンドウでは、 Windows管理対象サーバーのセキュリテ ィ設定をリアルタイムで表示できます。 パス

ワードポリシー、 監査ポリシー、 ユーザーの権限、 セキュ リテ ィオプシ ョ ンなどのセキュ リテ ィ設定が、

Windowsサーバーごとに表示されます。

ローカルセキュリテ ィ設定のサーバーオブジェク トの情報を表示するには、 適切なアクセス権が必要です。

サーバーオブジェク トに対して必要なアクセス権の詳細については、『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

ローカルセキュリテ ィ設定への初回アクセス時には、 サーバーオブジェク トの読み込みに数分かかることが

あります。 それ以降のアクセスでは、 短時間でサーバーオブジェク ト を読み込むことができます。

SA クライアン トでは、 ローカルセキュリテ ィ設定をソフ トウェアポリシーまたは監査に追加することによ

り、 その情報を管理できます。

• ソフ トウェア管理では、 ローカルセキュリテ ィ設定を管理対象サーバーにデプロイできます。 詳細につ

いては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

• 監査と修復では、ローカルセキュリテ ィ設定に適用する監査ルールを指定します。これにより、監査ルー

ルとターゲッ トサーバーに差異がある場合は、 ターゲッ トサーバーを修復することができます。 詳細に

ついては、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

登録済みソフ トウェア

このビューでは、 管理対象サーバーにインストールされているパッケージとパッチのあらゆる情報をリアル

タイムで表示できます。 名前、 バージ ョ ン、 リ リース、 ユニッ ト タイプ、 インス トール済みユニッ トなどの

情報が、 パッケージまたはパッチごとに表示されます。

登録済みソフ トウェアの情報を表示するには、 適切なアクセス権が必要です。 サーバーオブジェク トに対し

て必要なアクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

登録済みソフ トウェアへの初回アクセス時には、 サーバーオブジェク トの読み込みに数分かかることがあり

ます。 それ以降のアクセスでは、 短時間でサーバーオブジェク ト を読み込むことができます。
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監査と修復では、登録済みソフ トウェアに適用する監査ルールを指定します。これにより、ベースラインサー

バー、 ユーザー定義の値、 サーバースナップシ ョ ッ ト と、 パッケージおよびパッチ構成を比較することがで

きます。 詳細については、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

実行時状態

このウィンドウでは、 管理対象サーバーの実行時データに関する情報をリアルタイムで表示できます。 DNS

サーバー、 ルート、 プロセスの情報が管理対象サーバーごとに表示されます。

実行時状態のサーバーオブジェク トの情報を表示するには、適切なアクセス権が必要です。サーバーオブジェ

ク トに対して必要なアクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

ローカルセキュリテ ィ設定への初回アクセス時には、 サーバーオブジェク トの読み込みに数分かかることが

あります。 それ以降のアクセスでは、 短時間でサーバーオブジェク ト を読み込むことができます。

監査と修復では、実行時状態に適用する監査ルールを指定します。これにより、ベースラインサーバー、ユー

ザー定義の値、 サーバースナップシ ョ ッ ト と、 実行時状態の構成を比較することができます。 詳細について

は、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

Windows .Net Framework構成

このウィンドウでは、 Windowsサーバーについて、 アセンブリキャッシュおよび構成済みアセンブリ リス ト

の情報をリアルタイムで表示できます。 

アセンブリキャッシュについては、アセンブリ名、バージ ョ ン、ロケール、パブリ ックキートークン、キャッ

シュファイル (GACまたはZAP)、 プロセッサーアーキテクチャー、 カスタム、 ファイル名などの情報が表示さ

れます。

構成済みアセンブリ リス トについては、 アセンブリ名、 パブリ ックキートークン、 コードベース、 バインド

ポリシー、 ファイル名、 ファイルデータなどの情報が表示されます。

Windows .Net Framework構成のサーバーオブジェク トの情報を表示するには、 適切なアクセス権が必要です。

サーバーオブジェク トに対して必要なアクセス権の詳細については、『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

Windows .Net Framework構成への初回アクセス時には、サーバーオブジェク トの読み込みに数分かかることが

あります。 それ以降のアクセスでは、 短時間でサーバーオブジェク ト を読み込むことができます。

SA クライアン トでは、 Windows .Net Framework構成をソフ トウェアポリシーまたは監査に追加することによ

り、 その情報を管理できます。

• ソフ トウェア管理では、Windows .Net Framework構成を管理対象サーバーにデプロイできます。詳細につ

いては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

• 監査と修復では、 アセンブリキャッシュと構成済みアセンブリ リス トに適用する監査ルールを指定しま

す。 これによって、 監査ルールとターゲッ トサーバーに差異がある場合は、 ターゲッ トサーバーを修復

することができます。詳細については、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して くだ

さい。

ユーザーとグループ

このウィンドウでは、 Windowsサーバーのユーザーとグループに関する情報を表示および管理します。 Unix

のユーザーとグループのウィンドウでは、 Unixサーバーのユーザーとグループに関する情報を表示および管

理します。

SAユーザーごとに、 名前、 説明、 国コード、 ホームディレク ト リ、 パスワード、 ログオン数、 終ログオフ

およびログオン時刻が表示されます。

また、 SAユーザーグループごとに、 グループ名や説明などの情報も表示されます。
90 第3章



ユーザーとグループのサーバーオブジェク トの情報を表示するには、適切なアクセス権が必要です。サーバー

オブジェク トに対して必要なアクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

ユーザーとグループへの初回アクセス時には、 サーバーオブジェク トの読み込みに数分かかることがありま

す。 それ以降のアクセスでは、 短時間でサーバーオブジェク ト を読み込むことができます。

SAクライアン トでは、 ユーザーとグループをソフ トウェアポリシーまたは監査に追加することにより、 その

情報を管理できます。

• ソフ トウェア管理では、 ユーザーとグループを管理対象サーバーにデプロイできます。 ソフ トウェア管

理の詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

• 監査と修復では、 ユーザーとグループに適用する監査ルールを指定します。 これにより、 監査ルールと

ターゲッ トサーバーに差異がある場合は、 ターゲッ トサーバーを修復することができます。 詳細につい

ては、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

基本的なサーバー管理タスク

SAクライアン トでは、 次のような基本的なサーバー管理タスクを実行できます。 

• サーバーステータスの更新 (91ページ) 

• サーバーの非アクテ ィブ化 (92ページ) 

• サーバーの再起動 (92ページ) 

• リモート ターミナルを開く  (93ページ) 

• 管理対象サーバーでのユーザーパスワードの変更 (93ページ) 

• サーバー通信テストの実行 (133ページ) 

サーバーステータスの更新

サーバーを更新すると、 前回SAクライアン トでサーバー情報を参照してから、 サーバーに追加された変更内

容を確認できます。 サーバーを更新すると、 モデルリポジト リからサーバーの 新情報が取得され、 表示さ

れます。 サーバーのステータスを更新すると、 サーバーの 新データを確認できるので便利です。 

サーバーステータスの詳細については、 デバイスエクスプローラーの使用方法 (66 ページ ) を参照して く だ

さい。

サーバーステータスを更新するには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] を選択します。

2 サーバーカテゴリ  (デバイスグループ、 すべての管理対象サーバー、 未プロビジ ョニングサーバー、 仮

想サーバーなど ) を 1つ選択します (管理対象でないサーバーやデバイスグループについては、 サーバー

ステータスは更新されません)。 

3 サーバーを1つまたは複数選択します。 

4 サーバーを右クリ ックするか [アクシ ョ ン] メニューを選択し、 [サーバーの更新] を選択します。 
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サーバーの非アクテ ィブ化

サーバーを非アクテ ィブにするには、 SAエージェン ト を非アクテ ィブにします。 これにより、 サーバーは管

理対象ではな く なります。 サーバーの非アクティブ化は、 たとえばサーバーを倉庫に保管する場合などに行

います。また、OSプロビジ ョニング機能を使用しないで、サーバーを 初から再構築する場合にも行います。

サーバーを非アクテ ィブにしても、 サーバー情報はモデルリポジト リから削除されないので、 監査で利用で

きます。

サーバーの非アクテ ィブ化では、 次のような処理が行われます。

• サーバーからカスタム属性を削除します。

• サーバーのライフサイクルの値を 「非アクティブ」 に設定します。

サーバーを非アクテ ィブにするには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選

択します。 

2 サーバーを選択し、 右クリ ックして [SAエージェン トの非アクテ ィブ化] を選択します。 

サーバーの再起動

1 つまたは複数のサーバーを、 即時または指定したスケジュールで再起動します。 サーバーグループを再起

動する場合、 グループ内のすべてのサーバーが再起動します。

サーバーを再起動できるのは、 サーバーの再起動のアクセス権を持つユーザーグループに所属するユーザー

です。 詳細については、 SA管理者にお問い合わせください。 

他の仮想サーバーをホステ ィングしているハイパーバイザーサーバーを再起動する場合、 そのハイパーバイ

ザーがホスティングしている仮想サーバーがすべてシャッ トダウンされます。 ホスティングされている仮想

サーバーは、 個々の仮想サーバーの構成に応じて再起動されます。 

サーバーを再起動するには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン ト を起動します。 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] > [デ

バイスグループ] を選択します。 

2 サーバーまたはサーバーグループを選択し、 [サーバーの再起動] を選択します。

3 [サーバーの再起動] ウィンドウが開き、再起動するサーバーが表示されます。 [次へ] をクリ ックします。

4 [ スケジュール設定 ] ページが表示され、 サーバーまたはサーバーグループの再起動を即時実行するか、

指定した日時に実行するかを選択します。 後で実行する場合は、 [次の時刻にタスクを実行 :] を選択し、

日付と時刻を指定します。

5 [次へ] をクリ ックします。 

6 [通知] ページが表示されます。 デフォルトでは、 再起動ジ ョブの正否に関わらず、 再起動の完了時に電

子メールで通知は送信されません。 電子メールでの通知を追加するには、 [通知の追加] をクリ ックして

電子メールアドレスを入力します。 

7 ( オプシ ョ ン ) 再起動ジョブが成功した場合 ( ) または失敗した場合 ( ) に電子メールで

通知するように設定できます。 

8 (オプシ ョ ン) [チケッ ト ID] フ ィールドでチケッ ト ト ラ ッキングIDを指定します。 [チケッ ト ID] フ ィールド

が使用されるのは、 SAプロフェ ッシ ョナルサービスのSAが変更管理システムに統合されている場合のみ

です。 それ以外の場合は空白にして ください。
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9 [次へ] をクリ ックします。

10 [サマリービュー ] ページで [ジ ョブの開始] をクリ ックすると、選択したサーバーまたはサーバーグルー

プが再起動します。 ジ ョ ブの実行完了後、 [結果の表示] をクリ ックすると再起動ジョブの結果が表示さ

れます。 

11 [ジ ョブステータス ] ページでは、 即時実行したジ ョブの進行状況が表示されます。 スケジュール設定し

たジ ョブについては、 ウィンドウを閉じ、 SAクライアン トの左側にある  [ジ ョブとセッシ ョ ン] > [ジ ョブ

ログ] を選択すると、 ジ ョ ブの詳細が表示されます。

サーバーが再起動されるSAタスク

次のSAタスクを実行すると、 タスクで設定するオプショ ンに応じてサーバーが再起動されることがあります。

• Windows サーバーまたは UNIX サーバー上でパッチをインストールまたはアンインストールするタスク。

詳細については、 『SAユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 を参照して ください。

• パッチポリシーを修復するタスク。詳細については、 『SAユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 を参

照して ください。

• パッケージをインストールし、ソフ トウェアポリシーを修復するタスク。詳細については、『SAユーザー

ガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

リモート ターミナルを開く

管理対象サーバーでリモート ターミナルを開くには、 次の手順を実行します。 

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] タブを選択します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

3 管理対象サーバーを選択します。

4 [アクシ ョ ン] メニューを選択するか右クリ ックし、 [次で開く ] > [リモート ターミナル] を選択します。一

部のオペレーティ ングシステムでは、 ログインするユーザー (通常は、 root、 管理者、 root管理者 ) のメ

ニューが表示されます。このメニューが表示されない場合は、管理対象サーバーのウィンドウが開きます。

5 ユーザーのメニューが開いた場合は、 ログインに使用するユーザーを選択し、 開かない場合はこの手順

を省略します。

6 リモート ターミナルにログインします。

管理対象サーバーでのユーザーパスワードの変更

SAクライアン トでは、 管理対象サーバー上のユーザーのパスワードを変更することができます。 次の手順を

実行します。

1 SAクライアン トで、 [デバイス] タブを選択します。 ナビゲーシ ョ ンパネルに、 [デバイスグループ ] ノー

ド と  [サーバー ] ノードが表示されます。

2 [サーバー ] ノードの下で、 [すべての管理対象サーバー ] または [仮想サーバー ] を選択します。 これによ

り、 該当するサーバーがすべて表示されます。 サーバーを1つまたは複数選択します。

または、 [デバイスグループ] で、 デバイスグループを1つまたは複数選択します。

3 [ アクシ ョ ン ] メニューを選択または右クリ ックし、 [拡張の実行 ] > [Change User Passwords for Selected
Servers] を選択します。

また、 [拡張の実行] > [パスワードの変更] が表示されない場合には、 [拡張の実行] > [拡張の選択] を選択

します。 これにより、 [拡張の選択 ] ウィンドウが開き、 実行可能な拡張が表示されます。 [拡張の選択 ]

ウィンドウで [Change User Passwords for Selected Servers] を選択し、 [OK] を選択します。

[プログラム拡張の実行] ウィンドウが開き、 選択したサーバーとデバイスグループが表示されます。
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4 ( オプシ ョ ン ) サーバーとデバイスグループを追加するには [デバイスを含める ] ボタン、 選択したサー

バーとデバイスグループを削除するには [削除] ボタンをクリ ックします。

5 [次へ] ボタンを選択すると、 [プログラムのプロパティ ] に実行中の拡張の名前が表示されます。 [Change

User Passwords for Selected Servers] 拡張が実行中であることを確認します。

6 [次へ] を選択します。 [オプシ ョ ン] ウィンドウが開きます。

7 root または管理者として実行 : パスワードの変更を行う際に管理対象サーバーで使用するログイン認証

情報を指定します。 rootまたは管理者を使用する場合は、 [はい] を選択します。 [いいえ] を選択すると、

パスワードを変更しているユーザーで操作を実行します。 [いいえ ] を選択する場合は、 現在のパスワー

ドを入力する必要があります。

8 ユーザー : パスワードを変更するユーザー名を入力します。 すべての管理対象サーバー上で有効なユー

ザーを選択して ください。

9 現在のパスワード : [rootまたは管理者として実行] で [いいえ] を選択した場合は、パスワードを変更する

ユーザーの現在のパスワードを入力します。 [rootまたは管理者として実行] で [はい] を選択した場合は、

入力の必要はありません。

10 新しいパスワード と新しいパスワードの確認: 新しいパスワードを入力します。

11 プログラムのタイムアウト : ジ ョブが完了しない場合に、ジ ョ ブを中止するまでの時間を指定します。こ

の設定は、 ジ ョ ブの実行をメンテナンス時間枠内に収めたい場合に便利です。

12 [ジ ョブの開始] を選択すると、 残りの設定を省略してジ ョブを即時実行します。 または、 [次へ] ボタン

を選択して、 パスワードの変更ジョブを実行するスケジュールを指定します。

13 スケジュール: ジ ョブを即時実行するか、後で実行するかを指定します。後で実行する場合は、開始する

日時を指定します。

14 [次へ] を選択すると、 [電子メール通知] ウィンドウが開きます。

15 電子メール通知: ジ ョブが終了した時点で、電子メールを送信するように設定します。電子メールの送信

先を変更するには、 [通知の追加] の [削除] を選択します。

また、 ジ ョ ブを ト ラ ッキングできるチケッ ト IDの追加も可能です。 チケッ ト IDは、 ジ ョブ情報と一緒に

記録されます。

16 [次へ] を選択すると、 [ジ ョブステータス] ウィンドウが開きます。

17 ジ ョブステータス : [ジ ョブの開始 ] ボタンまたは [ジ ョブのスケジュール ] ボタンのいずれかを選択しま

す。これにより、ジ ョ ブが即時実行されるか、スケジュールが設定されます。ウィンドウのバナーにジ ョ

ブIDが表示されます。 このジ ョブIDは、 [ジ ョブとセッシ ョ ン] タブでジ ョブを検索する際に使用します。

ジ ョ ブが完了すると、実行結果を表示できます。サーバーを選択すると、そのサーバーで実行されたジ ョ

ブの結果が表示されます。

18 [閉じる] を選択します。 ジ ョ ブの実行結果はいつでも表示できます。 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ン

パネルの [ジ ョブとセッシ ョ ン] タブを選択し、 ジ ョ ブ履歴でジ ョブを選択して く ださい。

デバイスグループについて

デバイスグループとは、 サーバー、 ネッ トワークやスト レージデバイスなどを論理的にまとめたグループで

す。 つまり、 デバイスグループとは、 サーバーなど複数のデバイスを収めるコンテナーです。 サーバーをグ

ループ化することによって、 パッチのインストールやサーバーの修復などのアクシ ョ ンを、 デバイスグルー

プに含まれるすべてのサーバーを対象に同時実行することができるので、 サーバーで 1 つずつアクシ ョ ンを

実行する必要がな く なります。

サーバーは、 次のような基準でグループ化することができます。

• OSバージョ ンごとにサーバーをグループ化

• カスタマーごとにサーバーをグループ化
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• ファシリテ ィごとにサーバーをグループ化

• デプロイメン トステージのカテゴリごとにサーバーをグループ化

• サーバーの用途のカテゴリごとにサーバーをグループ化

• 仮想テク ノロジーごとにサーバーをグループ化

• 運用上の区分ごとにサーバーをグループ化。 たとえば、 同じアプリケーシ ョ ン構成が必要なサーバーを

すべて1つのグループにまとめます。

• アクセス制御ごとにサーバーをグループ化。 たとえば、 特定のユーザーグループに関連するデバイスグ

ループを作成します。

デバイスグループの特徴

デバイスグループには、 表5で示すような特徴があります。

• デバイスグループは、 パブリ ックまたはプライベートのいずれかに分類されます。

— パブリ ックグループ: パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権を持つユーザーは、すべてア

クセスできます。

— プライベートグループ: グループを作成したユーザーのみがアクセスできます。

• すべてのデバイスグループは、 静的または動的のいずれかに分類されます。

— 静的グループ: 固定メンバーで構成されるグループであり、ユーザーがグループに手動でデバイスを

追加します。

— 動的グループ: ユーザーが定義したルールを満たすサーバーがすべて含まれるグループです。定義し

たルールを満たすかどうかによって、 サーバーは自動的にグループに追加または削除されます。

• 1 つのサーバーが複数のデバイスグループに所属する場合や、 どのデバイスグループにも所属しない場

合があります。

— サーバーをデバイスグループに追加しても、SAクライアン トの [すべての管理対象サーバー ] リス ト

から削除されることはありません。

表5 デバイスグループの特徴

パブリ ックグループ プライベートグループ

静的グループ アクセス : すべてのユーザーが表

示可能。

メンバーシップ: 固定。

アクセス: 所有者のみが表示可能。

メンバーシップ: 固定。

動的グループ アクセス : すべてのユーザーが表

示可能。

メ ンバーシップ : ルールに基づい

て決定。

アクセス: 所有者のみが表示可能。

メンバーシップ: ルールに基づいて決定。
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図25では、SAクライアン トのデバイスグループが4つ表示されています。“M1 group”というデバイスグループ

は、 プライベートな動的グループです。 “Hardware Groups” というデバイスグループは、 パブリ ックな静的グ

ループです。

図25 デバイスグループのタイプ

デバイスグループとサブグループ

デバイスグループには他のデバイスグループを追加することができ、 このようなグループはサブグループと

呼ばれます。 つまり、 デバイスグループを階層構造にすることができ、 ネス ト構造も可能です。 ただし、 次

のような制限事項があります。

• プライベートグループとパブリ ックグループを1つの階層構造内で混在することはできません。 つまり、

プライベートグループとパブリ ックグループは、 相互にメンバーになることはできません。

• 静的グループと動的グループを 1 つの階層構造内で混在することはできません。 つまり、 静的グループ

と動的グループは、 相互にメンバーになることはできません。

• 動的グループのルールは、 親の動的グループから子の動的サブグループに継承されません。 グループに

親や子が存在するかどうかに関係な く、 それぞれのグループが専用のルールを定義します。

• カスタム属性は、 親から小のグループに継承しません。

• サブグループがあるデバイスグループで操作を実行する場合、 サブグループ内のすべてのサーバーも操

作の実行対象になります。 たとえば、 デバイスグループを修復する場合、 サブグループ内のサーバーも

すべて修復されます。ただし、サブグループが、親のデバイスグループにアタ ッチされているソフ トウェ

アポリシーを継承することはありません。 これには例外があり、 SAクライアン トでアプリケーシ ョ ン構

成の操作を実行する場合、操作対象のデバイスグループにサブグループがあると、サブグループ内のサー

バーは操作の対象にならず、操作を直接実行したデバイスグループ内のサーバーのみが対象になります。

パブリ ックデバイスグループ

パブリ ックグループはすべてのユーザーが表示でき、 どのSAユーザーも使用できます。 また、 パブリ ックデ

バイスグループはモデル化にも使用できます。 モデル化の詳細については、 パブリ ックデバイスグループの

モデル化を参照して ください。

パブリ ックデバイスグループの作成、 編集、 削除は、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権を持

つユーザーが実行できます。また、静的なパブリ ックデバイスグループへのメンバー追加や、動的なパブリ ッ

クデバイスグループに適用する管理ルールの変更には、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が

必要です。

パブリ ックデバイスグループ内のサーバーへのアクセスは、 SA Webクライアン トで設定したデバイスグルー

プのアクセス権に基づいて行われます。デバイスグループのアクセス権の設定については、『SA 管理ガイド』

を参照して ください。 
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パブリ ックデバイスグループのモデル化

SAのモデル化では、 サーバーが良好である状態を定義し、 これをサーバーに適用します。 パブリ ックデバイ

スグループ (静的と動的) の場合、 アプリケーシ ョ ン構成、 パッチポリシー、 ソフ トウェアポリシー、 カスタ

ム属性を含むモデルを定義し、 これをグループ内のすべてのサーバーに適用することができます。 モデル化

の情報がアタ ッチされるのはグループであり、 サブグループにはアタ ッチされません。

モデル化の情報が変更された場合、 これをグループ内のサーバーに適用するためには、 サーバーの修復が必

要です。 モデルで修復したサーバーをグループから削除すると、 次回の修復で、 インストールされた内容は

削除されます。

プライベートデバイスグループ

SAユーザーには、 それぞれに専用のプライベートデバイスグループが作成され、 SAユーザー名と同じ名前が

割り当てられます。プライベートデバイスグループの表示と管理は、作成したユーザーのみが実行できます。

したがって、 他のSAユーザーには表示されません。 プライベートグループの機能はパブリ ックグループと同

じですが、 プライベートグループではモデル化ができない点が異なります。

プライベートデバイスグループを作成できるユーザーは、 サーバーリストにアクセスできるユーザーグルー

プに所属するユーザーです。

静的デバイスグループ  

静的グループには、 サーバーを手動で追加または削除します。 静的グループを使用するには、 まずグループ

を作成し、 そこに追加するサーバーを選択します。

動的デバイスグループ  

動的デバイスグループには、 ユーザー定義のルールに基づいて、 サーバーなどのデバイスが自動的に追加ま

たは削除されます。 ルールを作成すると、 SAはルールに合致するサーバーとデバイスを検出し、 グループに

追加します。

ルールの変更、環境内のサーバーの変更、管理対象環境にあるサーバーの追加または削除などを行った場合、

動的デバイスグループのサーバーは自動的に追加または削除されます。 SAは、 1時間ごとに、 動的グループ

のメンバーシップを再計算します。

ルールの適用対象は、作成または変更したグループのみであり、グループのサブグループには適用されません。

デバイスグループの作成方法

SAクライアン トでは、 [すべての管理対象サーバー ] リス トからデバイスグループを作成できます。 サーバー

を検索し、 検索として返されたサーバーリストまたはルールをグループとして保存します。

次のタイプのデバイスグループを作成できます。 

• 静的デバイスグループの作成 (98ページ) 

• 動的デバイスグループの作成 (101ページ) 

• 検索機能を使ったデバイスグループの作成 (107ページ) 

静的デバイスグループについて

ここでは、 静的デバイスグループについて説明します。 静的グループとは、 手動でデバイスを追加すること
によって作成するグループであり、 メンバーとなるデバイスは固定です。
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静的デバイスグループの作成 

ここでは、 静的デバイスグループを作成する方法について説明します。 静的グループには固定のデバイスが
含まれ、 デバイスは手動で追加または削除します。 静的デバイスグループは、 パブリ ックまたはプライベー
トのいずれかです。 

パブリ ックな静的デバイスグループを作成するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が必

要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。

静的デバイスグループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。 [パブリ ック] には、パブリ ックなデバイスグループがすべて表示されます。

プライベートなデバイスグループは、 ユーザー名の下に表示されます。

2 デバイスグループを作成する場所に移動します。

— パブリ ックグループを作成するには、 [パブリ ック ] を選択するか、 [パブリ ック ] に表示されている

既存のグループを選択します。

— プライベートなグループを作成するには、 ユーザー名を選択するか、 ユーザー名の下に表示されて

いる既存のグループを選択します。

3 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [新規静的グループ] を選択します。

これにより、 「新規デバイスグループ (n)」 という名前で、空のデバイスグループが作成されます。 n
は、 すでに存在する新しいデバイスグループの数に応じて割り当てられます。

4 デバイスグループの名前を変更するには、 グループを選択し、 右クリ ックして [名前の変更] を選択する

か、 [アクシ ョ ン] > [名前の変更] メニュー項目を選択します。

作成した静的デバイスグループには、サーバーを追加できます。次の静的デバイスグループへのサーバー
の追加を参照して ください。

静的デバイスグループへのサーバーの追加

静的デバイスグループには、 2 つの方法でサーバーを追加できます。 方法1 - デバイスグループを選択して

から、 サーバーを選択 (98ページ) または方法2 - サーバーを選択してから、 デバイスグループを選択 (99ペー

ジ) を参照して ください。

パブリ ックな静的デバイスグループにサーバーを追加するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアク

セス権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせく ださい。

方法1 - デバイスグループを選択してから、 サーバーを選択

サーバーまたはデバイスグループを静的デバイスグループに追加するには、 次の手順で実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループが内容ペイ

ンに表示されます。 静的デバイスグループと動的デバイスグループは、 アイコンで区別できます。 65
ページの表3 「デバイスグループのステータスアイコン」 を参照して ください。

2 目的の静的デバイスグループに移動します。 内容ペインでデバイスグループを選択し、 [アクシ ョ ン ] メ

ニューの [開く ] を選択します。 デバイスグループエクスプローラーが開きます。

3 デバイスエクスプローラーの [表示] ペインで、 [デバイスのメンバーシップ] を選択します。これにより、

グループ内にあるサーバーが表示されます。
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4 [アクシ ョ ン ] メニューから  [追加] を選択します。 [メンバーの静的グループへの追加] ウィンドウが開き

ます。

図26 SAクライアン トの [メンバーの静的グループへの追加] ウィンドウ 

5 静的デバイスグループに追加したいサーバーを1つまたは複数選択します。

6 [グループに追加] をクリ ックします。選択したサーバーがデバイスグループに追加され、デバイスグルー

プブラウザーに表示されます。

7 [ファイル] メニューの [保存] をクリ ックし、 デバイスグループを保存します。

方法2 - サーバーを選択してから、 デバイスグループを選択

サーバーを静的デバイスグループに追加するには、 次の手順で実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。 管理対象サーバーの

リストが内容ペインに表示されます。

2 内容ペインでサーバーを1つまたは複数選択してから、 [アクシ ョ ン] メニューの [デバイスグループに追

加] を選択します。 [グループに追加] ウィンドウが開きます。

3 サーバーの追加先となる静的デバイスを選択します。

4 [グループに追加] をクリ ックします。 選択したサーバーが静的デバイスに追加されます。

方法3 - CSVファイルのインポート

静的デバイスグループに追加したいサーバーのホスト名を CSV ( カンマ区切り ) ファイルに保存し、 このファ

イルをインポートすることによってサーバーをデバイスグループに追加します。このCSVファイルでは、サー

バーホスト名を示す文字列を1列で記載します。 次の記号には特殊なはたらきがあります。

• アスタ リスク  (*) は、 0個以上の使用可能な文字 (文字、 数字、 下線、 ピリオド ) を示します。

• 先頭が“#”文字の行は無視されます。 コ メン ト行に指定して ください。

• 空白行は無視されます。
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たとえば次のCSVファイルでは、 “myhost.hp.com”という名前のサーバー、名前が“ca”で始まるサーバー、名前

が“.mycustomer.com”で終わるサーバーを示します。

# This is a comment line.
myhost.hp.com
ca*
*.mycustomer.com

このCSVファイルでは、 次のホストが選択されます。

myhost.hp.com            このホストは選択されます。

myhost2.hp.com           このホストは選択されません。

ca23.hp.com              このホストは選択されます。

ca28.hp.com              このホストは選択されます。

carl.hp.com              このホストは選択されます。

acam.hp.com              このホストは選択されません。

host01.mycustomer.com    このホストは選択されます。

CSVファイルを使ってサーバーをデバイスグループに追加するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループが内容ペイ

ンに表示されます。 静的デバイスグループと動的デバイスグループは、 アイコンで区別できます。 65
ページの表3 「デバイスグループのステータスアイコン」 を参照して ください。

2 目的の静的デバイスグループに移動します。 内容ペインでデバイスグループを選択し、 [アクシ ョ ン ] メ
ニューの [開く ] を選択します。 デバイスグループエクスプローラーが開きます。

3 デバイスエクスプローラーの [表示] ペインで、 [デバイスのメンバーシップ] を選択します。これにより、

グループ内にあるサーバーが表示されます。

4 [アクシ ョ ン] メニューから  [インポート ...] を選択します。 [インポート ] ウィンドウが開きます。

5 CSV ファイルを選択して [開く ] をクリ ックします。 [ メンバーの静的グループへの追加] ウィンドウが開

き、 デバイスグループに追加できるサーバーが表示されます。

6 デバイスグループに追加したいサーバーを選択します。

7 [グループに追加] をクリ ックします。 選択したサーバーがデバイスグループに追加されます。

静的デバイスグループからのサーバーの削除

静的デバイスグループからサーバーを削除する作業は、 手動で行う必要があります。 削除したサーバーは、

デバイスグループから削除されるだけで、 [すべての管理対象サーバー ] からは削除されません。 サーバーは

複数のデバイスグループに追加されている可能性があるので、 すべてのグループからサーバーを削除したい

場合は、 サーバーがどのデバイスグループのメンバーになっているかを確認し、 それぞれのデバイスグルー

プからサーバーを削除する必要があります。

パブリ ックデバイスグループからサーバーを削除するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス

権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせく ださい。

方法1 - デバイスグループエクスプローラーから実行

静的デバイスグループからサーバーを削除するには、 次の手順で実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。

2 目的の静的デバイスグループに移動します。 内容ペインでデバイスグループを選択し、 [アクシ ョ ン ] メ
ニューの [開く ] を選択します。 デバイスグループエクスプローラーが開きます。

3 [ビュー ] ペインで [デバイスのメンバーシップ] を選択します。 デバイスグループ内のサーバーが内容ペ

インに表示されます。
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4 削除したいサーバーを選択します。 [アクシ ョ ン] メニューから  [削除] を選択します。 または、 サーバー

を右クリ ックしてから  [削除] を選択します。 選択したサーバーが、 静的デバイスグループから削除され

ます。

5 [ファイル] メニューの [保存] をクリ ックし、 デバイスグループを保存します。

方法2 - SAクライアン トから実行

静的デバイスグループからサーバーを削除するには、 次の手順で実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。

2 目的の静的デバイスグループに移動します。 デバイスグループを選択します。 ダブルクリ ッ クすると、

グループのメンバーが表示されます。

3 削除したいサーバーを、 内容ペインで選択します。 [アクシ ョ ン] メニューの [メンバーの削除] を選択し

ます。 選択したサーバーが、 静的デバイスグループから削除されます。

方法3 - デバイスエクスプローラーから実行

静的デバイスグループからサーバーを削除するには、 次の手順で実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。 サーバーが内容ペイ

ンに表示されます。

2 削除したいサーバーに移動します。 サーバーを選択します。 ダブルクリ ックすると、 デバイスエクスプ

ローラーウィンドウが開いてサーバーが表示されます。

3 ナビゲーシ ョ ンペインで [関係] を選択します。 これにより、 サーバーが所属する静的デバイスグループ

がすべて表示されます。

4 内容ペインで静的デバイスグループを選択します。

5 [アクシ ョ ン] メニューで [グループから削除] を選択します。または、サーバーを右クリ ックしてから  [グ

ループから削除] を選択します。 選択したサーバーが、 静的デバイスグループから削除されます。

動的デバイスグループについて

ここでは、 動的デバイスグループについて説明します。 動的グループには、 ユーザーが定義したルールを満

たすサーバーがすべて含まれます。 定義したルールを満たすかどうかによって、 サーバーは自動的にグルー

プに追加または削除されます。

SAは、 各デバイスグループのメンバーを 1時間ごとに再計算します。 また、 デバイス属性が変更された場合

や、 動的デバイスグループのルールが変更された場合にも再計算が行われます。 再計算では、 ユーザーが定

義したルールをチェ ックし、 そのルールを満たすサーバーが特定されます。 SAクライアン トでは、 動的デバ

イスグループの [プロパティ ] ビューで前回再計算を実行した日時が表示されます。

動的デバイスグループの作成 

動的デバイスグループでは、 1 つまたは複数のルールを定義します。 動的グループでは、 ユーザーが定義し

たルールに基づいて、 サーバーは自動的に追加または削除されます。 ここでは、 動的デバイスグループを作

成する方法について説明します。 その後、 グループのメンバーを決定するルールを定義する方法について説

明します。

パブリ ックな動的デバイスグループを作成するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が必

要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。
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動的デバイスグループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 既存のデバイスグループが内

容ペインに表示されます。 [パブリ ック ] には、 パブリ ッ クなデバイスグループがすべて表示されます。

プライベートなデバイスグループは、 ユーザー名の下に表示されます。

2 新しいデバイスグループを作成するグループに移動します。

— パブリ ックな動的デバイスグループを作成するには、 [パブリ ック ] を選択するか、 [パブリ ック ] の

下に表示されているグループに移動します。

— プライベートな動的デバイスグループを作成するには、 ユーザー名を選択するか、 ユーザー名の下

に表示されているグループに移動します。

3 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [新規動的グループ] を選択します。

これにより、 「新規デバイスグループ (n)」 という名前で、空のデバイスグループが作成されます。 n

は、 すでに存在する新しいデバイスグループの数に応じて割り当てられます。

4 デバイスグループの名前を変更するには、 グループを選択し、 右クリ ックして [名前の変更] を選択する

か、 [アクシ ョ ン] > [名前の変更] メニュー項目を選択します。内容ペインで、デバイスグループの名前を

入力します。 

5 動的デバイスグループの作成が完了したら、 このグループに適用するルールを定義します。 詳細につい

ては、 下の動的デバイスグループのルールについてを参照して ください。

動的デバイスグループのメンバーの再計算

SAは、 各デバイスグループのメンバーを 1時間ごとに再計算します。 また、 デバイス属性が変更された場合

や、 動的デバイスグループのルールが変更された場合にも再計算が行われます。 再計算では、 ユーザーが定

義したルールをチェ ックし、 そのルールを満たすサーバーが特定されます。 SAクライアン トでは、 動的デバ

イスグループの [プロパティ ] ビューで前回再計算を実行した日時が表示されます。

動的デバイスグループのメンバーの再計算は、 次に示すように、 手動でも実行できます。

1 SAクライアン トで、 [デバイス] タブを選択します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイスグループ] ノードの下にあるデバイスグループに移動します。

3 動的デバイスグループを1つまたは複数選択します。

4 [アクシ ョ ン] メニューを選択するか右クリ ックし、 [デバイスグループ] > [再計算] を選択します。 SAは、

動的デバイスグループのルールをチェ ックし、 ルールを満たす管理対象サーバーをすべて特定して、 デ

バイスグループのメンバーを更新します。

動的デバイスグループのルールについて

SAでは、 動的デバイスグループに適用するルールを作成してお く ことにより、 サーバーなどのデバイスをグ

ループに自動で追加または削除できます。 動的デバイスグループのメンバーシップを変更するには、 ルール

を追加、 削除、 変更します。 詳細については、 動的デバイスグループへのルールの追加 (105 ページ ) および

動的デバイスグループのルールの変更 (106ページ) も参照して ください。

ルールでは、 サーバーの属性値 (IPアドレス、 サーバー名、 オペレーティングシステムなど ) を条件として指

定します。 このルールに基づいて、 サーバーが条件に適合するかどうかがチェ ックされます。 次に、 ルール

の例をい くつか紹介し、 それぞれのルールでどのようなサーバーがグループに追加または除外されるかを説

明します。

• サーバー名が “pro” で始まるすべてのサーバーを含めるルール。 “provision1.hp.com” という名前のサー

バーは、 グループに追加されます。 “approval4.hp.com”という名前のサーバーは、 グループから除外され

ます。
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• サブネッ ト 192.168内にあるすべてのサーバーを含めるルール。 IP アドレスが192.168.123.7のサーバー

は、 グループに追加されます。 IPアドレスが192.167.43.18のサーバーは、 グループから除外されます。

• オペレーティングシステムがHP-UXバージョ ン11.31を実行するすべてのサーバーを含めるルール。 この

オペレーティングシステムを実行するすべてのサーバーは、グループに追加されます。他のオペレーティ

ングシステムや、 他のバージ ョ ンのHP-UXを実行するサーバーは、 グループから除外されます。

• “AccountingDB”という名前のソフ トウェアポリシーにアタ ッチされているすべてのサーバーを含める

ルール。

• 特定のパッチがインストールされているすべてのサーバーを含めるルール。

ニーズに合わせてルールを定義することによってさまざまなデバイスグループを作成すれば、 IT環境管理の

迅速化、 簡素化、 効率化が可能になります。

動的デバイスグループのルールを定義する形式

動的デバイスグループのルールは、 次のような形式で定義します。

検索対象: <デバイス>

引数は次のとおりです。 <属性> <演算子> <値>

• <デバイス> には一般的にサーバーを指定しますが、 他のタイプのデバイスも指定できます。

• <属性> には、 ルールによるチェ ック対象となるデータを指定します。

• <演算子> は、 <属性> と  <値> に対して行う比較です。

• <値> は、 <演算子> を使用して <属性> と比較する特定のデータです。

サンプルルール1 - 特定のOSを実行するサーバー

図27の動的デバイスグループのルールでは、 AIX 6.1オペレーティングシステムを実行するサーバーをすべて

選択し、 デバイスグループに追加しています。

図27 AIX 6.1を実行するサーバーをすべて選択するデバイスグループルール
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サンプルルール2 - ソフ トウェアポリシーにアタ ッチされているサーバー

図28の動的デバイスグループのルールでは、 “HP-UX ISMTool”という名前のソフ トウェアポリシーにアタ ッチ

されているサーバーをすべて選択しています。

図28 ソフ トウェアポリシーにアタ ッチされているサーバーを選択するデバイスグループルール

サンプルルール3 - 特定の名前のサーバー

図29の動的デバイスグループのルールでは、 サーバー名が“pro”で始まるサーバーをすべて選択しています。

図29 特定の名前を持つサーバーを選択するデバイスグループルール

サンプルルール4 - サブネッ ト内のサーバー

デバイスグループには、 特定のサブネッ ト上にあるサーバーを追加できます。 この場合、 IP アドレスと、 サ

ブネッ トマスクまたは CIDR番号のいずれかでサブネッ トのネッ トワークアドレスを指定します。 検索する

サーバー属性に [IPアドレス ] を選択し、 演算子に [サブネッ ト内] を選択する場合、 IPアドレスと、 サブネッ

トマスクまたはCIDR番号のいずれかを次の形式で入力します。

• <IPアドレス>/<サブネッ トマスク>

• <IPアドレス>/<CIDR番号>

たとえば次の例では、 サブネッ ト と して192.168が指定されています。

• サブネッ トマスク : 192.168.0.0/255.255.0.0

• CIDRブロック : 192.168.0.0/16
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動的デバイスグループに複数のルールを定義

ルールの定義では、 ルールを複数指定し、 論理演算子の“And”や“Or”で組み合わせることができます。 ルール

を追加するには、 を選択します。 選択したルールを削除するには、 を選択します。 [ ロジック ] で [AND]

または [OR] を選択し、 ルールを組み合わせます。

SA Twister APIのcom.opsware.searchパッケージで提供されるSearchServiceインタフェースを使用すれば、 さら

に複雑な論理式を記述できます。 SA Twister APIの詳細については、 『SA プラッ ト フォーム開発者ガイド』 を

参照して ください。

複数のルールを定義する例

図30の動的デバイスグループでは、 2つのルールを論理的ANDで組み合わせることによって、 名前の先頭が

“pro”であり、 AIX 6.1を実行するサーバーをすべて選択しています。 

図30 複数のルールを指定した動的デバイスグループ

動的デバイスグループへのルールの追加

ルールでは、 動的グループにどのようなサーバーを追加するかを定義します。 

パブリ ックな動的デバイスグループにサーバーを追加するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアク

セス権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせく ださい。

動的グループにルールを追加するには、 次の手順で実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [デバイスグループ] を選択します。デバイスグループのリストが、

ナビゲーシ ョ ンペインと内容ペインに表示されます。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 変更したい動的デバイスグループを選択します。

デバイスグループの名前の横にあるアイコンで、 グループが静的か動的かを区別できます (65ページの

表3 「デバイスグループのステータスアイコン」 を参照)。

3 内容ペインでデバイスグループを選択し、 [アクシ ョ ン] > [開く ] メニュー項目を選択します。 [グループ]

ビューウィンドウが開きます。

[サマリー ] ビューの [プロパテ ィ ] で、グループが静的または動的のどちらのタイプなのかを確認でき

ます。
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4 [ビュー ] ペインで [デバイスのメンバーシップ] を選択します。 内容ペインに、 グループで定義されてい

るルールが表示されます。 次の図31を参照して ください。

図31 動的デバイスグループでのルールの定義

5 ルールを作成するには、 まず [検索対象] ドロップダウンリストでデバイスグループに追加したいデバイ

スのタイプを選択します。 選択したデバイスのタイプに応じて、 他のドロップダウンリストの内容が変

わります。 図31は、 検索対象として [サーバー ] が選択されています。

6 [場所] ドロップダウンリストで、 検索条件となる属性を選択します。 選択した属性に応じて、 選択可能

な演算子と値が他のドロップダウンリストに表示されます。

7 次のドロップダウンリストで演算子を選択します。

8 フ ィールドの値は、 手動で入力する方法、 ドロップダウンリストから選択する方法、 をクリ ックして

[値の選択] ウィンドウで表示される値から選択する方法で指定できます。 

9 をクリ ックするとルールが追加されます。 必要に応じて、 手順6～8を繰り返してルールを追加しま

す。 をクリ ックすると、 ルールを削除できます。

10 ルールに適用する論理演算子 (ANDまたはOR) を選択します。

11 [プレビュー ] をクリ ックすると、 すべてのルールを満たすサーバーが表示されます。 ここに表示される

サーバーが、 デバイスグループのメンバーになります。

12 [ファイル] メニューの [保存] をクリ ックし、 ルールを動的デバイスグループに保存します。

動的デバイスグループのルールの変更

ルールでは、 動的グループにどのようなサーバーを追加するかを定義します。 動的グループに含まれるルー

ルを変更するには、 次の手順で実行します。

パブリ ックな動的デバイスグループのルールを変更するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセ

ス権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせく ださい。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [デバイスグループ] を選択します。デバイスグループのリストが、

ナビゲーシ ョ ンペインと内容ペインに表示されます。
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2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 変更したい動的デバイスグループを選択します。

デバイスグループの名前の横にあるアイコンで、 グループが静的か動的かを区別できます (65ページの

表3 「デバイスグループのステータスアイコン」 を参照)。

3 内容ペインでデバイスグループを選択し、 [アクシ ョ ン] > [開く ] メニュー項目を選択します。 [グループ]

ビューウィンドウが開きます。

[サマリー ] ビューの [プロパティ ] の下、 または [プロパティ ] ビューの [タイプ] の横で、 グループが静

的または動的のどちらのタイプなのかを確認できます。

4 [ビュー ] ペインで [デバイスのメンバーシップ] を選択します。 内容ペインに、 グループで定義されてい

るルールが表示されます。 次の図31を参照して ください。

5 必要に応じて、デバイスグループのルールを変更します。ルールの詳細については、動的デバイスグルー

プのルールについて (102 ページ ) および動的デバイスグループへのルールの追加 (105ページ ) を参照し

て ください。

6 [プレビュー ] をクリ ックすると、 すべてのルールを満たすサーバーが表示されます。 ここに表示される

サーバーが、 デバイスグループのメンバーになります。

7 [ファイル] メニューの [保存] をクリ ックし、 ルールを動的デバイスグループに保存します。

動的グループから静的グループへの変換

動的デバイスグループは、 静的デバイスグループに変換することができます。 動的デバイスグループを静的

デバイスグループに変換すると、 その時点ですべてのルールを満たすサーバーが静的デバイスグループに追

加されます。 ただし、 サーバーのメンバーシップを定義するルールは削除されます。 動的デバイスグループ

を静的デバイスグループに変換するには、 次の手順で実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 動的デバイスグループに移動します。

デバイスグループの名前の横にあるアイコンで、 グループが静的か動的かを区別できます (65ページの

表3 「デバイスグループのステータスアイコン」 を参照)。

3 内容ペインで、 動的デバイスグループを選択します。

4 [アクシ ョ ン] > [開く ] メニュー項目を選択します。新しいウィンドウが開き、デバイスグループの情報が

表示されます。

5 左側にある  [ ビュー ] ナビゲーシ ョ ンパネルで [ プロパティ ] を選択します。 デバイスグループの詳細情

報が表示されます。

6 [タイプ] の行に移動し、 その隣のドロップダウンリストで[静的] を選択します。

7 [ファイル] > [保存] メニュー項目を選択します。これにより、グループが静的グループとして保存されま

す。 動的デバイスで定義されていたルールは、 すべて削除されます。

デバイスグループで実行するその他のタスク

ここでは、 デバイスグループで実行するその他のタスクについて説明します。

検索機能を使ったデバイスグループの作成

パブリ ックなデバイスグループを作成するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が必要で

す。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。
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サーバーを検索し、 その結果からデバイスグループを作成することができます。 検索機能を使ってデバイス

グループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [詳細検索] を選択します。 内容ペインで [詳細検索] ページが開きます。

詳細検索については、 詳細検索について (34ページ) を参照して ください。

2 [検索対象] ドロップダウンリストで [サーバー ] を選択します。

3 検索条件となるルールを、 [場所] で指定します。 初のド ップダウンリス トで、 サーバー属性を選択し

ます。 選択した属性に応じて、 他の2つのドロップダウンリスト  (演算子と値) の内容が変わります。

4 2 番目のドロップダウンリストで演算子を選択します。 この演算子は、 検索する値の処理方法を指定す

るものです。

5 3 番目のフ ィールドに値を入力します。 フ ィールドの値は、 手動で入力する方法、 ドロップダウンリス

トから選択する方法、  (一部の属性で表示) をクリ ックして [値の選択] ウィンドウで表示される値から

選択する方法で指定できます。 

6 をクリ ックするとルールが追加されます。 手順3～6を繰り返して、 必要に応じてルールを追加しま

す。 をクリ ックすると、 ルールを削除できます。

7 検索条件内のルールに適用する論理演算子 (AND/OR) を選択します。 

図32の詳細検索は、 2つの条件を論理的ANDで組み合わせています。

図32 2つの条件を論理的ANDで組み合わせて詳細検索

8 [検索] をクリ ックすると、 検索が実行されます。 検索結果が内容ペインに表示されます。 

9 [保存] をクリ ックすると、 検索結果が保存されます。 [検索に名前を付けて保存] ウィンドウが表示され

ます (図33を参照)。

10 [検索タイプ] ドロップダウンリストで、 [動的デバイスグループ] または [静的デバイスグループ] を選択

します。

11 グループの保存先として、[プライベートグループ] または [パブリ ックグループ] のいずれかに移動します。

12 [名前を付けて保存] テキストボックスに、 新しいデバイスグループの名前を入力します。
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13 [保存] をクリ ックすると、 新しいデバイスグループが保存されます。

図33 SAクライアン トの [検索に名前を付けて保存] ウィンドウ 

デバイスグループを動的グループとして保存すると、 ルールや環境内のサーバーを変更した場合、 サーバー
はデバイスグループに対して自動的に追加または削除されます。 デバイスグループを静的グループとして保
存すると、 サーバーはデバイスグループに追加されますが、 すべてのルールは削除されます。

検索クエリが結果を返さない場合には、デバイスグループは動的デバイスグループとして保存して ください。

デバイスグループの移動 

デバイスグループは、 [デバイスグループ ] の下であれば、 さまざまな場所に移動できます。 デバイスグルー

プは、 プライベートグループからパブリ ックグループに移動することはできますが、 パブリ ックグループか
らプライベートグループには移動できません。 サブグループがあるデバイスグループを移動すると、 サブグ
ループも一緒に移動します。

パブリ ックデバイスグループまたはプライベートデバイスグループを、パブリ ックグループに移動するには、
パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者に

お問い合わせください。

デバイスグループを移動するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 目的のグループに移動します。

3 内容ペインで、 移動したいデバイスグループを選択します。 

4 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [移動...] を選択します。 [グループの移動] ウィンドウが

開きます。
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5 デバイスグループの移動先を選択します。

6 [グループの移動] をクリ ックします。 これで、 デバイスグループが新しい場所に移動します。

デバイスグループの複製

デバイスグループを複製すると、 サーバーは新しいグループにコピーされ、 複製元のグループでも保持され
ます。 SAクライアン トでは、 複製元として一度に選択できるデバイスグループは1つのみです。 

パブリ ックなデバイスグループを複製するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が必要で

す。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。

既存のデバイスグループを複製するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 目的のグループに移動します。

3 内容ペインで、 複製したいデバイスグループを選択します。

4 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [複製] を選択します。 これにより、 デバイスグループの

コピーが作成されます。

5 複製したデバイスグループの名前を変更するには、 [アクシ ョ ン] > [名前の変更] を選択します。

デバイスグループの削除

デバイスグループを削除すると、 グループは削除されますが、 グループ内のサーバーは [ すべての管理対象

サーバー ] リス トからは削除されません。 また、 サーバーが所属する他のグループから削除されることもあ

りません。

次のような場合、 グループは削除できません。

• デバイスグループに、 他のデバイスグループが含まれている場合。

• デバイスグループに、 ソフ トウェアポリシーまたはパッチポリシーがアタ ッチされている場合。

• デバイスグループに、 アクセス制御が設定されている場合。 デバイスグループのアクセス制御の詳細に

ついては、 『SA 管理ガイド』 の 「デバイスグループのアクセス権の設定」 を参照して ください。

パブリ ックなデバイスグループを削除するには、 パブリ ックデバイスグループの管理のアクセス権が必要で

す。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。

サーバーグループを削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループのリストが

内容ペインに表示されます。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 目的のグループに移動します。

3 内容ペインで、 削除したいデバイスグループを選択します。

4 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [削除] を選択します。 

5 確認のダイアログボックスで [選択したグループの削除] をクリ ックすると、 デバイスグループが削除さ

れます。

デバイスグループエクスプローラー

デバイスグループエクスプローラーでは、 SA クライアン ト内にあるデバイスグループのプロパテ ィの表示

し、 管理することができます。 デバイスグループエクスプローラーでは次のアクシ ョ ンを実行できます。 
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• デバイスグループのプロパティ と メンバーを表示します。

• 動的デバイスグループを静的デバイスグループに変換します。

• デバイスグループのメンバーを追加または削除します。

• コンプライアンスポリシー (監査、 ソフ トウェア、 アプリケーシ ョ ン構成、 パッチなど) が適用されるグ

ループメンバーについて、 コンプライアンス情報をサマリーで表示します。

• デバイスグループにアプリケーシ ョ ン構成を追加します。

• グループ内のサーバーに関連付けられているパッチ、 パッチポリシー、 ソフ トウェアポリシーを表示お

よび管理します。

• 監査を作成します。

• スナップシ ョ ッ ト を取得します。

• カスタム属性を表示および作成します。

• サーバー履歴を表示します。

デバイスグループエクスプローラーにアクセスするには、 次の手順を実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループが内容ペイ

ンに表示されます。

2 デバイスグループを選択し、[アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択します。次のように、デバイスグルー

プのブラウザーが開きます。

図34 デバイスグループエクスプローラーのウィンドウ 

3 デバイスグループのプロパティ表示やアクシ ョ ン実行は、 次のビューを選択して行います。

• サマリー

• プロパティ

• コンプライアンス

• デバイスのメンバーシップ

• 構成されるアプリケーシ ョ ン
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• デバイスグループのパッチ

• デバイスグループのパッチポリシー

• デバイスグループのソフ トウェアポリシー

• 監査

• デバイスグループのカスタム属性

• デバイスグループのプロパティの履歴

サマリー

[サマリー ] ビューには次の内容が表示されます。 

— プロパティ : デバイスグループのタイプ (プライベート、 パブリ ック、 動的、 静的) が表示されます。

— メンバー : デバイスグループのメンバーの総数が表示されます。

プロパテ ィ

[プロパティ ] ビューには、選択しているサーバーグループのプロパティ情報 (名前、 タイプ、 ステータス、 ア

クセシビリテ ィ ) が表示されます。

コンプライアンス

[コンプライアンス ] ビューには、 デバイスグループ内のサーバーにアタ ッチされているパッチ、 ソフ トウェ

ア、監査などのポリシーについて、 コンプライアンス状態がサマリーで表示されます。詳細については、『SA
ユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』、 『SAユーザーガイド : 監
査とコンプライアンス』 を参照して ください。

デバイスのメンバーシップ

デバイスグループでは、 グループに所属するすべてのメンバー (管理対象サーバー、 サーバーやデバイスの

グループ) を表示できます。 グループに所属する各サーバーの名前、 IPアドレス、 OS、 カスタマー、 ファシリ

テ ィ、 説明が表示されます。 

構成されるアプリケーシ ョ ン

パブリ ックデバイスグループには、 アプリケーシ ョ ン構成を追加できます。 追加したアプリケーシ ョ ン構成

は、 デバイスグループ内のすべてのサーバーとグループに適用されます。

• [インストール済み構成] タブでは、 デバイスグループにアタ ッチされているすべてのアプリケーシ ョ ン

構成を参照および編集できます。 

• [構成履歴] タブでは、選択したアプリケーシ ョ ン構成テンプレートで行った変更履歴をすべて表示でき、

古いバージ ョ ンの構成を復元できます。 

詳細については、 『SAユーザーガイド : アプリケーシ ョ ン構成』 を参照して ください。

デバイスグループのパッチ

サーバーへのパッチ適用の詳細については、『SAユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』を参照して ください。

このウィンドウには、 選択したサーバーグループに関連付けられているすべてのパッチが表示されます。
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表示オプシ ョ ン

[表示 ] ドロップダウンリス ト を使用して、 デバイスグループエクスプローラーに表示される次のタイプの

パッチ情報をフ ィルター処理できます。

• 例外のあるパッチ (Windowsのみ): Windowsサーバーの例外 (常にインストール、常にインストールしない

など) があり、 かつ次のいずれかの状態であるパッチを表示します。 

— ベンダーが推奨するパッチですが、 現在インストールされていません。

— パッチは現在インストールされています。

• すべてのパッチ: サーバーのオペレーティングシステムに関連するパッチをすべて表示します。 

パッチの内容

このセクシ ョ ンには、 次のパッチの内容の情報が表示されます。 

• アイコン: 薄く表示されたパッチアイコンは、パッチがソフ トウェアライブラリにアップロード されてい

ないことを示します。 

• 名前: ホッ ト フ ィ ックスまたは更新プログラムのロールアップを提供するパッチのQNumber。サービスパッ

クのパッチにはQNumberはありません。

• コンプライアンス: パッチの管理者によって定義されている次のパッチコンプライアンスレベル。 

— 非コンプライアンス (赤 ): パッチはサーバーにインストールされているが、 ポリシーに含まれない

か、 またはパッチはサーバーにインストールされていないが、 ポリシーに含まれます。 

— 部分的 (黄): ポリシーと例外が一致せず、 例外の [理由] フ ィールドにデータがありません。

— コンプライアンス (緑): 次のいずれかの状態を示します。

– パッチはサーバーにインストールされ、 ポリシーに含まれている、 またはパッチはサーバーに

インストールされていな く、 ポリシーに含まれていません。

– パッチはサーバーにインストールされ、 パッチポリシーまたは例外にQNumberが同じ追加パッ

チがあります。 この場合、 QNumberが同じすべてのパッチは、 SAによるパッチコンプライアン

スの計算時にインストールされると見なされます。

– パッチはサーバーにインストールされておらず、 パッチポリシー内にあるか [常にインストー

ル] の例外として設定されていて、ベンダー推奨のパッチではありません。 この場合、ベンダー

によって推奨されていないため、 このパッチには常にインス トールしないという例外があり

ます。

[プレビュー] ペインで、[コンプライアンス] 列のアイコンまたはテキストの上にカーソルを置く と、サー

バーのパッチコンプライアンス情報が表示されます。

• タイプ : パッチのタイプ。 Windowsホッ ト フ ィ ッ クスやWindows更新プログラムのロールアップなどがあ

ります。

• セキュリテ ィ情報: (オプシ ョ ン) このパッチのMicrosoftセキュリテ ィ情報番号。

• 重要度: (オプシ ョ ン) Microsoftがこのパッチに割り当てた重要度であり、 次のいずれかです。

— クリテ ィ カル : このパッチが対応する脆弱性が悪用されると、 ユーザーが操作を行わな く てもイン

ターネッ トワームの感染が拡大する危険があります。

— 重要: このパッチが対応する脆弱性が悪用されると、ユーザーデータの機密性、完全性、可用性、 あ

るいは処理リソースの完全性または可用性が損なわれる危険があります。

— 中: デフォルト構成の使用や監査などの対策を講じることや、脆弱性を悪用する方法が難しいという

理由から、 悪用の危険性はかなり低く なります。

— 低: このパッチが対応する脆弱性の悪用は極めて難しいか、 その影響は 小限です。
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• リ リース日: Microsoftがこのパッチをリ リースした日付。

• 例外: 選択したサーバーに設定されているパッチポリシーの例外のタイプ。

• インストール済み: 選択した管理対象サーバーにパッチがインストールされているかどうかを示します。 

• 推奨: 終ソフ トウェア登録時にこのパッチがベンダーによって推奨されたことを示すチェ ックマーク。

• 説明: 管理対象サーバーの簡単な説明。

デバイスグループのパッチポリシー

パッチポリシーを使ったサーバーへのパッチ適用の詳細については、『SAユーザーガイド : サーバーのパッチ

適用』 を参照して ください。

このウィンドウには、 選択したデバイスグループに関連付けられているすべてのパッチポリシーが表示され

ます。 [表示] ドロップダウンリスト を使用して、 サーバーエクスプローラーに表示するパッチポリシーのタ

イプをフ ィルター処理できます。

表示オプシ ョ ン

このセクシ ョ ンには、 次のパッチ内容の情報が表示されます。

• デバイスグループにアタ ッチされているポリシー : デバイスグループにアタ ッチされているすべてのポ

リシー、または選択した管理対象サーバーが所属するサーバーグループにアタ ッチされているポリシー。 

• サーバーにアタ ッチされていないポリシー: グループにアタ ッチされていない、選択したサーバーグルー

プに関連するすべてのパッチポリシーのリスト。 

パッチの内容

このセクシ ョ ンには、 次のパッチ情報が表示されます。

• 名前: パッチポリシーの名前。 

• OS: パッチポリシーに関連付けられているオペレーティングシステム。 

• 説明: パッチポリシーの説明。 

デバイスグループのソフ トウェアポリシー

[ソフ トウェアポリシー ] ビューには、 選択したサーバー (またはサーバーグループ) に関連付けられているソ

フ トウェアポリシーがすべて表示されます。 [アクシ ョ ン ] メニューでは、 ポリシーのアタ ッチ、 ポリシーの

アタ ッチ解除、 サーバーの修復、 ソフ トウェアコンプライアンスのスキャンなどを実行できます。 詳細につ

いては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

監査

このウィンドウでは、 監査とスナップシ ョ ッ ト を作成し、 実行できます。 詳細については、 『SAユーザーガ

イド : 監査とコンプライアンス』 を参照して ください。

デバイスグループのカスタム属性

このウィンドウには、 サーバーまたはデバイスグループで設定されているカスタム属性が表示されます。 ま

た、 カスタム属性の追加、 編集、 削除も実行できます。

カスタム属性は、 次の2つのタイプのいずれかです。
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• 別のソースから継承 されたカスタム属性。継承元は、 カスタマー、 ソフ トウェアポリシー、サーバー

グループ、 ISMコン ト ロールなどです。

• サーバーに直接アタ ッチされているカスタム属性。

継承したカスタム属性の値をオーバーライ ドするには、 継承の矢印アイコン をク リ ッ ク してから、 値

フ ィールドに新しい値を入力します。 [Enter] キーを押します。 カスタム属性の値がオーバーライ ド され、 継

承の矢印アイコンが に変わります。

デバイスグループのプロパティの履歴

[履歴] ビューでは、 選択したデバイスグループで行った変更が表示されます。 この履歴エン ト リは、 SA Web

クライアン トでデバイスグループに対してアクシ ョ ンが実行されると生成されます。 履歴は読み取り専用で

す。 履歴エン ト リでは、 次の内容が表示されます。

• 日付: 前回の変更が発生した日付。

• イベン ト : 変更内容の説明。

• ユーザー : 変更を行ったユーザー。

[表示] ドロップダウンリストでは、期間 (先週、過去2か月など) ごとにデバイスグループの履歴リスト をソー

トできます。
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第4章 サーバーエージェン トの管理
サーバーエージェン トの管理トピックでは、 SAサーバーエージェン トについて説明し、 インストール方法を

紹介します。 

SAエージェン ト とは、 SAを使用してサーバーを管理するために、 ほとんどのサーバーにインストールされる

ソフ トウェアです。 エージェン トは、 次の4つの方法でサーバーにインストールできます。

• IPアドレスをスキャンし、 エージェン トがインストールされていないサーバーを検出します。 [デバイス]
タブで [サーバー ] > [SAエージェン トのインストール] を選択します。 エージェン ト レスサーバーの検出

(119ページ) およびSAエージェン トのインストール (117ページ) を参照して ください。

• 管理対象サーバーの中でエージェン トがインストールされていないサーバーを特定します。 [ デバイス ]
タブで [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。 SAエージェン トのインストール (117
ページ) を参照して ください。

• 仮想化サービスで管理しているサーバーの中で、 エージェン トがインス トールされていないサーバーを

特定します。 [仮想化] タブを使用します。 SAエージェン トのインストール (117ページ ) を参照して くだ

さい。 また、 『SAユーザーガイド : 仮想化管理』 も参照して ください。

• エージェン トのインストールコマンドを使用します。 エージェン トのインス トールとアップグレードの

ユーティ リテ ィ  (309ページ) を参照して ください。

SA では、 VMware ESXiサーバーにサーバーエージェン ト をインス トールしません。 ESXiサーバーの管理は、

VMware vCenter仮想化サービスで行います。 詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想化管理』 を参照して

ください。

サーバーの検出とエージェン トのインストールに必要な

アクセス権

エージェン ト レスサーバーを検出し、 エージェン ト をインストールするには、 アクセス権が必要です。 アク
セス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。 エージェン トのスキャンとデプロイに必

要なアクセス権を取得するには、 SAの管理者に連絡して ください。 

SAエージェン トのインストール

ここでは、 SAエージェン ト をサーバーにインストールし、 SAで管理する方法を説明します。

SAクライアン トでは、 エージェン ト レスサーバーには というアイコンが表示されます。サーバーのステー

タスアイコン  (62ページ) を参照して ください。

エージェン ト レスサーバーとは、 エージェン ト を実行していない物理サーバー、 またはエージェン ト を実行
していないが仮想化サービスで管理されている仮想マシン  (VM) のいずれかです。 詳細については、 『SAユー

ザーガイド : 仮想化管理』 を参照して ください。

1 SAクライアン トで、 [デバイス ] > [SAエージェン トのインストール] を選択し、 SAエージェン トのインス

トール先となるサーバーを選択します。 エージェン ト レスサーバーの検出 (119ページ ) を参照して くだ

さい。

別の方法として、[デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し、SAエージェン トのインストー

ル先となるサーバーを選択します。 
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さらに別の方法として、 [仮想化] タブでSAエージェン トのインストール先となるVMを選択します。

すべてのVMは、 仮想化サービスで管理されます。

エージェン ト レスサーバーには、 サーバーアイコン が表示されます。 サーバーのステータスアイ

コン  (62ページ) を参照して ください。

サーバーの電源はオンにしておいて ください。オフになっていると、 [SAエージェン トのインストー

ル] メニューは無効になります。

2 [ アクシ ョ ン ] メニューで、 [SAエージェン トのインス トール ] を選択します。 [SAエージェン トのインス

トール] ダイアログボックスが開きます (図35を参照)。

図35 [SAエージェン トのインストール] ダイアログボックス

3 ドロップダウンリストから、 サーバーへの接続に使用するネッ トワークプロ ト コルを選択します。

ほとんどの場合、 [自動選択] をお勧めします。 このオプシ ョ ンを選択すると、 各サーバーに適切な

プロ ト コルが自動的に選択されます。

4 管理対象サーバーへのログインに使用するユーザー名とパスワードを入力します。 

Windowsベースのシステムの場合、 Windows管理者のユーザー名とパスワードを指定します。 

Unixシステムの場合、 rootユーザーとパスワードを指定します。 rootでのログインが許可されない場合

は、 [rootになる  (UNIX)] チェ ックボックスを選択します。 [rootパスワードの入力] を選択してパスワード

を入力するか、 そのアカウン トでsudoアクセスが有効になっている場合は [sudoの使用] を選択します。

sudoでログインするには、 すべてのコマンドをroot権限で実行できるようにsudoユーザー構成ファイル

(通常は/etc/sudoers) を設定してお く必要があります。この設定は、一般的にsudoersファイルで「ALL」

エイリアスを指定して行います。

root でログインしても、 Unixサーバーにエージェン ト をデプロイできない場合には、 デプロイ先のシス

テムで、 rootでの直接ログインが無効になっている可能性があります。 この場合は、 root以外のユーザー

でログインした後、 suコマンドまたはsudoコマンドで権限のエスカレーシ ョ ンを行います。

次に示すエージェン トのデプロイ手順は、 root以外のユーザーで行います。

a [ユーザー名] フ ィールドに、 サーバーへのログインで使用する非特権ユーザーのユーザー名を入力

します。
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b [パスワード ] フ ィールドに非特権ユーザーのパスワードを入力します。

c [rootになる  (UNIX)] チェ ックボックスを選択します。 [rootパスワードの入力] を選択してパスワード

を入力するか、 [sudoの使用] を選択します。 [sudoの使用] を選択する場合、 非特権アカウン トで任

意のコマンドをrootと して実行できるように設定する必要があります。

5 次のいずれかのデプロイメン トアクシ ョ ンを選択します。

• インストールの前提条件を確認。

• 前提条件を確認し、 エージェン ト インストーラーをサーバーにコピー。

• 前提条件を確認し、 インストーラーをコピーし、 エージェン ト をインス トール。

詳細については、 サーバーでのエージェン ト インストールアクシ ョ ンの設定 (128 ページ ) を参照して く

ださい。

6 エージェン ト インストールオプシ ョ ンで、 エージェン ト をサーバーにインス トールする方法を指定でき

ます。 詳細については、 エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン  (314ページ) を参照して ください。

7 [OK] をクリ ックすると、 選択したアクシ ョ ンが実行されます。

8 エージェン トのインストールが完了すると、 インストールの結果が表示され、 サーバーのステータスア

イコンが更新されます。 非管理対象サーバーの情報を表示し、 エージェン ト インストールのステータス
レポート を作成できます。 詳細については、 エージェン ト インス トールのレポート  (131 ページ ) を参照

して ください。

エージェン ト レスサーバーの検出

多数のサーバーにエージェン ト をインストールする場合は、 SAクライアン ト を使用します。 エージェン ト レ

スサーバーを検出するには、 検索する場所と IPアドレスを指定します。 指定した内容に基づいて、 SAはネッ

トワークスキャンを実行します。 ネッ トワークスキャン以外の方法として、 IP アドレスまたは IP アドレス範

囲のリストが含まれているファイルをインポートすることもできます。 スキャンが完了すると、 スキャンで
検出されたサーバーのリストが表示されます。

SAは、 各サーバーのステータス、 IPアドレス、 ホスト名、 検出されたオペレーティングシステム、 サーバー

接続に使用する空きポート を特定します。

SA クライアン ト を使用してエージェン ト レスサーバーをスキャンし、 エージェン ト をインス トールするに

は、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] タブから  [サーバー ] > [SAエージェン トのインス

トール] を選択します。

2 [スキャン場所] ドロップダウンリストで、 サーバーをスキャンするレルムを選択します。 レルムの詳細

については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

3 ドロップダウンリストで [IPアドレス範囲の入力] を選択し、 スキャンする IPアドレスの範囲を指定しま

す。 [開始] および [終了] フ ィールドにIPアドレス範囲を入力します。 [終了] フ ィールドの横にあるプラ

ス (+) ボタンをクリ ックすると、 IPアドレス範囲を追加できます。 大5つのIPアドレス範囲を追加する

ことができます。 IPアドレス範囲フ ィールドを削除するには、 マイナス (-) ボタンをクリ ックします。

または

ドロップダウンリストで [明示的IP/ホスト名] を選択し、スキャンするIPアドレスのリスト を入力します。

アドレスは空白文字で区切ります (カンマは使用しません)。 省略記号 (...) ボタン  (図36) をクリ ックする

と、 テキストエディ ターが開きます。 スキャンする IP範囲を記述したファイルを読み込み、 スキャンを

実行できます。

図36 IPアドレスが保存されたファイルの読み込み 
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4 [スキャン ] をクリ ックすると、 サーバーのスキャンが始まります。 スキャンが完了すると、 サーバーの

リストが表示されます。 リス トでは、 ステータス、 IP アドレス、 ホス ト名、 検出されたオペレーティン

グシステム、 サーバー接続に使用可能な空きポートがサーバーごとに表示されます。 列見出しをクリ ッ
クすると、 その列でリストがソート されます。

ファイアウォールが有効になっていると、 サーバーに実際インストールされているオペレーティ ングシステ
ムを正確に検出できない場合があります。 これは、 一部のファイアウォールが、 オペレーティングシステム
の検出に使用するメソッ ドに干渉することが原因です。 オペレーティ ングシステム情報の収集では、 SAがア

クセスできる空きポートが1つ以上必要になります。オペレーティ ングシステムが検出されない場合や、誤っ

て検出される場合には、 SAコアからのネッ トワークパケッ ト を許可するようにファイアウォールの設定を変

更する必要があります。

図37は、 ネッ トワークスキャン結果の例です。 実際にサーバーにインス トールされているオペレーティ

ングシステムを正し く認識するには、 SAがサーバーにログインできることが前提となります。

図37 スキャン結果 

5 SAエージェン トのインストール (117ページ) の手順に従って、 サーバーにSAエージェン ト をインストー

ルします。

サーバーエージェン トのアップグレード

新しいバージ ョ ンのHP SAには、SAエージェン トの新しいバージ ョ ンが含まれていることがあります。新しい

バージ ョ ンのエージェン トは、 SAの新機能を使用する上で必要になることがあります。 SA エージェン トの

アップグレードの手順については、 エージェン トのアップグレード  - SAクライアン ト  (321ページ ) を参照し

て ください。

SAコアホスト と して機能するサーバー上でエージェン トのアップグレードを実行すると、 警告メ ッセージが

表示されます。 コア自体のアップグレードでコアホストエージェン ト もアップグレード されるので、 手動で
アップグレードする必要はありません。

エージェン ト インス トールのデフォルト設定

サーバーエージェン トは、 SAでサーバーを管理するためのソフ トウェアです。 エージェン トのインストール

で適用されるデフォルトの動作を設定するには、SAクライアン トで [ツール] > [オプシ ョ ン] を選択します。詳

細については、 SAエージェン トのインストール - インストーラーオプシ ョ ン (38ページ) 、 SAエージェン トの

インストール - プロ ト コル (39ページ) 、 SAエージェン トのインストール - 詳細オプシ ョ ン  (39ページ) を参照

して ください。

サーバーエージェン トの起動と停止

SAエージェン トのインストールが完了し、 エージェン トが管理対象サーバーで稼働を始めると、 手動による

停止や再起動が必要になるケースはほとんどありません。 

サーバーエージェン ト を起動するには、 管理対象サーバーにログインし、 次のいずれかのコマンドを入力し

ます。
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Unixの場合: 

/etc/init.d/opsware-agent start

HP-UXの場合:  

/sbin/init.d/opsware-agent start

AIXの場合:  

/etc/rc.d/init.d/opsware-agent start

Windowsの場合: 

net start opswareagent

エージェン ト を停止するには、 startの部分にstopを指定して実行して ください。

サーバーエージェン ト情報の表示

SAクライアン トにインストールされているエージェン トの情報を表示するには、 SAクライアン トでサーバー

を選択し、 [プロパティ ] を選択して [レポート された情報] を開きます。

[レポート ] フ ィールドには、 エージェン トのレポート機能のステータスと、 エージェン トが定期的にレポー

ト を実行しているかどうかが表示されます。 エージェン トのレポートステータスには、 次のいずれかが表示

されます。

— OK: エージェン トは正し く レポート を行っています。 

— 登録実行中: エージェン トは、 サーバーハードウェア情報を登録しています。

— エラーのレポート中: ハードウェア情報のレポート中にエラーが発生しました。

—  <数値> 日間レポート なし : エージェン トが 後にレポート した日を示します。

— 未レポート : エージェン トがまだレポート を実行していないことを示します。

エージェン ト情報に基づくサーバー検索

詳細検索では、 検索条件としてエージェン トの検出日、 エンコード、 レポート、 ステータス、 エージェン ト

バージ ョ ンなどを指定できます。

[サーバーのプロパティ ] にあるエージェン トのレポート情報にアクセスするには、 詳細検索を実行する方法

と、 通信ステータスごとに管理対象サーバーを表示する方法があります。 通信ステータスごとにサーバーを

表示すると、 SA Webクライアン トユーザーインタフェースの [登録] 列に表示されます。 

レポートでエラーが発生する場合や、 24時間以上レポートが行われていない場合、 通信テス トで ト ラブル

シューテ ィングを実行できます。 詳細については、 サーバー通信テストの実行 (133ページ ) を参照して くだ

さい。

サーバーハードウェアを変更すると、 サーバーのエージェン トがコアと通信するタイ ミ ングによっては、

変更内容が SA Web クライアン トユーザーインタフ ェースに反映されるまでに 長 12 時間かかることがあ

ります。

Server Automation以外の方法で管理対象サーバーでソフ トウェアのインストールまたはアンインストールを

行った場合、変更内容がSA Webクライアン トユーザーインタフェースに反映されるまで 長で24時間かかる

ことがあります。 たとえば、 Microsoftパッチデータベースを更新する場合、 更新後の新しいデータベースに

基づいてすべての管理対象サーバーがパッチの有無を識別できるようになるには、 長で24時間かかります。 
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また、 サーバーのハードウェア情報が部分的に報告されない場合があります。 たとえば、 エージェン ト をデ

フォルト設定でインストールする場合、 インス トールから 1時間経過しないと、 一部のハードウェア情報が

SA Webクライアン トに報告されません。 また、 一部のハードウェア情報 (ディスク障害など) を取得できない

ため、 その部分が報告されないこともあります。 この場合、 サーバーのプロパティページでは、 報告されて

いない情報が未設定として表示されます。 

管理対象サーバーで稼働するエージェン トのセキュリテ ィ

エージェン トは、 SAコアとの通信時、 クライアン ト とサーバーの両方として動作します。 すべての通信で暗

号化と整合性チェ ックが行われ、 SSL/TLS を使った X.509v3 クライアン ト証明書に基づ く認証が行われます。

い くつかのコアコンポーネン トは、 明確に定義された TCP/IP ポート経由でエージェン トにコマンドを発行で

きます。 また、 エージェン トは、 専用の定義済みポート を使ってコアコンポーネン トに応答できます。

管理対象サーバーでエージェン トが実行する機能

サーバーエージェン トには、 次のような制限があります。

• 検出の対象は、 インストールされている管理対象サーバーの情報のみであり、 他のサーバーの検出はで

きません。

• SAコアによる明示的な指示がある場合を除き、 サーバー上で変更を行う ことはできません。 

SAは、 管理者権限 (UNIXサーバーではroot、 Windowsサーバーではローカルシステム) で稼働します。 これは、

パッチのインストールや再起動などのタスク実行には管理者権限が必要になるからです。

コアは、 クライアン ト認証を行い、 特定のサーバーの証明書を提示しているかど うかをチェ ッ ク します。

Server Automation ではこのチェ ックを、 エージェン トの初期インストール時に生成されたサーバーの IP アド

レスと、 証明書を比較して行います。 証明書が無効の場合、 または IPアドレスがモデルリポジト リに保管さ

れている IPアドレスと一致しない場合、 認証は失敗となり、 エージェン ト と Server Automationの通信は続行

できな く なります。 不正ユーザーが管理者権限を使って管理対象サーバーへのアクセスに成功し、 サーバー

のセキュリテ ィが低下した状態になっても、 このユーザーがアクセス可能な情報はSAコア内の次の項目に制

限されます。

• サーバーのハードウェアインベン ト リ  (管理者権限でログインしたユーザーが参照可能)

• サーバーのソフ トウェアリソースインベン ト リ  (管理者権限でログインしたユーザーが参照可能)

• カスタム属性情報

ソフ トウェアおよびハードウェアインベン ト リ

サーバーエージェン トは、 初期インス トール時にソフ ト ウェアおよびハードウェア全体のインベン ト リ

チェ ックを行い、 取得した情報をSAコアに保存します。 次のインベン ト リチェ ックが自動実行されます。

• 小限のハードウェアイベン ト リを12時間間隔で実行し、 新情報をSAコアに保存します。 収集される

情報には、 OSバージョ ン、 シャーシID、 SAエージェン トバージ ョ ン、 SAオブジェク ト IDがあります。

• ハードウェア全体のイベン ト リを 7日間隔で実行し、 新情報を SA コアに保存します。 収集される情報

には、 小限のハードウェアイベン ト リの内容に加えて、 CPU、 メモリ、 ス ト レージ、 ネッ トワークに

関する情報が含まれます。

• ソフ トウェアイベン ト リを 24 時間間隔で実行し、 新情報をコアに保存します。 サーバー上でソフ ト

ウェアを検出し、 コアに相違点がないかチェ ックします。

• ハードウェアインベン ト リは、 ソフ トウェアのインストール時にも実行されます。
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エージェン トがト ラ ッキングするサーバー情報

エージェン トは、 管理対象サーバーごとに、 ソフ トウェア、 ネッ トワーク、 ハードウェアの情報を報告しま

す (図38 と図39を参照 )。 SAは、 コアと通信し、 サーバーにインストールされているハードウェアとソフ ト

ウェアを報告することにより、 サーバーに適切なソフ トウェアがインストールされているかどうかを確認し

ます。

図38 サーバー情報 - サマリー
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図39 サーバー情報 - プロパティ

ソフ トウェア情報 

サーバーにインストールされているソフ トウェアは、 SAライブラリに記録されます。 サーバーにインストー

ル済みのソフ トウェアを一覧表示するには、[イベン ト リ ] タブを選択してから  [インストール済みのパッケー

ジ] を選択します。 詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。
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ハードウェア情報

SAは、 さまざまな方法でハードウェア情報を追跡します。 表6では、 エージェン トが各管理対象サーバーの

サーバー情報とハードウェア情報を取得する方法をまとめています。  

表6 エージェン トが収集するサーバーハードウェア情報

属性 説明 取得方法

名前 サーバーの名前。 ユーザー

が設定可能です。 Server 

Automationでは、 ユーザー

がサーバー名を編集しない

限り、 設定されたホスト名

を使用します (デフォルト )。

Windowsの場合: サーバーの完全修飾DNS名を使用します。

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UXの場合: hostnameコマンド

が返すサーバーの現在のホスト名を使用します。

レポート されたOS サーバーのオペレーティ

ングシステムのバージ ョ

ン番号。

Windowsの場合 : オペレーテ ィ ングシステムが報告する

Windowsバージョン番号を使用します。これには、メジャー

バージョン番号、 マイナーバージョン番号、 Windowsビル

ド番号、 サービスパックレベルが含まれます。 

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UXの場合: unameコマンドが返

すオペレーティングシステムバージ ョ ンを使用します。

OSバージョ ン OS定義で指定したOSバー

ジョ ン。

オペレーテ ィ ングシステムの準備ウィザードで OS を準

備したユーザーが指定します。

詳細については、 『SAユーザーガイ ド : プロビジ ョニン

グ』 を参照して く ださい。

シリアル番号 システムのシリアル番号。

可能であれば、 Server 

AutomationはシャーシIDを

報告します。

WindowsとLinuxの場合: システムBIOSから取得します。

Solaris、AIX、HP-UXの場合: システムROMから取得します。

メーカー サーバーの製造元 (取得で

きる場合)。

WindowsとLinuxの場合: システムBIOSから取得します。

Solaris、AIX、HP-UXの場合: システムROMから取得します。

モデル サーバーのモデル (取得で

きる場合)。

WindowsとLinuxの場合: システムBIOSから取得します。

SolarisとAIXの場合: システムROMから取得します。

HP-UXの場合 : model コマンドの出力 (システムROMから

読み出されます)。

メモリ 物理RAMの容量と、 設定さ

れた仮想メモリのページ

ング領域の合計容量。

Windowsの場合: Windows 2000 API 

GlobalMemoryStatus() を使用します。

Linuxの場合:/proc/meminfoファイルから取得します。 

Solarisの場合: sysconfとswapctlの各APIで取得し

ます。

AIXの場合 : メモリ情報はlsattrコマンド、 ページング

領域はlspsコマンドで取得します。

HP-UXの場合: pstatシステムコールを使用します。 
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エージェン トは、 ハードウェアおよびソフ トウェアのレポートに加えて、 ネッ トワークに関する情報も報告

します。 報告されるネッ トワーク情報と、 SA Webクライアン トの [ネッ トワーク] タブで内容を変更する手順

については、 ネッ トワーク構成 (231ページ) を参照して ください。

CPUのプロパティ

次に示すCPUプロパティは、 SAクライアン トの [インベン ト リ ] > [ハードウェア] ウィンドウに表示されます。

このプロパティは、 SAに情報を提供するプラッ ト フォームに関する情報です。

CPU システムに搭載されてい

る各プロセッサーの情報。

CPUのプロパティ を参照し

て く ださい。

ス ト レージ インス ト ール済みのデ ィ

スク ド ラ イブまたはRAID

アレイの情報。

すべてのプラ ッ ト フ ォーム : システムAPI を使用して、

ディスク ド ライブと RAID アレイの検出とプローブを行

います。 

サーバー ID

または

オブジェク ト ID

Server Automationがサー

バーの識別に使用する

内部ID。

ほとんどの場合、 サーバー IDとMIDは同じです。

表6 エージェン トが収集するサーバーハードウェア情報 （続き）

属性 説明 取得方法

表7 CPUのプロパティ  

CPUのプロパティ 説明

論理コア スレッ ドの処理が可能な処理ユニッ ト。 

物理コア 実際の物理プロセッサーコア。 専用の回路とキャッ

シュを持ち、 他の物理コアとは独立した状態で読み

取りと実行が可能です。

キャッシュ 通常のRAM より も高速アクセスが可能なメモリー。

マイクロプロセッサーへの近さとアクセス性に応じ

てL1、 L2、 L3のレベルがあります。 L1キャッシュは

マイクロプロセッサーと同じチップに搭載され、 他

のレベルのキャッシュは別の静的チップに搭載され

ています。

ファ ミ リ 同様の機能セッ ト を持つプロセッサーのグループで

あり  ( プロセッサーのレベルやステッピング )、 プロ

セッサーのベンダーが定義します。 

フラグ CPU固有のフラグ。 CPUのメーカーが提供するドキュ

メン ト を参照して ください。

モデル モデル番号

スロッ ト マイクロプロセッサーとプリン ト基板をつなぐ機械

的/電気的な接続。

物理ソケッ ト ごとに一意の値が割り当てられます。

たとえば、 ボードにチップが4 つ搭載されている場

合、 この列には4つのエン ト リが表示されます。
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個々のサーバーのCPU情報を表示するには、 次の操作を実行します。

1 SAクライアン トで [デバイス ] > [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し、 サーバーリスト を

表示します。

2 内容ペインでサーバーを右クリ ックし、 [開く ] を選択します。

サーバーの [サマリー ] ウィンドウが開きます。

3 [インベン ト リ ] > [ハードウェア] を選択します。

[ハードウェア] ウィンドウが開き、 一般的なサーバー情報 (モデルなど) とCPU情報が表示されます。

図40 一般的な情報とCPU情報が表示される  [ハードウェア] ウィンドウ

4 プロパティ を検索するには、 検索ドロップダウンリストでプロパティ を選択し、 横のフ ィールドに検索

文字列を入力します。

5 表示するプロパティ を調整するには、 アイコンをクリ ックします。 ウィンドウに表示した く ないプ

ロパティの選択を解除します。

6 列をドラッグすると、 列の順序を変更できます。

速度 速度 (MHz)。

ステータス オンラインまたはオフライン。

ステッピング ( コアステップはA-0、 それ以降のリ リースでインク

リ メン ト )

ベンダー ベンダーの名前。

表7 CPUのプロパティ  

CPUのプロパティ 説明
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サーバーの検出とエージェン トのインストール 

SA では、 SA クライアン ト を使用することにより、 多数のサーバーにエージェン ト をインストールできます。

SAは、 エージェン トのインストールが必要なサーバーの特定、 各サーバーに適用するエージェン ト構成の指

定、 サーバーへの接続に使用するログインプロ ト コルの選択、 エージェン トのインストールオプシ ョ ンの指

定、 エージェン トのインストール、 インストールステータスを報告するレポートの作成を行います。 

ここでは、 次の内容について説明します。

• サーバーでのエージェン ト インストールアクシ ョ ンの設定

• ログイン設定

• エージェン ト インストーラーのコマンド

• サーバーステータスのレポート

エージェン トのインストール方法については、 エージェン ト レスサーバーの検出 (119 ページ ) を参照して く

ださい。

サーバーでのエージェン ト インス トールアクシ ョ ンの設定

インストール先のサーバーを特定したら、 次のデプロイメン トアクシ ョ ンを実行できます

• 次に示すインストールの前提条件を確認します。

— エージェン トのインストールに必要なディスク容量がサーバー上にあるかどうかを確認します。

— ポート 1002を使用しているアプリケーシ ョ ンがないことを確認します。

— ゲートウェイへのポートがアクセス可能であることを確認します。

• エージェン トのインストーラーをサーバーにコピーします。

• サーバーにエージェン ト をインストールします。

ログイン設定

SA エージェン トのインス トールでは、 サーバーへの接続で使用するネッ トワークプロ ト コルを指定し、 各

サーバーへのログイン時に使用するユーザー名とパスワードを指定できます。 エージェン トのインストール

は、 Unix オペレーテ ィ ングシステムでは root、 Windows オペレーティ ングシステムでは管理者で実行されま

す。 SAは、 指定されたユーザー名とパスワードでサーバーにログインし、 指定されたデプロイ メン トアク

シ ョ ンを実行します。

以上のアクシ ョ ンをエージェン トが実行するには、管理対象サーバーに対して管理者レベルの権限 (Unixサー

バーではroot、 Windowsサーバーでは管理者) が必要です。 

エージェン ト インス トーラーのコマンド

エージェン ト インス トーラーのコマンドを使用することにより、 サーバーにエージェン ト を手動でインス

トールできます。 詳細については、 エージェン トのインス トールとアップグレードのユーテ ィ リテ ィ  (309

ページ) を参照して ください。
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サーバーステータスのレポート

エージェン トのインストールが完了すると、 SAクライアン トでインストールの結果が表示され、 サーバーの

ステータスアイコンが更新されます (表8を参照)。

SAでは、エージェン トがポート 1002でTCP接続をリ ッスンしていることが認識されると、そのサーバーはエー

ジェン トによって管理されている状態だとみなされます。

デプロイメン トアクシ ョ ンが失敗した場合、各サーバーでエラーの内容を参照できます。エラーは、サーバー

にログインして修正できます。 

また、 サーバーステータスを示す次のレポートの作成が可能です。

• 現在のネッ トワークスキャンの対象となるすべてのサーバー

• 現在のネッ トワークスキャンの対象の中で、 選択したサーバー

• 現在のネッ トワークスキャンの対象の中で、 デプロイメン トが成功したすべてのサーバー 

• 現在のネッ トワークスキャンの対象の中で、 デプロイメン トが失敗したサーバー

レポートの保存とエクスポートは、 CSV、 HTML、 テキストの各ファイル形式で実行できます。

表8 サーバーステータス

アイコン サーバーステータス

サーバーはエージェン ト レスですが、 到達可能です

サーバーはエージェン ト レスで、 到達不能です

サーバーはエージェン トによって管理されている状態です

サーバーは前提条件チェ ックに失敗しました

サーバーは前提条件チェ ックに成功しました

サーバーは前提条件チェ ックに成功し、サーバーエージェン ト インストーラーはサー

バーにコピー済みです

サーバーエージェン トは正常にデプロイされました

サーバーエージェン トは正常にデプロイされませんでした
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エージェン ト インス トールでのト ラブルシューテ ィング

エージェン トのインストールが完了したら、 結果を表示し、 レポート を作成することができます。 エージェ

ン トのインス トールが失敗した場合、 各サーバーでエラーの内容を参照できます。 エラーは、 SAからサー

バーにログインして修正できます。 

ここでは、 次の内容について説明します。

• 非管理対象サーバーの情報の表示

• エージェン ト レスサーバーでリモート ターミナルセッシ ョ ンを開く

• エージェン ト インストールのレポート

非管理対象サーバーの情報の表示

非管理対象サーバーとは、 SAエージェン トがインストールされていない物理サーバーを指します。

仮想マシン  (VM) は必ず、 仮想化サービスの管理対象になります。 VMの可視性、 コン ト ロール、 コンプライ

アンスを高めるためには、すべての仮想マシン  (VM) をエージェン トで管理することを強くお勧めします。詳

細については、 『SAユーザーガイド : 仮想化管理』 を参照して ください。

エージェン ト レスの非管理対象サーバーの情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] を選択してから  [SAエージェン トのインス トー

ル ] を選択します。 これにより、 SA エージェン トのインストールが必要なエージェン ト レスサーバーを

検索できます。 詳細については、 エージェン ト レスサーバーの検出 (119ページ) を参照して ください。

2 [SA エージェン トのインストール ] 画面で、 エージェン ト レスサーバーを選択します。 [ アクシ ョ ン ] メ

ニューから  [開く ] を選択します。 エージェン ト レスサーバーの情報が表示されます (図41)。

図41 非管理対象サーバーの [サマリー ] ページ 

非管理対象サーバーの [サマリー ] ビュー

[サマリー ] ビューでは、 エージェン ト レスサーバーについて次の情報が表示されます。

• ホスト名: エージェン トレスサーバーのホスト名 (ド メインネームシステム (DNS) で定義されている場合)。

• IPアドレス: サーバーのIPアドレス。
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• 検出された OS: ネッ トワークスキャン後にサーバー上で検出されたオペレーティングシステム。 ネッ ト

ワークプローブに対するサーバーの応答と、既知のオペレーティングシステムの 「フ ィ ンガープリン ト」

を比較することによって、「 適な推測」 をベースにオペレーティングシステムを表示します。 したがっ

て、 たとえばServer Automation コアとサーバー間にファイアウォールがあり、 ネッ トワークプローブの

実行や変更ができない場合など、 リス トの内容に誤りがあることがあります。

• 実際のOS: エージェン トのインストール後にサーバー上で検出された実際のオペレーティングシステム。

SAが管理対象サーバーにログインし、 オペレーティングシステムのタイプとバージ ョ ンを識別する作業

が完了するまで、 ここには何も表示されません。

• MACアドレス: メディアアクセス制御 (MAC) アドレス。 サーバー搭載のネッ トワークインタフェースカー

ドに割り当てられる一意のハードウェア番号です。 MAC アドレスは、 ネッ トワーク上でのサーバーの物

理アドレスと して使用されます。 MAC アドレスが検出されるのは、 サーバーがゲートウェイと同じ物理

ネッ トワークに存在する場合だけです。

• NICベンダー : ネッ トワークインタフェースカード  (NIC) ド ライバーのベンダー名。 NICベンダーが検出さ

れるのは、 サーバーがゲートウェイと同じ物理ネッ トワークに存在する場合だけです。

• 開いているポート : 非管理対象サーバーで検出された開いているポート。 SAは、 開いているポートをす

べて検索するわけではないので、 これ以外にも開いているポートが存在する可能性があります。

• デプロイメン ト試行回数: サーバーにSAエージェン ト をインストールする際の試行回数。

• 後のデプロイメン ト試行日付/時刻: 前回、 SAエージェン トのインス トールを行った日時。

• 後のデプロイメン ト試行メ ッセージ : SA エージェン トのインストールを前回試行したときに発生した

エラーの原因を説明するメ ッセージ。 

非管理対象サーバーの [履歴] ビュー

サーバーの [履歴] ビューでは、 サーバーで実行されたすべてのアクシ ョ ンの履歴が表示されます。

エージェン ト レスサーバーでリモート ターミナルセッシ ョ ンを開く

エージェン ト レスサーバーでは、 リモート ターミナルセッシ ョ ンを開き、 適切なプロ ト コルを使用してサー

バーにログインして、 エラー修正などの操作を実行できます。 

エージェン ト レスサーバーでリモート ターミナルセッシ ョ ンを開くには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トにログインします。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] を選択してから  [SAエージェン トのインストール] を選択します。

3 エージェン ト レスサーバーを選択します。

4 右クリ ックするか [アクシ ョ ン] メニューを開き、[ログイン方法] を選択してからプロト コルを選択します。

SAがリモートサーバーへのログインで使用するコマンドは、 [ターミナルおよびシェル] オプシ ョ ンで指定し

ます。 [ツール] > [オプシ ョ ン ] を選択します。 詳細については、 ターミナルとシェルのオプシ ョ ン  (40ペー

ジ) を参照して ください。

エージェン ト インス トールのレポート

次の内容を示すレポート を作成できます。

• 現在のネッ トワークスキャンの対象となるすべてのサーバー

• 現在のネッ トワークスキャンの対象の中で、 選択したサーバー 

• 現在のネッ トワークスキャンの対象の中で、 デプロイメン トが成功したサーバー 

• 現在のネッ トワークスキャンの対象の中で、 デプロイメン トが失敗したサーバー
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レポートの保存とエクスポートは、 CSV、 HTML、 テキストの各ファイル形式で実行できます。

エージェン ト インストールが失敗した場合のレポート作成

レポート を作成するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トにログインします。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] を選択してから  [SAエージェン トのインストール] を選択します。

3 [SAエージェン トのインストール] ページで、 エージェン ト レスサーバーを選択します。 [アクシ ョ ン ] メ

ニューの [エクスポート先] では、 作成するレポートの形式を選択できます。 [レポート を保存] ダイアロ

グボックスが開きます。

4 ドロップダウンリストでレポートのタイプを選択します (図42を参照)。

図42 レポートの作成 

5 レポート を保存する場所とファイル名を入力します。

レポートの例 

次に、 デプロイメン トが失敗したサーバーに関する情報を表示するレポートの例を示します。

Server List:

Name : dhcp-183-154.aqua.qa.hp.com
Address : 192.168.183.154
Detected Operating System : Microsoft Windows 2008
Accuracy : 100%
Actual Operating System : Unknown
Open Ports : 3389
MAC Address : 00:50:56:8A:13:58
NIC Vendor : VMWare
# of Deployment Attempts : 0
Last Deployment Message : "No Message"
Managed by HP Server Automation: No
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サーバーとSAコア間の通信

サーバーエージェン トは、 SAコアとの通信を介して、 サーバーに関する情報をコアに提供し、 コアからのコ

マンドを受信します。

• サーバーエージェン トは、 サーバーに関する情報を収集し、 これをSAコアに送信します。 SAコアは、 受

信した管理対象サーバーに関する情報をすべて保存します。

• サーバーでアクシ ョ ン  (ソフ トウェアのインストールまたはアンインストール、 パッチのインストール、

ソフ トウェアまたはハードウェアの構成変更、 監査などのサーバー管理アクシ ョ ン ) を開始すると、 SA

コアはサーバーエージェン トにコマンドを送信します。 サーバーエージェン トはコアからコマンドを受

信し、 サーバー上でアクシ ョ ンを開始します。

サーバーエージェン トは、 セキュアな通信チャネルをコアに対して開き、 IP アドレスとパブリ ックキー証明

書を認証用に提示します。 認証が完了すると、 エージェン トはSAコア内のサーバー情報を更新します。 

サーバー通信テストの実行

ここでは、 SAコアと管理対象サーバー間の通信をテストする方法について説明します。

• サーバー通信テストについて (133ページ) 

• サーバー通信テストの実行 - SAクライアン ト  (134ページ) 

• 通信テストの結果 (134ページ) 

• 詳細については、 サーバー通信テストのト ラブルシューティング (285ページ) も参照して ください。

SAは、 ESXiサーバーにサーバーエージェン ト をインストールしないので、 VMware ESXiサーバーでは通信テス

ト を実行できません。 仮想化サービスがESXiサーバーを認識できるかどうかを確認するには、 サーバーを選

択して [仮想化] ビューを選択します。 [仮想化] ビューでは、 ESXiサーバーを管理する仮想化サービスとその

接続状態が表示されます。仮想サーバーの詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想化管理』 を参照して く

ださい。

サーバーの通信テストには、 SA Webクライアン トは使用できません。 通信テストの実行には、 SAクライアン

ト を使用して ください。 サーバー通信テストの実行 - SAクライアン ト  (134ページ) を参照して ください。

サーバー通信テストについて

実際の稼働環境では、 サーバーエージェン トが到達不能になり、 SAコアがエージェン ト と通信できな く なる

ことがあります。 SAでは、 エージェン トが到達不能になった管理対象サーバーを特定するために、 すべての

管理対象サーバーを対象に通信テスト を定期的に実行し、 テスト結果を保存します。 テスト結果は、 各サー

バーの [プロパティ ] でエージェン トの到達可能性ステータスを確認できます。 また、すべての管理対象サー

バーについて、 前回の通信テスト以降の到達可能性ステータスを表示できます。

通信テストは、 1 つまたは複数のサーバー上で手動実行できます。 テス トが終了すると、 結果がサーバーご

とに表示されます。 また、 1 つのテストが失敗したことが原因で、 他のテス ト を実行できな く なるケースも

あります。

各通信テストジ ョ ブの結果は、 [ジ ョブとセッシ ョ ン] タブに保存されます。実行済みの通信テストの結果は、

検索と表示が可能です。

通信テストでは、 SA コアのコンポーネン ト と各管理対象サーバー間の通信とデータ交換をチェ ッ クします。

SAコアがサーバーを管理するには、 各管理対象サーバーで稼働するサーバーエージェン ト と通信可能な状態

でなければなりません。
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サーバー通信テストのタイプ

通信テストでは、 次の診断が行われます。

• AGT テスト  ( エージェン ト通信へのコマンドエンジン ): SA コアがサーバー上で動作している SA エージェ

ン ト と通信できるかどうかをテスト します。 

• CRPテス ト  (暗号一致): SAコアと管理対象サーバーの間の接続の暗号化とセキュリテ ィ をテスト します。

エージェン トのSSL暗号情報ファイルが有効かどうかをチェ ックします。

• CEテス ト  (コマンドエンジン通信のエージェン ト ): 実行するコマンドを、 サーバーがSAコアから取得で

きるかどうかをテスト します。

• DAEテス ト  (データアクセスエンジンのエージェン ト ): 保存されたデバイス情報を、サーバーがSAコアか

ら取得できるかどうかをテスト します。

• SWRテス ト  (ソフ トウェアリポジト リ通信のエージェン ト ): ソフ トウェアとパッチを、 サーバーがSAコ

アから取得できるかどうかをテスト します。

• MIDテス ト  (マシンID一致): サーバーのマシンIDがSAコアに記録されているマシンIDと一致するかどうか

を確認します。

サーバー通信テストの実行 - SAクライアン ト

通信テストは、 1つまたは複数のサーバー上で実行できます。 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トで、 [デバイス] タブを選択します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 1つまたは複数のサーバーを選択します。

3 [アクシ ョ ン ] メニューを選択するか右クリ ックし、 [実行 ] > [通信テスト ] を選択します。 選択したサー

バー上で通信テストが実行されます。 実行結果は [通信テストの実行] 画面に表示されます。

4 オプシ ョ ンで、 [バックグラウンドで実行] ボタンを選択できます。 このボタンを選択すると、 [通信テス

トの実行] 画面が閉じて、 テストが完了すると再度開きます。

5 テストが失敗した場合は、 サーバー通信テストのト ラブルシューティング (285ページ ) を参照して くだ

さい。

通信テス トの結果

表9では、エージェン トの到達可能性テストの正否を示すアイコンをまとめます。詳細については、サーバー

通信テストのト ラブルシューテ ィング (285ページ) を参照して ください。

表9 エージェン トの到達可能性ステータスを示すアイコン

ステータス

アイコン テスト結果

通信テストに成功しました。 サーバーは到達可能です。 

 または 
通信テス トは実行されませんでした。一般的に、他のテス トが失敗したこ とが原因

です。

 または 
通信テストに失敗しました。 サーバーは到達不能です。

 または 
通信テストを実行中です。
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第5章 カスタマーの作成と管理
SAでは、 次の方法で管理対象サーバーを整理できます。 

• SAでカスタマーを作成し、そこにサーバーを割り当てます。カスタマーを作成することにより、サーバー

をグループにまとめ、 アクセス制御の境界を定義することができます。

• デバイスグループを作成し、 そこにサーバーを追加します。 サーバーの追加は、 手動で行う方法と、 メ

ンバーシップを自動的に指定するルールを定義する方法があります。 デバイスグループを作成すること

により、サーバーをグループにまとめ、アクセス制御の境界を定義することができます。デバイスグルー

プの詳細については、 SAクライアン トのサーバーとデバイスグループ (61ページ) を参照して ください。

• サーバーの用途カテゴリ とデプロイメン トステージカテゴリを作成および変更します。 サーバーのカテ

ゴリをもとに、 サーバーの分類、 サーバーの用途、 ライフサイクルデプロイメン トの各ステージを特定

できます。 詳細については、 サーバーの用途とデプロイメン トステージのカテゴリ  (216 ページ ) を参照

して ください。

カスタマーの管理に SA Web クライアン トは使用できません。 SA クライアン ト を使用して く ださい。 カスタ

マーのタスク  - SAクライアン ト  (139ページ) を参照して ください。

カスタマーについて

多くのエンタープライズ環境では、独立したITオペレーシ ョ ンを1つのオペレーシ ョ ンに統合して実行してい

ますが、 レポート作成、 課金、 管理などの処理は事業体、 グループ、 顧客単位で行う必要があります。 たと

えば、 ある会社を例に考えてみまし ょ う。 この会社では、 West Coast Office、 East Coast Office、 London Office

という3つの支店で異なる業務を行っています。ただしサービスプロバイダーがITオペレーシ ョ ンを行う際に

は、 Customer A、 Customer B、 Customer Cなど、 顧客ごとにサービスを提供します。

このような場合、 SAはカスタマーを複数作成し、 管理対象サーバーを割り当てます。

SAのカスタマーとは、 複数のサーバーで構成される論理的なグループです。 このようにサーバーをグループ

化することで、 カスタマーに所属するすべてのサーバーに対して IT管理タスクを実行できます。 また、 カス

タマーを使用することにより、 セキュリテ ィ と承認の境界を設定することもできます。 各SAユーザーには、

1 つまたは複数のカスタマーへのアクセスが許可する必要があり、 これによってそのカスタマーに所属する

サーバーへのアクセスが可能になります。

さらにカスタマーには、 パッチやパッチポリシー、 ソフ トウェアパッケージ、 ソフ トウェアポリシーなどの

IT リソースも割り当てることができます。 カスタマーに所属するサーバーは、 そのカスタマーに割り当てら

れているリソースのみを使用できます。ただし、「カスタマー独立」 という特殊なカテゴリに割り当てられた

リソースは、 所属カスタマーに関係な くすべてのサーバーが利用できます。

カスタマーとファシリテ ィ

ファシリテ ィ とは、 SA コアまたはサテライ トが管理するすべてのサーバーを指します。 ファシリテ ィは、 1

つまたは複数設定できます。 ファシリテ ィは、 SAコアまたはサテライ トが個別に管理します。 コアとファシ

リテ ィが複数存在する場合、 マルチマスターメ ッシュによってSAコアを相互接続することによって、 高レベ
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ルの信頼性、 冗長性、 拡張性、 パフォーマンスを実現できます。 このメ ッシュでは、 すべてのコアとサテラ

イ トは相互に通信することにより、 すべてのデータを重複して保存します。 また、 1 つのコアがダウンして

も、 そのコアが管理していたサーバーへのサービス提供は、 別のコアが自動的に引き継ぎます。

カスタマーとは、 サーバーをグループごとにまとめて、 サーバーのユーザーに基づいてアクセス制御を行う

ための要素です。 カスタマーは、 社内の部署など、 業務上の組織に関連付けられたサーバーのグループを指

します。 通常の場合、 サーバーではカスタマー向けのアプリケーシ ョ ンが実行されるので、 サーバーはカス

タマーに関連付けられます。 

必要な数のカスタマーを定義し、 管理対象サーバーをそれぞれに割り当てることができます。 ただし、 ファ

シリテ ィ内のサーバーをカスタマーに追加するには、 カスタマーを 1 つまたは複数のファシリテ ィに関連付

けてお く必要があります。 1 つのカスタマーに複数のファシリテ ィ を割り当てることが可能であり、 1 つの

ファシリテ ィに複数のカスタマーを含めることも可能です。 1 つのカスタマーを複数のファシリテ ィに関連

付ける方法については、 カスタマーの表示と変更 - SAクライアン ト  (140ページ) を参照して ください。

事前定義のカスタマー

SAでは、 次のカスタマーが事前に定義されています。 

• 未割り当て: 「実際の」 顧客に割り当てられていないサーバーが所属するデフォルトの 「カスタマー」 で

す。 サーバーをSAに追加すると、 このサーバーは未割り当てのカスタマーに関連付けられます。

• Opsware ( カスタマー ): Opsware カスタマーに所属する SA インフラス ト ラクチャーコンポーネン トです。

Opswareカスタマーは、 システムに付属するカスタマーであり、 SAインフラスト ラクチャー (コア、 サテ

ライ ト、 スライス ) をホストするサーバー (またはVM) が専用で使用します。 このカスタマーでは、 イン

フラスト ラクチャーサーバーに専用のアクセス制御を指定して他のサーバーと論理的に分離することに

より、 誤って削除してしまう不安がな く なります。

Opsware カスタマーの名前は変更可能ですが、 Opsware カスタマーに属する品質は、 名前変更後のエン

テ ィテ ィに適用されます。

警告: Opswareカスタマーに割り当て可能なのは、Server Automationインフラスト ラクチャーサーバーのみで

す。 誤ってインフラス ト ラクチャーサーバー ( またはVM) を Opsware カスタマーに割り当てた場合、 カスタ

マーのステータスを  [未割り当て] に変更してから削除して く ださい。 

• カスタマー独立: ソフ トウェアやパッチなどのリソースを、カスタマーに依存しないリソースとして指定

できます。 この 「カスタマー」 にサーバーを割り当てることはできません。 カスタマー独立のリソース

は、 サーバーが割り当てられているカスタマーに関係な く、 どの管理対象サーバーにもインストールで

きます。

カスタマー独立のソフ トウェアとパッチは、 未割り当てのサーバーにインス トールできます。 ただし、 カス

タマーに割り当てられていないサーバーに、 カスタマーに割り当てられいるリソースをインストールするこ

とはできません。 これは、 リソースとサーバーは同じカスタマーに割り当てる必要があるからです。

カスタマーのセキュリテ ィ、 承認、 アクセス権

カスタマーを複数作成し、 それぞれに異なるサーバーと IT リソースを割り当てることにより、 セキュリテ ィ

保護の境界とユーザー承認機能をセッ トアップできます。 カスタマーのサーバーと IT リソースへのアクセス

権を持っているユーザーのみが、 サーバーとリソースの管理を許可されます。 カスタマーのサーバーと IT リ

ソースに対するアクセス権を持たないユーザーは、 カスタマーのサーバーの管理はもちろん、 表示すること

もできません。

サーバーと リソースに対するアクセスは、ユーザーグループに基づいて許可または拒否されます。1人のユー

ザーは1つまたは複数のユーザーグループに所属することができます。 1つのユーザーグループは、 1つまた

は複数のカスタマーにアクセスできます。 このカスタマーとユーザーグループを組み合わせることにより、

セキュリテ ィ と承認をきめ細かく制御することができます。

ユーザー、 ユーザーグループ、 アクセス権の設定については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。
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カスタマーを作成、 削除、 変更する権限

カスタマーを作成または削除するには、 スーパー管理者の権限が必要です。 カスターを変更するには、 カス

タマー機能の権限が必要です。 アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

カスタマーのタスク  - SAクライアン ト

ここでは、 SAクライアン トによるサーバー管理に、 SAカスタマーを使用する方法について説明します。

カスタマーへのサーバーの割り当て - SAクライアン ト

各管理対象サーバーは、 1つのカスタマーにしか割り当てることができません。 「未割り当て」 のカスタマー

に割り当てることも可能です。 サーバーを別のカスタマーに割り当てるには、 次の手順で実行します。

1 SAクライアン トで、 [デバイス] タブを選択します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] ノードの下にあるサーバーに移動します。

3 サーバーを選択します。

4 [アクシ ョ ン] を選択するか、 右クリ ックで [開く ] を選択します。 新しいウィンドウが開き、 サーバー情

報が表示されます。

5 ナビゲーシ ョ ンペインで [ プロパティ ] を選択します。 サーバーが割り当てられているカスタマーなど、

サーバーに関する管理情報が表示されます。

6 [カスタマー ] フ ィールドの横にある  [変更] ボタンを選択します。選択可能なカスタマーのリストが表示

されます。

7 カスタマーを選択します。

8 [選択] ボタンをクリ ックします。

9 変更内容を破棄する場合は、 [ファイル] > [元に戻す] を選択します。

10 変更内容を保存する場合は、 [ファイル] > [保存] を選択します。

カスタマーの新規作成 - SAクライアン ト

新しいカスタマーを作成するには、 スーパー管理者でログインする必要があります。 アクセス権の詳細につ

いては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

新しいカスタマーを作成するには、 次の手順を実行します。

1 カスタマー機能のアクセス権を持つユーザーでSAクライアン ト ログインします。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで [管理] タブを選択します。ナビゲーシ ョ ンパネルの一番上に [カスタマー ] ノー

ドが表示されます。

3 ナビゲーシ ョ ンパネルで  [カスタマー ] ノードを選択します。定義済みのカスタマーがすべて表示され

ます。

4 [アクシ ョ ン] > [新規] を選択します。新しいカスタマーの作成ウィンドウが開きます。必要なアクセス権

が割り当てられていないと、 このメニューは無効になります。

5 新規カスタマーの名前と短い名前を入力します。 ここで指定した名前は、 SAクライアン トで表示名とし

て表示されます。 短い名前は、 SA内部で使用されます。
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6 [+] アイコンをクリ ックすると、 ファシリテ ィ を追加できます (オプシ ョ ン)。 カスタマーに割り当て可能

なサーバーは、 カスタマーに関連付けられているファシリテ ィのサーバーのみです。 詳細については、

カスタマーとファシリテ ィ  (137ページ) を参照して ください。

7 新しいカスタマーを作成する場合は、 [ファイル] > [保存] を選択します。

カスタマーの表示と変更 - SAクライアン ト

カスタマーを変更するには、適切なアクセス権が必要です。アクセス権の詳細については、『SA 管理ガイド』

を参照して ください。

カスタマーを表示または変更するには、 次の手順で実行します。

1 カスタマー機能のアクセス権を持つユーザーでSAクライアン ト ログインします。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで [管理] タブを選択します。ナビゲーシ ョ ンパネルの一番上に [カスタマー ] ノー

ドが表示されます。

3 ナビゲーシ ョ ンパネルで  [カスタマー ] ノードを選択します。定義済みのカスタマーがすべて表示され

ます。

4 表示したいカスタマーを選択します。 カスタマー情報が下のペインに表示されます。

5 [表示] リス トで、 [プロパティ ] または [カスタム属性] のいずれかを選択します。

6 カスタマーを別ウィンドウで開くには、 カスタマーを 1 つまたは複数選択し、 [ アクシ ョ ン ] を選択する

か、 右クリ ックで [開く ] を選択します。 別ウィンドウが開いてカスタマーが表示されます。

7 [プロパティ ] を選択すると、 カスタマーの名前の表示や変更、 カスタマーに関連付けられているファシ

リテ ィの表示と変更を実行できます。

8 [カスタム属性] を選択すると、 カスタマーで定義したカスタム属性を表示、 変更、 削除できます。 カス

タム属性の値は、選択して変更します。 [+] アイコンをクリ ックすると、新しいカスタム属性を追加でき

ます。カスタム属性を1つまたは複数削除するには、削除したい属性を選択してから  [-] アイコンをクリ ッ

クします。

9 [ファイル] > [元に戻す] を選択すると、 変更内容がすべて破棄されます。

10 [ファイル] > [保存] を選択すると、 カスタマーの変更内容が保存されます。

カスタマーの削除 - SAクライアン ト

カスタマーを削除するには、適切なアクセス権が必要です。アクセス権の詳細については、『SA 管理ガイド』

を参照して ください。

カスタマーを削除するには、 次の手順を実行します。

1 カスタマー機能のアクセス権を持つユーザーでSAクライアン ト ログインします。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで [管理] タブを選択します。ナビゲーシ ョ ンパネルの一番上に [カスタマー ] ノー

ドが表示されます。

3 ナビゲーシ ョ ンパネルで  [カスタマー ] ノードを選択します。定義済みのカスタマーがすべて表示され

ます。

4 削除したいカスタマーを1つまたは複数選択します。

5 [ アクシ ョ ン ] を選択するか、 右クリ ックで [削除 ] を選択します。 選択したカスタマーが削除されます。

必要なアクセス権が割り当てられていないと、 このメニューは無効になります。
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第6章 SA拡張の実行
HP Server Automation (SA) では、Automation Program Extension (APX) を作成することによって機能を拡張する

ことができます。 ここでは、 APX拡張の概要と、 APX拡張を実行する方法について説明します。

APX拡張を作成する方法については、『SAプラッ ト フォーム開発者ガイド』の 「Automation Platform Extensions

(APX) によるSAの拡張」 を参照して ください。

APX拡張は、 シェルスクリプ ト、 Python、 Perl、 PHPなどスクリプ トベースのプログラ ミングツールの知識を

持つユーザー向けに、 SAの機能を拡張し、 SA との緊密な統合を可能にするアプリケーシ ョ ンを作成するフ

レームワークを提供します。 SAでは、 次の2つのタイプのAPX拡張を使用できます。 

• Program APX拡張は、 Global File System (OGFS) で実行され、すべてのOGFS機能を使用できます。一般的な

プログラ ミング方法で SA API を使用し、 コアの管理対象サーバーにアクセスして新しいカスタム機能を

実装できます。 たとえば、 管理対象サーバーからBIOS情報を収集し、 シェルコマンドを使用してカスタ

ムフ ィールドを取り込むAPX拡張を記述できます。

• Web APX拡張では、 Webベースのアプリケーシ ョ ンを作成できます。 このアプリケーシ ョ ンでは、 GET 
URLまたはPOST URL を使用して、 Apache 2.xプロセスまたはCGI/PHPスクリプ トが呼び出されます。 Web
APX拡張には、画像などの静的なWebリソースを含めたり、CGIやPHPを使って動的なコンテンツ生成を実

行できます。

APX拡張では、 管理対象環境のデータにアクセスし、 取得したデータを、 Web アプリケーシ ョ ン、 スクリプ

ト、 プログラムなどのカスタムアプリケーシ ョ ンを使って共有または処理することが可能です。

拡張の実行方法

拡張は、 次のように複数の方法で実行できます。

• 管理対象サーバーから実行する方法 (サーバーを選択): SAクライアン トのサーバーを1つまたは複数選択

し、 右クリ ックするか [アクシ ョ ン] を選択してから  [拡張の実行] を選択します。 この方法は、 一部のプ

ログラム拡張のみで使用できます。 詳細については、 管理対象サーバーでの拡張の実行 (142ページ ) を
参照して ください。

• SAクライアン ト ライブラリから実行する方法:  

— SAクライアン トで [ライブラリ ] > [タイプ別] > [拡張] > [Web] または [プログラム] を選択します。 拡

張を選択し、 次の手順を実行します。 

– 拡張をダブルクリ ックします。

– 拡張を右クリ ックしてから  [実行...] を選択します。

– [アクシ ョ ン] > [停止] を選択します。

— SAクライアン トで [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択し、 拡張を選択してから  [アクシ ョ ン] > [実
行] を選択します。

• Global Shellから実行する方法 (プログラム拡張のみ ): Global Shellから /opsw/apx/bin/<拡張名> を実行

します。 <拡張名> には、拡張を一意に特定する名前を指定します。必要なパラメーターがあれば適宜指

定します。 Global Shellの詳細については、 SA Global Shell (255ページ) を参照して ください。
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• Webブラウザーから実行する方法 (Web拡張のみ ): WebブラウザーのURL フ ィールドにhttps://<SA コア>/

webapp/<拡張名> と入力します。 <SAコア> にはSAコアのIPアドレスまたはホスト名、 <拡張名> にはWeb

拡張を一意に特定できる名前を指定します。

• SA APIから実行する方法 (プログラム拡張のみ): SA APIで、ProgramAPXService.startProgramAPX() メ

ソッ ドを使用します。SA APIの詳細については、『SAプラッ ト フォーム開発者ガイド』 を参照して ください。

SAではESXiサーバーにエージェン トがインストールされないので、 VMware ESXiハイパーバイザーではほとん

どの拡張を実行できません。 したがって、 ESXiサーバーの管理は、 VMware vCenter仮想化サービスで行いま

す。 詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想化管理』 を参照して ください。

Global Shellで、 管理対象サーバーの情報を取得するAPX (システム診断APXなど) を実行する場合、 サーバーで

エージェン ト を実行する必要があります。 エージェン トが稼働していない状態で APX を実行すると、 エラー

が発生します。

管理対象サーバーでの拡張の実行

拡張には、 1 つまたは複数の管理対象サーバーを入力パラ メーターと して取得し、 このサーバーに対して操

作や情報収集を実行するタイプの拡張があります。 たとえば、 スクリプ ト を使用して、 サーバー上にあるデ

バイスの情報を収集する拡張を作成する場合、 1 つまたは複数のサーバーを選択してからこの拡張を選択す

ると、 拡張を実行できます。 この拡張では、 1 つまたは複数の管理対象サーバーを入力と して使用する内容

が記述されています。

この方法で実行可能な拡張は、 “com.hp.client.server.RightClickToRun”インタフェースを実装するプログラム拡

張のみです。 このインタフ ェースを使用する拡張は、 1 つまたは複数のサーバーを入力パラ メーターと して

処理します。

SA クライアン トでは、 実行が許可されている拡張のみが表示されます。 アクセス権の詳細については、 『SA
管理ガイド』 を参照して ください。

拡張の作成方法、 RightClickToRunインタフェース、 アクセス権の詳細については、 『SAプラッ ト フォーム開発

者ガイド』 の 「Automation Platform Extension (APX) によるSAの拡張」 を参照して ください。

サーバーを1つまたは複数選択してから、 SAプログラム拡張を実行するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを1つまたは複数選択します。

3 サーバーを右クリ ックするか、 [アクシ ョ ン] > [拡張の実行] > [拡張の選択] を選択します。

または

サーバーを右クリ ックするか [アクシ ョ ン ] > [拡張の実行] を選択します。 メニューに拡張が表示されて

いる場合は、 格納の名前を選択します。

[拡張の実行] で、 これまで実行したことがあるプログラム拡張がすべて一覧表示されます。 拡張は、 [拡

張の選択] ウィンドウを開かな く ても選択できます。
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次の例は、[拡張の選択...] メニュー項目を選択したときの画面です。MyExtensionとFindMyAppDatesとい

う名前のサンプルプログラムと、 [拡張の選択...] メニュー項目が表示されています。

図43  [拡張の実行] メニュー

[拡張の実行(X)] には、 [拡張の選択...] で実行したことがある拡張のみが表示されます。 したがって、 [拡張の

実行] に拡張を表示するには、 [拡張の選択] を選択し、 下の手順4に沿って拡張を選択する必要があります。

4 手順3 (142ページ) の [拡張の実行] で拡張を選択した場合は、 手順5に進んで ください。
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[拡張の選択...] を選択すると、 利用可能な拡張が表示されます。 次の画面が開き、 MyExtension、

FindMyAppDates、 Extensible Discoveryという3つの拡張が表示されます。 拡張を選択して [OK] をクリ ック

します。

図44 [拡張の選択] ウィンドウ

5 実行する拡張を選択すると、次の [プログラム拡張の実行] ウィンドウが開きます。このウィンドウでは、

拡張の実行対象となるデバイスが表示されます。

実行対象デバイスを追加したい場合は、 [デバイスを含める ] ボタンをクリ ックし、 デバイスまたはデバ

イスグループを選択します。 実行対象からデバイスを除外するには、 デバイスを選択して [削除 ] をク

リ ックします。

図45 [プログラム拡張の実行] ウィンドウでのデバイスの選択

6 [次へ] ボタンをクリ ックします。 プログラムのプロパティ とプログラム実行パスが表示されます。 (オプ

シ ョ ン ) プログラム実行パスを編集して [次へ ] をクリ ックすると、 実行時オプシ ョ ンと出力オプシ ョ ン

が表示されます。
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7 (オプシ ョ ン ) 実行時オプシ ョ ンと出力オプシ ョ ンを変更して [次へ] をクリ ックすると、 スケジュール頻

度、 時刻と期間が表示されます。

また、 [ジ ョブの開始] をクリ ックすると、 残りのオプシ ョ ン指定が省略され、 デフォルト値に基づいて

拡張が実行されます。

8 (オプシ ョ ン ) 拡張の実行頻度を指定して [次へ] をクリ ックすると、 電子メール通知とチケッ ト ト ラ ッキ

ングが表示されます。

9 (オプシ ョ ン ) 電子メール通知を変更してチケッ ト IDを追加し、 [次へ] をクリ ックすると、 [ジ ョブステー

タス] 画面が表示されます。

10 [ジ ョブの開始] を選択して拡張を実行します。 [プログラム拡張の実行] 画面が開き、 拡張の進行状況が

表示されます。 実行が完了したら、 [閉じる] をクリ ックします。

管理対象サーバーでの拡張検出の実行

SAは、 デフォルト設定でも、 サーバーから大量の情報を収集することができます。 拡張検出を使用すること

により、 サーバーに関する追加情報の迅速かつ簡単な収集が可能になります。 拡張検出は、 検出をカスタマ

イズする機能であり、 ユーザーの管理対象環境で稼働するサーバーのカスタム情報を検出および取得でき

ます。

ここでは、 拡張検出を実行する方法について説明します。 拡張検出をカスタマイズし、 ユーザー作成のスク

リプ ト を追加する方法については、 拡張検出へのスクリプ トの追加 (146ページ) を参照して ください。

拡張検出を実行するには、 拡張検出を実行するサーバーに対する書き込み権限と、 SAライブラリ内の拡張検

出フォルダーに対する実行権限が必要になります。 アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照

して ください。

SAではESXiサーバーにエージェン トがインストールされないので、 VMware ESXiハイパーバイザーサーバーで

は拡張検出を実行できません。 したがって、 ESXiサーバーの管理は、 VMware vCenter仮想化サービスで行いま

す。 詳細については、 『SAユーザーガイド : 仮想化管理』 を参照して ください。

拡張検出を実行するには、 次の手順を実行します。

1 管理対象サーバーでの拡張の実行 (142ページ ) の手順に従って、 拡張検出の拡張を実行します。 この手

順では、 次の処理が実行されます。

a 選択したサーバー上で、 “Customer Provided Scripts” と “HP Provided Scripts”の各ポリシーを修復しま

す。 修復中、 このポリシーに含まれるすべてのスクリプ トがすべての管理対象サーバーにコピーさ

れ、 管理対象サーバーにスクリプ トが格納されます。

b 選択したサーバー上で、 拡張検出ディレク ト リ内にあるすべてのスクリプ ト を実行します。

c スクリプ トの出力は、 カスタム属性またはカスタムフ ィールドのいずれかに表示されます。

サーバーで拡張検出を初めて実行する際には、 実行するサーバーにスクリプ ト をインストールする必要があ

るので、 実行時間が長くかかることがあります。

2 各サーバーのカスタム属性またはカスタムフ ィールドで、 実行結果を確認します。

エラーが発生している場合、 次のカスタム属性で詳細情報を参照できます。

— HPSW_ED_error: サーバーでエラーが発生すると、 このカスタム属性が生成され、 エラーメ ッセージ

が保存されます。 エラーが発生したサーバーを特定するには、 このカスタム属性でサーバーを検索

できます。

拡張検出の実行でエラーが発生しない場合、 このカスタム属性は削除されます。

— HPSW_ED_warning: サーバーで致命的ではない警告が発生すると、 このカスタム属性が生成されます。
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拡張検出の実行で警告が発生しない場合、 このカスタム属性は削除されます。

詳細については、 カスタムフ ィールド とカスタム属性の比較 (152ページ) を参照して ください。

拡張検出のOGSHからの実行

拡張検出は、 次のコマンドインタフェースにより、 Global Shell (OGSH) からも実行できます。

/opsw/apx/bin/com/opsware/extensible_discovery -d <サーバー ID> -g <グループID>

次の表は、 このコマンドのオプシ ョ ンを示します。 Global Shellの詳細については、 SA Global Shell (255ペー

ジ) を参照して ください。

SAクライアン トのサーバー IDまたはデバイスグループIDは、サーバーまたはデバイスグループを表示すると、

オブジェク ト ID列に表示されます。 オブジェク ト IDは整数値です。

拡張検出へのスクリプ トの追加

SAは、 デフォルト設定でも、 サーバーから大量の情報を収集することができます。 拡張検出を使用すること

により、 サーバーに関する追加情報の迅速かつ簡単な収集が可能になります。 拡張検出は、 検出をカスタマ

イズする機能であり、 ユーザーの管理対象環境で稼働するサーバーのカスタム情報を検出および取得できま

す。 拡張検出には次のような機能があります。

• サーバーからカスタム情報を収集するスクリプ ト を記述し、 スクリプ ト を拡張検出に統合します。

• スクリプ トの実行スケジュールを指定します。

• カスタム情報の結果を検索し、 レポート を作成します。

• 取得した情報を他のツールにエクスポート し、 さらに詳細な分析や意志決定のサポートに役立てます。

• スクリプ トの変更に応じてすべてのサーバーを自動更新します。

表10 extensible_discoveryコマンドのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 使用

-h
--help

このコマンドのヘルプを表示します。

-d <サーバー ID>

--deviceids=<サーバー ID>

1 つまたは複数のサーバー ID またはサーバー名をカンマ区切りで指定しま

す。 指定したサーバーで拡張検出を実行します。

-g <グループID>

--groupids=<グループID>

1つまたは複数のデバイスグループIDまたはデバイスグループ名を、 カンマ

区切りで指定します。 指定したグループ内のすべてのサーバーで拡張検出

を実行します。
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拡張検出に付属するスクリプ ト

拡張検出には次のスクリプ トが付属します。拡張検出を実行すると、このスクリプ トは選択した管理対象サー

バーで自動実行されます。

このスクリプ ト を実行すると、 HPSW_ED_firmware_versionまたはHPWS_ED_oslevelという名前のカスタ

ム属性が生成されます。戻り値をカスタムフ ィールドに格納したい場合は、HPSW_ED_firmware_versionと

HPWS_ED_oslevelという名前のカスタムフ ィールドを作成して ください。拡張を実行すると、戻り値がカス

タムフ ィールドに格納されます。 カスタムフ ィールドが存在しない場合、 拡張検出は各サーバーにカスタム

属性を作成し、 カスタム属性にデータが格納されます。

上記のスクリプ トは、 SAライブラリの/Opsware/Tools/Extensible Discovery/HP Provided 

Componentsに格納されています。スクリプ ト を表示するには、SAクライアン トで [ライブラリ ]、[フォルダー

別] を選択し、HP Provided Scriptsフォルダーに移動します。 .zipファイルを選択し、 [アクシ ョ ン] < [ソフ

トウェアのエクスポート ] を選択します。

このスクリプトを管理対象サーバーで実行した くない場合は、 “HP Provided Scripts” ソフ トウェアポリシーから

スクリプ ト を削除します。詳細な手順は次の拡張検出に付属するソフ トウェアポリシーを参照して ください。

拡張検出に付属するソフ トウェアポリシー

拡張検出では、 次の2 つのソフ トウェアポリシーを使用します。 このポリシーには、 管理対象サーバーの情

報を収集するスクリプ トが含まれています。 拡張検出は、 管理対象サーバー上にあるこのソフ トウェアポリ

シーを自動的に修復し、 ポリシー内のスクリプ ト を実行します。

• HP Provided Scripts: このソフ トウェアポリシーには、 HPが提供するスクリプ トが含まれます (表11 「拡

張検出に付属するスクリプ ト」を参照)。このポリシーは、SAライブラリの/Opsware/Tools/Extensible

Discovery/HP Provided Componentsに格納されています。

• Customer Provided Scripts: インストール時、 このソフ トウェアポリシーには何も含まれていません。 次

の手順に従ってこのソフ トウェアポリシーにカスタムスクリプ ト を追加すると、 拡張検出はそのスクリ

プ ト を使用します。 このポリ シーは、 SA ラ イブラ リの/Opsware/Tools/Extensible Discovery/

Customer Provided Componentsに格納されています。

拡張検出を実行すると、 選択した管理対象サーバーでポリシーが修復され、 ポリシーに含まれるスクリプ ト

がすべて実行されます。 ポリシー内のスクリプ ト を実行した く ない場合は、 ポリシーからスクリプ ト を削除

します。

表11 拡張検出に付属するスクリプ ト

スクリプ ト名

オペレーティ

ングシステム 説明

get_oslevel.sh AIX オペレーティ ングシステムレベルを返します (AIX コマンド

のoslevel -sを使用します)。

get_install_date.sh HP-UX オペレーテ ィ ングシステムのインス トール日を返します。

日付の書式は、 カスタム属性または文字列型のカスタム

フ ィールドに合わせて指定されます。 日付型のカスタム

フ ィールドの書式は使用されません。

get_firmware_version.sh Linux BIOSバージョ ンを返します。

get_firmware_version.sh Solaris Sparcサーバーで実行する場合、EEPROM (またはOBP) のバー

ジョ ンを返します。 それ以外の場合は、 BIOSバージョ ンを

返します。

get_firmware_version.vb Windows BIOSバージョ ンを返します。
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拡張検出は、 ポリシー内のスクリプ ト を、 管理対象サーバーにある次のディレク ト リにコピーします。

• /var/opt/opsware/extensible_discovery/scripts/ (UNIXシステム)

• %SYSTEMDRIVE%\Program Files\Common 

Files\Opsware\extensible_discovery\scripts\ (Windowsシステム)

拡張検出は、 スクリプ トの内容に関わらず、 ディ レク ト リ内のすべてのスクリプ ト を実行します。

ソフ トウェアポリシーは、付属のポリシーだけでな く、ユーザー独自のポリシーを作成することもできます。

ただし、 ユーザーが作成したポリシーについては、 拡張検出を実行する管理対象サーバーで修復する必要が

あります。 ソフ トウェアポリシーの詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して く

ださい。

拡張検出で使用するスクリプ トの記述

ここでは、 拡張検出で使用するスクリプ ト を記述する際の要件とガイ ド ラインを説明します。 作成したスク

リプ ト を拡張検出に追加する方法については、 拡張検出へのカスタムスクリプ トの追加 (148 ページ ) を参照

して ください。

• “HP Provided Scripts” ソフ トウェアポリシーで使用できるサンプルスクリプ ト をい くつか提供していま

す。サンプルスクリプ トは、 /Library/Opsware/Tools/Extensible Discovery/HP Provided Componentsに格納さ

れています。 詳細については、 拡張検出に付属するスクリプ ト  (147ページ) を参照して ください。

• ベストプラクテ ィスと しては、 作成したスクリプ トはバージ ョ ン管理システムに保存して ください。

• スクリプ ト内でエラー処理を実行し、 正確な終了ステータスを返すようにします。 拡張検出は、 さまざ

まなエラーを次のように処理します。

— シェルスクリプ トの終了ステータスは、スクリプ トの 後のコマンドの終了ステータスです。ステー

タスに0 (ゼロ) を返した場合、 そのスクリプ トは成功したとみなされます。

— ステータスが0 (ゼロ) の場合でも、 stderrに出力を送信することがあります。 この場合も、 実行は成

功したとみなされます。 stderrからの出力は、 stdoutと同じ方法で処理されます。

— ステータスに0 (ゼロ ) を返し、 stdoutまたはstderrに何も出力しない場合、 実行は成功したとみなさ

れ、 カスタム属性またはカスタムフ ィールドに空白の値が書き込まれます。 カスタム属性やカスタ

ムフ ィールドを““に設定するには、 この方法を使用できます。

— ステータスが0 (ゼロ ) 以外の場合、 エラーとみなされます。 スクリプ トのstdoutと stderrを含むメ ッ

セージがHPSW_ED_errorカスタム属性に保存されます。

— 実行不能なスク リプ トや構文エラーを含むスク リプ トはエラーとみなされます。 スク リプ トの

stdoutとstderrを含むメ ッセージがHPSW_ED_errorカスタム属性に保存されます。

— スクリプ トが、 サーバー上に収集するデータがないと判断した場合 (たとえば、

get_eeprom_version.shをSolaris x86サーバーで実行する場合、 EEPROMはありません)、 終了ステータ

ス 3 を返す必要があります。 拡張検出は、 このステータスを 「該当なし」 と解釈し、 そのデータ項

目には何も返しません。

— UNIXシェルスクリプ トでは、 スクリプ ト内のいずれかのコマンドが失敗した場合にスクリプ ト を失

敗として終了するには、 スクリプ トの先頭に#!/bin/sh -eを挿入します。 詳細については、 UNIX

シェルのドキュメン ト を参照して ください。

拡張検出へのカスタムスクリプ トの追加

拡張検出をカスタマイズするには、 カスタムデータを収集するスクリプ ト を記述し、 これをSAにインポート

します。 スクリプ ト を記述する際の要件とガイ ド ラインについては、 拡張検出で使用するスクリプ トの記述

(148ページ) を参照して ください。
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ここで説明する内容は、 ソフ トウェアポリシーに関する知識が前提となります。 ソフ トウェアポリシーの詳

細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

拡張検出にスクリプ ト を追加するには、拡張検出フォルダーに対する書き込み権限と、ソフ トウェアポリシー

を作成する権限が必要です。 アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

スクリプ ト を作成して拡張検出に追加するには、 次の手順を実行します。

1 スクリプ トの出力先を決めます。 出力先には、 カスタム属性またはカスタムフ ィールドのいずれかを選

択できます。

— カスタム属性の詳細については、 サーバーのカスタム属性 (226ページ) を参照して ください。

— カスタムフ ィールドの詳細については、 サーバーのカスタムフ ィールド  (223ページ ) を参照して く

ださい。

2 カスタム属性またはカスタムフ ィールドの名前を決めます。 拡張検出は、 名前月のカスタム属性または

カスタムフ ィールドにスクリプ ト出力を格納します。

— カスタム属性の名前は、 次の形式で指定します。 HPSW_ED_<名前>。 <名前> は、 任意の文字列です。

— カスタムフ ィールドの名前は、 カスタムフ ィールドの <名前> に任意の値を指定します。

<名前> 文字列は、 次で説明する手順でスクリプ ト名として使用して ください。

3 スクリプトは、取得したいデータを出力するように記述します。次のタイプのスクリプトを記述できます。

— UNIXシェルスクリプ ト。 ファイル名の末尾は.shです。

— Visual Basicスクリプ ト。 ファイル名の末尾は.vbsです。

— Windowsバッチファイル。 ファイル名の末尾は.batです。

拡張検出に追加するスクリプ ト を記述する方法については、拡張検出で使用するスクリプ トの記述 (148

ページ) を参照して ください。

4 スクリプ トが正常に稼働するかテスト します。

5 スクリプ トの名前として、 get_<名前>.sh、 get_<名前>.vbs、 get_<名前>.batのいずれかを指定しま

す。 <名前> は、 手順2 (149ページ)  で指定した文字列です。 拡張検出は、 <名前> に基づいてカスタム属

性またはカスタムフ ィールドを識別し、 スクリプ ト を出力します。

6 スクリプ ト ファイルに実行権限があることを確認します。 たとえば、 UNIXスクリプ トの場合はchmodコ

マンドで確認できます。

7 カスタム属性に出力する場合は、この手順を省略して手順8に進んで ください。拡張検出は、HPSW_ED_<

名前> というカスタム属性を作成し、 ここに出力を格納します。

カスタムフ ィールドに出力する場合は、 “<名前>” というカスタムフ ィールドを作成します。 <名前> は、

手順2と手順5で指定した文字列です。拡張検出は、指定された名前のカスタムフ ィールドがあるかどう

かをチェ ックします。 カスタムフ ィールドが存在する場合、 そこにスクリプ ト出力が格納されます。 カ

スタムフ ィールドが存在しない場合、拡張検出はHPSW_ED_<名前> という名前のカスタム属性を作成し、

ここに出力を格納します。

たとえば、 get_mysysdata.shという名前のスクリプ ト を作成した場合、 mysysdataという名前のカス

タムフ ィールドが存在すれば、 そこにスクリプ ト出力が格納されます。 存在しない場合、

HPSW_ED_mysysdataという名前のカスタム属性に出力が格納されます。

カスタムフ ィールドを作成する方法については、 カスタムフ ィールドについて (154 ページ ) を参照して

ください。

8 スクリプ ト を .zipファイルにラップします。 スクリプ トで必要なファイルが他にあれば、 .zipファイルに

追加します。
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ベストプラクテ ィスでは、 .zipファイルの名前にバージ ョ ン文字列を指定します。 さらに、スクリプ トの

バージ ョ ンアップに従って、 バージ ョ ン文字列をインクリ メン ト します。 詳細については、 拡張検出内
のスクリプ トのアップグレード  (150ページ) を参照して ください。

9 .zipファイルを、 SAのパッケージにインポート します。

パッケージの保存先には、 /Opsware/Tools/Extensible Discovery/Customer Provided 
Componentsを使用できます。 インポート したパッケージが、 ターゲッ ト と して適切なオペレーティ ン

グシステムを指定していることを確認して ください。

パッケージのインポートについては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

10 SAクライアン トでパッケージを開き、 デフォルトのインストールパスプロパティ を次のいずれかに設定

してから、 変更内容を保存します。

— UNIXの場合: /var/opt/opsware/extensible_discovery/scripts

— Windowsの場合: %ProgramFiles%\Common Files\Opsware\extensible_discovery\scripts\。 SAは、

%ProgramFiles%を、 システムで使用するプログラムファイルディ レク ト リで置換します。

11 パッケージをソフ トウェアポリシーに追加します。 パッケージの追加先は、 “Customer Provided Scripts”
という名前のソフ トウェアポリシーまたはユーザーが作成したソフ トウェアポリシーのいずれかです。

拡張検出がデフォルトで修復するポリシーは、 “Customer Provided Scripts”ポリシーです。 

パッケージの追加先となるソフ トウェアポリシーに、 適切なターゲッ トオペレーティングシステムが指定さ

れていることを確認します。 “Customer Provided Components”フォルダーに対する書き込み権限があれば、 拡

張検出を実行するサーバーで任意のコードを実行できます。 セキュリテ ィ を強化するためには、 ユーザー環

境のセキュリテ ィ要件に応じてソフ トウェアポリシーを策定し、 ソフ トウェアポリシーにセキュリテ ィ を設

定して ください。

12 スクリプ ト をユーザー作成のソフ トウェアポリシーに追加した場合、 拡張検出を実行するすべてのサー

バーでポリシーを修復する必要があります。

“Customer Provided Scripts”ポリシーにスクリプ ト を追加した場合は、 この手順は省略できます。

13 管理対象サーバーでの拡張検出の実行の手順に従ってスクリプ ト を実行します。

出力先にカスタムフ ィールドを使用する場合、 カスタムフ ィールドを作成しない状態でスクリプ ト を実行す

ると、多くのサーバー上にカスタム属性が作成されてしまいます。 この場合、次のOGSHコマンドを実行すれ

ば、 すべてのサーバーからカスタム属性を削除できます。

rm /opsw/Server/@/*/CustAttr/<カスタム属性名>

SA Global Shell (OGSH) の詳細については、 SA Global Shell (255ページ) を参照して ください。

拡張検出内のスクリプ トのアップグレード

ここでは、 拡張検出で使用するスク リプ ト をアップグレードする方法について説明します。 次の手順は、

get_mysysdata.shという名前のスクリプ ト を作成およびインストールした後、

get_windows_data_v1.0.zipにラップし、拡張検出にインポート した状態を想定しています (拡張検出への

カスタムスクリプ トの追加 (148ページ) の手順で実行)。 スクリプ ト をアップグレードするには、 次の手順を

実行します。

1 新しいバージ ョ ンのスクリプ ト を作成し、 元のスクリプ ト ファイルと同じ名前を割り当てます。 たとえ

ば、 get_mysysdata.shという名前を割り当てます。 拡張検出で使用するスクリプトの記述 (148ページ ) 
の手順を実行します。

2 スクリプ ト を .zipファイルにラップし、 .zipファイルのバージ ョ ン文字列をインクリ メン ト します。 たと

えば、 get_windows_data_v1.1.zipのような名前にします。

3 .zipファイルを、 SAのパッケージにインポート します。
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パッケージの保存先には、 /Opsware/Tools/Extensible Discovery/Customer Provided 

Componentsを使用できます。 インポート したパッケージが、 ターゲッ ト と して適切なオペレーティ ン

グシステムを指定していることを確認して ください。

パッケージのインポートについては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。 

4 SAクライアン トでパッケージを開き、 デフォルトのインストールパスプロパティ を次のいずれかに設定

してから、 変更内容を保存します。

— UNIXの場合: /var/opt/opsware/extensible_discovery/scripts

— Windowsの場合: %ProgramFiles%\Common Files\Opsware\extensible_discovery\scripts\。 SAは、

%ProgramFiles%を、 システムで使用するプログラムファイルディ レク ト リで置換します。

5 “Customer Provided Scripts” ソフ トウェアポリシーを開きます。 これ以外のソフ トウェアポリシーを使用

する場合は、 そのポリシーを開きます。

ソフ トウェアポリシーに、適切なターゲッ トオペレーティングシステムが指定されていることを確認します。

6 ポリシーから古い.zipファイルを削除します。この例では、get_windows_data_v1.0.zipを削除します。

7 ポリシーに新しい.zipファイルを追加します。この例では、get_windows_data_v1.1.zipを追加します。

8 “Customer Provided Scripts”ポリシーを使用する場合は、 管理対象サーバーでの拡張検出の実行 (145ペー

ジ ) の手順に従って拡張検出を実行します。 これにより、 管理対象サーバー上で新しいスクリプ トが修

復されます。

別のソフ トウェアポリシーを使用している場合は、そのポリシーでサーバーを修復します。これにより、

管理対象サーバー上で新しいスクリプ トが修復され、 拡張検出が実行可能になります。

管理対象サーバーからのスクリプ トの削除

拡張検出を実行すると、 “Customer Provided Scripts”内のスクリプ トが、 指定した管理対象サーバーにコピー

されます。 このスクリプ ト を管理対象サーバーから削除するには、 次の手順を実行して ください。 この例で

は、 get_mysysdata.shという名前のスクリプ ト を、 get_mysysdata_v2.5.zipファイルにラップしたとし

ます。

1 新しいバージ ョ ン番号で.zipファイルを作成します。 ここでは、 get_mysysdata_v2.6.zipと します。

2 古い.zipファイルの内容をすべて新しい.zipファイルにコピーします。 ただし、 管理対象サーバーから削

除したいスクリプ ト  (この例ではget_mysysdata.sh) は除きます。

3 .zipファイルを、 SAのパッケージにインポート します。

パッケージの保存先には、 /Opsware/Tools/Extensible Discovery/Customer Provided 

Componentsを使用できます。 インポート したパッケージが、 ターゲッ ト と して適切なオペレーティ ン

グシステムを指定していることを確認して ください。

パッケージのインポートについては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。 

4 SAクライアン トでパッケージを開き、 デフォルトのインストールパスプロパティ を次のいずれかに設定

してから、 変更内容を保存します。

— UNIXの場合: /var/opt/opsware/extensible_discovery/scripts

— Windowsの場合: %ProgramFiles%\Common Files\Opsware\extensible_discovery\scripts\。 SAは、

%ProgramFiles%を、 システムで使用するプログラムファイルディ レク ト リで置換します。

5 “Customer Provided Scripts” ソフ トウェアポリシーを開きます。 これ以外のソフ トウェアポリシーを使用

する場合は、 そのポリシーを開きます。

6 古い.zipファイル (この例ではget_mysysdata_v2.5.zip) を削除します。
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7 新しい.zipファイル (この例ではget_mysysdata_v2.6.zip) を追加します。

8 “Customer Provided Scripts”ポリシーを使用する場合は、 以下で説明する手順に従って拡張検出を実行し

ます。 これにより、 管理対象サーバーからスクリプ トが削除されます。

これ以外のソフ トウェアポリシーを使用する場合は、 管理対象サーバーを修復します。 これにより、 管

理対象サーバーからスクリプ トが削除されます。

拡張検出スクリプ トの出力

拡張検出で使用する各スクリプ トの出力は、 カスタム属性またはカスタムフ ィールドのいずれかに格納され

ます。出力の 大サイズは1000バイ トです。 1000バイ トを超えるデータを保存するには、次の手順を実行し

ます。

1 拡張検出へのカスタムスクリプ トの追加 (148ページ) の手順1から手順6 (149ページ) を実行します。

2 構成ファイルを作成します。 ファイルには、 スクリプ ト名の末尾に “.cfg” を付加した名前を付けます。

たとえば、スクリプ トの名前がget_mysysdata.shの場合、get_mysysdata.cfgという名前のファイル

を作成します。

3 構成ファイルに次の行を入力します。

MAXBYTESTOCAPTURE=<バイト数>

<バイ ト数> には、 スクリプ ト出力の 大サイズをバイ ト単位で指定します。

4 スクリプ ト ファイルと構成ファイルを.zipファイルにラップします。

5 拡張検出へのカスタムスクリプ トの追加 (148ページ) の残りの手順を実行します。

カスタムフ ィールド とカスタム属性の比較

SAでは、 管理対象サーバーに関する大量の情報を保存することができます。 カスタム属性とカスタムフ ィー

ルドを使用することにより、 サーバーの情報を迅速かつ簡単に保存することができます。 カスタム属性とカ

スタムフ ィールドは、 サーバーなどSA内のオブジェク ト用に作成することができるデータ要素です。
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カスタム属性とカスタムフ ィールドは類似した要素ですが、次の表で示すような相違点もい くつかあります。

一般的は、 すべてのサーバーにデータを保存する場合はカスタムフ ィールド、 一部のサーバーのみに保存す

る場合はカスタム属性を使用します。 ただし、 他にも相違点があるので、 次の表の内容を確認してからどち

らを使用するか判断して ください。

カスタム属性とカスタムフ ィールドの詳細については、 サーバーのカスタムフ ィールド  (223 ページ ) および

サーバーのカスタム属性 (226ページ) を参照して ください。

表12 カスタム属性とカスタムフ ィールドの比較

カスタム属性 カスタムフ ィールド

データ型: 文字列のみ。 型指定。 154ページの表13 「カスタ

ムフ ィ ール ドのデータ型」 で示す

データ型を使用します。

使用できるオブジェク ト : 任意のオブジェク ト  (サーバー、デバ

イスグループ、 カスタマー、 フ ァシ

リテ ィ、 OS インス トールプロファイ

ル、ソフ トウェアポリシー ) で使用で

きます。

サーバーとデバイスグループのみで

使用できます。

数: オブジェ ク ト ごとにカスタム属性を

1つ作成できます。

各カスタムフ ィールドは、 すべての

サーバーまたはデバイスグループが

使用するインス タ ンスを作成し ま

す。 すべての管理対象サーバーには

同じ名前のカスタムフ ィールドが存

在しますが、 値はそれぞれ異なるこ

とがあります。 デバイスグループに

ついても同様です。

実行可能な検索: カスタム属性の名前に対する検索の

みを実行できます。 カスタム属性の

値は検索できません。 つまり、 特定

のカス タム属性が定義されている

サーバーをすべて検索することがで

きます。

カスタムフ ィールドについては、 値

に対する検索が可能です。 データ型

ごとに検索条件を指定できます。 た

とえば、 日付型のカスタムフ ィール

ドでは、日付の値が1か月またはそれ

よりも古いサーバーをすべて検索で

きます。

継承: 上位オブジェ ク トから継承します。

たとえば、 サーバーは、 所属先のデ

バイスグループで定義されているカ

スタム属性を継承します。

継承しません。

表示に必要なアクセス権: サーバーやデバイスグループなどの

オブジェク トに対する読み取り権限。

サーバーまたはデバイスグループに

対する読み取り権限。

値の変更に必要な

アクセス権: 
サーバーやデバイスグループなどの

オブジェク トに対する書き込み権限。

サーバーまたはデバイスグループに

対する書き込み権限。

作成または削除に必要な

アクセス権: 
カス タム属性の作成先と なるサー

バーまたはデバイスグループに対す

る書き込み権限。

仮想列の管理のア クセス権。 サー

バーまたはデバイスグループに対す

る書き込み権限。
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カスタムフ ィールドについて

SAでは、 管理対象サーバーに関する大量の情報を保存することができます。 カスタムフ ィールドを使用する

ことにより、 サーバーの情報を迅速かつ簡単に保存することができます。 カスタムフ ィールドは、 サーバー

とデバイスグループ用に作成可能なデータ要素です。

サーバーでカスタムフ ィールドを作成すると、 管理対象環境内にあるすべてのサーバーに、 カスタムフ ィー

ルドのインスタンスが作成されます。 デバイスグループでカスタムフ ィールドを作成すると、 すべてのデバ

イスグループに、カスタムフ ィールドのインスタンスが作成されます。カスタムフ ィールドの値は、サーバー

やデバイスグループごとに異なる場合があります。

たとえば、 500のサーバーが稼働する環境で、 サーバーにカスタムフ ィールドを作成すると、 サーバーごと

にカスタムフ ィールドが作成されるので、 500個のカスタムフ ィールドが作成されることになります。 デバ

イスグループが75ある場合にカスタムフ ィールドを作成すると、 それぞれのデバイスグループごとに作成さ

れるので、 75のカスタムフ ィールドが作成されます。

サーバーに関する追加データを保存するには、 カスタム属性を使用する方法もあります。 カスタム属性の詳

細については、 カスタム属性の作成と管理 (157 ページ ) を参照して く ださい。 詳細については、 カスタム

フ ィールド とカスタム属性の比較 (152ページ) も参照して ください。

カスタムフ ィールドのデータ型

カスタムフ ィールドでは、 型指定を行います。 カスタムフ ィールドは、 次のいずれかのデータ型で作成する

必要があります。

Custom Field Management Web拡張を使ったカスタムフ ィールドの作成

Custom Field Management Web拡張では、 カスタムフ ィールドを作成または削除できます。

カスタムフ ィールドの作成または削除に必要なアクセス権は、 仮想列の管理、 ライブラリのWeb拡張フォル

ダーに対する実行権限、 1 つ以上の管理対象サーバーに対する読み取り権限です。 アクセス権の詳細につい

ては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

カスタムフ ィールドを作成するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] タブを選択します。

2 [拡張] を選択してから、 [Web] を選択します。

表13 カスタムフ ィールドのデータ型

カスタムフ ィールドの型 説明

String 任意の文字。 大長は3999文字です。

Long String 任意の文字。 3999文字を超える場合に、 このデータ型を指定します。

URI Uniform Resource Identifierを示す文字列。

Date 日付。

Number 正または負の整数。

File 添付ファイル。
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3 Custom Field Management拡張を選択し、右クリ ックするか [アクシ ョ ン] > [実行...] を選択します。次に示

すように、 [Custom Field Management] ウィンドウが開きます。

図46 Custom Field Management Web拡張 - カスタムフ ィールドの作成

4 一番上のドロップダウンリストで、 新し く作成するカスタムフ ィールドの割り当て先となるオブジェク

ト を選択します。[Server] を選択すると、すべてのサーバーにカスタムフ ィールドのインスタンスが作成

されます。 [Device Group] を選択すると、 すべてのデバイスグループにカスタムフ ィールドのインスタン

スが作成されます。

5 テキスト入力フ ィールドに、 新しいカスタムフ ィールドの名前を入力します。

6 2番目のドロップダウンリストでは、 カスタムフ ィールドのデータ型を選択します。 154ページの表13
「カスタムフ ィールドのデータ型」 を参照して ください。

7 [Process Input] を選択すると、 カスタムフ ィールドが作成されます。

Custom Field Management Web拡張を使ったカスタムフ ィールドの削除

Custom Field Management Web拡張では、 カスタムフ ィールドを作成または削除できます。 カスタムフ ィール

ドを削除するには、 次の手順を実行します。

カスタムフ ィールドを削除すると、 そのカスタムフ ィールドに関連付けられているすべてのサーバーまたは

デバイスグループで保存されている値もすべて削除されます。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] タブを選択します。

2 [拡張] を選択してから、 [Web] を選択します。

3 Custom Field Management拡張を選択し、右クリ ックするか [アクシ ョ ン] > [実行...] を選択します。これに

より、 [Custom Field Management] ウィンドウ (155ページの表46 「Custom Field Management Web拡張 -
カスタムフ ィールドの作成」 ) が開きます。
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4 [Delete a Custom Field] リンクを選択します。 次に示すように、 [Delete a Custom Field Definition] ウィンド

ウが開きます。

図47 Custom Field Management Web拡張 - カスタムフ ィールドの削除

5 サーバーで定義したカスタムフ ィールドを削除するには、 一番上のドロップダウンリス トでカスタム

フ ィールド名を選択します。 上の例では、 FIRMWARE_VERSION という名前のカスタムフ ィールドが選択

されています。

デバイスグループで定義したカスタムフ ィールドを削除するには、 2番目のドロップダウンリス トでカ

スタムフ ィールド名を選択します。

6 サーバーで定義したカスタムフ ィールドを削除するには、 [Delete Custom Field Definition from Servers] を
選択します。

デバイスグループで定義したカスタムフ ィールド を削除するには、 [Delete Custom Field Definition from
Device Groups] を選択します。

カスタムフ ィールドの値の編集

サーバーのカスタムフ ィールドの値を編集するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] タブを選択します。

2 [すべての管理対象サーバー ] ノードを選択します。

3 サーバーを選択します。

4 カスタムフ ィールド と値を表示するために、 [表示] ドロップダウンで [プロパティ ] を選択します。 これ

により、 サーバーのプロパティが表示され、 このサーバーで定義したカスタムフ ィールドがすべて表示
されます。

5 [アクシ ョ ン] > [開く ] を選択してサーバーのブラウザーを開くか、サーバーを右クリ ックして [開く ] を選

択します。 ここには、 サーバーに関する情報が表示されます。 ナビゲーシ ョ ンペインで [情報] タブを選

択し、 [プロパティ ] を選択します。 これにより、 サーバーのプロパティが表示され、 このサーバーで定

義したカスタムフ ィールドがすべて表示されます。
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6 変更したいカスタムフ ィールドを探します。

7 値の変更方法は、 カスタムフ ィールドのタイプによって異なります。 カスタム属性の値を変更します。

8 [ファイル] > [元に戻す] を選択すると、 カスタムフ ィールドの値に対する変更内容がすべて破棄されます。

9 [ファイル] > [保存] を選択すると、 カスタムフ ィールドの値が保存されます。

カスタム属性の作成と管理

SAでは、 管理対象サーバーに関する大量の情報を保存することができます。 カスタム属性を使用することに

より、 サーバーの情報を迅速かつ簡単に保存することができます。 カスタム属性は、 サーバーとデバイスグ

ループ用に作成可能なデータ要素です。

カスタム属性は、サーバー、デバイスグループ、 カスタマー、 ファシリテ ィ、 OSインストールプロファイル、

ソフ トウェアポリシーで定義できます。 カスタム属性の値は文字列です。

サーバーに関する追加データを保存するには、 カスタムフ ィールドを使用する方法もあります。 カスタム

フ ィールドの詳細については、 カスタムフ ィールドについて (154 ページ ) を参照して ください。 詳細につい

ては、 カスタムフ ィールド とカスタム属性の比較 (152ページ) も参照して ください。

サーバーのカスタム属性の値を追加、 削除、 変更するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] タブを選択します。

2 [すべての管理対象サーバー ] ノードを選択します。

3 サーバーを選択します。

4 サーバーで定義されているカスタム属性を表示するには、 [表示] ドロップダウンで [カスタム属性] を選

択します。 サーバーで定義されているカスタム属性がすべて表示されます。

5 [アクシ ョ ン] を選択するか、 右クリ ックで [開く ] を選択します。 ここには、 サーバーに関する情報が表

示されます。

6 ナビゲーシ ョ ンペインで [情報] タブを選択します。

7 ナビゲーシ ョ ンペインで [カスタム属性] を選択します。 サーバーで定義されているカスタム属性がすべ

て表示されます。

8 カスタム属性を追加するには、 [+] アイコンを選択してからカスタム属性の名前を入力します。

9 カスタム属性を削除するには、 カスタム属性を選択し、 [-] アイコンを選択します。

10 カスタム属性の値を変更するには、 変更する行の値列をダブルクリ ックし、 新しい値を入力します。

11 [ファイル] > [元に戻す] を選択すると、 変更内容がすべて破棄されます。

12 変更内容を保存する場合は、 [ファイル] > [保存] を選択します。
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第7章 SA Webクライアン トの概要
ユーザーインタフェース

ここでは、 SAシステムの操作方法に関して、 次のトピックについて説明します。

• ログインの要件

• SA Webクライアン トユーザーインタフェースの概要

• 検索

• My Servers

• アイコンのツールチップ

ログインの要件

SA Web クライアン トにログインするには、 SA管理者が作成したユーザー名とパスワードが必要です。 この

ユーザーには、 ユーザーにアクセスを許可する機能、 ユーザーが実行可能な機能、 アクセス可能なリソース

などを制御するアクセス権が割り当てられます。

SA Webクライアン トは、 ほとんどのブラウザーで稼働します。 SA Webクライアン トでサポート されるブラウ

ザーとバージ ョ ンは、 『SA Support and Compatibility Matrix』 のSA Web クライアン トサポート を参照して く

ださい。

SA Webクライアン トユーザーインタフェースの概要

SA Webクライアン トのユーザーインタフェースは、 次の部分で構成されます。 

• ホームぺージ

• Tasks

• My Jobs

• My Customers

• ナビゲーシ ョ ンパネル

ホームぺージ

ホームページは、 ログイン時、 またはナビゲーシ ョ ンバーで [Home] リンクをクリ ックすると表示されます。

ホームページの右上にはタイムゾーンが表示されます。 この表示には、 ユーザープロファイルの作成時に指

定したタイムゾーン設定が反映されています。 SA Web クライアン ト全体で表示される日時は、 このタイム

ゾーンがベースになります。 ただしこれには例外があり、 常にGMTと表示されることもあります。
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Tasks

ホームぺージの [Tasks] 領域には、アクセス権のあるウィザードが一覧表示されます。アクセス権のないタス

クについては、 名前がイタ リ ックで表示され、 リンクはアクティブになりません。

My Jobs

ホームぺージの [My Jobs] 領域には、実行済みのジョブ、実行中のジョブ、今後実行予定のジョブに関する詳

細情報 (ジ ョブの名前、 開始時刻、 ジ ョ ブが影響を与えるサーバーの数、 ジ ョ ブのステータスなど) が表示さ

れます。 7件以上ジ ョブがある場合、 [See All] リンクをクリ ックするとすべてのジ ョブが表示され、 括弧内に

ジ ョブの総数も表示されます (図48を参照)。

SAクライアン トで実行したジ ョブの横にはリンクが表示され、 リンクをクリ ックするとSAクライアン トが起

動します。 SAクライアン トでは、 ジ ョ ブのさらに詳細な情報を参照できます。

図48 ホームページの [My Jobs] 領域   

My Customers

ホームページの [My Customers] 領域には、カスタマー情報 (カスタマーに関連付けられている到達不能なサー

バー、 カス タ マーに関連付けられているサーバーの総数など ) が表示されます。 ホームページの [My

Customers] 領域に表示するカスタマーを選択するには、 [Edit] をクリ ッ クしてから、 カスタマーの横にある

チェ ックボックスを選択します。 図49を参照して ください。

図49 ホームページの [My Customers] 領域 
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ナビゲーシ ョ ンパネル

ナビゲーシ ョ ンパネルはSA Webクライアン トの左側にあり、 実行可能な機能がすべて表示されます (図50を

参照)。ユーザーがアクセス可能な機能や実行可能なアクシ ョ ンは、 SA管理者が設定するユーザープロファイ

ルで決まります。 

図50 ナビゲーシ ョ ンパネル (すべてのアクセス権が割り当てられている場合) 

ナビゲーシ ョ ンパネルに表示される項目は、ユーザーに割り当てられているアクセス権によって異なります。
ナビゲーシ ョ ンパネルの項目をクリ ックすると、 ホームページのメイン領域にその機能が表示されます。 す
べてのアクセス権を持つユーザーには、 次のリンクが表示されます。

Home: SA Webクライアン トの一番上に表示される項目です。 ホームページについては、 本ガイドのこのセク

シ ョ ンで説明しているので参照して ください。 各ウィザードについては、 システムの各機能領域を参照して
ください。

My Jobs: 過去30日間に実行したジ ョブ、実行中のジ ョブ、実行予定のジョブが表示されます。 このページは、

ホームページの [My Jobs] 領域のコンテンツを展開すると表示されます。 また、 ホームページの [My Jobs] の
[Show All] をクリ ックしても表示されます。

Servers: 展開すると、 次の項目を選択できます。

— My Servers: 自分のサーバービューに、 サーバーまたはサーバーグループを追加します。サーバーを

グループにまとめることにより、 多数のサーバーが稼働している環境でも、 サーバーを効率的に管
理できます。

— Manage Servers: サーバーをフ ィルター処理したリスト を表示し、サーバーの値の編集、 スクリプ ト

の割り当て、 スクリプ トの実行、 [My Servers] への追加などの操作を実行します。 詳細については、

SA Webクライアン トでのサーバー管理 (187ページ) を参照して ください。

— Search: デフォルトの条件またはユーザーが定義した条件に基づいてサーバーを検索します。詳細に

ついては、 サーバー検索 (169ページ) を参照して ください。

— Server Pool: サーバーリストのフ ィルター処理、オペレーティングシステムのインストール、サーバー

の削除に使用します。詳細については、 『SAユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して くださ

い。

Software: 展開すると、 次の項目を選択できます。

— Operating Systems: オペレーティングシステムのインストール準備や、 既存のオペレーティングシ

ステムの削除を行います。詳細については、 『SAユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して く

ださい。

Environment: 展開すると、 次の項目を選択できます。

— Hardware: サーバーをメーカーとモデル別に分類して読み取り専用のリストで表示します。 サーバー

関連情報も表示されます。 詳細については、 管理対象サーバーのハードウェア情報 (185ページ ) を
参照して ください。
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— Service Levels: サービスレベルとカスタム属性を定義します。詳細については、サービスレベル (228

ページ) を参照して ください。

Administration: 展開すると、 次の項目が表示されます。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して くだ

さい。

— Opsware Software: プロパティ、 カスタム属性、 インストール順序、 SAにアタ ッチされているソフ ト

ウェアの履歴を表示します。

ナビゲーシ ョ ン

ホームページにあるナビゲーシ ョ ンパネルの操作はとても簡単です。 ナビゲーシ ョ ンパネルに表示されてい

る機能名をクリ ックすると、その機能にアクセスできます。ホームページの [Tasks] 領域にあるウィザードな

どの機能を実行するには、 タスク名をクリ ックします。 

タスクや機能を選択すると、 別のページが表示され、 次のような操作を実行できます。

• ハイパーリンクをクリ ックしてページを表示

たとえば、 [Software] > [Scripts] を選択すると  (適切なアクセス権があることを前提とします )、 別のペー

ジが表示され、 これまでアップロード したスクリプ トがすべて表示されます。 

• タブを選択してページを表示

たとえば、 [Manage Servers] を選択し、ハイパーリンクになっているサーバー名をクリ ックすると、 タブ

が横に並んだページが表示されます。 タブを選択するとページが表示され、 それぞれのボタンと機能を

選択できます。

• ボタンをクリ ックしてページを表示

たとえば、 [Custom Attributes] タブを選択すると、 [Add]、 [Delete]、 [Copy] というボタンが表示されます。

このボタンはどのタブにも表示される共通のボタンです。また、[Add Custom Attribute] ボタンのように、

一部のタブのみに表示されるボタンもあります。 SAシステムでは、 タブ付きのページには類似した機能

が含まれています。

検索 

ホームページの一番上に検索用のダイアログボックスがあります (図51を参照)。

図51 検索機能 

サーバー、 ジ ョ ブ、 サーバーグループの検索では、 ドロップダウンリストから検索したい項目を選択し、 テ

キストボックスに文字列を入力します。

My Servers 

[Manage Servers] の [Add to My Servers] で選択および保存したサーバーは、 ここに格納されます。 たとえば、

使用頻度が高いサーバーへのショート カッ ト と して使用したり、 サーバーの一括変更が必要な場合に便利で

す。 [Manage Servers] で実行できる機能は、 すべて [My Servers] でも実行できます。
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アイコンのツールチップ

SA Webクライアン トのページでは、 アイコンの上にマウスポインターを置く とアイコンに関する情報が表示

されます。 たとえば、 サーバーアイコンでは、 サーバーのステータス (利用可能、 ビルド失敗など) が表示さ

れます。 パッケージやパッチのアイコンでは、 それぞれのステータス (利用可能、 管理対象、 非管理対象な

ど) が表示されます。
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第8章 SA Webクライアン トでのサーバー

ト ラッキング
サーバート ラッキング

ここでは、 次の内容について説明します。

• サーバーの検索、 一覧表示、 および表示方法

• ト ラ ッキング中のサーバーのプロパティ

サーバーの検索、 一覧表示、 および表示方法

SA Web クライアン トでは、 以下の4つの方法により、 サーバーの検索、 一覧表示、 および表示を行う ことが

できます。

• プロビジ ョニングまたは管理の対象となるサーバーの名前、ホスト名、またはIPアドレスによる検索 (こ

れらが既知の場合)。

• [Manage Servers] リス ト と  [Server Pool] リス トの表示 (全サーバーの一覧を表示する場合)。 フ ィルターを

使用してリスト を絞り込むことができます。

• ハードウェアのカテゴリでサーバーを並べ替えて表示。 (ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Environment] > 

[Hardware] をクリ ックします。 ) [Hardware] ページの [Servers] タブには、各メーカーと運用環境で実行さ

れているモデルが表示されます。 詳細については、 管理対象サーバーのハードウェア情報 (185 ページ ) 

を参照して ください。

• また、 SAクライアン ト を使用して、 管理対象のサーバーとサーバーグループを参照することもきます。 

ト ラ ッキング中のサーバーのプロパティ

SAで管理されている各サーバーには、 以下のプロパティがあります。

• IPアドレス、 ホスト名、 サーバー ID

• サーバーにインストールされているすべてのソフ トウェア。 [Installed Packages] タブを  [Manage Servers:

Server Properties] ページから選択すると、 サーバーにインス トール済みと報告されているソフ トウェア

のリストが表示されます。

SAは、 サーバーにインストール済みのソフ トウェアを特定できます。 これは、 サーバーエージェン トが

SAコアと通信して、 サーバーにインストール済みのハードウェアとソフ トウエアを報告するためです。

場合によっては、 Solarisパッケージの一部のみがインス トールされていることがあります。 この場合、

部分的にインストールされているSolarisパッケージは、 インストール済みリストには表示されません。

管理対象サーバーに対して SAがト ラ ッキングするすべてのハードウェアおよびソフ トウエア情報の完全な

一覧の詳細については、 エージェン トがト ラ ッキングするサーバー情報 (123ページ) を参照して ください。
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サーバーリスト  

ここでは、 次の内容について説明します。

• サーバーリストのタイプ

• サーバープール

• [Manage Servers] リス ト

• [Manage Servers] リス トのフ ィルター

サーバーリストのタイプ

図52で示すように、 SA Webクライアン トでは2つのタイプのサーバーのリストが表示されます。

図52 ナビゲーシ ョ ンパネルの [Servers] セクシ ョ ン    

Server Pool: [Server Pool] にあるサーバーはSAに登録されていますが、 ターゲッ トOSはインストールされてい

ません。 各サーバー上では、 SAと通信できるように、 OSビルドエージェン トが実行されています。

OSプロビジ ョニングの詳細については、 『SAユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して ください。

Manage Servers: [Manage Servers] リス トには、 SAが管理タスクを実行できるサーバーが含まれています。 こ

れらのサーバーにはサーバーエージェン トがインストールされています。 ただし、 SAはサーバーで実行され

ているすべてのソフ トウェアに対してプロビジ ョニングを実行していない場合もあります。

OSプロビジ ョニングのプロセスを開始するには、 まず [Server Pool] リス トのサーバーを確認します。 [Server

Pool] で、 サーバーを選択し、 [Install OS] をクリ ックしてターゲッ ト OSをインストールします。

サーバープール

サーバープールには、 ターゲッ ト OSでプロビジ ョニングされるのを待機中の各サーバーについて、 以下の情

報が表示されます。

• ネッ トワーク経由またはSAブート フロッピーを使用したサーバーの初回起動時に設定されたホスト名

• MACアドレス 

• メーカーおよびモデル

• OS ビルドエージェン トが実行されている OS - DOS (Windowsオペレーティングシステム )、 Linux、 または

Solaris

この情報を使用して、サーバーのターゲッ トOSを選択します。サーバーがOSをインストール中である場

合、 この値は変更される可能性があります。

• サーバー上のサーバーエージェン トが (サーバーのハードウェアおよびソフ トウェア情報を送信するこ

とにより ) SAと通信した 後の日時

サーバーが到達不能な状態の場合 (つまり、サーバーアイコンに赤色の 「x」 が表示されている場合) は、通

信テスト を実行してサーバーが到達不能になっている原因のト ラブルシューティングを行う ことができ

ます。 詳細については、 サーバー通信テストの実行 - SAクライアン ト  (134ページ) を参照して ください。

• サーバーにターゲッ ト OSをインストール可能かどうかなどの、 ライフサイクルの値
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• サーバーが配置されているファシリテ ィ

• カスタマーの関連付け

• 追加のハードウェア情報 (サーバー名をクリ ックすると特定のハードウェアの情報を表示するウィンド

ウが開きます。 )

[Manage Servers] リス ト

[Manage Servers] リス トには、SAが管理タスクを実行できるサーバーが含まれています。これらのサーバーに

はサーバーエージェン トがインストールされています。 既存の運用サーバーにサーバーエージェン トが正常

にインストールされている場合、 [Manage Servers] リス トにこのサーバーが表示され、完全に管理可能である

ことがサーバーアイコンで示されます。 詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117 ページ ) を参照

して ください。 

デフォルトでは、 [Manage Servers] リス トのサーバーは [Name] 列で並べ替えられています。 ただし、 列見出

しの任意の項目で並べ替え直すことが可能です。 たとえば、 [Hostname/IP Address] 列見出しをクリ ックして、

ホスト名またはIPアドレスでリスト を並べ替えることができます。

SAの管理対象のサーバーが多数ある場合は、 サーバーのリストはページごとにグループ化されます。 各ペー

ジ番号のリンクまたはリストの下部にある左矢印をクリ ックします。

[Manage Servers] リス トには、 各サーバーに関する以下の情報が表示されます。

• サーバーの名前

デフォルトでは、 サーバーのホスト名がこのフ ィールドに表示されます。 ただし、 より詳しい説明や便

利な情報を表示するために、 編集可能です。

• サーバーエージェン トにより決定されたサーバーのホスト名

• サーバーに設定されたIPアドレス。 ネッ トワーク構成機能を使用してユーザーが編集可能 

• サーバー上で実行されているサーバーエージェン トにより取得された、 レポート されたOS

• サーバーのステージ。 サーバーのデプロイメン トステージを指定します

• サーバーの用途

• サーバーが配置されているファシリテ ィ

• カスタマーの関連付け

• 追加のハードウェア情報 (サーバー名をクリ ックすると特定のハードウェアの情報を表示するウィンド

ウが開きます。 )

[Manage Servers] リス トのフ ィルター

図53で示すように、 [Manage Servers] リス トには以下のフ ィルターが表示され、 これを指定してSA Webクラ

イアン トで表示するサーバーを特定できます。

図53 [Manage Servers] リス トのフ ィルター 

• ステータス : SAがサーバーを管理可能かどうかを指定します。 SAはサーバーのステータスを自動的に検

出します。 サーバーのステータスは [OK] または [Not Reachable] です。
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• OS: サーバー上で実行されているサーバーエージェン トにより取得された、 サーバーのオペレーティ ン

グシステムを指定します。

• ステージ: ライブまたはオフラインなどのサーバーのデプロイメン トステージを指定します。ユーザーが

このプロパティ をサーバーに設定します。 SA管理者は、 このリストの各値をカスタマイズ可能です。 

• 用途: 組織でサーバーがどのように活用されているかを指定します。たとえば、サーバーがステージング

サーバーである、 などです。 ユーザーがこのプロパティ をサーバーに設定します。 SA管理者はこのリス

トの値をカスタマイズ可能です。

• ファシ リティ : サーバーの場所を指定します。SA Webクライアン トから、ユーザーは任意のファシリテ ィ

に配置されているサーバーを管理できます。 たとえば、 ユーザーはファシリテ ィ Aで実行されているSA

Webクライアン トにログインして、ファシリティ Bに配置されているサーバーを管理することができます。 

• カスタマー : 各サーバーに関連付けられているカスタマーを指定します。 カスタマー選択のオプシ ョ ン

は、 SA管理者が管理ページを使用して定義します。

• メーカー : サーバーで実行されているOSビルドエージェン トによって報告された、 サーバーのメーカー

を指定します。

• モデル : サーバーで実行されている OS ビルドエージェン トによって報告された、 サーバーのモデルを指

定します。

• ラ イフサイクル: [Managed]、 [Available]、 [Build Failed]、 [Installing OS]、 [Deactivated] など、 さまざまなSA

サーバーのライフサイクルの値を指定します。

[Manage Servers] ページに表示されるフ ィルターは変更可能です。 [Manage Servers] ページに表示されている

フ ィルターを変更するには、 編集アイコン をクリ ックして、 [Edit Filters] からフ ィルターを選択します。

図54は、 [Server Pool] リス トにあるフ ィルターを示しています。

図54 [Server Pool] リス トのフ ィルター 

• メーカー : サーバーで実行されているOSビルドエージェン トによって報告された、 サーバーのメーカー

を指定します。

• モデル : サーバーで実行されている OS ビルドエージェン トによって報告された、 サーバーのモデルを指

定します。

• ファシ リティ : サーバーの場所を指定します。 ユーザーは、 任意のファシリテ ィでSA Web クライアン ト

から任意のファシリテ ィにあるサーバーを管理できます。

My Servers

ここでは、 次の内容について説明します。

• [My Servers] の概要

• サーバーを [My Servers] へ追加

• サーバーを [My Servers] から削除

[My Servers] の概要

[My Servers] では、 サーバーをグループにまとめるこ とにより、 多数のサーバーが稼働している環境でも、

サーバーを効率的に管理できます。
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サーバーの検索やサーバーリストの参照を行う際に、 [My Servers] にサーバーを追加できます (電子商取引サ

イ トのシ ョ ッピングカートに似ています )。 [My Servers] を使用して、 選択したサーバーを表示し、 それらの

サーバー上でアクシ ョ ンを実行できます。

同じブラウザーを使用して、 同じ フ ァシリテ ィ で実行されている SA Web クライアン トにログインすると、

サーバーは明示的に削除しない限り、 [My Servers] に1年間保持されます。 SA Webクライアン トにログインす

るたびに、 前回のログイン時に [My Servers] に表示されていたサーバーが表示されます。 

[My Servers] の機能はユーザーごとにのみ利用可能です。SA管理者としてログインしても、他のSAユーザーの

[My Servers] 領域にあるサーバーを見ることはできません。 

サーバーを  [My Servers] へ追加

以下の手順を実行して [My Servers] にサーバーを追加します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、[Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。[Manage Servers] ページが表示

されます。 リス ト を参照して [My Servers] に追加するサーバーを見つけます。

または

[My Servers] に追加するサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。 

2 [My Servers] に追加するサーバーを選択します。

3 [Manage Servers] リス トの上にあるメニューから、 [Resource] > [Add to My Servers] を選択します。 [Add

To My Servers] ウィンドウが表示され、選択した数のサーバーが [My Servers] に追加されたことを示します。 

4 ウィンドウを閉じるには、 [Close] をクリ ックします。 

5 次に、 ページの 上部にある  [My Servers] リンクを選択します。 選択したサーバーが [My Servers] に追加

されます。

[My Servers] リストでのサーバー管理と同じようにして [My Servers] でもサーバー管理タスクを実行できます。 

サーバーを  [My Servers] から削除

以下の手順を実行して [My Servers] からサーバーを削除します。

1 SA Webクライアン トのナビゲーシ ョ ンパネルの [My Servers] リンクをクリ ックします。 [My Servers] ペー

ジが表示され、 現在追加されているサーバーが表示されます。

2 [My Servers] から削除するサーバーを選択し、 サーバーリストの上のメニューから  [Edit] > [Remove from

My Servers] を選択します。 

[My Servers] ページが更新され、 残りのサーバーが [My Servers] に表示されます。 

サーバー検索

ここでは、 サーバー検索に関して、 次の内容について説明します。

• 検索ボックスを使用したサーバーの検索

• 検索の使用方法
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• サーバーまたは他のリソースの検索

• サーバー検索および動的デバイスグループ作成のルール

• サーバー検索での改行の対応策

• 複数のルールを含む検索の条件

• IPアドレスによるサーバー検索

• 例: サーバー検索

• サーバーグループの検索

検索ボックスを使用したサーバーの検索

以下の手順を実行し、 検索ボックスを使用してサーバーを検索します。

1 ホームページを開き、 ナビゲーシ ョ ンパネルの上部の下矢印をクリ ックして検索ボックスを開きます

(図55を参照)。

図55 SA Webクライアン トホームページの検索テキストボックス 

2 リス トの [Servers] オプシ ョ ンが選択されていることを確認します。

3 サーバーのIPアドレス、 ホスト名、 または名前を検索ボックスに入力し、 [Go] をクリ ックします。

入力する検索テキストには、ワイルドカード文字のアスタ リスク  (*) を使用できます。ただし、 アスタ リ

スクは、 検索機能によってテキストの先頭または末尾に自動的に付加されます。 

たとえば、 以下のような検索クエリを任意に入力することができます。

192.168.68.6
host02.coredev-va1.sample.com
192.168.*.19
host1*.xyz.samplecompany.com

指定した検索クエリに基づいて、 結果のページに 1 つまたは複数のサーバーが表示されます。 サーバー

が1 つも見つからなかった場合は、 検索クエリに一致するサーバーが見つからなかったことを示すメ ッ

セージがSA Webクライアン トで表示されます。

複雑な、 複数のルールを含む検索クエリを生成する方法についての詳細は、 サーバーまたは他のリソー

スの検索 (171ページ) を参照して ください。

検索の使用方法

SA Webクライアン ト を使用して、 次の方法で検索を実行できます。

• SAウィザードを使用する。

[Tasks] パネルから SA ウィザードを使用すると、 プロセスの特定の時点で、 サーバーまたはサーバーグ

ループ、 およびオペレーティングシステムを  (参照または検索によって) 選択するよう要求されます。

SAウィザードでは、 実行する操作のタイプのコンテキストに応じた検索が可能です。 

• ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Search] をクリ ックします。
170 第8章



[Search] ページでは、 指定したルールに一致する管理対象サーバーを検索できます。

• 動的なグループに対するルールの追加中または修正中に実行する  (グループの [Rules] タブの [Search] を

クリ ック )。

サーバーまたは他のリソースの検索

SAウィザードでは、 サーバーやオペレーティングシステムを参照したり、 これらを検索したりすることがで

きます。 

検索を行うには、 次の手順を実行します。

1 SAウィザードで、 [Search] タブを選択します。 以下の [Search] ページが表示されます。 図56を参照して

ください。 

図56 SAウィザードのサーバーの選択ステップの [Search] タブ 

ウィザードの他のステップでも、 [Search] タブを使用してオペレーテ ィ ングシステム、 パッチ、 アプリ

ケーシ ョ ン、 およびテンプレート を検索することができます。

または

ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Search] をクリ ックします。 図57で示すように、 [Search] ページが

表示されます。

図57 [Search] ページ 

デフォルトで、 1つの検索ルールが追加されています。
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2 検索するルールを 初のリストから選択します。 選択したルールによっては、 ポップアップウィ ンドウ

がページ内に表示される場合があります。たとえば、 [Deployment Stage] を選択した場合、 このステージ

を示すポップアップウィンドウがページ内に表示されます (図58を参照)。

図58 値を含む [Search] ポップアップウィ ンドウ 

改行を含む [Notes] では検索を実行できません。詳細と対応策については、サーバー検索での改行の対応

策 (179ページ) を参照して ください。

SAウィザードを使用しながら検索を実行している場合、 初の検索ルールリス トにすべてのオプシ ョ ン

が表示されていない可能性があります。 リス トには、 使用しているSAウィザードに関連するオプシ ョ ン

のみが含まれます。 たとえば、 [Install OS] ウィザードには、 サーバーにインス トールされたパッチを検

索するオプシ ョ ンはありません。 

3 2 番目のリストで、 値を選択して検索方法を指定します。 この演算子は、 検索テキストの処理方法を指

定するものです。 場合によっては、 負の演算子が使用できないことがあります。

各検索ルールの演算子の詳細については、サーバー検索および動的デバイスグループ作成のルール (173

ページ) を参照して ください。

4 検索対象のテキスト をテキストボックスに入力するか、 リス トまたはポップアップウィンドウから値を

選択します。入力する検索テキストには、ワイルドカード文字のアスタ リスク  (*) を使用できます。検索

テキストでは大文字と小文字が区別されます。 [Ctrl]＋[Shift] キーを使用して、 リス トまたはポップアッ

プウィンドウから複数の値を選択することもできます。
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5 (オプシ ョ ン) ルールを追加するには、プラス (+) ボタンをクリ ックし  (図59を参照)、手順2～4を繰り返し

ます。

図59 複数のルールによる検索 

6 検索に複数のルールを指定した場合、 すべてのルールに一致する検索結果のみを表示するか、 いずれか

のルールに一致する検索結果を表示するかを選択できます (図60を参照)。

図60 検索結果を制御する演算子 

デフォルトでは、 すべての検索ルールに一致するサーバーの検索結果が表示されます。 SAウィザードを

使用して検索している場合は、 このフ ィールドは [if all rules are met] に設定されています。 この値は、

サーバーの検索時には変更できますが、 パッチ、 ソフ トウェア、 オペレーティングシステムなどの検索

時には変更できません。

7 [Search] をクリ ックします。 検索ルールに一致するサーバーのリストがページに表示されます。 検索結

果には、 [Name]、 [IP Address]、 [OS Version]、 [Facility]、 [Customer] の列があります。 

インストールされたソフ トウェアまたはパッチを検索する際に検索テキストにアスタ リスクが含まれて

いると、 検索結果の表示に数分間かかることがあります。

サーバー検索および動的デバイスグループ作成のルール

次の表は、 サーバーの検索や動的デバイスグループの作成に使用できるルールを示します。 検索の拡張機能

として、 テキストが入力可能なすべてのフ ィールドでワイルドカード文字 (*) を使用できます。  

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値

プロパティ

Agent Discovery Date: サーバーエージェ ン

トがインストールされた日付。

• Is after

• Is before

日、月、年のドロップダウンリスト

• Is within the last ユーザーが入力したテキスト

• Is today なし
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Agent Reporting: サーバーエージェントがSA

へレポート しているかどうかを示します。

• Is

• Is not

• Has not reported

• OK

• Registration in progress

• Reporting error

Agent Status: サーバーエージェン トがSAか

ら到達可能かどうかを示します。

• Is

• Is not

• Not reachable

• OK

Agent Version: サーバーエージ ェ ン ト の

バージ ョ ン (14.2.3bなど)。
• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Application Configuration: サーバーがアプ

リケーシ ョ ン構成機能を使用しているかど

うかを示します。

• Is not used

• Is used

なし

Custom Attribute (any): ア タ ッ チまたは継

承によってサーバーに関連付けられている

カスタム属性の名前。

• Contains

• Is

ユーザーが入力したテキスト

Custom Attribute (local): サーバーにローカ

ルでアタ ッチされているカスタム属性。

• Contains

• Is

ユーザーが入力したテキスト

Customer: サーバーに関連付けられている

カスタマーまたはアカウン ト。

• Is

• Is not

カスタマーのウィンドウ

Deployment Stage: ラ イ フサイ クル環境内

でサーバーが実行するステージ。

• Is

• Is not

• In Deployment

• Live

• Not Specified

• Offline

このリス トに表示される値はカス

タマイズ可能です。 上記の値に加

えて、 使用環境に固有の値が表示

される場合があります。 

Display Name: ユーザーが構成可能なサー

バーの名前。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

デフォルトでは、SAではユーザーが

編集しない限り、サーバーの構成済

みのホスト名が使用されます。

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値
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Facility: SAインストールによって管理され

ている一連のサーバー。

• Is

• Is not

ファシリテ ィのウィンドウ

SAがマルチマスターモードで実行

されている場合、 このリス トには

複数のファシリテ ィが含まれる場

合があります。

Group Membership: サーバーがグループに

属しているかどうかを示します。

• Is グループのポップアップ

ウィンドウ

Host name: サーバーのホスト名 
(m004.company.comなど)。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Lifecycle: サーバーのSAへの追加処理に含

まれるサーバーのステータス。

• Is

• Is not

• Available

• Build Failed

• Deactivated

• Installing OS 

• Managed

Name (any): サーバーに関連する任意の名

前またはIPアドレスでの検索を可能にし

ます。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Notes: サーバーの [Properties] タブの 
[Notes] フ ィールドの内容。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Server Use: サーバーの使用目的 (開発、 ス

テージング、 運用など)。
• Is

• Is not

• Development

• Not Specified

• Production 

• Staging

このリス トに表示される値はカス

タマイズ可能です。 上記の値に加

えて、 使用環境に固有の値が表示

される場合があります。

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値
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Service Level: 組織のツールとして使用でき

る、 ユーザーが定義したカテゴリ。

• Is

• Is attached here or 
below

サービスレベルのポッ プア ッ プ

ウィンドウ

サーバーには複数のサービスレベ

ルを関連付けることができます。 

Server ID: SA でサーバーの識別に使用され

る内部ID。
• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

ほとんどの場合、サーバー IDとMID

は同じです。

ソフ トウェア

Attached Software: SA インス トールプロセ

スによって割り当てられたソフ トウェア、

またはモデル化されたソフ トウェア。

• Is

• Is attached here or 
below

ソフ トウェアのポップアップ

ウィンドウ

Attached Software Policies: SAインストール

プロセスによって割り当てられたソ フ ト

ウェアポリシー、 またはモデル化されたソ

フ トウェアポリシー。

• is ソ フ ト ウ ェ アポリ シーのポッ プ

アップウィンドウ

Installed Patches: サーバーにパッチがイン

ストールされているかどうかを示します。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Installed Software: サーバーにインス ト ー

ル済みと報告されたパッケージ。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

サーバーにインス トール済みであ

ると報告されるパッケージは、 SA

によってインス トールされている

必要はありません。

OS Version: OS プロビジ ョ ニング機能のOS

定義によって定義されたPSバージョ ン。

• Is

• Is not

オペレーテ ィ ングシステムのポッ

プアップウィンドウ

Reported OS: Windowsの場合は、 OSによっ

て報告されるバージ ョ ン。 Unixの場合は、

unameコマンドで返されたバージ ョ ン。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Windows Service: SAに報告されたWindows
サービスの名前。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値
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ネッ トワーク

DNS Search Domains: サーバーのネ ッ ト

ワーク設定で、 検索対象として設定された

ド メイン。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

DNS Servers: サーバーのネッ トワーク設定

で設定されたDNSサーバーのIPアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Default Gateway: デフォルトのルーターの

IPアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

IP Address: サーバーの任意のインターネッ

トプロ ト コルアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

MAC Address: ネッ トワークインタフ ェース

カードの一意のハードウェア番号である、

任意のメディアアクセス制御アドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

WINS Servers: サーバーのネッ ト ワーク設

定で設定されたWindows イン ターネッ ト

ネームサーバーのIPアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

ハードウェア

CPU Make and Model: サーバーのベンダー名

とCPUモデル (GENUINEINTEL Intel(R) 
Pentium(R) 4 CPU 2.60GHzなど)。

• Is

• Is not

CPU のメーカーとモデルのポップ

アップウィンドウ

CPU Speed: ギガヘルツ (GHz) 単位での、 中

央処理装置の速度。

• Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

600Mhzのマシンの場合は、 0.6と

入力します。

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値
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Make and Model: サーバーのベンダー名と

サーバーモデル (Compaq - DL360など)。
• Is

• Is not

サーバーのメーカーと モデルの

ポップアップウィンドウ

Number of CPUs: サーバーのCPU数。 • Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

RAM: メガバイ ト  (MB) 単位での、 サーバー

のRAM容量。

• Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

1ギガバイ トの場合は、 1024 と入

力します。

Serial Number: サーバーのシリアル番号。 • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Storage Make and Model: サーバーのベン

ダー名とスト レージモデル 
(WDC - WD800BB-75DKA0など)。

• Is

• Is not

スト レージのメーカーとモデルの

ポップアップウィンドウ

カスタムフ ィールド

数値フ ィールド • Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

文字列フ ィールド • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

URIフ ィールド • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値
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サーバー検索での改行の対応策

改行を含む [Notes] では検索を実行できません。たとえば、次のタイプのテキストでは、注のテキストは検索

できません。

line1 <line break>

line2

たとえば、 以下のクエリでは結果は何も返されません。

Any/all notes contain line1 <line break> line2

ただし、 以下のクエリでは注を含むすべてのサーバーが返されます。

Any/all notes is not line1 <line break> line2

この制限を回避するには、 図61で示すように、 下位行が発生する位置にアスタ リスク  (*) を挿入します。 次

に例を示します。

Any/all notes is line1*line2

図61 サーバー検索機能での改行の対応策 

複数のルールを含む検索の条件

複数のルールを含む検索を実行する場合、 SAの検索結果の提示方法に以下の条件が適用されます。

ファイルフ ィールド • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

日付フ ィールド • Is after

• Is before

日、月、年のドロップダウンリスト

• Is within the last ユーザーが入力したテキスト

• Is today なし

表14 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値
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• ルールを評価する際に、 検索機能は各ルールを個別に考慮し、 各ルールに一致するサーバー ( またはオ

ペレーティングシステム、 パッチなど) を見つけた後に、 各ルールの結果を統合します。 

• 値を持つルールを少な く とも 1 つ選択しなければなりません。 デフォルトのフ ィルタールールは、 値を

持つルールと見なされます。 

• 空のルールは検索時に無視されます。 検索を続行するために、 ユーザーが手動で削除する必要はありま

せん。

• 空の値を検索することはできません。 たとえば、 [Notes] フ ィールドが空であるすべてのサーバーを検索

することはできません。 

SAウィザードの特定のステップでは、 ウィザードの前回の選択に基づいて、 検索機能にデフォルト値が設定

されている場合があります。

ウィザードは柔軟性が高く、 たとえば、 複数のサーバーとアプリケーシ ョ ンを選択する場合に、 各ステップ

でサーバーやアプリケーシ ョ ンに対して異なるOSバージョ ンが選択された場合でも、 SAによって適正なアプ

リケーシ ョ ンがサーバーにインストールされます。 また、 SAはアプリケーシ ョ ン、 オペレーティングシステ

ム、 およびテンプレート と関連付けられているカスタマーと、 サーバーに関連付けられているカスタマーと

を一致させます。 

一致するものが見つからなかった場合は、 ウィザードの終了時にエラーメ ッセージが表示されます。 そのた

め、 これらのデフォルト値を変更する際には注意が必要です。

IPアドレスによるサーバー検索

ナビゲーショ ン上部または検索機能にある検索ボックスに特定の IPアドレスを入力して、 サーバーを検索す

ることができます。

SAでは静的なネッ トワークアドレス変換 (NAT) がサポート されています。この機能は、管理IPの概念を使用し

います。 管理 IPは、 サーバーエージェン トによってサーバーに報告されるローカル IPアドレスのいずれとも

異なる場合があります。 

サーバーのIPアドレスに基づいてサーバーを検索する場合、検索機能はサーバーのプライマリ IPアドレスと、

サーバーに含まれるすべてのインターフェイスのIPアドレス (サーバーの管理IPアドレスを含む) に基づいて

検索を実行します。 検索結果には、 すべてのインターフェイスについて一致した IPアドレスがすべて一覧表

示された列が追加されます。サーバーのネッ トワークが静的NATで構成されている場合は、管理IPアドレスも

含まれます。

静的NATの影響を受けるサーバーのSAでの処理方法の詳細は、 管理対象サーバーと SAの通信 (187ページ ) を
参照して ください。

例: サーバー検索

検索機能を使用して、 以下の条件を持つクエリを作成することができます。

• 「qa」 を含むインストール済みソフ トウェア

• 「man」 を含むインストール済みソフ トウェア

• [If all rules are met] が選択されている

この検索の結果には、サーバー名に 「qa」 を含むインストール済みのパッケージが少な く とも1つあり、サー

バー名に 「man」 を含むインストール済みのパッケージが少な く とも1つある (前述と同じものとは限らない)、
すべてのサーバーが含まれます。 

この検索結果には、 パッケージ名に 「qa」 と 「man」 の両方を含むパッケージのみが含まれているわけでは

ありません。

以下の条件で、 あるバージ ョ ンのApache、 またはあるバージ ョ ンのJavaがインストールされたサーバーをす

べて検索します。

• 「apache」 を含むインストール済みパッケージ

• 「java」 を含むインストール済みパッケージ
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• [If any rules are met] が選択されている

サーバーグループの検索

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、[Servers] > [Search] をクリ ックします。[Search] ページが表示されます。デフォ

ルトでは、 [Servers] タブが選択されています。 

[グループ] タブを選択します。 図62で示すように、 サーバーグループ検索のルールが表示されます。 デ

フォルトで、 1つの検索ルールが追加されています。

図62 サーバーグループ検索のルール 

2 2番目のリストで、 [Contains] または [Is] を選択して検索方法を指定します。 この演算子は、 検索テキス

トの処理方法を指定するものです。 

3 検索対象のテキスト をテキストボックスに入力します。 入力する検索テキストには、 ワイルドカード文

字のアスタ リスク  (*) を使用できます。(検索テキストでは大文字と小文字が区別されます。テキストボッ

クスにテキストボックスを入力しないと、 [Search] は有効にはなりません。 )

サーバーグループを検索する場合、 [Group Name] には1つのルールのみを指定できます。 プラス (+) ボタンは

無効になります。

4 [Search] をクリ ックします。 検索結果が表示されます。

サーバーの識別情報

ここでは、 SAでのサーバーの識別情報に関して、 次の内容について説明します。

• サーバーの識別情報の概要

• Server Automationでのサーバーの識別方法

• SAでのカスタマーアカウン ト

サーバーの識別情報の概要

SAでは以下のIDを使用して管理対象サーバーを追跡します。

• MID: マシンID。 SAでサーバーの識別に使用される一意のID。 通常、 MIDはサーバー IDと同じです。

MIDはサーバーのディスク上のファイルに保存されているため、 MIDは永続的で、 サーバーエージェン ト

で読み込み可能です。
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MIDはシャーシではな くハードディスクに付与されるため、 システム管理者は、 SA でのサーバーの追跡

方法に影響を与えることな く、 サーバーのシャーシを交換することができます。 

ハードディスクの交換の詳細については、例: SAでのサーバーのハードディスクの交換 (182ページ) を参

照して ください。 

• Server ID: 特定のサーバーを表す、モデルリポジト リ  (データベース) 内のプライマリキーです。サーバー

IDはSAの内部で使用されます。 通常、 SAでサーバーを管理するためにこの値は必要ではありません。

• MAC Address: ネッ トワークインタフェースカードの一意のハードウェア番号である、 メディアアクセ

ス制御アドレス。 MACは、 ネッ トワーク上でサーバーの物理アドレスとして使用されます。

• シャーシID: サーバーエージェン トにより検出される、一意のハードウェアベースの識別子。通常、サー

バーのシャーシの何らかのプロパティに基づきます。 一般的に、 このIDの基盤として、 SAではインター

フェイスのMACアドレス、Solarisサーバーのホスト ID、いずれかのインターフェイスのシリアル番号が使

用されます。 

Server Automationでのサーバーの識別方法

[Manage Servers] リス トのサーバーは、ハードウェアとソフ トウェアがSAに登録された際に、以下の方法で識

別されます。

• 初に、 SAはMIDを使用して各サーバーを識別します。

• MIDを特定できない場合は、 シャーシIDを使用してサーバーが識別されます。

• シャーシIDでサーバーが識別できない場合は、 MACアドレスを使用してサーバーが識別されます。 

[Server Pool] では、 SAがサーバーの追跡に使用する値が [MAC Address] 列に表示されます。 使用される値はプ

ラッ ト フォームによって異なります。

• Intel x86プロセッサーベースのサーバーは、 サーバーのMACアドレスにより識別。

• Sun SPARCプロセッサーのサーバーは、 サーバーのホスト IDで識別。 

Sun SPARCプロセッサーのサーバーのホスト IDは、 [Server Pool] リス トの [Address] 列に表示されます。 

[MAC Address] 列の値の特定には、 SA ではサーバーがSA Build Manager (OS プロビジ ョ ニング機能のコン

ポーネン ト ) への接続に使用したハードウェアアドレスが使用されます。 

例: SAでのサーバーのハードディスクの交換

以下の手順では、 SAでのサーバーのハードディスクの交換処理方法を示します。

1 システム管理者は、 サーバー Aのハードディスク  (MID 1230001、 シャーシID AB:08) をサーバー Bのハー

ドディスク  (MID 98730001、 シャーシID XY:96) と交換します。

2 サーバー A のサーバーエージェン トが SA にハードウェアを登録します。 サーバー A の MID は 1230001、

シャーシIDはXY:96になります。 

3 SAはMIDを使用してサーバー Aを検出します。 

4 SAは登録されているサーバー Aのデータを更新します。 シャーシIDにXY:96が設定されます。 

5 サーバー Bのサーバーエージェン トがSAにハードウェアを登録します。 サーバー BのMIDは98730001、

シャーシIDはAB:08になります。 

6 SAはMIDを使用してサーバー Bを検出します。 

7 SAは登録されているサーバー Bのデータを更新します。 シャーシIDにAB:08が設定されます。
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SAでのカスタマーアカウン ト

多くのエンタープライズ環境では、独立したITオペレーシ ョ ンを1つのオペレーシ ョ ンに統合して実行してい

ますが、 レポート作成、 課金、 管理などの処理は事業体、 グループ、 顧客単位で行う必要があります。 たと

えば、 ある会社を例に考えてみまし ょ う。 この会社では、 West Coast Office、 East Coast Office、 London Office

という3つの支店で異なる業務を行っています。ただしサービスプロバイダーがITオペレーシ ョ ンを行う際に

は、 Customer A、 Customer B、 Customer Cなど、 顧客ごとにサービスを提供します。

このような場合、 SAはカスタマーを複数作成し、 管理対象サーバーを割り当てます。 詳細については、 カス

タマーの作成と管理 (137ページ) を参照して ください。

サーバー履歴とレポート

ここでは、 SAでのサーバー履歴とレポート作成に関して、 次の内容について説明します。

• サーバー履歴の概要

• サーバー履歴の表示

• サーバー操作のタイムスタンプ

サーバー履歴の概要

SA Webクライアン ト を使用して、 サーバーに対する変更の履歴を表示できます。 管理対象サーバー上で実行

された各アクシ ョ ンについて、 アクシ ョ ンを実行した関連ユーザーとアクシ ョ ンの実行日時を含む履歴が記

録されます。 履歴はいつでも表示できますが、 変更することはできません。 履歴は読み取り専用です。

表15で示すように、 各履歴のエン ト リには3つの情報が表示されます。  

履歴で使用されるタイムスタンプ

SAでは、 以下の期間にわたってサーバーのデータが保存されます。

• SA Webクライアン トでは、 変更履歴は過去3か月の間隔で保持されます。

• セッシ ョ ンログは、 30日間保持されます。 ただし、 サーバーの 近の修復セッシ ョ ンは無期限に保持さ

れます。

• サーバー履歴は6か月間保持されます。

表15 [Server History] タブのエン ト リの説明

履歴エン ト リ 説明

Event Description 実行された操作の説明。 以下に例を示します。

Run ISM Control: ad-hoc script (Job ID:26190040) 
executed successfully.

Modified By 変更を実行したSAユーザーの名前。

Date Modified 変更が実行された日時。 以下に例を示します。

Mon Aug 06 18:14:41 GMT+00:00 2001)
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より長期間保持する必要がある場合は、 HPでは、定期的にバックアップしてSAデータをオフラインで保存す

ることを推奨しています。

SA では古いデータはモデルリポジ ト リから削除され、 データ削除前にコピーは作成されません。 ただし、

Oracle コマンドを使用し、 スケジュールされたジ ョブを操作することによって、 情報をより長期間保持する

ことが可能です。 保持期間の変更の詳細については、 HPサポート担当者にお問い合わせください。 

サーバー履歴の表示

以下の手順を実行して、 サーバーの履歴を表示します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、[Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。[Manage Servers] ページが表示

されます。 リス ト を参照して、 履歴を表示するサーバーを見つけます。

または

履歴を表示するサーバーを検索します。 

詳細については、 サーバーまたは他のリソースの検索 (171 ページ ) を参照して く ださい。 詳細について

は、 IPアドレスによるサーバー検索 (180ページ) を参照して ください。

2 情報を表示するサーバーの名前をクリ ックします。選択したサーバーの [Manage Servers: Properties] ペー

ジが表示されます。

3 [History] タブを選択します。

デフォルトでは、 このビューには先週に実行された変更が表示されます。

サーバー操作のタイムスタンプ

SAでは、 SAユーザーがインストール、 設定、 およびサーバーから削除したソフ トウェアの包括的な監査証跡

が保持されます。 SA Webクライアン ト を使用して、 サーバーに対する変更の履歴を表示できます。 SA Webク

ライアン トの管理対象サーバーでアクシ ョ ンを実行すると、 エン ト リが生成されます。 履歴は読み取り専用

です。 詳細については、 サーバー履歴とレポート  (183ページ) を参照して ください。

システムイベン トのタイムスタンプは、 SAコアコンポーネン ト を実行しているサーバーのシステムクロック

に基づいて設定されます。サーバー履歴 (SA Webクライアン ト内に表示) とSAコンポーネン トログで正確なタ

イムスタンプを取得するためには、 以下を実行する必要があります。

• SAコンポーネン ト を実行しているすべてのサーバーのシステムクロックを同期させ、 すべてのサーバー

が同じ時刻で稼動するようにします。

• SAコンポーネン ト を実行しているすてべのサーバーのタイムゾーンを協定世界時 (UTC) に設定します。

ファシリテ ィの時刻要件の詳細については、 『SA Installation Guide』 を参照して ください。

さらに、 HPでは、 サーバーにサーバーエージェン ト をインストールした後 (SAで管理対象とするため)、 サー

バーのシステムクロッ クを SA コアコンポーネン ト を実行しているサーバーのシステムクロッ クと同期する

ことを推奨しています。 

SA Webクライアン トのサーバーの [History] タブおよびサーバーエージェン トログに表示されるタイムスタン

プは、 SAから取得されますが、 サーバーのログ (stdout) を参照する必要がある場合もあります。 サーバーの

ログとSAでタイムスタンプの整合性をとることは、 ト ラブルシューティングを効果的に行うために必要です。
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管理対象サーバーのハードウェア情報

SA Webクライアン トの [Hardware] リンクは、 管理対象環境内にあるすべてのサーバーについて、 ハードウェ

アのメーカーとモデル別に分類して読み取り専用のリス トで表示します。 [Hardware] リンクは、 各サーバー

のハードウェアに関連する以下のような情報を提示します。

• メーカー

• モデル番号

• MAC ID

• シリアル番号 

• サーバーが使用するCPU 

• メモリ  

• スト レージ容量

詳細については、 エージェン トがト ラ ッキングするサーバー情報 (123ページ) を参照して ください。

管理対象サーバーのハードウェア情報の表示

ハードウェア情報の表示により、 管理対象環境内のすべてのサーバーについてハードウェアのベンダーごと

に表示し、 またMAC ID、 CPU、 メモリなどの情報についても表示することができます。

管理対象サーバーのハードウェア情報を表示するには、 以下の手順を実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンパネルから、 [Environment] > [Hardware] をクリ ックします。 図63で示すように、 管理対

象環境の [Hardware] カテゴリのト ップレベルが表示されます。

図63 ト ップレベルのハードウェア 

2 管理対象環境内のサーバーを表示するには、 [Servers] リンクをクリ ックします。
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3 表示対象のサーバーのタイプにド リルダウンします。 たとえば、 図64で示すように、 Dell POWEREDGE

650をすべて表示するとします。

図64 Dell POWEREDGE 650の [Hardware] ホームページ 

4 次に、[Members] タブを選択します。管理対象環境内のすべてのDell POWEREDGE 650がリストに表示され

ます。 

5 特定のハードウェア情報を表示するには、 [View] > [Hardware] を選択します。 SA で管理されている Dell

POWEREDGE 650コンピューターの詳細な情報が表示されます。
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第9章 SA Webクライアン トでのサーバー管理
この項では、 オペレーティングシステム、 パッチ、 アプリケーシ ョ ンをサーバーにインストールする方法に

ついては説明しません。 ここでは、 このようなサーバー管理タスクを全体的なサーバーライフサイクルの中

でどのように実行すればよいかを説明し、 他の項のトピックに対するクロスリファレンスを紹介します。

サーバー管理の概要

SAは、 運用環境内にあるサーバーを次のような方法で管理します。

• Microsoft Windows、 Red Hat Linux、 Sun Solarisの各オペレーティングシステムのプロビジ ョニングを、 ベ

ンダーが提供するブートス ト ラ ップを使用して行います。 さらに、 SAはHP-UX Igniteインストール機能と

の統合により、 異機種混在環境でのOSプロビジ ョニングを一貫した方法で実行できます。

SAがMicrosoft Windows、 Red Hat Linux、 Sun Solaris、 VMware ESXの各オペレーティングシステムのプロビ

ジ ョニングを管理対象サーバーで行い、 HP-UX Igniteインストール機能と統合する方法については、 『SA
ユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して ください。

• サーバースクリプ トの管理と実行を自動化します。 

詳細については、 スクリプ ト実行 (235ページ) を参照して ください。

SAでのサーバー管理に、 root (Unix) や管理者 (Windows) のアクセス権限は不要です。ただし、 SAの各機能を使

用するためのアクセス権や、 サーバーに関連付けられているカスタマーやファシリテ ィのアクセス権が必要

になります。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。 詳細については、 『SA 管
理ガイド』 の付録 「アクセス権リファレンス」 を参照して ください。

管理対象サーバーとSAの通信

ここでは、 管理対象サーバーとServer Automation間の通信について、 次の内容を説明します。

• 管理対象サーバーでのネッ トワークアドレス変換 (NAT)

• SAと管理対象サーバー間の通信に関する用語

• 管理対象サーバーの管理IPアドレスの表示

• サーバーのプライマリ IPアドレスの設定

• NATテーブルのマッピングと管理対象サーバー
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管理対象サーバーでのネッ トワークアドレス変換 (NAT)

SAでサーバーを管理するには、 各サーバーに一意のIPアドレスが割り当てられていて、 このIPアドレスはSA

によってルーティング可能である必要があります。 ただし、 運用環境が大規模になると、 すべてのサーバー

に一意のIPアドレスが割り当てられていない可能性があります。 このような場合への対応として、 SAは、 管

理対象サーバーで静的なネッ トワークアドレス変換 (NAT) をサポート します。 

静的NATは、パブリ ックなIPアドレスを内部ネッ トワーク内のホストにマッピングします。 これにより、 SAは

環境内にあるすべてのサーバーを管理できるようになります。 

動的NATとは異なり、 SAと管理対象サーバー間のマッピングは、 実行時ではな く事前に設定されます。 

SAと管理対象サーバー間の通信に関する用語

SAが管理対象サーバーと通信するし くみを理解するには、 次の3つの用語を理解する必要があります。

• 管理IP: SAがサーバー上のサーバーエージェン ト との通信に使用するIPアドレス。 

サーバーエージェン トは、 サーバーをハードウェア登録する際にTCP/IPでSAに接続します。 この接続に

は、サーバーのソースIP (ピアIP) アドレスが含まれています。デフォルトでは、 SAはサーバーの管理IPと

して、 このピアIPアドレスを使用します。 

• 管理インタフェース : サーバーに複数のネッ トワークインタフェースがある場合、1つを管理インタフェー

スとして指定することができます。 

• プライマ リ IP: 管理インタフェースのIPアドレス。管理インタフェースを変更すると、 そのインタフェー

スのIPアドレスがプライマリ IPになります。プライマリ IPアドレスは、ローカルで設定するIPアドレスです。 

SAは、 サーバーとの通信に管理IPアドレスを使用しますが、 サーバー上のサーバーエージェン トの相互

通信にはプライマリ IPアドレスが使用されます。 

静的NATを使用する場合、 サーバーの管理IPアドレスは、 プライマリ IPアドレスとは異なります。 つまり、 管

理IPは、 NAT変換後のアドレスになります。 静的NATを使用しない場合、 サーバーの管理IPアドレスは、 必ず

プライマリ IPアドレスと同じになります。 

管理対象サーバーの管理IPアドレスの表示

SA Webクライアン トでは、サーバーの管理IPアドレスを調べて、静的NATが使用されているかどうかを確認す

ることができます。 このアドレスは、 サーバーが到達不能になった場合のト ラブルシューテ ィ ングや、 NAT

構成が正しいかどうかの確認の際に必要になります。 SA Webクライアン トでは、 管理対象サーバーの管理IP

アドレスは次の2つの方法で確認できます。

• [Server Details] ページの [Network] タブ 

• [Manage Servers] リス トの [Hardware] ビュー

[Network] タブでは、 ドロップダウンリストでサーバーを選択すると管理インタフェースが表示されます (設

定も可能です)。
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図65は、[Manage Servers] リス トの [Hardware] ビューです。[Network Info] 列に、サーバーの管理インタフェー

スが表示されています([Hardware] ビューにアクセスするには、 [View] > [Hardware] を選択します)。

図65 [Manage Servers] リス トの [Hardware] タブ   

[Network Info] 列には、 リス ト内のサーバーごとに、 設定されているIPアドレスとインタフェースが表示され

ます。 サーバーで静的NATを使用している場合、 初に管理IPが表示され、 IPアドレスの後に (NAT) が表示さ

れます。 静的NATを使用していない場合、 管理IPは管理インタフェースと同じです。

サーバーのプライマリ IPアドレスの設定

サーバーにネッ トワークインタフ ェースが複数ある場合、 いずれか1 つを管理インタフェースとして指定で

きます。 この場合、 指定したインタフェースの IPアドレスがプライマリ IPアドレスとして使用されます。 プ

ライマリ IPアドレスは、 サーバーエージェン トの相互通信で使用されます。

静的NATを使用しない場合、 管理IPアドレスとプライマリ IPアドレスは同じになります。 静的NATを使用する

場合、 管理インタフェースを変更しても、 管理IPは変更されません。

サーバーのプライマリ IPアドレスを設定するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト内で、 管理IPアドレスを表示したいサーバーを見つけます。

または

管理IPアドレスを表示したいサーバーを検索します。 

2 サーバー名をクリ ックします。 選択したサーバーの [Manage Servers: Properties] ページが表示されます。

3 [Network] タブを選択します。 サーバーのネッ トワーク情報が表示されます。 

[Network] タブが開き、 サーバーの管理インタフェースが表示されます (設定も可能です)。 

4 [Management Interface] フ ィールドで、 管理インタフェースを選択します。 選択したインタフェースのIP

アドレスが、 プライマリ IPアドレスとして指定されます。

5 [Update] をクリ ックします。 

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索 (180

ページ) を参照して ください。

NATテーブルのマッピングと管理対象サーバー

静的なNATテーブルは、 SAと管理対象サーバーのルーティング可能なIPアドレスを1対1でマッピングします。

NATテーブルの設定と保守は、 ネッ トワーク管理者が行います。 SAでは、 静的NATテーブルの設定以外に、 追

加設定を行う必要はありません。
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SAではNATテーブルの管理は行わないので、SA管理対象サーバーのハードウェア情報を登録した後にNATテー

ブルを変更するとエラーが発生することがあります。 サーバーの IPアドレスマッピングを変更すると、 次の

エラーが発生します。

• NATマッピングで、SA側のIPアドレスを変更すると、サーバーは管理不能になり、 [Manage Servers:Status]

ページで到達不能と表示されることがあります。この状態を解消するには、サーバーエージェン トがハー

ドウェア登録を要求し、 サーバーの管理IPを更新する必要があります。

• IPアドレスのマッピング先サーバーを変更すると、両方のサーバーが管理不能になり、 [Manage Servers:Status]

ページで到達不能と表示されることがあります。 いずれかのサーバーがハードウェア登録で IPアドレス

を報告すると、 この問題は解決されます。 ただし、 も う一方のサーバーは管理不能状態のままなので、

サーバーをサーバーエージェン トに登録する必要があります。 これにより、 両方のサーバーが管理対象

に戻ります。

サーバーグループ

ここでは、 SAで使用するサーバーグループの情報について、 次の内容を説明します。

• サーバーグループの概要

• サーバーグループのタイプ

• パブリ ックグループのモデル化

• サーバーグループの作成方法

• 静的グループ (パブリ ックとプライベート ) へのサーバーの追加

• 静的グループ (パブリ ックとプライベート ) からのサーバーの削除

• サーバーグループの複製

• サーバーグループを削除するルール

サーバーグループの概要

サーバーグループは、 複数のサーバーを 1 つにまとめたい場合に便利です。 グループ内のサーバーで個々に

アクシ ョ ンを実行するのではな く、すべてのサーバーに対して同時にアクシ ョ ンを実行したい場合には、サー

バーグループをシ ョート カッ ト と して使用できます。また、単なるグループ編成機能としても使用できます。 

サーバーグループには、サーバーを個別に追加することや、他のサーバーグループを追加することもできます。

[My Servers] では、 [Server Groups] と同様に、 個々のサーバーやサーバーグループをグループ化することがで

きます。 [Server Groups] とは異なる機能と しては、 頻繁にアクセスするサーバー、 サーバーグループ、 ネス

ト構造のグループを追加することができます。詳細については、My Servers (168ページ) を参照して ください。

サーバーグループの使用方法

サーバーグループは、 次のような用途に使用できます。

• OSバージョ ンごとにサーバーをグループ化

• カスタマーごとにサーバーをグループ化

• ファシリテ ィごとにサーバーをグループ化

• デプロイメン トステージごとにサーバーをグループ化
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• 用途 (サーバーのプロパティページの [Server Use]) ごとにサーバーをグループ化

• 運用上の区分ごとにサーバーをグループ化 ( たとえば、 同じアプリケーシ ョ ン構成が必要なサーバーを

すべて1つのグループにまとめます)

• アクセス制御ごとにサーバーをグループ化 ( たとえば、 特定のユーザーグループに関連するサーバーグ

ループを作成します)

サーバーグループの操作に必要なアクセス権

サーバーグループに関連するタスクを実行するには、表16で示すアクセス権が必要です。 アクセス権を設定

できるのは管理者のみです。  

サーバーグループの特徴

サーバーグループには、 次のような特徴があります。

• 1つのサーバーが複数のグループに所属する場合や、 どのグループにも所属しない場合があります。

• サーバーは、グループに追加した後でも、すべてのサーバーのリスト  (ナビゲーシ ョ ンパネルの [Servers]
> [Manage Servers] をクリ ック ) からは削除されません。

• グループには、 サーバーとサブグループを追加できます。

• サーバーグループは階層構造 (ネスト構造) にすることができますが、 次のような制限事項があります。

— プライベートグループとパブリ ックグループを 1 つの階層構造内で混在することはできません。 た

だし、 静的グループと動的グループの混在は可能です。

プライベートグループとパブリ ッ クグループの詳細については、 サーバーグループのタイプ (192
ページ) を参照して ください。

— 動的グループのルールは、 親の動的グループから子の動的サブグループに継承されません。

動的グループの特徴については、 動的グループ (192ページ) を参照して ください。 

— モデリングデータ  (カスタム属性など)は、 親から継承されません。

表16 サーバーグループの操作に必要なアクセス権

アクセス権の名前 設定する場所 実行可能な操作

サーバーの管理 静的および動的なプライベー トサー
バーグループを作成、編集、削除でき
ます。

パブリ ックサーバー
グループの管理 

[Users and Groups] の [Other] タブに

ある  [Manage Servers Permissions] セ
クシ ョ ン

静的および動的なパブ リ ッ クサー
バーグループを作成、編集、削除でき
ます。

パブリ ックサーバー
グループのモデル化 

[Users and Groups] の [Other] タブに

ある  [Manage Servers Permissions] セ
クシ ョ ン

パブリ ッ クサーバーグループをモデ
ル化します。 詳細については、 パブ
リ ッ クグループのモデル化 (193 ペー

ジ) を参照して ください。

更新ジ ョブの実行の許可 [Users and Groups] の [Other] タブに

ある  [Manage Servers Permissions] セ
クシ ョ ン

スケジュール済みのジ ョ ブの実行前
に、サーバーをグループに追加または
グループから削除します。このアクセ
ス権では、ジ ョ ブの実行前にグループ
メ ンバーシップを更新するこ とがで
きます。 これにより、ジ ョ ブを実行す
る時点でグループに含まれるサー
バーのみを対象にジ ョ ブを実行でき
ます。
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— ネスト構造を持つグループで操作を実行する場合、 現在のグループより下位にあるネストグループ

に所属するすべてのサーバーが操作の対象になります。

— ただしこれには例外があり、 SAクライアン トでアプリケーシ ョ ン構成の操作を実行する場合、 操作

対象のグループにサブグループがあっても、 サブグループ内のサーバーは操作の対象にならず、 操

作を直接実行したグループのみが対象になります。

サーバーグループのタイプ

サーバーグループには、 プライベート とパブリ ックがあり、 いずれも動的または静的のいずれかに分類され

ます。

プライベートグループ

[Manage Servers] リス トにアクセスできるユーザーグループに所属するユーザーは、自分専用のグループを作

成できます。 これをプライベートグループと呼び、 作成したユーザーのみが表示できます。 他のSAユーザー

は表示できません。 プライベートグループの機能はパブリ ックグループと同じですが、 プライベートグルー

プではモデル化ができない点が異なります。 SA モデルがどのような影響をグループに与えるかについては、

パブリ ックグループのモデル化 (193ページ) を参照して ください。

グループの新規作成では、 デフォルトでは静的なプライベートグループが作成されます。 このグループは、

動的なプライベートグループ、 静的なパブリ ッ クグループ、 動的なパブリ ッ クグループに変更が可能です。

サブグループについては、 プライベートグループでサブグループを作成すると、 サブグループもプライベー

トになります。 パブリ ックグループで作成すると、 サブグループもパブリ ックになります。 プライベートグ

ループとパブリ ッ クグループは、 1 つの階層構造内で混在できません。 つまり、 親のグループがパブリ ッ ク

である場合、 サブグループもパブリ ックになり、 親がプライベートであればサブグループもプライベートに

なります。

パブリ ックグループ

パブリ ックグループの作成、編集、削除は、パブリ ックサーバーグループの管理のアクセス権を持つユーザー

が実行できます。 パブリ ックグループの場合、 どのユーザーが作成したグループでも、 すべてのユーザーが

表示または使用できます。 ただし、 動的グループに適用するルールを変更するには、 パブリ ックサーバーグ

ループの管理のアクセス権が必要です。 

サーバーリス トの上に、 [Public Groups] という リンクが表示されます。 このリンクをク リ ッ クすると、 パブ

リ ックグループが表示されます。

モデル化に使用できるのは、 パブリ ックグループのみです。

静的グループ

静的グループは、 パブリ ックまたはプライベートのいずれかに分類されます。 静的グループの使用上、 特に

必要になるアクセス権はありません。 静的グループには、 サーバーを手動で追加または削除します。 静的グ

ループを使用するには、 まずグループを作成し、 そこに追加するサーバーを選択します。

動的グループ

動的グループには、 ユーザー定義のルールに基づいて、 サーバーが自動的に追加または削除されます。 ルー

ルを変更した場合や環境内のサーバーを変更した場合、 サーバーはグループに対して自動的に追加または削

除されます。 ルールの適用対象は、 作成または変更したグループのみであり、 サブグループには適用されま

せん。

ルールを作成すると、SAは条件に合致するサーバーを検出し、グループに追加します。ルールを変更すると、

SAはサーバーを再度検出し、 変更後の条件を適用します。 したがって、 SAの管理対象となるサーバーを追加

または削除すると、 それに伴ってグループのメンバーも自動的に変更されます。
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SAは、 次のアクシ ョ ンのいずれかが発生するたびに、 サーバーグループのメンバーシップを計算します。 

• 動的サーバーグループのルールを、 ユーザーが追加、 削除、 変更した場合。

• 動的グループのメンバーシップに影響を及ぼすサーバー属性を変更した場合。

また、 SAは1時間ごとに動的グループのメンバーシップを再計算します。

ジ ョ ブの実行スケジュールを指定する際には、 次のいずれかの方法で、 動的グループのメンバーシップを決

定できます。 

• ジ ョブのスケジュールを指定する時点で、 動的グループに含まれるサーバーを実行対象にします。 

• ジ ョブを実際に実行する時点で、 動的グループに含まれるサーバーを実行対象にします。 メンバーシッ

プは、 ジ ョ ブの実行時に再計算されます。 

パブリ ックグループのモデル化

SAのモデル化では、 サーバーが良好である状態を定義し、 これをサーバーに適用します。 パブリ ッ クサー

バーグループ (静的と動的) の場合、 アプリケーシ ョ ン、 パッチ、 サービスレベル、 カスタム属性を含むモデ

ルを定義し、 これをグループ内のすべてのサーバーに適用することができます。 モデル化の情報がアタ ッチ

されるのはグループであり、 サブグループにはアタ ッチされません。

モデル化の情報を変更し、 これをグループ内のサーバーに適用するためには、 サーバーの修復が必要です。

サーバーの修復後にモデルをグループから削除すると、 次回の修復プロセスで、 インストールされた内容は

削除されます。

パブリ ックグループとプライベートグループのサーバー表示の管理

サーバーグループは、 [Manage Server] リス トの一番上に表示されます。 リス トの 上位には、 パブリ ックグ

ループがリンクで表示されます。 次にプライベートグループ (作成した場合 ) が表示され、 その下に個々の

サーバーが続きます。

[Manage Servers] リス ト  - [Groups Only]

[View] > [Groups Only] を選択すると、 グループ内のサーバーの数、 グループ内のグループの数、 グループの

タイプ (静的または動的 ) といった情報がグループリス トに表示されます。 サーバーとサーバーグループの

ビューを変更するには、 [View] メニューから、 [Summary]、 [Hardware]、 [Software]、 [Communications] のいず

れかを選択します。 さらに、 [Servers and Groups]、 [Servers Only]、 [Groups Only] を選択することができます。 

サーバーグループでの操作

サーバーで実行可能な操作は、 サーバーグループでも実行できます。 サーバーグループは複数のサーバーを

まとめるコンテナーと して機能するので、 サーバーグループをシ ョート カ ッ ト と して使用することにより、

個々のサーバーで同じ操作を繰り返す手間を省く ことができます。 

グループで次のような操作を行う場合、 実際の実行対象はグループではな く、 グループ内のサーバーになり

ます。

• 実行

— スクリプ ト

— カスタム拡張

— 通信テスト

• カスタマー

• 使用
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• SAクライアン トの操作

— アプリケーシ ョ ンの構成

— 監査アプリケーシ ョ ン構成

— サーバー監査

— サーバーのスナップシ ョ ッ トの作成

— パッチのインストール

— ソフ トウェアのインストール

また、 グループに含まれるサーバーのリス ト を更新できるジ ョ ブもあります ( ただし、 更新ジ ョ ブの実行の

許可のアクセス権が必要です)。適切なアクセス権があれば、ジ ョ ブの実行スケジュールを事前に設定してお

き、 ジ ョ ブの実行前に、 実行対象となるサーバーグループのメンバーを更新することができます。 次のアク

シ ョ ンでは、 ジ ョ ブのスケジュール設定時に、 サーバーリスト を更新できます。

• スクリプ トの実行

• カスタム拡張の実行

サーバーグループのタブ

グループのプロパティ表示では、 図66で示すようなページにグループの情報が表示されます。

グループのプロパティは、 次の方法で表示できます。 

• サーバーグループの各リストの一番上にある  [This Group] をクリ ックします。 

• リス ト内でグループを選択し、 [Resource] > [Properties] を選択します。

図66 サーバーグループのタブ 

このタブでは、 次のようなアクシ ョ ンをサーバーグループで実行できます。 

アクシ ョ ンの実行には、 適切なSAのアクセス権が必要になります。 詳細については、 サーバーグループの操

作に必要なアクセス権 (191ページ) を参照して ください。

• Properties: グループの情報が表示されます。 表示内容には、 グループのタイプ、 グループ内にあるサー

バーの数、 グループのステータスなどがあります。 [Edit] をクリ ッ クすると、 グループの名前と説明の

変更、 動的グループから静的グループへの変換を実行できます。 
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動的グループに変換できるのは、 空の静的グループであり、 グループの作成後にサーバーを追加していない

ことが条件になります。つまり、サーバーが追加されている静的グループは、動的グループに変換できません。

• Rules: 動的グループを表示すると、 このタブが表示されます。 このタブには、 グループメンバーシップ

を決定する基準として、 動的グループに適用されるルールが表示されます。 ルールは現在のグループの

みに適用され、 サブグループには適用されません。 [Edit] をクリ ッ クすると、 グループのルールを変更

できます。

動的グループのルールの指定については、[Search] を使ったグループの作成 (198ページ) を参照して くだ

さい。

• Custom Attributes: このタブでは、サーバーグループのカスタム属性を設定します。カスタム属性を追加

するには [New]、 既存の属性を変更するには [Edit] をクリ ッ クします。 カスタム属性は、 グループの下

の階層にあるサブグループには継承されません。 

SA で管理するサーバーにカスタム属性が与える影響については、 サーバーのカスタムフ ィールド  (223

ページ) を参照して ください。

• Service Levels: このタブでは、 サービスレベルをグループに割り当てます。

詳細については、 サービスレベル (228ページ) を参照して ください。

• History: このタブでは、 グループの変更内容が表示されます。 グループ (グループメンバーではありませ

ん) に対して行ったアクシ ョ ンごとに、 説明、 アクシ ョ ンの実行日、 アクシ ョ ンを実行したユーザー (パ

ブリ ックグループの場合) が表示されます。

サーバーグループの作成方法

サーバーグループを作成するには、 次のいずれかの操作を実行します。

• [Manage Servers] ページで、 [Resource] > [New Group] を選択します。

• [Copy to Group] ダイアログボックスの右上角にある  [Create Server Groups] をクリ ックします。

• サーバー検索を行い、 サーバーまたはルールの検索結果をグループとして保存します。

[New Group] オプシ ョ ンを使った静的グループの作成

静的サーバーグループには、 サーバーを手動で追加する必要があります。 また、 削除も手動で行う必要があ

ります。

動的グループに変換できるのは、 空の静的グループであり、 グループの作成後にサーバーを追加していない

ことが条件になります。つまり、サーバーが追加されている静的グループは、動的グループに変換できません。

静的サーバーグループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。
SA Webクライアン トでのサーバー管理 195



2 [Resource] > [New Group] を選択します。 [New Private Static Group] ダイアログボックスが開きます (図67
を参照)。

図67 デフォルトの [New Private Static Group] ダイアログボックス 

3 [Manage Servers] の 上位に静的なプライベートグループを作成するには、 次の手順を実行します。

a [Save As] テキストボックスに、 グループの名前を入力します。

b [Save] をクリ ックします。

4 別のグループの下に静的なプライベートグループを作成するには、 次の手順を実行します。

a 新しいグループを作成するグループに移動します。

b [Save As] テキストボックスに、 グループの名前を入力します。

c [Save] をクリ ックします。

5 静的なパブリ ックグループを作成するには、 次の手順を実行します。

a [Name and Type] ウィンドウにある  [Public Groups] リンクをクリ ックし、 階層構造内でグループを作

成するレベルに移動します。

b [Save As] テキストボックスに、 グループの名前を入力します。

c [Save] をクリ ックします。

階層構造内での現在の位置が、 [Save In] ドロップダウンリス トに自動的に入力されます。 [Save In] ドロップ

ダウンリストの内容から、 グループ内の階層構造内で正しい位置にいることを確認できます。 別の場所に移

動するには、 このドロップダウンリストで場所を選択して ください。

[Copy to Group] ダイアログボックスを使った静的グループの作成

既存のサーバーグループをコピーすることによってサーバーグループを新規作成するには、 次の手順を実行
します。 

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。

2 コピー元となるサーバーとグループに移動し、 チェ ックボックスをクリ ックします。 
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3 [Edit] メニューの [Copy to Group] を選択します。 [Copy to Group] ダイアログボックスが開きます。

4 [Name and Type] フ ィールドに表示されているグループリンクをクリ ックし、階層構造内でサーバーとグ

ループのコピー先となる場所に移動します。

5 [Options] フ ィールドで、 次のいずれかを選択します。 

• Maintain Hierarchy: サーバーグループを、 そのまま変更せずにコピーします。

• Expand to a Flat List: グループ内にあるサーバーのみを、 新しいグループにコピーします。

各オプシ ョ ンを選択した場合の結果として、 新しいグループの階層内に含まれるサーバーとグループの

数、 またはフラッ ト リス ト内に含まれるサーバーの数が表示されます。

[Expand to a Flat List] オプシ ョ ンを選択する場合、 サーバーが複数のグループに所属していたとしても、 サー

バーがリスト内に表示される回数は1回のみになります。

6 (オプシ ョ ン) ダイアログボックスの右上角にある  [Create New Group] アイコンをクリ ックすると、 まった

く新しいグループが作成され、 ここにサーバーとグループがコピーされます。 

グループの名前を入力するプロンプ トが開きます。

7 新し く作成するグループの名前を入力して ください。

8 [OK] をクリ ックします。 名前のダイアログボックスが閉じて、 [Copy to Group] ダイアログボックスが開

きます。

9 [OK] をクリ ックします。

[New Group] オプシ ョ ンを使った動的グループの作成

動的サーバーグループはルールベースのグループであり、 ユーザーが定義したルールに基づいてサーバーが

自動的に追加または削除されます。

動的サーバーグループは、 静的サーバーグループと同じ手順で作成できます。 ただし、 動的グループを作成

する場合は、 グループのルールを定義するページが表示されます。

動的グループは、 静的グループに変換できます。 変換すると、 グループ内のサーバーはすべてそのまま残り

ますが、 ルールはすべて削除されます。

[New Group] オプシ ョ ンを使用して動的グループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。

2 [Resource] メニューの [New Group] を選択します。 [New Private Static Group] ダイアログボックスが開き

ます。

3 動的なプライベートグループを作成する場合は、 [Name and Type] フ ィールドに表示されているグループ

リンクをクリ ックし、 階層構造内でグループを作成する場所に移動します。

または

動的なパブリ ックグループを作成する場合は、 [Name and Type] ウィンドウにある  [Public Groups] リンク

をクリ ックし、 階層構造内でグループを作成する場所に移動します。

階層構造内での現在の位置が、 [Save In] ドロップダウンリス トに自動的に入力されます。 [Save In] ドロップ

ダウンリストの内容から、 グループ内の階層構造内で正しい位置にいることを確認できます。 別の場所に移

動するには、 このドロップダウンリストで場所を選択して ください。

4 [Save As] テキストボックスに、 グループの名前を入力します。

5 [Options] フ ィールドで [Dynamic] を選択します。
SA Webクライアン トでのサーバー管理 197



6 [Create Rules] をクリ ックします。 [Manage Servers Properties] ページが表示され、 [Rules] タブが表示され

ます (図68を参照)。

図68 [Manage Servers Properties] ページの [Rules] タブ 

7 グループにサーバーを追加するときの基準を選択します。 

プラス (+) ボタンをクリ ッ クすると新しい行が追加されるので、 サーバーグループのルールを必要に応じて

作成します。また、行を削除したい場合は、削除する行の横にあるマイナス (-) ボタンをクリ ックして ください。

8 [Match] ドロップダウンリストで [If all rules are met] または [If any rules are met] のいずれかを選択します。

9 (オプシ ョ ン) 結果を確認したい場合は、[Search] をクリ ックすると、定義したルールに基づいてサーバー

が検索されます。

10 [Save] をクリ ックして、 グループに適用するルールを保存します。

[Search] を使ったグループの作成

検索機能を使ってグループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Search] をクリ ックします。 [Search Rules] ページが表示され、

[Servers] タブが表示されます。

サーバーの検索には、 このタブを使用します。 グループの検索には、 [Groups] タブを選択します。

2 条件を指定してサーバー検索に適用するルールを作成し、動的グループに含めるサーバーを確認します。

動的グループのルールと検索条件は、 同じオプシ ョ ンを使って指定できます。 詳細については、 検索と

動的グループのルールで指定できる条件 (199ページ) を参照して ください。

プラス (+) ボタンをクリ ッ クすると新しい行が追加されるので、 サーバー検索の条件またはサーバーグルー

プのルールを必要に応じて作成します。 また、行を削除したい場合は、削除する行の横にあるマイナス (-) ボ

タンをクリ ックして ください。

3 動的サーバーグループのルールを指定している場合は、[Save] をクリ ックするとルールが保存されます。

また、 [Search] をクリ ックすると、 指定したルールに基づいてサーバー検索が実行されます。

または

サーバー検索の場合は、 [Search] をクリ ッ クするとサーバー検索が実行されます。 [Save] をクリ ッ クす

ると、 検索条件が動的グループのルールとして保存されます。 

[New Dynamic Group] ダイアログボックスが開きます。 
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検索と動的グループのルールで指定できる条件

次の表は、 サーバーの検索や動的サーバーグループの作成で指定できる条件を示します。

検索の拡張機能として、テキストが入力可能なすべてのフ ィールドでワイルドカード文字 (*) を使用できます。  

表17 サーバー検索および動的グループ作成のルール

ルールの名前と説明 演算子 値

プロパティ

Agent Discovery Date: サーバーエージェン

トがインストールされた日付。

• Is after

• Is before

日、月、年のドロップダウンリスト

• Is within the last ユーザーが入力したテキスト

• Is today なし

Agent Reporting: サーバーエージェントがSA

にレポート しているかどうかを示します。

• Is

• Is not

• Has not reported

• OK

• Registration in progress

• Reporting error

Agent Status: サーバーエージェン トにSAが

到達可能かどうかを示します。

• Is

• Is not

• Not reachable

• OK

Agent Version: サーバーエージ ェ ン ト の

バージ ョ ン (14.2.3bなど)。
• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Custom Attribute (any): アタ ッチまたは継

承によってサーバーに関連付けられている

カスタム属性の名前。

• Contains

• Is

ユーザーが入力したテキスト

Custom Attribute (local): サーバーにローカ

ルでアタ ッチされているカスタム属性。

• Contains

• Is

ユーザーが入力したテキスト

Customer: サーバーに関連付けられている

カスタマーまたはアカウン ト。

• Is

• Is not

カスタマーのポップアップウィ ン

ドウ
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Deployment Stage: ライフサイクル環境内で

サーバーが実行するステージ。

• Is

• Is not

• In Deployment

• Live

• Not Specified

• Offline

このリス トに表示される値はカス

タマイズ可能です。 上記の値に加

えて、 使用環境に固有の値が表示

される場合があります。 

Facility: SA インス トールによって管理され

ている一連のサーバー。

• Is

• Is not

ファシリテ ィのポップアップウィ

ンドウ

SAがマルチマスターモードで実行

されている場合、 このリス トには

複数のファシリテ ィが含まれる場

合があります。

Group Membership: サーバーがグループに

属しているかどうかを示します。

• Is グループのポップアップ

ウィンドウ

Host name: サーバーのホスト名 
(m004.company.comなど)。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Name (any): サーバーに関連する任意の名前

またはIPアドレスでの検索を可能にします。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Notes: サーバーの [Properties] タブの 
[Notes] フ ィールドの内容。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Display Name: ユーザーが構成可能なサー

バーの名前。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

SAでは、 ユーザーがサーバー名を

編集しない限り、 設定されたホス

ト名を使用します (デフォルト )。

表17 サーバー検索および動的グループ作成のルール （続き）

ルールの名前と説明 演算子 値
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Server Use: サーバーの使用目的 ( 開発、 ス

テージング、 運用など)。

• Is

• Is not

• Development

• Not Specified

• Production 

• Staging

このリス トに表示される値はカス

タマイズ可能です。 上記の値に加

えて、 使用環境に固有の値が表示

される場合があります。

Service Level: 組織のツールとして使用でき

る、 ユーザーが定義したカテゴリ。 

• Is

• Is attached here or 
below

サービスレベルのポッ プア ッ プ

ウィンドウ

サーバーには複数のサービスレベ

ルを関連付けることができます。 

プロパティ

Application Configuration: サーバーがアプ

リケーシ ョ ン構成機能を使用しているかど

うかを示します。

• Is not used

• Is used

なし

ライフサイクル: サーバーをSAの管理対象と

して追加するプロセスでのサーバーの状態。

• Is

• Is not

• Available

• Build Failed

• Deactivated

• Installing OS 

• Managed

Server ID: SAがサーバーの識別に使用する

内部ID。

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

ほとんどの場合、サーバー IDとMID

は同じです。

ソフ トウェア

Attached Software: SA の修復作業 ( イ ンス

トールプロセス ) で割り当てられたソフ ト

ウェア、 またはモデル化が行われたソフ ト

ウェア。

• Is

• Is attached here or 
below

ソフ トウェアのポップアップウィ

ンドウ

Attached Software Policies: SA インストール

プロセスによって割り当てられたソ フ ト

ウェアポリシー、 またはモデル化されたソ

フ トウェアポリシー。

• is ソ フ ト ウ ェ アポリ シーのポッ プ

アップウィンドウ

Installed Patches: サーバーにパッチがイン

ストールされているかどうかを示します。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

表17 サーバー検索および動的グループ作成のルール （続き）

ルールの名前と説明 演算子 値
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Installed Software: サーバーにインス ト ー

ル済みと報告されたパッケージ。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

サーバーにインス トール済みであ

ると報告されるパッケージは、 SA

によってインス トールされている

必要はありません。

OS Version: OSプロビジ ョニング機能のOS
定義によって定義されたPSバージョ ン。

• Is

• Is not

オペレーテ ィ ングシステムのポッ

プアップウィンドウ

Reported OS: Windowsの場合は、OSによっ

て報告されるバージ ョ ン。 Unixの場合は、

unameコマンドで返されたバージ ョ ン。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Windows Service: SA に報告された Windows

サービスの名前。 

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

ネッ トワーク

DNS Search Domains: サーバーのネ ッ ト

ワーク設定で、 検索対象として設定された

ド メイン。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

DNS Servers: サーバーのネッ トワーク設定

で設定されたDNSサーバーのIPアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

Default Gateway: デフォルトのルーターの

IPアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

IP Address: サーバーの任意のインター

ネッ トプロ ト コルアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

表17 サーバー検索および動的グループ作成のルール （続き）

ルールの名前と説明 演算子 値
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MAC Address: ネッ トワークインタ フ ェー

スカードの一意のハードウェア番号であ

る、任意のメディアアクセス制御アドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

WINS Servers: サーバーのネッ ト ワーク設

定で設定されたWindows イン ターネッ ト

ネームサーバーのIPアドレス。

• Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

ハードウェア

CPU Make and Model: サーバーのベンダー

名とCPUモデル (GENUINEINTEL Intel(R) 
Pentium(R) 4 CPU 2.60GHzなど)。

• Is

• Is not

CPU のメーカーとモデルのポップ

アップウィンドウ

CPU Speed: ギガヘルツ (GHz) 単位での、中

央処理装置の速度。

• Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

600Mhzのマシンの場合は、 0.6と

入力します。

Make and Model: サーバーのベンダー名と

サーバーモデル (Compaq - DL360など)。
• Is

• Is not

サーバーのメーカーと モデルの

ポップアップウィンドウ

Number of CPUs: サーバーのCPU数。 • Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

RAM: メガバイ ト  (MB) 単位での、サーバー

のRAM容量。

• Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

1ギガバイ トの場合は、 1024 と入

力します。

Serial Number: サーバーのシリアル番号。 • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

表17 サーバー検索および動的グループ作成のルール （続き）

ルールの名前と説明 演算子 値
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静的グループ  (パブリ ックとプライベート ) へのサーバーの追加

静的サーバーグループに、 サーバーまたはサーバーグループを追加するには、 次の手順で実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。

2 サーバーとサーバーグループの追加先となる静的グループに移動します。

3 グループの横にあるチェ ックボックスを選択し、 [Edit] > [Add Servers] を選びます。 [Select Servers and

Groups to Add to <グループ名>] ウィンドウが開きます。 このウィンドウには、 [Manage Servers] ページと

同じサーバーとグループが表示されます。 ステータス、 OS、 カスタマーの各フ ィルターを使用して、 リ

ス ト内に表示されるサーバーとグループを変更できます。 

Storage Make and Model: サーバーのベン

ダー名とスト レージモデル (WDC - 
WD800BB-75DKA0など)。

• Is

• Is not

スト レージのメーカーとモデルの

ポップアップウィンドウ

カスタムフ ィールド

数値フ ィールド • Does not equal

• Equals

• Is greater than

• Is less than

ユーザーが入力したテキスト

文字列フ ィールド • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

URIフ ィールド • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

ファ イルフ ィールド • Contains

• Does not contain

• Is

• Is not

ユーザーが入力したテキスト

日付フ ィールド • Is after

• Is before

日、月、年のドロップダウンリスト

• Is within the last ユーザーが入力したテキスト

• Is today なし

表17 サーバー検索および動的グループ作成のルール （続き）

ルールの名前と説明 演算子 値
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[Edit] > [Add Servers] を選択してからグループを選択すると、 そのグループにサーバーが追加されます。 グ

ループ自体は追加されません。 グループを別のグループに追加するには、 [Edit] > [Copy to Group] を選択し

ます。

4 追加するサーバーとグループの横にあるチェ ックボックスを選択し、 ウィンドウの下にある  [Add] をク

リ ックします。

動的グループ  (パブリ ックとプライベート ) へのサーバーの追加

動的サーバーグループには、 ユーザーがグループ向けに作成したルールに基づいて、 サーバーが自動的に追
加されます。 動的グループのメンバーシップを変更するには、 動的グループのルールを追加、 削除、 更新す
る必要があります。 

動的グループのルールを変更するには、 次の手順で実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。 [Manage Servers] ページが表

示されます。

2 ルールを変更したい動的グループの [Properties] ぺージに移動します。 [Manage Server] リス トにあるグ

ループリンクをクリ ックして ください。 

3 [Rules] タブを選択します。

4 [Edit] をクリ ックします。

5 既存のルールに条件を追加するには、 追加する条件の横にあるプラス記号 (+) ボタンをクリ ックします。

条件の入力フ ィールドが表示されます。 ルールの値を入力します。 

6 ルールから条件を削除するには、 削除したい条件の横にあるマイナス記号 (-) ボタンをクリ ックします。

条件が削除されます。 

7 [Save] をクリ ックします。 

動的グループに手動でグループを追加するには、 次のいずれかの手順を実行します。

1 サーバーグループの追加先となるサーバーグループの名前の横にあるチェ ッ クボッ クスをクリ ッ クし、

[Edit] > [Copy to Group] を選択します。 次に、 グループを新規作成する手順に従って、 静的または動的

グループを作成します。詳細については、サーバーグループの作成方法 (195ページ) を参照して ください。

または

サーバーグループの追加先となるサーバーグループに移動します。

2 [This Group] の横にあるチェ ックボックスをクリ ックし、 [Resource] > [New Group] を選択します。 次に、

グループを新規作成する手順に従って、 静的または動的グループを作成します。 詳細については、 サー
バーグループの作成方法 (195ページ) を参照して ください。

静的グループ  (パブリ ックとプライベート ) からのサーバーの削除

静的サーバーグループからサーバーを削除するには、 次の手順で実行します。 

グループからサーバーを削除するには、サーバーを非アクティブにする必要があります。静的グループのサー
バーは、 いつでも削除できます。 サーバーの [Membership] タブに、 サーバーがメンバーとして所属するサー

バーグループがすべて表示されます。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。

2 サーバーを削除する静的サーバーグループを探し、削除したいサーバーが存在するレベルに移動します。

サーバーは複数のグループに追加されている可能性があります。 すべてのグループからサーバーを削除した
い場合は、 サーバーがどのグループのメンバーになっているかを確認し、 それぞれのグループからサーバー
を削除する必要があります。

3 削除したいサーバーの横にあるチェ ックボックスをクリ ックし、 [Edit] > [Remove from Group] を選択し

ます。
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このメニューオプシ ョ ンを選択すると、サーバーが削除され、画面が更新されて 新のグループメンバー

が表示されます。

動的グループ  (パブリ ックとプライベート ) からのサーバーの削除

動的サーバーグループでは、 ユーザーがグループ向けに作成したルールに基づいて、 サーバーが自動的に削

除されます。 したがって、 サーバーを削除するには、 ルールを作成または変更する必要があります。 既存の

サーバーグループにルールを追加するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。

2 ルールを追加したい動的グループの [Properties] ぺージに移動します。 目的のグループに移動し、 [This

Group] リンクをクリ ックして ください。

3 [Rules] タブを選択します。

4 [Edit] をクリ ックします。

5 既存のルールに条件を追加します。 「[New Group] を使用した動的サーバーグループの作成」 (手順3 (198

ページ) ) の手順を参照して ください。

静的グループ間のサーバーの移動

サーバーを別のグループに移動するプロセスは、 サーバーをグループ間でコピーするプロセスに類似してい

ます。 ただし移動では、 サーバーは元のグループから削除されます。

動的グループ内のサーバーを選択すると、[Edit] > [Move] メニュー項目は選択できな く なります。動的グルー

プ内のサーバーを移動するには、 [Edit] > [Copy to Group] メニュー項目を選択して く ださい。 ただし、 パブ

リ ックグループの管理に必要なアクセス権がない場合、 パブリ ックグループを選択してもこのコマンドは無

効になります。 

サーバーを別のグループに移動するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。

2 移動したいサーバーが所属するグループに移動し、 サーバーを選択します。 

3 [Edit] メニューの [Move] を選択します。 [Move <グループ名> Group] ダイアログボックスが開きます。 

4 [Name and Type] フ ィールドに表示されているグループリンクをクリ ックし、 グループの階層構造内で

サーバーの移動先を選択します。

5 [Move] をクリ ックします。 

サーバーグループの複製

グループの複製は、 グループのコピーと類似した操作です。 既存のグループを複製するには、 次の手順を実

行します。

1 複製したいグループに移動します。

2 グループ名の横にあるチェ ックボックスを選択します。 

複製元として一度に選択できるグループは1つのみです。 
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3 [Edit] メニューの [Duplicate Group] を選択します。 [Duplicate < グループ名> Group] ダイアログボックス

が開きます (図69を参照)。 

図69 [Duplicate Group] ダイアログボックス 

4 新し く複製するグループの場所を、 [Duplicate In] ドロップダウンリストで選択します。

[Duplicate In] ドロップダウンリス トには、 複製元のグループの場所がデフォルトで表示されます。 グループ

の階層構造内で、 新し く複製するグループの格納場所を指定します。

5 新しいグループの名前を入力します。

6 複製元のグループが静的または動的に応じて、 [Options] フ ィールドの値は異なります。

7 静的グループの場合、 次のオプシ ョ ンを選択できます。 

• Maintain Static group and <数値> subgroups: グループと、 グループに含まれるサブグループを、 そ

のままの階層構造でコピーします。

• Convert group and <数値> subgroups to a static flat list: グループと、グループに含まれるサブグルー

プを、 フラ ッ トな階層にしてコピーします。

8 動的グループの場合、 次のオプシ ョ ンを選択できます。 

• Maintain rules & group hierarchy: グループと、 グループに含まれるサブグループを、 そのままの階

層構造で、 動的グループとしてコピーします。

• Convert to static group, maintain hierarchy: ルールで定義されている条件に基づいて、 グループとグ

ループに含まれるサブグループを、 静的グループとしてコピーします。

• Convert group and <数値> subgroups to a static flat list: グループと、グループに含まれるサブグルー

プを、 フラ ッ トな階層に変換し、 静的グループとしてコピーします。
SA Webクライアン トでのサーバー管理 207



9 [Duplicate] をクリ ックします。 新し く複製したグループが、 選択した場所に表示されます。

サーバーグループを削除するルール

削除では、 グループからサーバーを削除する操作、 サーバーを削除する操作、 グループを削除する操作の相

違点を理解することが重要です。

サーバーをグループから削除する場合、 選択した静的グループからサーバーが削除されるだけで、 サーバー

自体がサーバーのグローバルリストから削除されることはな く、 SAの管理対象として稼働を続けます。

サーバーを削除する場合、ステータスを非アクテ ィブにする必要があります。 [Delete Server] オプシ ョ ンを選

択すると、 サーバーはSAから完全に削除されますが、 履歴は残ります。

サーバーグループを削除する場合、 グループは削除されますが、 グループ内のサーバーはサーバーリストか

ら削除されません。 また、 サーバーが所属する他のグループから削除されることもありません。

次のような場合、 グループは削除できません。

• グループまたはグループのサブグループにソフ トウェアがアタ ッチされている場合。

• グループまたはグループのサブグループにアクセス制御境界がアタ ッチされている場合。 

• サーバーとグループを同時に選択して削除しよう と した場合。

サーバーグループの削除

サーバーグループを削除するには、 次の手順を実行します。

1 削除したいサーバーグループの横にあるチェ ックボックスをクリ ックします。

2 [Edit] メニューの [Delete Group] を選択します。 削除するサーバーグループについて、 サーバーとサー

バーグループの数を確認するメ ッセージが表示されます。

3 [OK] をクリ ックすると、 サーバーグループが削除されます。

画面が更新されます。 削除したサーバーグループは表示されな く なり、 サーバーとサーバーグループが

リストに表示されます。

サーバーのライフサイクル

ここでは、 SAで使用するサーバーのライフサイクルについて、 次の内容を説明します。

• OSプロビジ ョニングとサーバーライフサイクル

• サーバーのプロパティ

• サーバーライフサイクルに関するサーバー管理タスク

• サーバーの用途とデプロイメン トステージの値の変更

• サーバープロパティの編集

• サーバーの非アクテ ィブ化に関するタスク

• サーバーの非アクテ ィブ化

• SAからのサーバーの削除

• サーバー管理ジョブ
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OSプロビジ ョニングとサーバーライフサイクル

SAでは、 サーバーのプロビジ ョニングを、 複数のチームが連携して行えるように設計されています。 OSプロ

ビジ ョニング機能では、 プロビジ ョニング前の準備作業 ( ラックにサーバーを設置してネッ トワークに接続)

と、 オペレーテ ィングシステムやアプリケーシ ョ ンをサーバーに導入するプロビジ ョニング作業を分離する

ことができます。 

たとえば、 あるスタ ッ フが、 新しいサーバーをラ ッ クに設置してから SA ビルドネッ トワークに接続し、 SA

ブート フロッピーやCD、 ネッ トワーク経由でサーバーを初期起動します。 

その後、 別のシステム管理者が、 サーバープールリス トからサーバーを選択し、 OSのプロビジ ョニングを行

います。 つまり、 「利用可能」 状態のサーバーには、 ターゲッ ト OSはインストールされていませんし、 ディ

スクリソースにアクセスできない場合もあります。 

OSプロビジ ョニングの過程で、 サーバーのSAライフサイクル状態は次のように変化していきます。

未プロビジ ョニング (OSビルドエージェン トなし ) > 利用可能 > OSのインストール中 > 管理対象

表18では、 SAサーバーのライフサイクルを示す値について説明します。 

表18 SAサーバーのライフサイクルを示す値

ライフサイクル

の値 説明

サーバープールの値

計画済み サーバーのデバイスレコードは作成されていますが、 SAビルドエージェン トがサーバー

にインス トールされていません。 この状態のサーバーでプロビジ ョニングを行うには、

まずOSビルドエージェン ト をインス トールする必要があります。 

未プロビジ ョニング状態のライフサイクルの値については、 SA管理者にお問い合わせく

ださい。

利用可能 サーバーにはOSビルドエージェン トがインストール済みで稼働していますが、ターゲッ

トOSはインストールされていません。

OS ビルドエージェン ト とは、 ベアメ タルサーバーのメモリ内で実行できる軽量なエー

ジェン トです。 

オペレーティングシステムのプロビジ ョニングの詳細については 『SAユーザーガイド :
プロビジ ョニング』 を参照して ください。

OSの

インストール中

ユーザーが、 ターゲッ トオペレーテ ィ ングシステムをサーバーにインス トールしてい

ます。

インストールプロセスが完了するまでの間、 サーバーは [Server Pool] リス トに表示され

ます。 インストールの完了後は、 [Manage Servers] リス トに表示されます。

オペレーティングシステムのインストールの詳細については 『SAユーザーガイド : プロ

ビジ ョニング』 を参照して ください。

ビルド失敗 サーバーにOSビルドエージェン トがインストール済みで稼働していますが、ターゲッ ト

OSのインストールが失敗しました。

この状態のサーバーは [Server Pool] リス トに表示されますが、この状態で7日経過すると

リス トから削除されます。

オペレーティングシステムのプロビジ ョニングの詳細については 『SAユーザーガイド :
プロビジ ョニング』 を参照して ください。
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サーバーのプロパテ ィ

表19では、 サーバーのステータスを示すアイコン、 アイコンの説明、 サーバーライフサイクルでの状態をま

とめています。

管理対象サーバーの値

管理対象 サーバーはSAの管理対象です。 SAは、 管理対象サーバーを対象に、 到達可能性チェ ック

を定期的に実行します。 

サーバーは、このライフサイクル状態になった時点で、 [Server Pool] リス トから  [Manage
Servers] リス トに移動します。 管理対象サーバーでは、 SA を使用してアプリケーシ ョ ン

やパッチをインストールできます。 

非アクテ ィブ  SAが管理しているサーバーですが、 稼働していません。 ただし、 サーバーの履歴はSAに
記録されています。 非アクティブ状態のサーバーは到達不能です。

表18 SAサーバーのライフサイクルを示す値 （続き）

ライフサイクル

の値 説明

表19 SAで使用するサーバーステータスアイコン  

サーバーアイコン 説明

計画済み

サーバーのデバイスレコードは作成されていますが、 SA OS ビルドエージェン トが

サーバーにインストールされていません。この状態のサーバーでプロビジ ョニングを
行うには、 まずOSビルドエージェン ト をインストールする必要があります。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 

未プロビジ ョニング — 到達不能

サーバーはSA OS ビルドエージェン トによってコアに登録されていますが、 プロビ

ジ ョ ニングの準備が完了したサーバーと して報告されていません。 原因と しては、
サーバーと SA コア間のネッ トワークに問題が発生したか、 サーバーが切断または電

源が入っていない状態になっていることが考えられます。

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 

未プロビジ ョニング — 到達可能

サーバーはSA OSビルドエージェン トによってコアに登録されていて、 ターゲッ ト OS
のインストールが可能な状態です。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server
Pool] リス トに表示されます。 
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プロビジ ョニング — 到達不能

サーバーは、 SA OSプロビジ ョニングを使ってターゲッ ト OSをインストール中にSAコ

アと通信不能になったため、 インストールが停止しました。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server

Pool] リス トに表示されます。 

プロビジ ョニング — 到達可能

サーバーは、 SA OSプロビジ ョニングを使ってターゲッ トOSのインストール中です。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server

Pool] リス トに表示されます。 

プロビジ ョニング失敗 — 到達不能

OSプロビジ ョニングサブシステムがターゲッ ト OSのインストール中にサーバーでエ

ラーが発生し、 サーバーはSAコアと通信できな く なりました。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server

Pool] リス トに表示されます。 

プロビジ ョニング失敗 — 到達可能

OSプロビジ ョニングサブシステムがターゲッ ト OSのインストール中、 サーバーでエ

ラーが発生しました。 

このサーバーは、 SAクライアン トでは [未プロビジ ョニングサーバー ] リス トに表示

されます。 

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Server

Pool] リス トに表示されます。 

管理対象 — 到達可能

サーバーでサーバーエージェン トが稼働しており、 SAコアと通信できる状態です。 

このサーバーは、 SA クライアン トでは [すべての管理対象サーバー ] リス ト と  Oracle

Solarisゾーンに表示されます。

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Manage

Servers] リス ト、 SAウィザードのサーバーリス トに表示されます。 

表19 SAで使用するサーバーステータスアイコン  （続き）

サーバーアイコン 説明
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管理対象 — 到達不能

管理対象サーバーはSAコアと通信できません (到達不能です)。 

サーバーが到達不能である場合は、通信テストを実行して原因を特定することができ

ます。詳細については、サーバー通信テストの実行 (133ページ) を参照して ください。

このサーバーは、 SA クライアン トでは [すべての管理対象サーバー ] リス ト と  Oracle

Solarisゾーンに表示されます。

SA Webクライアン トでは、ホームページの [My Jobs] パネル、[My Jobs] ページ、[Manage

Servers] リス ト、 SAウィザードのサーバーリス トに表示されます。 

非管理対象 

サーバーは管理されていません。つまり、サーバーにはサーバーエージェン トがイン

ストールされていません。 

仮想サーバーの場合、 VMware仮想マシン  (VM) またはSolarisローカルゾーンがSAの外

部で作成されたために、 サーバーエージェン トがインストールされていません。 

また、 VMware VMのプロビジ ョニングが完了していない場合や、ユーザーが所属する

グループに仮想サーバーで操作を行う権限が割り当てられていない場合もあります。 

非管理対象サーバーでのサーバーエージェン トのインス トールの詳細については、

SAエージェン トのインストール (117ページ) を参照して ください。

非アクテ ィブ

SA でサーバーが非アクテ ィブです。 サーバーは管理対象ではな く、 到達不能な状態

です。

このサーバーは、[サーバーの管理] リス ト とSAウィザードのサーバーリストに表示さ

れます (ただし、 ウィザードでは選択できません)。

スケジュール済み

操作 ( ソフ トウェアのインストールやソフ トウェアのアンインス トールなど ) の実行

スケジュールが設定されています。

このサーバーは、 SAクライアン トでは [ジ ョブログ] リス トに表示されます。 

SA Webクライアン トでは、 ホームページの [My Jobs] パネル、 [My Jobs] ページに表示

されます。

エラー

SAが管理対象サーバーにソフ トウェアをインス トールまたはアンインス トールして

いるときにエラーが発生しました。

このサーバーは、ホームページの [My Jobs] パネルと  [My Jobs] ページに表示されます。

表19 SAで使用するサーバーステータスアイコン  （続き）

サーバーアイコン 説明
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表20は、 管理対象サーバーのサーバーステータスの説明です。

ステータスプロパティは、 [Manage Servers] リス トの 初の列のアイコンで表示されます。 

ステータス (エージェン トステータス) は、 SAによって自動的に設定されます。

SAは、 到達可能性チェ ックを行い、 結果に基づいて、 サーバーのステータスをOKと到達不能のいずれかで報

告します。

警告

SAが管理対象サーバーにソフ トウェアをインス トールまたはアンインス トールして

いるときに警告が発生しました。

このサーバーは、ホームページの [My Jobs] パネルと  [My Jobs] ページに表示されます。 

アプリケーシ ョ ン構成の非同期

管理対象サーバーの構成ファイルが、 アプリケーション構成テンプレート  (SAモデル)

と同期していません。

このサーバーは、 SA クライアン トのアプリケーシ ョ ン構成機能とサーバーリス トの

みに表示されます。

静的デバイスグループ

サーバーグループが静的であることを示します。各サーバーのステータスが、グルー

プのステータスになります。 

サーバーグループのタイプについては、サーバーグループ (190ページ) を参照して く

ださい。

動的デバイスグループ

サーバーグループが動的であることを示します。各サーバーのステータスが、グルー

プのステータスになります。 

パブリ ックな静的デバイスグループ

サーバーグループがパブリ ックであり、静的であることを示します。各サーバーのス

テータスが、 グループのステータスになります。 

パブリ ックな動的デバイスグループ

サーバーグループがパブリ ックであり、動的であることを示します。各サーバーのス

テータスが、 グループのステータスになります。 

表19 SAで使用するサーバーステータスアイコン  （続き）

サーバーアイコン 説明
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ステータスの値から、 SAがサーバーを管理できるかどうかがわかります。 SAは、 サーバーのステータスを自

動検出します。 サーバーの 新のステータスを確認するには、 サーバーの [Server Properties] ページにある

[Update] をクリ ックして く ださい。  

サーバーライフサイクルに関するサーバー管理タスク  

SAでのサーバー管理では、 次のようなタスクを一般的に行います。

• 新規サーバーをSAに追加します。 これにより、 サーバーが [Server Pool] に表示されます。

サーバーエージェン トの管理 (117ページ) を参照して ください。

• オペレーティングシステムをサーバーにインストールします。

OSプロビジ ョニングの詳細については、 『SAユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して ください。 

• パッチをインストールします。

サーバーにパッチを適用する操作については、『SAユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 を参照して

ください。

• ソフ トウェアをインストールします。

ソフ トウェア管理の詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

• 新しいOSをサーバーに再プロビジ ョニングします。

OSプロビジ ョニングの詳細については、 『SAユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して ください。

SolarisサーバーとLinuxサーバーでは、 ハードウェアが新しいバージ ョ ンのOSをサポートする場合、 再プ

ロビジ ョニングによって、 同じOSの別バージョ ンを実行することが可能です。 

この機能では、 SAで構築したサーバーとSAによる管理対象サーバーの再プロビジ ョ ニングを実行でき

ます。 

ただしLinuxサーバーでは、 再プロビジ ョニングでWindows OSを実行することはできません。 

• 管理対象サーバーを非アクテ ィブにすることにより、 SAの管理対象から除外します。

詳細については、 サーバーの非アクティブ化に関するタスク  (215ページ) を参照して ください。

サーバー管理タスクは、 [Manage Servers] リス トにある次のメニューで実行します。

— Resource: サーバーグループの新規作成、 サーバーのプロパティの表示を行います。

表20 管理対象サーバーのステータスプロパティの値

ステータスの値 説明

OK サーバーはSA によって管理されています。 このサーバーのプロパテ ィページでは

「OK」 と表示されます。 [Manage Servers] と  [Server Pool] リス トでは、 アイコンで表示

されます。 

到達不能 エラー (たとえば、 サーバーがSAコアに接続できないなど ) が原因で、 SAはサーバー

に接続できません。 ステータスは、 SA によって自動設定されます。 このサーバーの

プロパティページでは 「Not Reachable」 と表示されます。 [Manage Servers] リス トで

は、 アイコンで表示されます。 

サーバーが到達不能である場合は、通信テストを実行して原因を特定することができ
ます。 詳細については、 サーバー通信テストのト ラブルシューティ ング (285ページ) 
を参照して く ださい。
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— Edit: グループにサーバーを追加、サーバーグループの削除、グループからサーバーを削除、サーバー

の非アクテ ィブ化を行います。

— View: サーバーとサーバーグループに関して、サマリー情報、ハードウェアおよびソフ トウェア情報

を表示します。

— Tasks: スクリプ ト とカスタム拡張の実行、 通信テストの実行などのタスクを行います。

サーバープロパティの編集

サーバーの編集作業では、 サーバーに関連付けられているカスタマーに対するアクセス権が必要です。 アク

セス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

サーバーのプロパティ を編集する場合、 変更されるのはSAでの表示方法のみであり、 サーバー自体が変更さ

れることはありません。 サーバーのプロパティ を編集するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。 [Manage Servers] ページが表

示されます。 リス ト を参照して、 プロパティ を編集するサーバーを見つけます。 

または

プロパティ を編集するサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。 

2 サーバーの表示名をクリ ックします。 サーバーのプロパティページが表示されます。 

3 サーバーでは、 次のプロパティ を変更できます。

• SA Webクライアン トで表示する名前を変更するには、 [Name] フ ィールドのテキスト を変更します。 

• サーバーの説明を変更するには、 [Notes] フ ィールドを編集します。 

• サーバーに関連付けられているカスタマーを変更するには、 リス トから別のカスタマーを選択しま

す。 カスタマーで選択できるオプシ ョ ンは、 SA管理者が設定します。 サーバーに関連付けたいカス

タマーがリスト内に含まれていない場合は、 SA管理者にお問い合わせく ださい。 

• サーバーの用途やステージを変更するには、 それぞれのリスト内で変更を行います。 

詳細については、 表19を参照して ください。

4 [Save] をクリ ックすると、 変更内容が保存されます。

サーバーのカスタム属性を変更するには、[Custom Attributes] タブを選択します。選択したサーバーの [Manage

Servers: Custom Attributes] ページが表示されます。 詳細については、 カスタム属性の管理 (226ページ) を参照

して ください。 

サーバーの非アクテ ィブ化に関するタスク

SAの管理対象からサーバーを除外するには、 サーバーの非アクテ ィ ブ化が必要です。 これには、 たとえば

サーバーを倉庫に保管する場合などがあります。 また、 OSプロビジ ョニング機能を使用せずに、 サーバーを

初から再構築する場合にも、 非アクティブ化が必要になります。 

サーバーを非アクテ ィブにしても、 サーバー情報はSAモデルリポジト リから削除されないので、 監査で利用

できます。

サーバーの非アクテ ィブ化は、 次のタスクで必要になります。

• サーバーからカスタム属性を削除する場合。

• サーバーのライフサイクルの値を 「非アクティブ」 に設定する場合。
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サーバーの非アクテ ィブ化

サーバーを非アクテ ィブにするには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。 [Manage Servers] ページが表

示されます。 リス ト を参照して、 非アクティブにするサーバーを見つけます。

または

非アクテ ィブにするサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。 

2 非アクテ ィブにするサーバーを選択します。

3 [Manage Servers] リス トの上にあるメニューから、 [Edit] > [Deactivate Server] を選択します。確認のダイ

アログボックスが開きます。 

4 [OK] をクリ ックします。 [Manage Servers] リス トが更新され、 サーバーには、 非アクティブ状態である

ことを示すアイコンが表示されます。 

非アクテ ィブ化できるのは管理対象サーバーのみであり、 SAコアサーバーは非アクテ ィブ化できません。

SAからのサーバーの削除

サーバーを削除すると、 そのサーバーに関する情報はすべてSAから削除されます。 

SAからサーバーを削除するには、 サーバーを非アクテ ィブにしてお く必要があります。 

SAからサーバーを削除すると、 次のような処理も行われます。

• [My Jobs] からジ ョブ情報がすべて削除されます。

• モデルリポジト リからサーバーが削除されます。

サーバーを削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト を参照して、 削除するサーバーを見つけます。

または

削除するサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。

2 削除するサーバーを選択します。

3 [Manage Servers] リス トの上にあるメニューから、 [Edit] > [Delete Server] を選択します。確認のダイアロ

グボックスが開きます。 

4 [OK] をクリ ックします。 [Manage Servers] リストが更新され、サーバーはリストに表示されな くなります。 

サーバーの用途とデプロイメン トステージのカテゴリ

ここでは、 サーバーの用途のカテゴリ とデプロイメン トステージのカテゴリに基づいてサーバーをグループ

化し、 さまざまなライフサイクルフェーズでの管理作業を簡素化する方法について説明します。
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• Server Use: サーバーが使用される目的を示すカテゴリです。 カテゴリは、 ユーザーのニーズに合わせて

使い分けることができます。 SAでは次のカテゴリが用意されていますが、 ユーザー独自のカテゴリを追

加することも可能です。

— Not Specified: デフォルト値です。

— Development: ビジネスサービスの開発に使用されるサーバー。

— Staging: 運用に移行する前の準備中のサーバー。

— Production: 運用環境でビジネスサービスを提供しているサーバー。

• Deployment Stage: サーバーのデプロイメン ト を行う場合のステージを示します。ユーザーのニーズに合

わせて使い分けることができます。 SAでは次のカテゴリが用意されていますが、 ユーザー独自のカテゴ

リを追加することも可能です。

— Not Specified: デフォルト値です。

— Offline: サーバーは使用されていません。

— In Deployment: サーバーを使用できるように準備しています。

— Ops Ready: サーバーは使用可能な状態です。

— Live: サーバーは使用中です。

サーバーの用途とデプロイメン トステージの値の変更

サーバーの用途とデプロイメン トステージの値を複数のサーバーで同時に変更するには、 次の手順を実行し

ます。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト を参照して、 非アクティブにするサーバーを見つけます。

または

非アクテ ィブにするサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。

2 用途またはステージの値を変更するサーバーを選択します。

3 [Manage Servers] リス トの上にあるメニューから、[Edit] > [Usage] を選択します。ウィンドウが開いたら、

値を選択します。

4 リス トから、 用途とステージの値を選択します。 

5 [Save Changes] をクリ ックします。ウィンドウが閉じて [Manage Servers] リス トが開き、新しい値が反映

されます。 

サーバー管理ジ ョブ

ここでは、 SAで行うサーバー管理ジョブについて、 次の内容を説明します。

• My Jobs

• My Jobsの表示内容

• SA Webクライアン トのMy Jobs

• SAクライアン トのジ ョブ
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• SA Webクライアン トでジ ョ ブの詳細を表示する方法

• SAクライアン トでMy Jobsの詳細を表示する方法

My Jobs 

[My Jobs] には、 各ユーザー固有の情報が表示されます。 SA管理者としてログインしても、 他のSAユーザーが

実行したジ ョブは表示できません。 SA Webクライアン トでは、 [My Jobs] は次の2つの場所に表示されます。

• SA Webクライアン トのホームページのパネル ( 近実行したジ ョブが6件表示されます) 

• ユーザーが実行したジ ョブをすべて表示するページ (ナビゲーシ ョ ンペインで [My Jobs] をクリ ック )

[My Jobs] リス トには、 過去30日間に実行したサーバー操作の情報が表示されます。 デフォルトでは、 実

行から30日が経過すると、ジ ョ ブはSAモデルリポジト リから削除されます ([My Jobs] ページの下に、ユー

ザーのSA環境で設定されているジ ョブの保存期間が表示されます)。

My Jobsの表示内容

[My Jobs] では、 次の内容がジョブごとに表示されます。

• ジ ョブの名前 (ジ ョブの詳細情報が表示されるページへのリンクになっています)

• ジ ョブを開始した日時、 または開始予定の日時 (環境設定で行った時刻表示に基づいて表示) 

• ジ ョブの実行対象となるサーバーの数

• ジ ョブのステータス:  

— Scheduled 

— In Progress 

— Completed 

— Completed with errors 

— Completed with warnings

• 既存のジョブは、 JobのIDで検索できます。 ホームページにあるドロップダウンリストで [Job] を選択し、

Job IDを入力してから  [Go] をクリ ックします。 

SA Webクライアン トのMy Jobs

SA Webクライアン トの [My Jobs] では、 コマンドエンジンスクリプ トについて次の情報が表示されます。 

• OSプロビジ ョニング 

• 分散スクリプ トの実行

• カスタム拡張

SAクライアン トのジ ョ ブ

SAクライアン トの [ジ ョブ] では、 次のSAクライアン トジ ョブで記録されたジ ョブログが表示されます。 

• スナップシ ョ ッ トの作成

• アプリケーシ ョ ン構成のプッシュまたは監査

• サーバーの監査
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• サーバーのスナップシ ョ ッ トの作成

• ポリシーの修復

• OSシーケンスの実行

• 実行スケジュールが設定されているジ ョブ

SAクライアン トでは、 [ジ ョブ] は [ジ ョブログ] ウィンドウに表示されます。

SA Webクライアン トでジ ョ ブの詳細を表示する方法

ジョブの詳細情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 SA Webクライアン トのホームページで、[My Jobs] パネル (図70を参照) にあるジ ョブのリンクをクリ ック

します。

図70 SA Webクライアン トのホームページの [My Jobs] パネル 

または

ナビゲーシ ョ ンパネルで [My Jobs] をクリ ックすると、 図71のようなページが表示されます。 ジ ョ ブの

リンクをクリ ックすると、 ジ ョ ブの詳細が表示されます。

図71 ナビゲーシ ョ ンパネルの [My Jobs] ページ   
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[My Jobs] ページには、 実行した操作が表示されます。

2 [View Details] をクリ ックすると、 そのジ ョブの詳細情報が表示されます。 [My Jobs] では、 ジ ョ ブのビル

ドログも表示されます。ビルドログには、SAによって生成されたエラーメ ッセージが記録されています。

図72を参照して ください。

図72 [My Jobs] ウィンドウの通信テストの詳細ページ  

SAクライアン トでMy Jobsの詳細を表示する方法 

ジ ョブの詳細情報は、SAクライアン トでも表示できます。SAクライアン ト内で実行したジ ョブには、ジ ョ

ブの横に 「Launch SAクライアン ト」 という リンクが表示されます (図73を参照)。 

図73 [My Jobs] で表示されるSAクライアン トへのリンク  

このリンクをクリ ックすると、 SAクライアン トが起動し、 ジ ョ ブの詳細情報が表示されます。 

サーバー管理のスケジュール設定と通知

ここでは、 次の内容について説明します。

• ジ ョブのスケジュール設定
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• 電子メール通知

ジ ョ ブのスケジュール設定で使用する時刻には、 ユーザーが指定したタ イムゾーンが適用されます ([My

Profile] で変更可能 )。 タイムゾーンが設定されていない場合、 SA コアサーバーのタイムゾーンが適用されま

す (通常はUTC)。

ジ ョ ブのスケジュール設定

サーバー管理タスクのスケジュール設定は、 次の手順で行います。

1 SAウィザードの [Schedule and Notify] ページで、 操作を即時実行する場合は [Run Now] オプシ ョ ン、 日時

を指定して実行する場合は [Specify Time] オプシ ョ ンを選択します。詳細については図74を参照して くだ

さい。

ジ ョ ブのスケジュール設定で使用する時刻には、 ユーザーが指定したタ イムゾーンが適用されます ([My

Profile] で変更可能 )。 タイムゾーンが設定されていない場合、 SA コアサーバーのタイムゾーンが適用されま

す (通常はUTC)。

2 サーバーグループで実行するジ ョブのスケジュール設定では、 グループのメンバーを決定する方法を指

定できます。動的サーバーグループは、稼働環境の変化に応じてメンバーも変化します。ほかのオプシ ョ

ンを表示するには、「更新ジ ョブの実行の許可」 アクセス権が必要です。次のいずれかのオプシ ョ ンを選

択して ください。 

• オプシ ョ ン1: 「選択内容を確認した時点」 で、 グループのメンバーを決定します。 ジ ョ ブの実行対

象は、ジ ョブのスケジュールを指定した時点でグループに含まれてたサーバーになります。したがっ

て、 グループメンバーシップを変更しても、 変更内容は、 ジ ョ ブの実行対象となるサーバーのリス

トに反映されません。 

• オプシ ョ ン2: ジ ョブの実行時に、 メンバーが更新されます。 このオプシ ョ ンを選択すると、 ジ ョ ブ

の実行前にグループメンバーシップを再計算します。 したがって、 グループメンバーシップを変更

すると、 変更内容は、 ジ ョ ブの実行対象となるサーバーのリストに反映されます。

図74 SAウィザードでのジ ョブのスケジュール設定 
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3 [My Jobs] では、 スケジュール設定したジ ョブの表示、 実行日時の変更、 ジ ョブのキャンセルを実行でき

ます (スケジュール済みのジョブの名前をクリ ックするとウィンドウが開くので、実行日時の変更やジョ

ブのキャンセルを行う ことができます)。 

電子メール通知

電子メール通知機能では、 ジ ョ ブの完了時に詳細情報を電子メールで通知するオプシ ョ ンと、 SAに登録して

おいたアドレスに電子メールを送信するオプシ ョ ンがあります。 

電子メールは、 次のいずれかの状態が発生した時点で送信できます。 

• ジ ョブが成功した場合のみ

• ジ ョブが失敗した場合のみ 

• ジ ョブの終了時 

また、 ジ ョ ブの状態に応じて、 他のユーザーにも通知を送信できます。 たとえば、 管理者にはジョブが成功

した場合のみ、 自分自身には正否を問わずジョブの終了時、 さらに、 ジ ョ ブが失敗した場合のみサポート担

当者に通知を送信する設定が可能です。

ジ ョ ブの詳細情報を記載した電子メールを送信するには、 [Schedule and Notify] ページの [Condition] オプシ ョ

ンを選択してパラメーターを設定します。これにより、操作の完了時に電子メールが送信されます。電子メー

ルの送信条件としては、 操作の終了時、 操作が失敗した場合、 操作が成功した場合のいずれかを選択できま

す。 また、 [Recipients] フ ィールドの横にあるプラス記号 (+) ボタンをクリ ッ クすると、 電子メールの受信者

を追加できます。 図75を参照して く ださい。

図75 SA Webクライアン トでのジ ョブの通知 
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サーバー管理ジ ョブのタイムアウト

表21では、 SAのサーバー管理操作に適用するタイムアウトを説明しています。 

モニタータイムアウトのカスタマイズ

モニタータイムアウトの長さを変更するには、 OPSW_reconcile_monitor_timeoutという名前のカスタム

属性を作成し、 タイムアウトが発生するまでの時間を分単位で指定します。 カスタム属性を使用することに

より、運用環境で稼働しているハードウェアのタイプごとに、タイムアウトの値を設定できます。ハードウェ

アのタイプごといタイムアウトの値を設定するには、ナビゲーシ ョ ンパネルの [Environment] > [Hardware] を

クリ ックします。 次に、 カスタム属性を追加するハードウェアのタイプを選択します。 

修復プロセスでは、 サーバーエージェン ト とコマンドエンジンの間でハート ビートが定期的に送受信され、

エージェン トが応答可能な状態であることが確認されます。 ハートビート メ ッセージを送受信する間隔の

大値は、 このカスタム属性で設定します。 一般的に、 タイムアウトにデフォルト値よりも大きな値を設定す

る必要があるのは、 サーバーの再起動が必要になるソフ トウェアインス トールのみです。 このような場合、

サーバーが再起動してからエージェン トが再起動するので、 デフォルト値よりも長い時間がかかります。

サーバーのカスタムフ ィールド

ここでは、 SA Webクライアン トでカスタムフ ィールドを管理する方法について説明します。 カスタムフ ィー

ルドの管理に、 SA Webクライアン トは使用できません。 カスタムフ ィールドの管理には、 SAクライアン ト を

使用します。 詳細については、 カスタムフ ィールドについて (154 ページ ) およびカスタムフ ィールド とカス

タム属性の比較 (152ページ) を参照して ください。

SAでは、 管理対象サーバーに関する大量の情報を保存することができます。 カスタムフ ィールドを使用する

ことにより、 サーバーの情報を迅速かつ簡単に保存することができます。 カスタムフ ィールドは、 サーバー

とデバイスグループ用に作成可能なデータ要素です。

サーバーでカスタムフ ィールドを作成すると、 管理対象環境内にあるすべてのサーバーに、 カスタムフ ィー

ルドのインスタンスが作成されます。 デバイスグループでカスタムフ ィールドを作成すると、 すべてのデバ

イスグループに、カスタムフ ィールドのインスタンスが作成されます。カスタムフ ィールドの値は、サーバー

やデバイスグループごとに異なる場合があります。

表21 SAで適用されるタイムアウト

タイムアウト  (分) SAの操作

420

(7時間) 
ソフ トウェアの調整 (インストールとアンインストール)。

2 コマンドに応答して、 コマンドエンジンセッシ ョ ンを開始。 この時間内にサーバー

エージェン トがコマンド実行を開始しないと、コマンドはタイムアウト し、コマンド

エンジンスクリプ トは処理を続行します。

30 コマンドへの応答 (たとえば、 再起動後にサーバーの応答を待機する 長時間など )、

またはサーバーエージェン トからコマンドエンジンへのメ ッセージ送信。 

この時間内にサーバーエージェン トがコマンドエンジンに1回以上応答しないと、 コ

マンドはタイムアウト し、 コマンドエンジンスクリプ トは処理を続行します。

SAは、 サーバーエージェン ト を 15分ごとにポーリングします。 サーバーエージェン

トが応答しない場合、 コマンドはタイムアウト します。 
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たとえば、 500のサーバーが稼働する環境で、 サーバーにカスタムフ ィールドを作成すると、 サーバーごと

にカスタムフ ィールドが作成されるので、 500個のカスタムフ ィールドが作成されることになります。 デバ

イスグループが75ある場合にカスタムフ ィールドを作成すると、 それぞれのデバイスグループごとに作成さ

れるので、 75のカスタムフ ィールドが作成されます。

カスタムフ ィールドには、 ファイル、 URL、 テキスト文字列、 数値、 日付を入力できます。

カスタムフ ィールドの値に基づいて、 サーバーを検索することも可能です。 また、 動的サーバーグループを

作成する条件にカスタムフ ィールドを使用することもできます。 

カスタムフ ィールドが [Managed Server: Properties] ページに表示されてない場合、カスタムフ ィールドを作成

する必要があります。カスタムフ ィールドを作成するには、 custFields.pyという名前のカスタム拡張をインス

トールする必要があります。 これは、 Content Starter Packのみに収録されています。 SAにcustFields.pyカスタ

ム拡張をインストールする際のサポートについては、 SAのテクニカルサポートにご連絡く ださい。

カスタムフ ィールドに入力可能なデータ

カスタムフ ィールドは運用環境によって異なりますが、 ユーザー環境向けに作成されるカスタムフ ィールド

では、 次のデータ型の値がサポート されます。

• Number: 長整数型の値です。

• Short String: 4000文字以下の文字列です。
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• Long String: 文字数制限のない文字列です。 このデータ型のカスタムフ ィールドは、 検索や、 動的サー

バーグループのルールでは使用できません。

• Date: 値の正確性チェ ックが行われます。

• File: 添付ファイルです。

• URI: Uniform Resource Identifier文字列です。 URIと して検証されます。

SAは、 カスタムフ ィールドで指定されているデータ型に基づいて、 入力した値を検証します。

カスタムフ ィールドの使用

カスタムフ ィールドは、 次の目的に使用できます。

• パッチのインストール日を保存する

• 重要度 (1～10) をホッ ト フ ィ ッ クスに割り当てる

• 内蔵のバグト ラッキングシステムから、 IDと関連パッチを取得して保存する  

• サーバー背面のJPEG画像を保存し、 JPEG画像をサーバーに関連付ける  

• サーバーまたはサーバーグループの災害復旧手順を記載したMicrosoft Wordドキュ メン ト を保存する

• カスタムフ ィールドの値に基づいてサーバーを検索する

カスタムフ ィールドの値の編集

カスタムフ ィールドの値は、 SAクライアン トでも編集できます。 詳細については、 カスタムフ ィールドにつ

いて (154ページ) およびカスタムフ ィールド とカスタム属性の比較 (152ページ) を参照して く ださい。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。 [Manage Servers] ページが表

示されます。 リス ト を参照して、 カスタムフ ィールドを変更するサーバーを見つけます。

または

カスタムフ ィールドを変更するサーバーを検索します。 

2 サーバー名をクリ ックします。 選択したサーバーの [Manage Servers: Properties] ページが表示されます。

画面をスクロールして、 カスタムフ ィールドのセクシ ョ ンを表示します。 プロパティページには、 ユー

ザーの運用環境固有のカスタムフ ィールドが表示されます。 図76は、 サーバーで表示されるカスタム

フ ィールドの例です。 

図76 サーバーで表示されるカスタムフ ィールド  

3 数値やテキストの入力フ ィールドは、 値を入力すると変更できます。

4 ファイルを追加するには、 [Browse] をクリ ックし、 ダイアログボックスでファイルを選択します。

5 ファイルを削除するには、 [Remove] をクリ ックします。
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6 URLを指定するには、 フ ィールドにURLを入力するか、 [Edit] をクリ ックして現在のURLを変更します。

7 日付を追加または変更するには、 アイコンをクリ ックして日付を選択するか、 ドロップダウンリスト

から適切な日、 月、 年を選択します。 

8 [Save] をクリ ックします。 

サーバーのカスタム属性

ここでは、 SA Webクライアン トでカスタム属性を管理する方法について説明します。 カスタム属性の作成と

管理は、 SA クライアン トでも実行できます。 詳細については、 カスタム属性の作成と管理 (157ページ ) およ

びカスタムフ ィールド とカスタム属性の比較 (152ページ) を参照して ください。

SAでは、 管理対象サーバーに関する大量の情報を保存することができます。 カスタム属性を使用することに

より、 サーバーの情報を迅速かつ簡単に保存することができます。 カスタム属性は、 サーバー、 デバイスグ

ループ、 カスタマー、 フ ァシリテ ィ、 OS インス トールプロファイル、 ソフ トウェアポリシーで定義できる

データ要素です。

カスタム属性を使用すると、 サーバーやアプリケーシ ョ ンのインストール、 構成、 スクリプ トの記述などの

作業が簡単になります。 また、 スクリプ トでカスタム属性を使用することにより、 ネッ トワークおよびサー

バー構成、 通知、 CRONスクリプ トの構成など、 さまざまなタスクを実行できます。 カスタム属性には、 ソフ

トウェアパッケージのインストール時に、 ソフ トウェア設定でアクセスします。

各サーバーで実行するソフ トウェアで必要なカスタム属性の設定方法については、 アプリケーシ ョ ンのパッ

ケージ作成担当者にお問い合わせください。

カスタム属性の管理

カスタム属性を編集または削除する場合は、 他のユーザーやSAの重要な操作に影響がないことを事前に必ず

確認して ください。

特定のサーバーに適用するカスタム属性を設定する場合は、 [Manage Servers] リス ト を使用します。サーバー

を選択した後、 プロパティを表示し、 [Custom Attributes] タブを選択します。選択したサーバーで現在定義さ

れているカスタム属性が表示されます。 

SA Webクライアン トでカスタム属性を追加または編集する場合、 SAでは、 カスタム属性の値の先頭と末尾に

ある空白文字が削除されます。

詳細については、 サーバーのカスタム属性の追加 (227ページ) を参照して ください。

また、 ソフ トウェアポリシーのカスタム属性を設定することも可能です。 詳細については、 『SAユーザーガ

イド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

さらに、 特定のカスタマーに関連付けられているサーバー、 またはファシリテ ィ内の全サーバーに影響を与

えるカスタム属性を設定することができます。 属性を設定したいカスタマーまたはファシリテ ィに移動しま

す。 ナビゲーシ ョ ンパネルで [Environment] > [Customers] または [Facilities] を選択し、 リス ト内の正しい名

前をクリ ックします。[Custom Attributes] タブを選択し、カスタマーに関連付けられているすべてのサーバー、

またはファシリテ ィ内にあるすべてのサーバーに適用する属性を追加します。 このオプシ ョ ンでは、 カスタ

マーレベルまたはファシリテ ィ レベルでカスタム属性を定義します。 個々のカスタマーまたはファシリテ ィ

のカスタム属性は、 各サーバーのカスタム属性と同じ手順で追加できます。 

さらに、サーバーグループのカスタム属性を追加することもできます。サーバーグループを表示して、グルー

プの [Custom Attributes] タブを選択して く ださい。サーバーグループのカスタム属性は、各サーバーのカスタ

ム属性と同じ手順で追加できます。
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サーバーのカスタム属性の追加

各サーバーで実行するソフ トウェアで必要なカスタム属性の設定方法については、 アプリケーシ ョ ンのパッ
ケージ作成担当者にお問い合わせください。

サーバーのカスタム属性を追加するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト を参照して、 カスタム属性を追加するサーバーを見つけます。

または

カスタム属性を追加するサーバーを検索します。

2 サーバーの表示名をクリ ックします。選択したサーバーの [Manage Servers: Server Properties] ページが表

示されます。

3 [Custom Attributes] タブを選択します。 選択したサーバーの [Manage Servers: Custom Attributes] ページが

表示されます。

4 [New] をクリ ックします。

5 追加するカスタム属性の名前と値を入力します。 

6 [Save] をクリ ックします。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索 (180
ページ) を参照して ください。

サーバーのカスタム属性の編集

カスタム属性の名前を変更するには、 新しいカスタム属性を作成し、 古いカスタム属性を削除する必要があ

ります。

サーバーのカスタム属性を編集するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] または [Server Pool] を選択します。 [Manage
Servers] ページが表示されます。 リス ト を参照して、 カスタム属性を編集するサーバーを見つけます。

または

カスタム属性を編集するサーバーを検索します。

2 サーバーの表示名をクリ ックします。選択したサーバーの [Manage Servers: Server Properties] ページが表

示されます。 

3 [Custom Attributes] タブを選択します。 選択したサーバーの [Manage Servers: Custom Attributes] ページが

表示されます。

4 変更したいカスタム属性の属性名リンクをクリ ックします。

5 カスタム属性の値を変更します。 

6 [Save] をクリ ックして変更内容を保存します。 選択したサーバーの [Manage Servers: Custom Attributes]
ページが表示され、 変更後の値が表示されます。 

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索 (180
ページ) を参照して ください。

サーバーのカスタム属性の削除

サーバーのカスタム属性を削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] または [Server Pool] をクリ ックします。 [Manage
Servers] ページが表示されます。 リス ト を参照して、 カスタム属性を削除するサーバーを見つけます。

または
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カスタム属性を削除するサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。

2 サーバーの表示名をクリ ックします。選択したサーバーの [Manage Servers: Server Properties] ページが表

示されます。 

3 [Custom Attributes] タブを選択します。 選択したサーバーの [Manage Servers: Custom Attributes] ページが

表示されます。

4 削除したいカスタム属性のチェ ックボックスを選択します。 

5 [Delete] をクリ ックします。 SA Webクライアン トの確認ページが表示されます。

6 [OK] をクリ ックすると、 カスタム属性が削除されます。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索 (180

ページ) を参照して ください。

サービスレベル

ここでは、 SAで使用するサービスレベルについて、 次の内容を説明します。

• サービスレベルの概要

• サービスレベルをSA Webクライアン トに追加 

• サービスレベルの編集

• サーバーのサービスレベルを表示する方法

• サービスレベルへのサーバーの割り当て

• サービスレベルからのサーバーの削除

サービスレベルの概要

サービスレベルとは、 ユーザー定義のカテゴリです。 サービスレベルでは、 サーバーをニーズに合わせてグ

ループ化し、 ユーザー組織で使用するスキーマを設計することができます。 たとえば、 サーバーの分類の例

としては、 機能別 (財務、 エンジニアリングなど)、 階層別 (Web、 アプリケーシ ョ ン、 データベース)、 ステー

ジ (開発、 ステージング、 運用) などがあります。 

また、IT組織が管理するサービスレベルアグリーメン ト  (SLA) に相当するサービスレベルを作成することもで

きます。 たとえば、サービスレベルとして、 Silver、 Gold、 Platinumの各サービスを作成することが可能です。 

サーバーをサービスグループに割り当てても、 SAによるサービスの処理は変わりません。 インストール時に

は、 サービスレベルのカテゴリはほとんど設定されません。 サービスエージェン ト を稼働環境内のサーバー

にインストールすると、 サーバーはUNKNOWNという名前のサービスレベルにデフォルトで追加されます。

サービスレベルをSA Webクライアン トに追加

サービスレベルをSA Webクライアン トに追加するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Environment] > [Service Levels] をクリ ックします。 [Service Levels] ページが

表示されます。 

2 階層構造内で、 サービスレベルを追加する場所に移動します。 
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3 [Add] をクリ ックします。 [Service Levels] ページが更新され、 [ADD SUB-NODE TO] サービスレベルフォー

ムが表示されます。 

4 サービスレベルの名前 (必須)、 注記と説明 (オプシ ョ ン) を入力します。 

5 [Save] をクリ ックします。 サービスレベルが、 サービスレベルの階層構造に追加されます。 [Edit Service

Level] ページが表示されます。 このページでは、 カスタマーとの関連付けなど、 サービスレベルのプロ

パティ を変更できます。 

サービスレベルの編集

サービスレベルを編集するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Environment] > [Service Levels] をクリ ックします。 [Service Levels] ページが

表示されます。 

2 階層構造内で、 編集したいサービスレベルがある場所に移動します。

3 [Properties] タブの [Edit] をクリ ックします。 ページが更新され、 サービスレベルのプロパティの編集用

フォームが表示されます。 

4 変更できる項目は、 サービスレベルの名前、 説明、 注、 サービスレベルへのサーバー割り当ての可否、

関連するカスタマーとオペレーティングシステムです。 

5 [Save] をクリ ックします。 

サーバーのサービスレベルを表示する方法

表示したいサービスレベルに関連付けられているサーバーを探すには、サーバーを検索する方法と、[Manage

Servers] リス トで参照する方法があります。

• [Manage Server] リス ト を参照する場合、 [Environment] 列の値から、 サーバーのサービスレベルを確認で

きます。

• サーバーを検索する場合、 サーバー名をクリ ックしてから  [Attached Nodes] タブを選択します。 図77で

示すように、 サービスレベルが表示されます。

図77 [Attached Nodes] タブ: サービスが関連するサービスレベルを表示 
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• 特定のサービスレベルに割り当てられているサーバーをすべて表示するには、 ナビゲーシ ョ ンパネルで

[Environment] > [Service Levels] を選択します。 サービスレベルの構造内で、 目的のサービスレベルに移

動します。 [Members] タブを選択します。

サービスレベルへのサーバーの割り当て 

サーバーをサービスレベルに割り当てるには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト を参照し、 サービスレベルに割り当てるサーバーを見つけます。

または

サービスレベルに割り当てるサーバーを検索します。

2 サービスレベルに割り当てるサーバーを選択します。

3 [Manage Servers] リス トの上にあるメニューから、 [Tasks] > [Assign Node] を選択します。 ウィンドウが

開き、 ノードのカテゴリが表示されます (図78を参照)。

図78 [Assign Nodes] ポップアップウィンドウ 

4 [Service Levels] リンクをクリ ックします。ウィンドウが更新され、ユーザーの稼働環境で作成済みのサー

ビスレベルが表示されます。 

5 サーバーに割り当てるサービスレベルに移動します。

6 [Assign] をクリ ックします。 ウィンドウが閉じて、 [Manage Servers] リス トに戻ります。

サービスレベルからのサーバーの削除

サーバーをサービスレベルから削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト を参照し、 サービスレベルから削除するサーバーを見つけます。

または

サービスレベルから削除するサーバーを検索します。

2 サービスレベルから削除するサーバーを選択します。
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3 [Manage Servers] リス トの上にあるメニューから、 [Tasks] > [Remove Node] を選択します。 ウィンドウが

開き、 サーバーが割り当てられているノードが表示されます (図79を参照)。

図79 [Remove Nodes] ポップアップウィ ンドウ 

4 サーバーを削除するサービスレベルノードを選択し、 [Remove] をクリ ックします。サービスレベルから

サーバーを削除する操作を確認するプロンプ トが開きます。

5 [Confirm Remove] をクリ ックします。 ウィンドウが閉じて、 [Manage Servers] リス トに戻ります。

ネッ トワーク構成

ここでは、 SAのネッ トワーク構成について、 次の内容を説明します。

• サーバーネッ トワーク構成の概要

• SA管理対象サーバーでのネッ トワーク構成

サーバーネッ トワーク構成の概要

OSのインストール後、 サーバーでネッ トワーク設定を自動で行うように、 SAを構成することが可能です。 

たとえば、 SA OS プロビジ ョニングは、 DHCP アドレスを使用してオペレーティ ングシステムをインストール

できます。 DHCPサーバーは、 ネッ トワーク経由で起動するサーバーに一時的なIPアドレスを割り当てること

が多いので、サーバーを使用可能にするには、システム管理者が静的IPアドレス (およびその他のネッ トワー

クプロパテ ィ ) を割り当てる必要があります。 この割り当て作業は SA Web クライアン トで実行できるので、

OSプロビジ ョニングが完了した後でサーバーにログインする必要はありません。

サーバーネッ トワーク構成を使用すると、 ネッ トワーク構成に関する次の設定をサーバーで行う ことができ

ます。 

• ホスト名 

• ド メインネームシステム (DNS) サーバー 

• 管理インタフェース (SAがサーバー管理で使用するインタフェース) 

詳細については、 管理対象サーバーの管理IPアドレスの表示 (188ページ) を参照して ください。 

• ゲートウェイ  (デフォルトルーターのIPアドレス)
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• DNS検索ド メイン  

• WINS (Windows Internet Naming Service) サーバー

• 各ネッ トワークインタフェースの構成 (静的割り当てまたはDynamic Host Configuration Protocol (DHCP) IP

アドレスの使用、 ホスト名、 サブネッ トマスクなど)

上記の設定はいずれも変更が可能であり、 管理対象サーバーに割り当てることができます。 SAは、 更新後に

サーバーを再起動します。 これにより、 新しい設定が有効になります。

SA管理対象サーバーでのネッ トワーク構成

メ ッ トワーク構成機能を使用できるのは、 次のオペレーティングシステムを実行するサーバーのみです。 

• Sun Solaris

• Red Hat Linux

• Microsoft Windows

SA管理対象サーバーでネッ トワーク構成を行うには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] を選択します。 [Manage Servers] ページが表示さ

れます。 リス ト を参照して、 ネッ トワーク構成を行うサーバーを見つけます。

または

ネッ トワーク構成を行うサーバーを検索します。

詳細については、サーバーまたは他のリソースの検索 (171ページ) およびIPアドレスによるサーバー検索

(180ページ) を参照して ください。

2 ネッ トワーク構成を行うサーバーの名前をクリ ックします。 選択したサーバーの [Manage Servers: 

Properties] ページが表示されます。 

3 [Network] タブを選択します。 サーバーのネッ トワーク情報が表示されます。

4 サーバーのネッ トワーク構成では、 次の項目を変更できます。 

フ ィールドには、 サーバーで現在設定されている内容がデフォルトで表示されます。

• Host Name: 管理対象サーバーで設定されているホスト名。 このフ ィールドには、サーバーが自己識

別できる名前のみを設定でき、 サーバーのDNSレコードは更新されません。 

• Management Interface: サーバーへの接続時に使用するネッ トワークインタフェースを SA に指定し

ます。 この機能を使用すると便利なケースとしては、 たとえば、 サーバーに複数のネッ トワークイ

ンタ フ ェースがあり、 その中に SA コアが接続できないものが含まれている場合、 特定のインタ

フェースを管理インタフェースとして指定します。 これにより、 SAはサーバー管理に使用できるイ

ンタフェースを識別することができます。 

• Gateway: デフォルトルーターのIPアドレス

• DNS Servers: DNSネームサーバーのIPアドレスのリスト

• Search Domains: ホスト名の解決で検索対象となるDNSド メインのリスト

• WINS Servers: (Windowsのみで設定) WINSサーバーのIPアドレスのリスト  

• Interface Configuration (システム内の各ネッ トワークインタフェース):  

— DHCP: インタフェースで DHCPが有効になっていると、 このネッ トワークインタフェースの構

成にはDHCPが使用されます。 この場合、 静的ネッ トワーク構成 (IP アドレス、 ホスト名、 サブ

ネッ トマスク ) はこのインタフェースには関係しないので、 SA Web クライアン トでは編集でき

ません。 DHCPが編集できな く なっている場合、 静的設定が必要です。 

— IP Address: インタフェースのIPアドレス (DHCPが有効な場合を除く )。 
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— Host Name: サーバーのローカルホスト名。 この設定が必要になるのは、 Solarisを実行するサー

バーのみです。 [Computer Name] フ ィールド と同様に、 この設定が適用されるのは、 管理対象

サーバーが自己識別できる名前のみであり、 これによって DNS レコードが更新されることはあ

りません。 

— Subnet Mask: このインタフェースで使用するIPネッ トワークマスク。

さらにSAでは、 サーバーの管理IPアドレスと MACアドレスが表示されます。 ただし、 この値はサー

バーエージェン トから取得した値であり、 変更できません。 

5 ページの下にある  [Update Server] をクリ ックします。 

([Revert] をクリ ックすると、 フ ィールドに入力した変更内容はすべて破棄されます。 )

確認のダイアログボックスが開き、 サーバーで行った変更内容が表示されます。 このダイアログボック

スには、 新しいネッ トワーク構成を保存した後、 サーバーがSAコアに接続できない場合にはネッ トワー

ク構成を変更前の状態に戻すことができるチェ ックボックスがあります。 この [Revert] チェ ッ クボック

スは、 デフォルトで選択されます。 

SA Webクライアン トは、 [Network] タブで行ったネッ トワーク構成の変更内容を検証しません。したがっ

て、 [IP address] フ ィールドに入力されたIPアドレスに誤りがある可能性もあります。

6 エラー発生時に、 ネッ トワーク構成を変更前の状態に戻したい場合は、 確認のダイアログボックスでこ

のチェ ックボックスを必ず選択して ください。

7 [OK] をクリ ックすると、 構成の変更が始まります。 

操作の進行状況がダイアログボックスに表示されます。 新しいネッ トワーク構成を適用するためには、

管理対象サーバーの再起動が必要になるので、 完了まで数分かかる場合があります。 

変更作業が完了するまでそのまま待機するか、 進行状況のダイアログボックスを閉じて、 SA Webクライアン

トで他の作業を実行できます。 ネッ トワーク構成の更新ステータスは、 [My Jobs] で確認できます。 

Windowsサーバーのド メイン変更について

Windowsサーバーのド メイン名の変更には、 [DNS Domain] フ ィールドは使用できません。 

サーバーのド メイン名を変更するにはパスワード認証が必要になるので、 SAではWindowsサーバーのド メイ

ン名変更は行いません。 Windowsサーバーのド メイン名変更は、 手作業で行います。 
SA Webクライアン トでのサーバー管理 233



234 第9章



第10章 スクリプ ト実行
スクリプ ト実行の概要

スクリプト実行とは、 SAクライアン トでのスクリプ トの管理と実行を自動化する機能です。 また、 スクリプ

ト をフォルダー構造にまとめ、 セキュリテ ィに関するアクセス権を定義することも可能です。 SAクライアン

トでは、スクリプ トの作成とアップロード、複数のUnixまたはWindowsサーバーで同時実行する設定、各サー

バーでの実行状態の監視などを行います。 さらにスクリプ トの実行後、 実行結果をサーバーごとに表示し、

スクリプ ト結果をエクスポート します。 スクリプ トは、 変更、 削除、 名前の変更に加え、 Global Shell での実

行も可能です。

スク リプ ト実行の機能

SAクライアン トでは、 スクリプ ト実行で次の操作を行う ことができます。

• スクリプ ト をフォルダー構造にまとめます。さらに、セキュリテ ィのアクセス権を定義することにより、

各ユーザーやユーザーグループによるアクセスを制御します。

• SAクライアン トでスクリプ ト を作成またはアップロード します。

• 複数のUnixまたはWindowsサーバーやサーバーグループでスクリプ ト を実行します。

• Global Shellでスクリプ ト を実行します。

• スクリプ ト を1回のみ実行するジ ョブまたは定期実行ジョブのスケジュールを設定します。

• スクリプ ト実行ジ ョブのステータスを電子メールで通知します。

• スクリプ ト実行ジ ョブを承認します。

• 複数のサーバーに対するスクリプ ト出力を表形式で表示します。

• スクリプ ト実行結果をエクスポート します。

• スクリプ ト とスクリプ ト実行ジ ョブを検索します。

スク リプ トの実行プロセス

スクリプトの実行プロセスには、 アクセス権の定義、 スクリプ トの管理、 スクリプ トの実行という フェーズ

が含まれます。

• アクセス権の定義

このフェーズでは、 SA管理者がフォルダーのアクセス権、 クライアン ト機能のアクセス権、 カスタマー

制約を割り当てることにより、 各ユーザーグループにセキュリテ ィ境界を設定します。 アクセス権に基

づいて、 ユーザーグループに所属するユーザーがSAクライアン ト内で実行できるアクシ ョ ンが決まり

ます。 

セキュリテ ィのアクセス権を定義する方法については 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。 

• スクリプ トの管理
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このフェーズでは、 ポリシーの設定担当者と上級システム管理者が、 スクリプ トの管理タスクを実行し
ます。 実行するタスクには、 スクリプ トの作成とインポート、 スクリプ トのプロパティの編集、 スクリ
プ トのエクスポート、 スクリプ トの削除などがあります。 詳細については、 スクリプ トの管理 (236ペー

ジ) を参照して ください。

• スクリプ トの実行

このフェーズでは、 システム管理者がサーバーまたはサーバーグループでサーバースクリプ ト を直接実
行、 またはGlobal ShellでOGFSスクリプ ト を実行します。 また、 スクリプ ト をソフ トウェアポリシーに追

加し、 そのポリシーをサーバーに適用することによってスクリプ ト を実行することもできます。 詳細に
ついては、スクリプ トの実行 (243ページ) および 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して く

ださい。 

スクリプ トのタイプ

SAクライアン トのスクリプ ト実行では、 サーバースクリプ ト とOGFSスクリプ ト という 2つのタイプがサポー

ト されます。 

サーバースクリプ ト とは、 SAで管理するUnixサーバーとWindowsサーバーで実行するスクリプ トです。 SAク

ライアン トがUnixおよびWindowsオペレーティングシステム環境でサポートするサーバースクリプ トのタイ

プには、 Unix/Linuxシェル、 Windowsバッチ (.BAT)、 Windows Visual Basic (VBScript)、 Windows PowerShellがあり

ます。 

OGFSスクリプ トは、 SAクライアン トからGlobal Shellで実行できるスクリプ トです。 スクリプ ト実行で適用す

るディ レク ト リパスをOGFSで指定できます。 詳細については、 SA Global Shell (255ページ ) を参照して くだ

さい。

サーバースクリプ トは、 さらに保存されたスクリプ ト とアドホックスクリプ トに分類されます。

• 保存されたスクリプ トには、 適切なアクセス権を持つすべてのユーザーがアクセスできます。 共有スク

リプ トは、適切なアクセス権を持つユーザーであれば、作成、表示、編集、実行が可能です。プライベー
トスクリプ トは、 スクリプ ト を作成したユーザーのみがアクセスでき、 作成、 編集、 削除、 実行も作成
者のみに限定されます。 

• アドホックスクリプ トは、 1回のみ作成またはアップロード されるスクリプ トであり、 Server Automation
には保存されません。 アドホックスクリプ トは、 作成またはアップロード した後すぐに実行でき、 作業
中のユーザーのみがアクセスできます。

作成したスクリプ トは、 タイプを指定して Server Automationに保存すると、 別のタイプのスクリプ トには変

換できません。

SAクライアン トでは、 サーバースクリプ ト を実行するユーザーとして、 スーパーユーザーまたはユーザーを

指定できます。スーパーユーザーとして実行する場合、 UNIXサーバーではroot、 Windowsサーバーではローカ

ルシステムとして実行され、 パスワードの入力は不要です。 スーパーユーザースクリプ ト と して指定しない
場合は、ユーザー名とパスワードの入力が必要になります。スーパーユーザースクリプ トの管理と実行には、
アクセス権が必要です。 スーパーユーザーでサーバースクリプ ト を実行するために必要になるアクセス権に
ついては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。 OGFSスクリプ トは、 SAユーザーのみが実行できます。

スク リプ トの管理

スクリプトの管理では、 次の作業を行います。

• スクリプ トの作成

• SAクライアン トでスクリプ ト を開く

• スクリプ トプロパテ ィの編集

• フォルダーでのスクリプ ト検索

• スクリプ トのエクスポート

• スクリプ トの名前の変更
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• スクリプ トの削除

スクリプ トの作成と管理には、 適切なアクセス権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者に

お問い合わせください。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

スク リプ トの作成

SAクライアン トでスクリプ ト を作成する作業は、 ライブラリの [タイプ別] または [フォルダー別] のビューで

行います。 

スクリプ ト作成のガイド ライン

Server AutomationがUnixおよびWindowsオペレーティングシステム環境でサポートするサーバースクリプ ト

のタイプには、 Unix/Linuxシェル、 Windowsバッチ (.BAT)、 Windows Visual Basic (VBScript)、 Windows PowerShell

があります。

スクリプ トは、 次のガイドラインに沿って作成して ください。

• 1つのスクリプ トの 大サイズは4MBです。 

• Bourne (sh) シェル以外の言語でUnixシェルスクリプ ト を作成する場合、 スクリプ トの先頭に、 正しいコ

マンドインタープリ ターをsh-bang (#!) で指定します。 コマンドインタープリ ターは、管理対象サーバー

に実装してお く必要があります。

たとえばPerlを使用する場合、 スクリプ トの先頭には次の行を指定します。 

#!/usr/bin/perl

次に、 短いPerlスクリプ トの例を示します ( 「hello world」 と表示します)。

#!/usr/bin/perl
print “hello world\n”

• VBScriptは、 VBScriptインタープリンターによってWindowsサーバー上で実行されます。

• Unixシェルコマンドでは、 次の表記規則でコマンド ラインパラメーターにアクセスします。 $1 $2... 

• Windows .BATでは、 次の表記規則でコマンドラインパラ メーターにアクセスします。 %1 %2... 

• スクリプ ト行の改行には特に規則はありませんが、 Windows スクリプ トの場合、 Server Automationは\n

をすべて\r\nに変換します。 Unixスクリプ トの場合、 \r\nを\nに変換します。

• スクリプ トでは、 エラーの出力先として標準エラーを指定して ください。 

• 実行に成功した場合は、 リ ターンコード と して 0 (ゼロ ) を返します。 これが標準設定です。 これ以外の

リ ターンコードについては、 標準的なコード体系はありません。 したがって、 エラータイプごとに 0以

外のリターンコードを作成できます。 

ライブラリの [タイプ別] ビューでのスクリプ ト作成

スクリプ ト を作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。
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2 スクリプ ト タイプを選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [新規] を選択します。 スクリプ トウィンドウが表

示されます (図80を参照)。

図80 スクリプ トウィンドウ

3 [名前] フ ィールドにスクリプ トの名前を入力します。

4 (Windowsのみ) [タイプ] ドロップダウンリストでスクリプ ト タイプを選択します。

5 [選択] をクリ ックし、スクリプ トの保存場所をフォルダー階層内で指定します。[フォルダーの選択] ウィ

ンドウが開きます。 保存先フォルダーをライブラリ内で選択し、 [選択] をクリ ックします。

6 スクリプ ト実行によってサーバー構成が変更される場合には、 [サーバーを変更] フ ィールドで [はい] を
選択します。

7 スクリプ ト をスーパーユーザーとして実行する場合は、[スーパーユーザーとして実行] フ ィールドで [は
い] を選択します。 これにより、スクリプ トはスーパーユーザーとして実行されることになり、パスワー

ドの指定は不要になります。

このオプシ ョ ンを選択するには、 適切なアクセス権が必要です。 スクリプ ト実行のアクセス権の詳細に
ついては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

8 [スクリプ トの内容 ] フ ィールドに、 スク リプ トの内容を入力するか、 [スクリプ ト ファイルのインポー

ト ] をクリ ックしてスクリプ ト をインポート します。

ローカル言語設定が 「英語」 のコンピューターで、エンコード と してUnicode (UTF8) を使用するスクリプ ト を

インポート し、このスクリプ ト をエクスポート してから実行する場合、Unicode (UTF8) エンコードによってピ

リオド  (.) などの特殊文字がスクリプ トの先頭に追加されることが原因でエラーが発生することがあります。

このエラーが発生した場合には、 スクリプ ト を編集して不要な文字を削除して ください。

9 [説明] フ ィールドに、 スクリプ トの用途や内容の説明を入力します。
238 第10章



10 変更内容を保存するには、 [ファイル] の [保存] を選択します。

ライブラリの [フォルダー別] ビューでのスクリプ ト作成

スクリプ ト を作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。内容ペインに、 ライブラリ内に

あるフォルダー階層が表示されます。

2 スクリプ ト を保存するフォルダーを選択します。 

3 [アクシ ョ ン] メニューで、 [新規] > [スクリプ ト ] を選択します。 スクリプ トウィンドウが開きます。

4 [名前] フ ィールドにスクリプ トの名前を入力します。

5 [タイプ] ドロップダウンリストでスクリプ ト タイプを選択します。 

6 [選択] をクリ ックし、スクリプ トの保存場所をフォルダー階層内で指定します。[フォルダーの選択] ウィ

ンドウが開きます。 保存先フォルダーをライブラリ内で選択し、 [選択] をクリ ックします。

7 スクリプ ト実行によってサーバー構成が変更される場合には、 [サーバーを変更] フ ィールドで [はい] を
選択します。

8 スクリプ ト をスーパーユーザーとして実行する場合は、[スーパーユーザーとして実行] フ ィールドで [は
い] を選択します。 OGFSスクリプ トは、 SAユーザーのみが実行できます。

このオプシ ョ ンを選択するには、 適切なアクセス権が必要です。 スクリプ ト実行のアクセス権の詳細に
ついては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

9 [スクリプ トの内容] フ ィールドに、 スクリプ トの内容を入力するか、 [スクリプ ト ファイルのインポート ]
をクリ ックしてスクリプ ト をインポート します。 [開く ] ウィンドウで、 インポートするスクリプ ト を選

択し、 [開く ] をクリ ックします。

ローカル言語設定が 「英語」 のコンピューターで、エンコード と してUnicode (UTF8) を使用するスクリプ ト を

インポート し、このスクリプ ト をエクスポート してから実行する場合、Unicode (UTF8) エンコードによってピ

リオド  (.) などの特殊文字がスクリプ トの先頭に追加されることが原因でエラーが発生することがあります。

このエラーが発生した場合には、 スクリプ ト を編集して不要な文字を削除して ください。

10 [説明] フ ィールドに、 スクリプ トの用途や内容の説明を入力します。

11 変更内容を保存するには、 [ファイル] の [保存] を選択します。

SA クライアン トのライブラリにあるホームディ レク ト リには、 各ユーザー専用のフォルダーが存在します。

ユーザーは、 このフォルダーにプライベートなスクリプ ト を保存し、 後で管理対象サーバー上で実行するこ
とができます。 

 SAクライアン トでスクリプ ト を開く

SAクライアン トでは、 複数の方法でスクリプ ト を開く ことができます。 次に、 スクリプ ト を開く方法を説明

します。

• ナビゲーシ ョ ンペインの [検索] オプシ ョ ン

• ライブラリの [タイプ別] ビュー

• ライブラリの [フォルダー別] ビュー

• ナビゲーシ ョ ンペインの [デバイス] リス ト

検索結果からスクリプ ト を開く

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [検索] を選択します。

2 ドロップダウンリストで [サーバースクリプ ト ] または [OGFSスクリプ ト ] を選択し、テキスト フ ィールド

にスクリプ トの名前を入力します。
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3 を選択します。 検索結果が内容ペインに表示されます。

4 内容ペインでスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択します。 スクリプ トウィンド

ウが開きます。

ライブラリの [タイプ別] ビューからスクリプ ト を開く

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。 スクリプ トが内容ペ

インに表示されます。

2 内容ペインでスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択します。 スクリプ トウィンド

ウが開きます。

ライブラリの [フォルダー別] ビューからスクリプ ト を開く

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。内容ペインに、 ライブラリ内に

あるフォルダー階層が表示されます。 

2 内容ペインでフォルダー内のスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択します。 スク

リプ トウィンドウが開きます。

デバイスからスクリプ ト を開く

1 [ナビゲーシ ョ ン ] ペインで [デバイス ] > [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。 内容

ペインにサーバーのリストが表示されます。

または

ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループが内容ペイ

ンに一覧表示されます。

2 内容ペインでサーバーを選択し、[アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択します。[サーバー] エクスプロー

ラーウィンドウが開きます。

3 [ ビュー ] ドロップダウンリストで、 [管理ポリシー ] > [ ソフ トウェアポリシー ] を選択しましす。 サー

バーにアタ ッチされているソフ トウェアポリシーが内容ペインに表示されます。

4 内容ペインでソフ トウェアポリシーを選択し、 [ アクシ ョ ン ] メニューの [開く ] を選択します。 [ ソフ ト

ウェアポリシー ] ウィンドウが開きます。 

5 [ビュー ] ドロップダウンリストで [ポリシーアイテム] を選択します。 ポリシーアイテムが内容ペインに

表示されます。 

6 内容ペインでスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択します。 スクリプ トウィンド

ウが開きます。

スク リプ トプロパテ ィの編集

スクリプ ト を作成したら、スクリプ トのプロパティを表示および変更できます。表示可能なプロパティには、
スクリプ ト を作成したSAユーザー、 スクリプ トの作成日、 スクリプ トのオブジェク ト IDなどがあります。 編

集可能なプロパティには、 スクリプ トの名前、 説明、 内容、 ライブラリフォルダーの場所、 スクリプ トオプ
シ ョ ンなどがあります。

スクリプ トのプロパティ を表示または変更するには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トでスクリプ ト を開きます。スクリプ ト を開く方法については、 SAクライアン トでスクリ

プ ト を開く  (239ページ) を参照して ください。 スクリプ トウィ ンドウが開きます。

2 [名前] フ ィールドに表示されているスクリプ トの名前を編集します。

3 [選択] をクリ ックし、スクリプ トの保存場所をフォルダー階層内で指定します。[フォルダーの選択] ウィ

ンドウが開きます。 保存先フォルダーをライブラリ内で選択し、 [選択] をクリ ックします。
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4 スクリプ ト実行によってサーバー構成が変更される場合には、 [サーバーを変更] フ ィールドで [はい] を

選択します。

5 スクリプ ト をスーパーユーザーとして実行する場合は、[スーパーユーザーとして実行] フ ィールドで [は

い] を選択します。 これにより、スクリプ トはスーパーユーザーとして実行されることになり、パスワー

ドの指定は不要になります。

このオプシ ョ ンを選択するには、 適切なアクセス権が必要です。 スクリプ ト実行のアクセス権の詳細に

ついては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

6 [スクリプ トの内容] フ ィールドでは、 表示内容を編集するか、 [スクリプ ト ファイルのインポート ] をク

リ ックして別のスクリプ ト をインポート します。 [開く ] ウィンドウで、 インポートするスクリプ ト を選

択し、 [開く ] をクリ ックします。

ローカル言語設定が 「英語」 のコンピューターで、エンコード と してUnicode (UTF8) を使用するスクリプ ト を

インポート し、このスクリプ ト をエクスポート してから実行する場合、Unicode (UTF8) エンコードによってピ

リオド  (.) などの特殊文字がスクリプ トの先頭に追加されることが原因でエラーが発生することがあります。

このエラーが発生した場合には、 スクリプ ト を編集して不要な文字を削除して ください。

7 [説明] フ ィールドに、 スクリプ トの用途や内容の説明を入力します。

8 変更内容を保存するには、 [ファイル] の [保存] を選択します。

スク リプ トに関連付けられているすべてのソフ トウェアポリシーの表示

SAクライアン トでは、 サーバースクリプ ト をソフ トウェアポリシーに追加することができます。 スクリプ ト

ウィンドウでは、 選択したサーバースクリプ ト を含むソフ トウェアポリシーをすべて表示することができま

す。 ただし、 OGFSスクリプ トはソフ トウェアポリシーに追加できません。

ポリシーで使用されるスクリプ ト を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。

2 内容ペインで、 スクリプ ト を選択して開きます。 スクリプ トウィンドウが開きます。

3 [ビュー ] ドロップダウンリストで [ポリシーの使用] を選択します。 スクリプ トに関連するソフ トウェア

ポリシーが内容ペインに表示されます。

スク リプ トのバージ ョ ン履歴の表示

スクリプ トのバージ ョ ン履歴を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。

2 内容ペインで、 スクリプ ト を選択して開きます。 スクリプ トウィンドウが開きます。

3 [ビュー ] ドロップダウンリストで [バージョ ン履歴] を選択します。 スクリプ トに関連付けられているイ

ベン トが内容ペインに表示されます。 1つのスクリプ トに存在する各バージ ョ ンの内容が表示されます。

スクリプ トの現在のバージョ ンには、 が表示されます。 1つのスクリプ トに存在する各バージ ョ ンの

内容が表示されます。 サーバー履歴の詳細については、 サーバーの変更履歴 (73ページ) を参照して くだ

さい。
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4 古いバージ ョ ンを現在のバージ ョ ンと して指定するには、 [アクシ ョ ン ] メニューで古いバージ ョ ンを選

択し、 [現在のバージョ ンに設定] を選択します (図81を参照)。

図81 スクリプ トのバージ ョ ン履歴 

フォルダーでのスクリプ ト検索

フォルダー階層内でスクリプ トの場所を特定するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。

2 内容ペインでスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [フォルダー内で検索] を選択します。 内容

ペインに、 スクリプ トのフォルダー階層が表示されます。

スク リプ トのエクスポート

スクリプ ト をダウンロードするには、 次の手順を実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。 スクリプ トが内容ペ

インに表示されます。

または

ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択し、スクリプ トが保存されているフォル

ダーを選択します。

2 内容ペインで、 エクスポートするスクリプ ト を選択します。

3 [アクシ ョ ン ] メニューで、 [スクリプ トのエクスポート ] を選択します。 [ ソフ トウェアのエクスポート ]

ウィンドウが開きます。

4 [参照] ウィンドウで、 エクスポートするスクリプ トが保存されている場所を指定します。

5 [エクスポート ] をクリ ックします。

スク リプ トの名前の変更

スクリプ トの名前を変更するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。

2 内容ペインでスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [名前の変更] を選択します。

3 内容ペインで、 スクリプ トの新しい名前を入力します。 

スクリプ トの削除

スクリプ ト を削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。
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2 内容ペインでスクリプ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューの [削除] を選択します。 確認ウィンドウが開

きます。

3 [削除] をクリ ックすると、 スクリプ トは削除されます。

スク リプ トの実行

SAクライアン トでは、 次の方法でスクリプ ト を実行できます。

• サーバーまたはサーバーグループでサーバースクリプ ト を直接実行するか、 Global ShellでOGFSスクリプ

ト を実行します。 詳細については、 サーバースクリプ ト  (保存されたスクリプ トまたはアドホックスク

リプ ト ) の実行 (244ページ) およびOGFSスクリプ トの実行 (251ページ) を参照して ください。

• ソフ トウェアポリシーにスクリプ ト を追加し、 そのポリシーをサーバーにアタ ッチしてからサーバーを

修復することにより、 スクリプ ト を実行します。詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管

理』 を参照して ください。

ソフ トウェアポリシーを使用すると、 サーバーまたはサーバーグループで複数のスクリプ ト を同時実行

できます。 また、 ソフ トウェアポリシーでインストール順序を指定すれば、 その順序基づいてスクリプ

ト を実行できます。 ソフ トウェアポリシーの詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』

を参照して ください。

スクリプ トの実行には、 適切なアクセス権が必要です。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い

合わせください。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して く ださい。 セキュリテ ィ上の理由から、 ア

クセス権ベースのシナリオを作成し、 フォルダー内のスクリプ トの実行またはコピー、 スーパーユーザース

クリプ トの実行、 スーパーユーザー以外のユーザースクリプ トの実行などの操作を行って ください。

[スクリプ トの実行] ウィンドウを開く方法

[スクリプ トの実行] ウィンドウでは、 管理対象サーバー上でスクリプ ト を実行できます。 SAクライアン トで

は、 次の方法で [スクリプ トの実行] ウィンドウを開く ことができます。

• [デバイス] リス トから開く

• デバイスエクスプローラーから開く

• ライブラリから開く

[デバイス] リス トから開く

1 [ナビゲーシ ョ ン ] ペインで [デバイス ] > [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。 内容

ペインにサーバーのリストが表示されます。

または

ナビゲーシ ョ ンペインで [デバイス ] > [デバイスグループ ] を選択します。 デバイスグループが内容ペイ

ンに表示されます。

2 内容ペインで、 サーバーまたはデバイスグループを選択します。 

3 [アクシ ョ ン] メニューで、[スクリプ トの実行] を選択します。[スクリプ トの実行] ウィンドウが開きます。

デバイスエクスプローラーから開く

1 [ナビゲーシ ョ ン ] ペインで [デバイス ] > [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。 内容

ペインにサーバーのリストが表示されます。
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2 内容ペインでサーバーを選択します。 

3 [アクシ ョ ン] メニューで [開く ] を選択します。 デバイスエクスプローラーが開きます。

4 [アクシ ョ ン] メニューで、[スクリプ トの実行] を選択します。[スクリプ トの実行] ウィンドウが開きます。

ライブラリから開く

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。 スクリプ トが内容ペ

インに表示されます。

2 内容ペインでスクリプ ト を選択します。

3 [アクシ ョ ン] メニューで [実行] を選択します。 [スクリプ トの実行] ウィンドウが開きます。

サーバースクリプ ト  (保存されたスクリプ トまたはアドホックスクリプ ト ) の

実行

[スクリプ トの実行] ウィンドウ (図82を参照) では、 次の手順に沿って、 管理対象サーバーでスクリプ ト を実

行できます。

図82 [サーバースクリプ トの実行] ウィンドウ 

• サーバーとグループ

• スクリプ ト

• オプシ ョ ン

• スケジュール設定

• 通知

• ジ ョブステータス

[スクリプ トの実行] ウィンドウにアクセスする方法については、 [スクリプ トの実行] ウィンドウを開く方法

(243ページ) を参照して ください。 [デバイス] リス トまたはデバイスエクスプローラーから  [スクリプ トの実

行] ウィンドウにアクセスすると、 初のステップとして [スクリプ ト ] が表示されます。 ライブラリから  [ス

クリプトの実行] ウィンドウにアクセスすると、 初のステップとして [サーバーとグループ] が表示されます。
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サーバーとグループ

このステップでは、 スクリプ ト を実行するサーバーまたはサーバーグループを指定します。 実行対象を示す

リストに、 サーバーまたはサーバーグループを追加または削除します。 

[今すぐ ] オプシ ョ ンを選択すると、 オプシ ョ ンを選択した時点での状態に基づいて、 メンバーシップが設定

されます。 つまり、 オプシ ョ ンを選択したときにグループに所属するサーバー上で、 スクリプ トが実行され

ます。 したがって、 グループメンバーシップを変更しても、 変更内容は、 スクリプ トの実行対象となるサー

バーのリストに反映されません。

[実行時] オプシ ョ ンを選択すると、 ジ ョ ブが実行される時点での状態に基づいて、 メンバーシップが設定さ

れます。つまり、ジ ョ ブの実行時にサーバーグループに所属するサーバー上で、スクリプ トが実行されます。

したがって、グループメンバーシップを変更すると、その変更内容は、スクリプ トの実行対象となるサーバー

のリストに反映されます。 

[実行時] オプシ ョ ンを選択するには、 「更新ジ ョブの実行の許可」 アクセス権が必要です。 アクセス権の詳細

については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

サーバーとグループを選択するには、 次の手順を実行します。

1 [スクリプ トの実行] ウィンドウを開く方法 (243ページ) で説明した方法で、[スクリプ トの実行] ウィンド

ウを開きます。

2 [スクリプ トの実行] ウィンドウが開いたら、 [サーバーとグループ] を選択します。 

3 (オプシ ョ ン ) サーバーまたはサーバーグループをリストに追加するには [サーバー /グループを含める ]
をクリ ックし、リス トからサーバーまたはサーバーグループを削除するには、[除外] をクリ ックします。 

4 [サーバーグループの計算] フ ィールドに表示されているサーバーグループについては、 [今すぐ ] オプショ

ンを選択すると、 その時点でグループ内に含まれるサーバーでスクリプ トが実行されます。 [実行時] オ
プシ ョ ンを選択すると、 ジ ョ ブの実行時にサーバーでスクリプ トが実行されます。 

5 [次へ] をクリ ックして [スクリプ ト ] のステップに進みます。

スクリプ ト

このステップでは、 管理対象サーバーで実行するスクリプ ト と して、 保存されたスクリプ ト を選択、 または

アドホックスクリプ ト を作成します。 スクリプ トのタイプについては、 スクリプ トのタイプ (236 ページ ) を

参照して ください。

保存されたスクリプ ト

保存されたスクリプ ト を選択するには、 次の手順を実行します。

1 保存されたスクリプ ト を選択するには、 [保存されたスクリプ トの選択] オプシ ョ ンを選択します。

2 [名前] ドロップダウンリストでスクリプ ト を選択し、 [スクリプ トの選択] をクリ ックすると、 [スクリプ

トの選択] ウィンドウが開きます。 スクリプ ト を選択します。

3 内容ペインに、 スクリプ トのプロパティ  (バージョ ン、 タイプ、 場所など) が表示されます。 スクリプ ト

の内容を表示するには、 [スクリプ トの表示] をクリ ックします。 [スクリプ トの実行] ウィンドウにスク

リプ トの内容が表示されます。

4 [次へ] をクリ ックして [オプシ ョ ン] ステップに進みます。

アドホックスクリプ ト

アドホックスクリプ ト を作成するには、 次の手順を実行します。

1 アドホックスクリプ ト を選択するには、 [アドホックスクリプ トの定義] オプシ ョ ンを選択します。

2 (Windowsのみ) [タイプ] ドロップダウンリストでスクリプ トのタイプを選択します。
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3 [スクリプ トの内容 ] フ ィールドにスクリプ トの内容を入力するか、 [スクリプ ト ファイルのインポート ]

をクリ ックしてスクリプ ト をインポート します。

ローカル言語設定が 「英語」 のコンピューターで、エンコード と してUnicode (UTF8) を使用するスクリプ ト を

インポート し、このスクリプ ト をエクスポート してから実行する場合、Unicode (UTF8) エンコードによってピ

リオド  (.) などの特殊文字がスクリプ トの先頭に追加されることが原因でエラーが発生することがあります。

このエラーが発生した場合には、 スクリプ ト を編集して不要な文字を削除して ください。

4 [次へ] をクリ ックして [オプシ ョ ン] ステップに進みます。

オプシ ョ ン

このステップでは、 スクリプ ト実行に適用する実行時オプシ ョ ンと出力オプシ ョ ンを指定します。 スクリプ

トの実行ユーザーとして、 root またはローカルシステム、 または指定のユーザーを選択できます。 また、 ス

クリプトのタイムアウト値、スクリプトの実行パラメーター、スクリプトの出力パラメーターも指定できます。

スクリプ トの実行時オプシ ョ ンと出力オプシ ョ ンを指定するには、 次の手順を実行します。

1 rootまたはローカルシステムでスクリプ ト を実行するには、[実行時ユーザー ] フ ィールドでroot (Unix) ま

たはローカルシステム (Windows) を選択します。 rootまたはローカルシステムでのスクリプ ト実行には、

適切なアクセス権が必要になります。 スクリプ ト実行に必要なアクセス権の詳細については、 『SA 管理

ガイド』 を参照して ください。

または

a 指定のユーザーでスクリプ ト を実行するには、 [名前] を選択して、 ユーザー名とパスワードを入力

します。 複数のサーバーまたはサーバーグループでスクリプ ト を同時実行するには、 すべてのサー

バーで同じユーザー名とパスワードを使用する必要があります。

b (Windowsのみ) [ド メイン] フ ィールドにド メイン名を入力します。

2 [スクリプ トのタイムアウト ] フ ィールドに、 スクリプ トのタイムアウト値を分単位で入力します。 タイ

ムアウト値は、 スクリプ トがサーバー上で処理を完了するまでにかかる所要時間を示します。 タイムア

ウト値で指定した時間が経過した時点でスクリプ トの実行が完了していないと、 SAはスクリプ トの実行

を停止し、 スクリプ トエラーが発生します。 したがって、 スクリプ トの実行にかかる時間よりも長い時

間を設定して ください。

3 [このスクリプ ト実行に必要なパラメーターを指定] フ ィールドで、 必要なパラメーターを入力します。 

4 スクリプ ト出力を破棄するには、 [出力オプシ ョ ン ] で [すべてのスクリプ ト出力の破棄 ] を選択します。

これ以外の場合は [スクリプ トの出力の保持] を選択します。

5 スクリプ ト出力のサイズは、 [保持する出力のサイズ] ドロップダウンリストで選択します。 

6 [次へ] をクリ ックし、 [スケジュール設定] ステップに進みます。

スケジュール設定

このステップでは、 スクリプ ト実行ジ ョブのスケジュールを設定します。 スクリプ ト実行ジ ョブは、 即時実

行、 指定した日時での実行、 定期実行が可能です。

スクリプ ト実行ジ ョブのスケジュールを設定するには、 次の手順を実行します。

1 [スケジュール頻度] セクシ ョ ンで、 スクリプ トの実行頻度として、 毎日、 毎週、 毎月、 またはユーザー

指定を選択します。 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択して ください。

• 1回: 即時実行するか、 指定の日時に1回のみ実行します。

• 毎日: 指定した時刻に毎日実行します。

• 毎週: 指定した曜日に毎週実行します。

• 毎月: 指定した月と日付に実行します。
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• カスタム: [カスタムcrontab文字列] フ ィールドに、スケジュールを示す文字列を入力します。crontab

文字列は、 シリアル値 (1、 2、 3、 4) と範囲 (1-5) で指定できます。 

2 [時刻と期間] セクシ ョ ンでは、 スケジュールのタイプごとにジ ョブの開始時刻を指定します。 また、 開

始日と終了日も指定します。 

3 [ タイムゾーン ] セクシ ョ ンでタイムゾーンを選択します。 また、 デフォルトを選択すると、 ユーザープ

ロファイルのタイムゾーン設定が適用されます。

4 [次へ] をクリ ックして [通知] ステップに進みます。

通知

このステップでは、 ジ ョ ブの正否を示すアラートを、 電子メールで通知します。 また、 ジ ョ ブにチケッ ト ID

を割り当てることもできます。 この設定はオプシ ョ ンです。 

電子メール通知を設定するには、 次の手順を実行します。

1 [通知の追加] をクリ ックします。 

2 [受信者の電子メールアドレス] フ ィールドにアドレスを入力します。 

3 電子メールを送信するタイ ミングを、 受信者ごとに次のチェ ックボックスで指定します。

• 成功時: ジ ョブが成功した場合に電子メールを送信します。

• 失敗時: ジ ョブが失敗した場合に電子メールを送信します。

• 終了時: ジ ョブが終了した場合に電子メールを送信します。 

– ジ ョ ブの終了とは、 ジ ョ ブの終了アクシ ョ ンを使って実行中のジ ョ ブを停止した状態を指し

ます。 

– ジ ョブを開始する前にキャンセルした場合には、 電子メールは送信されません。

4 [チケッ ト ID] フ ィールドに、 このジ ョブに割り当てるIDを入力します。

5 [次へ] をクリ ックして [ジ ョブステータス] ステップに進みます。

ジ ョ ブステータス

このステップでは、 ジ ョ ブの開始、 ジ ョ ブの進行状況の確認、 ジ ョブの実行結果の表示、 スクリプ ト出力の

表示、 すべてのサーバーのスクリプ ト出力のエクスポートなどを実行します。

SAでは、 スクリプ ト出力のエクスポートで次のファイル形式をサポート します。

• 各管理対象サーバーをフォルダー構造にしたzipファイル

• フォルダー構造なしのzipファイル

• 統合未フォーマッ トテキスト ファイル

• 統合フォーマッ ト済みテキスト ファイル

• 統合CSVファイル

ジ ョブは、SAクライアン トの [ジ ョブログ] ウィンドウでも表示できます。ジ ョ ブログの詳細については、ジ ョ

ブログの表示 (44ページ) を参照して ください。

ジ ョ ブを開始するには、 次の手順を実行します。

1 ジ ョブを開始するには、 [ジ ョブの開始] をクリ ックします。

[スケジュール設定] 手順で [即時] を選択した場合、 ジ ョ ブはすぐに開始されます。 即時実行以外を選択

した場合は、 指定したスケジュールで実行されます。 ジ ョ ブの状態は、 SAクライアン トの [ジ ョブログ]

ウィンドウで確認できます。
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2 ジ ョブの進行状況は、 [ジ ョブステータス ] ウィンドウで確認できます。 このウィンドウには、 スクリプ

ト を実行したサーバー、 ジ ョ ブステータス、 終了コードが表示されます。 終了コードが0 (ゼロ) の場合、

スクリプ ト実行が成功したことを示します。 0以外の場合、 スクリプ トの実行中にエラーが発生したこ

とを示します。

ジ ョ ブのステータスが [承認待ち] の場合、 このジ ョブはSA以外の外部プロセスによって承認されるまで

ブロックされます。 ジ ョ ブステータスの詳細については、 ジ ョ ブログの表示 (44ページ) を参照して くだ

さい。

3 (オプシ ョ ン ) 管理対象サーバーのスクリプ ト出力を表示するには、 管理対象サーバーを選択します。 こ

れにより、 スクリプ ト出力がテーブルの下に表示されます。

4 (オプシ ョ ン ) すべての管理対象サーバーのスクリプ ト出力を表示するには、 [出力をテーブルに表示] オ
プシ ョ ンを選択します。 各サーバーの出力が、 テーブルの [出力] 列に表示されます。

5 (オプシ ョ ン ) すべてのサーバーの出力を列ごとに表示するには、 [出力をテーブルに表示] オプシ ョ ンを

選択し、 [区切り文字] チェ ックボックスに区切り文字を入力します。 各サーバーの出力が、 テーブルの

列に分割されて表示されます。

6 (オプシ ョ ン ) スクリプ トの出力結果をエクスポートするには、 [すべての結果のエクスポート ] をクリ ッ

クします。[参照] ウィンドウでファイルの保存場所とファイルタイプを指定し、[エクスポート ] をクリ ッ

クします。

7 [閉じる] をクリ ックすると、 [スクリプ トの実行] ウィンドウが閉じます。

ジ ョ ブの作成時に、 ユーザーが明示的にスクリプ ト出力を破棄した場合、 [ジ ョブステータス ] パネルの説明

パネルには [標準出力] ラベルは表示されません。 

アクテ ィブなスクリプ ト実行ジ ョブの終了

ジョブは、 現在アクテ ィブな状態であっても停止することが可能です。 ジ ョ ブの終了が必要になるケースと
しては、 たとえば、 ジ ョ ブの実行結果に誤りがある場合や、 予定していたメンテナンス時間枠を超えてしま
う場合があります。 ここで注意が必要なのは、 すでに稼働状態にあるサーバーやデバイス上のスクリプ トは
停止できないという点です。 スクリプ トが停止されるのは、 これから稼働するサーバーまたはデバイスでの
実行です。 

スクリプ ト実行ジ ョブの終了は、[サーバースクリプ トの実行] ウィンドウまたはSAクライアン トの [ジ ョブと

セッシ ョ ン] ウィンドウで行います。

アクテ ィブなスクリプ ト実行ジ ョブを終了すると、 次のような処理が行われます。

• キャンセル要求が受信されると、 それ以降、 サーバーでスクリプ トは実行されな く なります。

• スクリプ トがすでに実行開始している場合、そのスクリプ トは 後まで実行されますが、それ以降、サー

バーでスクリプ トは実行されな く なります。 

• [サーバースクリプ トの実行] ウィンドウの [ジ ョブステータス] ビューでは、 スクリプ ト を実行したジ ョ

ブステータスをサーバーごとに表示できます。

• SA クライアン トの [ ジ ョブとセッシ ョ ン ] ウィンドウの [ ジ ョブステータス ] ビューでは、 スクリプ トの

ジ ョブステータスが表示されます。

アクテ ィブなジ ョブの終了に必要なアクセス権

サーバーステータス 説明

キャンセル スクリプ トは実行されませんでした。

成功 スクリプ ト実行は完了しました。

ジ ョ ブステータス 説明

終了中 終了要求が受信され、 ジ ョ ブを現在終了中です。 

終了済み 終了プロセスが完了しました。 
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一般的に、 ジ ョ ブを開始できるアクセス権を持つユーザーは、 ジ ョ ブの終了も可能です。 さらに、 「任意

のジ ョブの編集またはキャンセル」 のアクセス権があれば、 実行中のジョブを安全な方法でキャンセル

できます。 

SAのアクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 のを参照して ください。

アクテ ィブなスクリプ ト実行ジ ョ ブを  [サーバースクリプ トの実行] ウィンドウから終了するに

は、 次の手順を実行します。

1 [サーバースクリプ トの実行] ウィンドウを開き、 ジ ョ ブを開始します。 

詳細については、 次を参照して ください。

— [スクリプ トの実行] ウィンドウを開く方法 (243ページ) 

— サーバースクリプ ト  (保存されたスクリプ トまたはアドホックスクリプ ト ) の実行 (244ページ)  

— OGFSスクリプ トの実行 (251ページ) 

2 [サーバースクリプ トの実行] ウィンドウで [ジ ョブの終了] をクリ ックします(このオプシ ョ ンは、実行中

のジョブのみで表示されます)。

3 ジ ョブの終了を警告するダイアログが開きます。 メ ッセージが表示され、 すでに開始しているスクリプ

トは 後まで実行を継続しますが、まだ開始していないスクリプ トは実行されないことが通知されます。

4 [OK] をクリ ックして、 ジ ョ ブの終了を確認します。 [ジ ョブステータス] ウィンドウに、 終了処理の進行

状況が表示されます。

デバイス上でジ ョブが問題な く終了されると、 ステータスが [キャンセル] に変わります。 スクリプ トが

完了したサーバーのステータスは [成功 ] になります。 サーバーのステータスの詳細情報を表示するに

は、 各サーバーを選択します。 詳細情報が下のペインに表示されます。

5 スクリプ トが終了すると、 SAクライアン トの [ジ ョブログ] にジ ョブが表示されます。 

SA クライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ ジ ョ ブとセッシ ョ ン ] をク リ ッ クします。 [ ジ ョ ブログ ]

ビューが開き、 ステータスが [終了] のジョブが表示されます。

アクテ ィブなスクリプ ト実行ジ ョ ブをSAクライアン トの [ジ ョブとセッシ ョ ン] ウィ ンドウから終

了するには、 次の手順を実行します。

1 SA クライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ ジ ョブとセッシ ョ ン ] をクリ ックします。 [ ジ ョブログ ]

ビューが開きます。

2 ステータスフ ィルターで [進行中] を選択し、 実行中のジョブを検索します。 

3 [表示] > [更新] を選択し、 リス ト を更新します。 内容ペインに、 進行中のジョブが表示されます。 

さらに [タイプ] フ ィルターでは、 ジ ョ ブのタイプ ([サーバースクリプ トの実行] など) に基づいたフ ィル

ター処理も可能です。

4 内容ペインで、 終了するジ ョブを選択します。

5 [アクシ ョ ン] > [ジ ョブの終了] を選択します。(このオプシ ョ ンは、実行中のジョブのみで表示されます)。
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終了プロセスが完了すると、 ジ ョ ブのステータスが [終了] になります (図83を参照)。 

図83 [ジ ョブログ] での終了ジョブの表示

スケジュール済みのスクリプ ト実行ジ ョブのキャンセル

スケジュール済みのジ ョブでも、 実行中でなければSA クライアン トの [ ジ ョ ブとセッシ ョ ン ] ウィンドウで

キャンセルできます。 スケジュール済みのスクリプ ト実行ジ ョブをキャンセルすると、 ジ ョ ブ全体がキャン

セルされ、 [ジ ョブログ] に [キャンセル] というステータスで表示されます。 

スケジュール済みのジ ョブをキャンセルするには、 次の手順を実行します。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [ジ ョブとセッシ ョ ン] を選択します。内容ペインで [ジ ョブ

ログ] ウィンドウが開きます。

2 ステータスフ ィルターで、 [スケジュール済み] を選択します。

3 スケジュール済みのジョブの中から、 キャンセルしたいジ ョブを選択します。

4 メニューで [アクシ ョ ン ] > [キャンセル] を選択します。 このジ ョブは、 [ジ ョブログ] に [キャンセル] と

いうステータスで表示されます。
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OGFSスクリプ トの実行

[OGFSスクリプ トの実行] (図84を参照) では、 次のステップに沿ってOGFSスクリプ ト を実行できます。

図84 [OGFSスクリプ トの実行] ウィンドウ 

• スクリプ ト

• オプシ ョ ン

• スケジュール設定

• 通知

• ジ ョブステータス

スクリプ ト

このステップでは、 実行するOGFSスクリプ ト を指定します。

OGFSスクリプ ト を選択するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [スクリプ ト ] を選択します。 スクリプ トが内容ペ

インに表示されます。

または

ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。内容ペインに、 ライブラリ内に

あるフォルダー階層が表示されます。 

2 内容ペインでOGFSスクリプ ト を選択します。 

3 [アクシ ョ ン] メニューで [実行] を選択します。 [OGFSスクリプ トの実行] ウィンドウが開きます。
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4 [スクリプトのプロパティ ] セクションで、 [名前] ドロップダウンリストからスクリプトを選択するか、 [ス

クリプ トの選択] をクリ ックして [スクリプ トの選択] ウィンドウを開きます。 スクリプ ト を選択します。

5 内容ペインに、 スクリプ トのプロパティ  (バージョ ン、 タイプ、 場所、 説明など) が表示されます。 スク

リプ トの内容を表示するには、 [スクリプ トの表示] をクリ ックします。 [OGFSスクリプ トの実行] ウィン

ドウにスクリプ トの内容が表示されます。

6 [ スクリプ トの実行パス ] セクシ ョ ンで、 スクリプ ト実行に使用する OGFSディレク ト リパスを入力する

か、 [参照] をクリ ックしてOGFSのディレク ト リパスを指定します。

7 [次へ] をクリ ックして [オプシ ョ ン] ステップに進みます。

オプシ ョ ン

このステップでは、 スクリプ ト実行に適用する実行時オプシ ョ ンと出力オプシ ョ ンを指定します。 また、 ス

クリプトのタイムアウト値、スクリプトの実行パラメーター、スクリプトの出力パラメーターも指定できます。

スクリプ トの実行時オプシ ョ ンと出力オプシ ョ ンを指定するには、 次の手順を実行します。

1 [スクリプ トのタイムアウト ] フ ィールドに、 スクリプ トのタイムアウト値を分単位で入力します。 タイ

ムアウト値は、 スクリプ トが処理を完了するまでにかかる所要時間を示します。 タイムアウト値で指定

した時間が経過した時点でスクリプ トの実行が完了していないと、 SAはスクリプ トの実行を停止し、 ス

クリプ トエラーが発生します。 したがって、 スクリプ トの実行にかかる時間よりも長い時間を設定して

ください。

2 [このスクリプ ト実行に必要なパラメーターを指定します] フ ィールドで、 必要なパラメーターを入力し

ます。 

3 スクリプ ト出力を破棄するには、 [出力オプシ ョ ン ] で [すべてのスクリプ ト出力の破棄 ] を選択します。

これ以外の場合は [スクリプ トの出力の保持] を選択します。

4 スクリプ ト出力のサイズは、 [保持する出力のサイズ] ドロップダウンリストで選択します。 

5 [次へ] をクリ ックし、 [スケジュール設定] ステップに進みます。

スケジュール設定

このステップでは、 スクリプ ト実行ジ ョブのスケジュールを設定します。 スクリプ ト実行ジ ョブは、 即時実

行、 指定した日時での実行、 定期実行が可能です。

スクリプ ト実行ジ ョブのスケジュールを設定するには、 次の手順を実行します。

1 [スケジュール頻度] セクシ ョ ンで、 スクリプ トの実行頻度として、 毎日、 毎週、 毎月、 またはユーザー

指定を選択します。 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択して ください。

• 1回: 即時実行するか、 指定の日時に1回のみ実行します。

• 毎日: 指定した時刻に毎日実行します。

• 毎週: 指定した曜日に毎週実行します。

• 毎月: 指定した月と日付に実行します。

• カスタム: [カスタムcrontab文字列] フ ィールドに、スケジュールを示す文字列を入力します。crontab

文字列は、 シリアル値 (1、 2、 3、 4) と範囲 (1-5) で指定できます。 

2 [時刻と期間] セクシ ョ ンでは、 スケジュールのタイプごとにジ ョブの開始時刻を指定します。 また、 開

始日と終了日も指定します。 [ タイムゾーン ] には、 ユーザープロファイルで設定されているタイムゾー

ンが適用されます。

3 [次へ] をクリ ックして [通知] ステップに進みます。
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通知

このステップでは、 ジ ョ ブの正否を示すアラートを、 電子メールで通知します。 また、 ジ ョ ブにチケッ ト ID

を割り当てることもできます。 この設定はオプシ ョ ンです。 

電子メール通知を設定するには、 次の手順を実行します。

1 [通知の追加] をクリ ックします。 

2 [受信者の電子メールアドレス] フ ィールドにアドレスを入力します。 

3 ジ ョブが成功した場合に電子メールを送信するには、 [成功時] チェ ックボックスを選択します。 

4 ジ ョブが失敗した場合に電子メールを送信するには、 [失敗時] チェ ックボックスを選択します。 

5 [チケッ ト ID] フ ィールドに、 このジ ョブに割り当てるIDを入力します。

6 [次へ] をクリ ックして [ジ ョブステータス] ステップに進みます。

ジ ョ ブステータス

このステップでは、 ジ ョ ブの開始、 ジ ョ ブの進行状況の確認、 ジ ョブの実行結果の表示、 管理対象サーバー

でのスクリプ ト出力の表示、 すべてのサーバーのスクリプ ト出力のエクスポートなどを実行します。

SAでは、 スクリプ ト出力のエクスポートで次のファイル形式をサポート します。

• 各管理対象サーバーをフォルダー構造にしたzipファイル

• フォルダー構造なしのzipファイル

• 統合未フォーマッ トテキスト ファイル

• 統合フォーマッ ト済みテキスト ファイル

• 統合CSVファイル

ジ ョブは、SAクライアン トの [ジ ョブログ] ウィンドウでも表示できます。ジ ョ ブログの詳細については、ジ ョ

ブログの表示 (44ページ) を参照して ください。

ジ ョ ブを開始するには、 次の手順を実行します。

1 ジ ョブを開始するには、 [ジ ョブの開始] をクリ ックします。

[スケジュール設定] 手順で [即時] を選択した場合、 ジ ョ ブはすぐに開始されます。 即時実行以外を選択

した場合は、 指定したスケジュールで実行されます。 ジ ョ ブの状態は、 SAクライアン トの [ジ ョブログ]

ウィンドウで確認できます。

2 ジ ョブの進行状況は、 [ジ ョブステータス ] ウィンドウで確認できます。 このウィンドウには、 スクリプ

ト を実行したサーバー、 ジ ョ ブステータス、 終了コードが表示されます。 ジ ョ ブのステータスが [承認

待ち ] の場合、 このジ ョブはSA以外の外部プロセスによって承認されるまでブロックされます。 ジ ョ ブ

ログの詳細については、 ジ ョ ブログの表示 (44ページ) を参照して ください。

3 (オプシ ョ ン ) すべての管理対象サーバーのスクリプ ト出力を表示するには、 [出力をテーブルに表示] オ

プシ ョ ンを選択します。 各サーバーの出力が、 テーブルの [出力] 列に表示されます。

4 (オプシ ョ ン ) すべてのサーバーの出力を列ごとに表示するには、 [出力をテーブルに表示] オプシ ョ ンを

選択し、 [区切り文字] チェ ックボックスに区切り文字を入力します。 各サーバーの出力が、 テーブルの

列に分割されて表示されます。

5 (オプシ ョ ン ) スクリプ トの出力結果をエクスポートするには、 [すべての結果のエクスポート ] をクリ ッ

クします。[参照] ウィンドウでファイルの保存場所とファイルタイプを指定し、[エクスポート ] をクリ ッ

クします。

6 [閉じる] をクリ ックすると、 [OGFSスクリプ トの実行] ウィンドウが閉じます。
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第11章 SA Global Shell
Global Shellは、 Global File System (OGFS) へのコマンド ラインインタフ ェースです。 このコマンド ラインイン

タフェースは、 bashなどのUnixシェルであり、 ターミナルウィンドウ内で実行されます。 OGFSは、 SAデータ

モデルと管理対象サーバーの内容 ( フ ァイルなど ) を統合し、 単一の仮想フ ァイルシステムを構成します。

Global Shellセッシ ョ ンは、 SA クライアン トや、 デスク ト ップで実行するターミナルクライアン トのssh直接

接続から開く ことができます。 Global Shellでは、 セキュリテ ィで保護された環境で稼働する複数のサーバー

でスクリプ ト を実行できるので、 繰り返し実行するシステム管理タスクの自動化が可能になります。

SA Global File System (OGFS)

OGFSは、 SA データモデルを、 フ ァイルディ レク ト リ とテキス ト ファイルの階層構造で表します。 たとえば

OGFSでは、 /opsw/Customerディレク ト リにはSAカスタマーの詳細情報、 /opsw/Serverディレク ト リには

管理対象サーバーの詳細情報が格納されています。 また、 /opsw/Serverディレク ト リには、 管理対象サー

バーの内容 (ファイルシステムやレジスト リなど ) を示すサブディ レク ト リもあります。 Global Shellでは、 必

要なアクセス権があれば、 管理対象サーバーのファイルシステムを表示、 または変更することができます。

リモート SAシェル (rosh) ユーティ リテ ィ

リモート SA シェル (rosh) は、 管理対象サーバーにログインし、 ネイテ ィブコマンドを実行するユーテ ィ リ

テ ィです。 roshは、 Global Shellセッシ ョ ン内から呼び出します。 ネイティブコマンドは、 roshを実行して対

話形式で入力することも、 roshのオプシ ョ ンと して指定することもできます。 

Global Shellの利点

Global Shell、 OGFS、 roshユーティ リテ ィには、 次のような利点があります。

• セキュリテ ィ : 管理対象サーバーへのログインは、Server Automationセキュリテ ィ フレームワークによっ

て制御されます。 

• 監査: 管理対象サーバーへのログインとコマンドは、 監査ログファイルに記録されます。

• 既存スクリプ トの再利用 : roshユーティ リテ ィでは、 既存のネイティブスクリプ ト を管理対象サーバー

上で実行できます。 たとえば、 .BAT、 .vbs、 .shの各スクリプ ト を管理対象サーバーで実行できます。 Unix

シェルで記述したスクリプ トはGlobal Shellで実行され、 bashやcshなど一般的なシェルがサポート され

ます。

• 複数のサーバーで定期メンテナンスタスクを実行 : OGFSのグローバルビューでは、 システム管理スクリ

プ ト を複数のサーバーで反復実行できます。

•  Server Automationデータモデルへのアクセス: Global Shellスクリプ トは、 管理対象サーバーの情報 (

カスタム属性など) にアクセスできます。

Global Shellのコマンド

Global Shellでは、 次のタイプのUnixシェルを使用できます。
255



bash (デフォルト) 
csh 
ksh 
sh 
tcsh

Global Shell では、 一般的な Unix コマンド  (多数存在するのでここには掲載しません ) を使用できます。 Global

Shellセッシ ョ ンで次のディレク ト リの内容を表示すると  (ls)、 使用可能なコマンドを確認できます。

/bin /usr/bin 
/opsw/bin

/opsw/binディレク ト リには、 SA固有のユーティ リテ ィ  (roshなど ) が格納されています。 詳細については、

Global Shellユーティ リテ ィの構文 (333ページ) を参照して ください。

Global ShellとUnixシェルの相違点

Global Shellは、 ネイテ ィブのUnixシェルと次のような点で異なります。

• コマンドセッ トの制限: 一部Unixコマンド  (cronなど) はGlobal Shellでは使用できません。コマンドが使用

できるかどうかの確認には、 whichコマンドを使用します。

• 再帰的コマンドの制限: 管理対象サーバーのファイルシステムでは、コマンドを再帰的に呼び出すことが

できません。 再帰的コマンドの例としては、 find、 ls -r、 rm -rがあります。

• SAユーザー : Global Shellには、 Unixユーザーではな く SAユーザーでログインします。

• SAアクセス権: 実行可能な操作とアクセス可能なサーバーは、 ユーザーが所属するSAユーザーグループ

のSAアクセス権によって制御されます。

• プライベートディ レク ト リ : 次のディレク ト リには、 SAユーザーのみがアクセス可能です。

/tmp
/var/tmp
/usr/tmp

たとえば、 jdoeという SAユーザーが表示する/tmpディレク ト リは、 tjonesが表示する/tmpとは異なり

ます。

• SAOGFSのデータモデル: データモデルはモデルリポジト リに格納され、カスタマー、ファシリテ ィ、サー

バーなどのオブジェク トで構成されます。 このオブジェク ト を、 エンドユーザーはSAクライアン ト を使

用して操作します。 OGFSは、 Unixファイルシステムに類似したファイルシステムでデータモデルを表し

ます。 データモデルの変更はOGFSに反映され、 OGFSの変更もデータモデルに反映されます。

• ディレク ト リ名の@記号: OGFSでは、 @記号は次のようにディ レク ト リ名で指定します。

/opsw/Server/@
/opsw/Server/@Group
/opsw/Group/Public/group-name/@

@記号は、 管理対象サーバーのフ ィルタ リング条件の末尾を示します。
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OGFSでのサーバーフ ィルタ リング

OGFSのツリー構造を下位に進むほど、 パス名が長く なり、 Serverディ レク ト リに表示されるサーバー数も

少な く なります。OGFSでは、/opswディレク ト リにServer、Group、Facility、OS、Application、Customer

などのサブディ レク ト リがあり、 それぞれがSAモデルスペース内のオブジェク ト タイプを示しています。

Global Shellインタフェースでは、表示をフ ィルタ リングできます。 Serverディレク ト リ内のオブジェク ト タ

イプの表示をフ ィルタ リングするには、 パスにアッ ト記号 (@) を追加します。 つまり、 SA モデルスペースの

パスは、 各タイプのオブジェク ト を選択するフ ィルタ リング条件になります。 パスには、 先頭にオブジェク

ト タイプ ( /Server)、 @記号、 次にフ ィルタ リング条件を続けます (@Customerなど )。 さらに@記号を追加す

ると、 これはフ ィルタ リング条件の末尾になります。

図85は、 Serverディレク ト リの階層構造内にある関連オブジェク ト  (カスタマーとファシリテ ィ ) を図示し

ています。 小さいボックスは、 管理対象サーバーです。 図の下に、 このディ レク ト リのフ ィルターを指定す

る例を示します。

図85 Serverディレク ト リのフ ィルタ リング 

次の例では、 図85の構造でサーバーを検索する方法を示しています。

• 16のサーバーすべてを検索するには、 次のパスを指定します。

ls /opsw/Server/@

• Atlantaファシリテ ィに含まれるサーバーを検索するには、 次のパスを指定します。

ls /opsw/Server/@Facility/Atlanta/@

• Alphaカスタマーに所属するサーバーを検索するには、 次のパスを指定します。

$ ls /opsw/Server/@Customer/Alpha/@

• Alphaカスタマーに所属するAtlantaファシリテ ィ内のサーバーを検索するには、 次のパスを指定します。

ls /opsw/Server/@Facility/Atlanta/@Customer/Alpha/@
ls /opsw/Server/@Customer/Alpha/@Facility/Atlanta/@

Atlanta Boston Chicago

Al
ph
a

Be
ta

G
am
m
a
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次のパスを指定すると、 何も検索されません。 Atlantaファシリテ ィには、 Gammaカスタマーに所属するサー

バーは存在しません。

ls /opsw/Server/@Facility/Atlanta/@Customer/Gamma/@
ls /opsw/Server/@Customer/Gamma/@Facility/Atlanta/@

上記と同じ方法で、 @Realm、 @Group、 @Applicationを指定できます。

Global Shellのチュート リアル

このチュート リアルでは、 OGFSとGlobal Shellの主要機能をい くつか紹介します。 OGFSのディレク ト リの操作

方法や、 Global Shellから管理対象サーバー上でコマンドを実行する方法を学習します。 このチュート リアル

は手順に沿って実習する形式になっていますが、 手順1 を実行した後、 残りの手順はどのような順序でも実

行可能です。

チュート リアルを開始する前に、 次のことが必要です。

• SAクライアン トにログオンできること。 効果的に学習を進めるために、 Global Shellのstdout と、 SAクラ

イアン トで表示される内容を比較することがあります。

• SAユーザーが少な く とも1つの管理対象サーバーで読み取り /書き込みアクセス権を持つこと。 アクセス

権は通常はセキュリテ ィ管理者によって割り当てられます。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照

して ください。

• 使用するSAユーザーに、 上記の管理対象サーバーでGlobal Shellを使用するために必要なアクセス権がす

べて割り当てられていること。アクセス権の詳細については、aaaユーティ リテ ィ  (333ページ) を参照し

て ください。

このチュート リアルでは、 abc.opsware.comという名前のWindowsサーバーでコマンドを実行します。 この

サーバーは、 「All Windows Servers」 という名前のデバイスグループに所属します。 コマンドを実行する際に

は、abc.opsware.comの部分に、ユーザーがアクセス可能な管理対象サーバーのホスト名を指定して くださ

い。 また、 jdoeの部分には、 SAユーザー名を指定して く ださい。 Unix管理対象サーバーでコマンドを実行す

る場合は、 ipconfigの部分にifconfig、 管理者の部分にrootを指定して ください。

では、 チュート リアルを始めまし ょ う。

1 Global Shellセッシ ョ ンを開きます。

Global Shellセッシ ョ ンはSAクライアン トから開く ことができます。 [ツール] メニューから、 [Global Shell]

を選択します。 また、 デスク ト ップで実行中のターミナルクライアン トからもGlobal Shellセッシ ョ ンを

開く ことができます。手順については、Global Shellセッシ ョ ンを開く  (263ページ) を参照して ください。

2 セッシ ョ ンをチェ ックします。

まず、 whoamiコマンドを実行します。 これにより、 このセッシ ョ ンのSAユーザー名が表示されます。

$ whoami 
jdoe

psコマンドを入力すると、 Global Shellセッシ ョ ンのプロセスステータスが表示されます。 次に、 psコマ

ンドの実行例を示します。 セッシ ョ ンでデフォルトのbashシェルが稼働していることがわかります。

$ ps
PID TTY          TIME CMD
 7033 ?        00:00:00 bash
13712 ?        00:00:00 ps

unameコマンドを入力します。 SAのOGFSコンポーネン ト を実行するサーバーの情報が表示されます。

$ uname -a 
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Linux m171.dev.opsware.com 2.4.21-32.ELsmp #1 SMP Fri Apr 15 21:17:59 EDT 
20 05 i686 GNU/Linux

Unix管理対象サーバーにroshでログインし、 unameコマンドを実行すると、 OGFSコンポーネン ト を実行

しているサーバーではな く、 管理対象サーバーの情報が表示されます。 このように、 roshでアクセスし

ている管理対象サーバーのシェルと、Global Shellのどちらと対話しているかわからな く なった場合には、

unameコマンドを実行すると便利です。

3 ホームディレク ト リを確認します。

OGFS では、 すべてのSA ユーザーがホームデ ィ レク ト リ を持っています。 ホームデ ィ レク ト リには

public/binサブディレク ト リがあり、他のユーザーがGlobal Shellセッシ ョ ンで実行するスクリプ ト を格

納できます。 また、 各SAユーザーには専用の/tmpディレク ト リがあり、 一時ファイルを格納できます。

他のユーザーの/tmpディレク ト リの表示や変更はできません。

次のコマンドを実行すると、 jdoeユーザーに関する情報が表示されます。 

$ cd
$ pwd
/home/jdoe
$ ls -ld /home/jdoe/public/bin
drwxr-xr-x 2 jdoe jdoe 4096 2006-05-17 17:12 /home/jdoe/
public/bin
$ ls -ld /tmp
drwxrwxrwx 3 root root 4096 2006-06-09 23:37 /tmp

4 管理対象サーバーをすべて表示します。

OGFSの /opsw/Serverディレク ト リには、SAで管理するサーバーに関する情報が格納されています。こ

のディ レク ト リを表示すると、OGFSがSAデータモデルのオブジェク ト  (この例ではサーバー ) を表示する

方法がわかります。 このようなオブジェク ト情報を、 SAはモデルリポジト リ というデータベースに格納

しています。

SAで管理されているサーバーの名前を表示するには、 次のコマンドを入力します。

$ ls /opsw/Server/@
abc.ospware.com m33.opsware.com  gist.opsware.com 
pal.opsware.com  hare.opsware.com qv55.opsware.com
. . .

5 サーバー情報を確認します。

各管理対象サーバーは、 そのサーバーに関する情報が格納されたディ レク ト リ構造を持っています。

attrサブディレク ト リには、サーバーの属性が記述されたテキスト ファイルが格納されています。属性

にはファイル名と同じ名前が割り当てられ、 ファイルの内容が属性値で表されます。 次のcatコマンド

を実行すると、 abc.opsware.comという名前の管理対象サーバーのOSバージョ ンが表示されます。

$ cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com 
$ cat attr/osVersion 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server Service Pack 4 Build 2195 
(05-02-2006

Interfaceサブディレク ト リには、 サーバーのネッ トワークインタフェースに関する情報が格納されて

います。 次に例を示します。

$ cat “Interface/Local Area Connection/info”
AdminEnabledFlg:  no
CardIndex:
CardSerialNum:
CircuitId:
Collisions:
ConfiguredDuplex: AUTO
ConfiguredSpeed:  AUTO
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. . .

6 管理対象サーバーのファイルを表示します。

/opsw/Serverには、 管理対象サーバーの情報のほかに、 サーバーのファイルシステムに相当するディ

レク ト リが含まれています。必要なアクセス権があれば、 Global Shellセッシ ョ ンで、 1つの仮想ファイル

システム (OGFS) から複数のサーバーにアクセスできます。

次のコマンドを実行すると、 abc.opsware.comサーバーのファイルシステムに移動します。 

$ cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com/files

次のlsコマンドを実行すると、管理対象サーバーのネイテ ィブユーザーに相当するOGFSサブディレク ト

リが表示されます。 これは、 セキュリテ ィ管理者がOGFS アクセス権を追加する際に指定したユーザー (

ログイン名) であり、 SAユーザーではありません。

$ ls 
Administrator LocalSystem

ネイテ ィブユーザーは、 管理対象サーバーのファイルシステムに対してそれぞれが異なるビューを設定

している場合があります。 したがってOGFSでは、 ユーザーごとに異なるファイルシステムが表示されま

す。次のcdコマンドを実行すると、Windowsサーバーの管理者ユーザーに表示されるProgram Filesディ

レク ト リにド リルダウンします。

$ cd "Administrator/C/Program Files"
$ pwd
/opsw/Server/@/abc.opsware.com/files/Administrator/C/Program Files

次に、 Program Filesディレク ト リ内のファイルを表示します。

$ ls -1 
Accessories 
Common Files 
ComPlus Applications 
Internet Explorer 
Messenger
. . .

上記のファイルは管理対象サーバーのファイルシステム上のディレク ト リ内に存在しますが、 上記で実

行したpwdコマンドが示すように、ユーザーはOGFS内にいます。 Global Shellセッシ ョ ン内にいること  (さ

らに、 管理対象サーバー上で実行中のセッシ ョ ン内ではないこと ) を確認するために、 次のコマンドを

入力します。

$ whoami jdoe 
$ uname -a 
Linux m171.dev.opsware.com 2.4.21-32.ELsmp #1 SMP Fri Apr 15 21:17:59 EDT 
2005 i686 GNU/Linux

7 OGFSから管理対象サーバーにファイルをコピーします。

cdコマンドを入力し、 OGFS内のホームディレク ト リに移動します。

$ cd 
$ pwd 
/home/jdoe

次に、 ホームディレク ト リ内に簡単なテキスト ファイルを作成します。

$ echo “this is text” > myfile.txt 
$ cat myfile.txt 
this is text

作成したファイルを、 管理対象サーバー上のファイルシステム内にあるディ レク ト リにコピーします。

次のコマンドを実行すると、 myfile.txtが、 abc.opsware.comサーバーのC:\tempディレク ト リにコ

ピーされます。

$ cp myfile.txt \
/opsw/Server/@/abc.opsware.com\
260 第11章



/files/Administrator/C/temp/afile.txt

OGFSと管理対象サーバー間でファイルをコピーする際には、サイズの大きなファイルはコピーしないで

ください。 構成ファイルなど、 サイズの小さなファイルのみをコピーするようにして ください。

8 roshで管理対象サーバーにログインします。

これまでの手順では、 Global Shellセッシ ョ ンから管理対象サーバー上のファイルシステムにアクセスし

ました。 ここでは、 Global Shellから、 roshで管理対象サーバーにログインします。 ログインすると、 管

理対象サーバーのコマンドライン環境 (MSDOSまたはUnixシェル) が使用可能になります。

次のroshコマンドを実行すると、abc.opwsare.comという名前のWindows管理対象サーバーに管理者と

してログインします。

$ cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com
$ rosh -l Administrator 
Microsoft Windows 2000 [Version 5.00.2195] 
(C) Copyright 1985-2000 Microsoft Corp.

管理対象サーバーのコマンドラインプロンプ トが表示されます。 ipconfigコマンド とhostnameコマン

ドを入力します。

C:\WINNT\system32>ipconfig
ipconfig

Windows 2000 IP Configuration

Ethernet adapter Local Area Connection:

        Connection-specific DNS Suffix  .: opsware.com
        IP Address.......................:192.168.8.217
        Subnet Mask .....................:255.255.254.0
        Default Gateway .................:192.168.8.1

C:\WINNT\system32>hostname
hostname
abc

exitコマンドを実行し、 リモートログインを終了します。

C:\WINNT\system32>exit

unameコマンドを入力し、 Global Shellセッシ ョ ンに戻ったことを確認します。

$ uname -a 
Linux m171.dev.opsware.com 2.4.21-32.ELsmp #1 SMP Fri Apr 15 21:17:59 EDT 
2005 i686 GNU/Linux

9 サーバー全体で実行するスクリプ ト を作成します。

Global Shell スクリプ トはOGFS内で反復実行できるので、 roshコマンドを使って複数のサーバーでネイ

テ ィ ブコマン ド を実行するこ とが可能です。 こ こで紹介するサンプルスク リプ ト では、 「All Windows

Servers」 という名前のパブリ ックデバイスグループに含まれるサーバーを対象に反復実行します。rosh

コマンドを使って、 各サーバーでipconfigを実行します。 この例を実行する際には、 jdoeの部分にSA

ユーザー名を指定して ください。

初めに、 OGFSのホームディレク ト リに戻ります。

$ cd 
$ cd public/bin
$ pwd 
/home/jdoe/public/bin

次に、 viエディ ターを実行します。
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$ vi

viで、 次の各行を挿入してbashスクリプ ト を作成します。

#!/bin/bash
# This is simple_iterate.sh.
# Change jdoe to your user name.

OUTFILE="/home/jdoe/public/bin/ipconfig_all.txt"
rm -f $OUTFILE

cd "/opsw/Group/Public/All Windows Servers/@/Server"

for SERVER_NAME in *
do
   echo ---- $SERVER_NAME
   echo ---- $SERVER_NAME >> $OUTFILE
   rosh -n $SERVER_NAME -l Administrator \

"ipconfig" >> $OUTFILE
done
# Last line in simple_iterate.sh.

viでファイルを保存します。 ファイル名にはsimple_iterate.shと指定します。 viを終了します。

chmodでsimple_iterate.shのアクセス権を変更し、 ファイルを実行します。

$ chmod 755 simple_iterate.sh
$ ./simple_iterate.sh
---- abc.ospware.com
---- gist.opsware.com
---- hare.opsware.com
---- m33.opsware.com
. . .

スク リ プ ト を実行する と、 各サーバーの名前を stdoutにエコーし、 ipconfig コマン ドの出力を

ipconfig_all.txtファイルにリダイレク ト します。 moreコマンドを入力すると、 ipconfig_all.txt

の内容が表示されます。

$ more ipconfig_all.txt 
---- abc.ospware.com 
Windows 2000 IP Configuration
Ethernet adapter Local Area Connection: . . .

10 では次に、 その他のタスクの実行方法を紹介します。

OGFSとGlobal Shellの操作をい くつか実行してみまし ょ う。

– /opsw/Library内にあるフォルダーと内容を確認し、SAクライアン トの [ライブラリ ] ウィンド

ウの内容と比較します。

– NAがインストールされている場合、 /opsw/Net* ( ネッ トワーク ) ディ レク ト リに移動します。

このディ レク ト リの詳細については、 ネッ トワークディ レク ト リ  (353ページ) を参照して く だ

さい。

– Windowsサーバーで、 registryディレク ト リ とcomplusディレク ト リを確認します。 このディ

レク ト リは、 /opsw/Server/@/サーバー名の下にあります。

– methodディレク ト リに格納されているファイルを一覧表示します。 また、 /opsw/Server/@/

サーバー名に含まれるファイルも一覧表示します。 このファイルは、 SAコマンド ラインインタ

フェース (OCLI) の実行可能ファイルであり、 これを使用することによってGlobal ShellからSA関

数を実行できるようになります。 CLIメ ソ ッ ドの実行方法については、 『SAプラッ ト フォーム開

発者ガイド』 を参照して ください。
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Global Shellのサンプル

ここでは、 bashを使用する例を紹介します。 bashはGlobal Shellセッシ ョ ンのデフォルトシェルです。 ここに

掲載されている例は比較的簡単な内容ですが、 これよりも複雑なサンプル ( メ ソ ッ ドの呼び出しやファイル

検索など) については 『SAプラッ ト フォーム開発者ガイド』 を参照して ください。

Global Shellセッシ ョ ンを開く

Global Shellセッシ ョ ンは、 sshクライアン トまたは SAクライアン トから開く ことができます。セッシ ョ ンを開

く と、 /home/ユーザー名という作業ディレク ト リが割り当てられます。

sshクライアン トでGlobal Shellセッシ ョ ンを開くには、 次の手順を実行します。

1 SAコアサーバーまたは管理対象サーバーではないホストで、 ターミナルウィンドウを開きます。

2 ターミナルウィンドウに、 次の構文でsshコマンドを入力します。

ssh -p 2222 ユーザー名@OGFSホスト

このコマンドを実行するには、OGFSサーバーを保護しているファイアウォールでポート 2222を開く必要

があります。 ユーザー名にはSAユーザー (ログイン )、 OGFSホストにはOGFSを実行するコアサーバーの

ホスト名 (またはIPアドレス ) を指定します。 SAユーザー名は、 大文字と小文字を区別しません。 sshコ

マンドを入力すると、 SAユーザーのパスワード入力プロンプ トがOGFSで開きます。

SAクライアン トからGlobal Shellセッシ ョ ンを開くには、[アクシ ョ ン] メニューの [Global Shell] を選択します。

OGFSでのサーバー検索

SAで管理可能なサーバーをすべて検索し、 名前を表示します。

ls /opsw/Server/@

サーバーのIDを表示します。

ls -a /opsw/.Server.ID

ワイルドカード文字 (*) を使って、 .opsware.comド メイン内のサーバーをすべて検索します。

ls -d  /opsw/Server/@/*.opsware.com

Atlantaファシリテ ィ内のサーバーをすべて表示します。

ls /opsw/Server/@Facility/Atlanta/@

Alphaという名前のパブリ ックデバイスグループに含まれるサーバーを一覧表示します。

ls /opsw/Group/Public/Alpha/@/Server

「All Windows Servers」 という名前のグループに含まれるサーバーを一覧表示します。 初のコマンドではグ

ループ名の空白文字をエスケープし、 2番目のコマンドではオプシ ョ ンを一重引用符で囲んでいます。

ls /opsw/Group/Public/All\ Windows\ Servers/@/Server
ls '/opsw/Group/Public/All Windows Servers/@/Server'

Widgetという名前のカスタマーのサーバーを表示します。

ls /opsw/Customer/Widget@/Server

次の2つのコマンドは、 Greenという名前のカスタマーに所属するAtlantaファシリテ ィのサーバーを表示しま

す。 いずれのコマンドを実行しても同じ内容が出力されます。

ls /opsw/Server/@Facility/Atlanta/@Customer/Green/@
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ls /opsw/Server/@Customer/Green/@Facility/Atlanta/@

OGFSからのサーバー情報の取得

m256.opsware.comという名前のサーバーのオブジェク ト IDを表示します。

cd /opsw/Server/@/m256.opsware.com
cat self:i ; echo

(前のechoコマンドはオプシ ョ ンです。改行文字が追加されるので、読みやすく なります。セミ コロンは、同

じ行に入力されたbashステート メン ト を区切るためのものです)。 

オブジェク ト IDが340039のサーバーの名前を表示します。

cat  /opsw/.Server.ID/340039/self

bashのforループを使ってサーバー名を反復処理することにより、各サーバーのプラッ ト フォーム (オペレー

ティングシステム) 名を表示します。

cd /opsw/Server/@
for SERVER_NAME in *
do

cat $SERVER_NAME/attr/platform
done

abc.opsware.comという名前のサーバーに搭載されているRAM容量を表示します。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com
grep Quantity Memory/RAM/info

blizzard.opsware.comという名前のサーバーのネッ トワークインタフェースを表示します。

cd /opsw/Server/@/glengarriff.snv1.dev.opsware.com/Interface
for INTERFACE_NAME in *  
do 
   echo .............$INTERFACE_NAME ............
   grep  Interface "$INTERFACE_NAME/info"
   echo ""
done

サーバーのファイルシステムまたはレジスト リの参照

abc.opsware.comという名前のWindowsサーバーにあるC:\Program Filesディレク ト リにあるファイルを

すべて表示します。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com/files/Administrator
ls C/Program\ Files

abc.opsware.comサーバーのレジスト リキーを表示します。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com/registry/\ Administrator/
ls *

m256.opsware.comという名前のUnixサーバーにある/varディレク ト リの内容を表示します。

/opsw/Server/@/m256.opsware.com/files/root
ls var
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カスタム属性の管理

abc.opsware.comという名前のサーバーでカスタム属性を作成します。 カスタム属性の名前には

MyGreeting、 値にはhello thereを指定します。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com/CustAttr
echo -n "hello there" > MyGreeting
cat MyGreeting

runit.batを abc.opsware.comサーバーで実行し、 My Testカスタム属性の値をコマンドラインパラ メー

ターとしてrunit.batに渡します。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com
TESTPARAM=`cat CustAttr/"My Test"`
rosh -l Administrator "C:\temp\runit.bat $TESTPARAM"

OGFSでカスタム属性を作成または編集する場合、 Server Automationでは、 カスタム属性の値の先頭と末尾に

ある空白文字はそのまま保持されます。

OGFSでのファイルコピー

ここで紹介する手順では、 サイズの大きなファイルをコピーできません。 OGFSは、 大量のデータ配信向けに

は設計されていませんが、 管理対象サーバー間でサイズの小さなファイル (構成ファイルなど) のコピーは実

行できます。 

jdoeユーザーのOGFS内のホームディレク ト リにあるmyfile.txtファイルを、abc.opsware.comという名前

のWindowsサーバーのC:\tempディレク ト リにコピーします。

cp  /home/jdoe/myfile.txt \
/opsw/Server/@/abc.opsware.com/files/Administrator/C/temp

jdoeユーザーのOGFSのホームディレク ト リにあるmyfile.txtファイルを、 m25.opsware.com6という名前

のUnixサーバーの/tmpディレク ト リにコピーします。

cp /home/jdoe/myfile.txt \
/opsw/Server/@/m256.opsware.com/files/root/tmp

C:\temp\myfile.txtファイルを、abc.opsware.comサーバーからm344.opsware.comサーバーにコピーし

ます。

cp /opsw/Server/@/abc.opsware.com/files/\
Administrator/C/temp/myfile.txt \
/opsw/Server/@/m344.opsware.com/files/\
Administrator/C/temp/myfile.txt

OGFSと開発サーバー間でのファイルコピー

サーバーがServer Automationの管理対象外であっても、 OGFSとの間でファイルを安全にコピーすることがで

きます。 ファイルをコピーするには、 次の手順を実行します。

1 SAコアサーバーまたは管理対象サーバーではないホストで、 ターミナルウィンドウを開きます。

2 ターミナルウィンドウで、scp、sftp、rsyncのいずれかのコマンドを実行し、ポート 2222、 SAユーザー

名、 OGFSを実行しているホスト を指定します。

次の3つのscpコマンドの例は、同じ処理を実行します。myscript.shファイルを、ローカルマシンからOGFS

の/home/jdoe/myscript.shにコピーします。SAユーザーはjdoe、OGFSを実行するホストは192.168.166.178

です。

scp -P 2222 myscript.sh jdoe@192.168.166.178:myscript.sh
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scp -P 2222 myscript.sh jdoe@192.168.166.178:/home/jdoe
scp -P 2222 myscript.sh jdoe@192.168.166.178:

次のコマンドは、 myscript.shを、 OGFのjdoeのホームディレク ト リからローカルマシンにコピーします。

scp -P 2222 jdoe@192.168.166.178:myscript.sh myscript.sh

次のsftpコマンドは、 myscript.shをローカルマシンからOGFSにコピーします。

sftp -oPort=2222 jdoe@192.168.166.178
Connecting to 192.168.166.178...

Global Shell

jdoe@opsware's password:
sftp> put myscript.sh
. . . .

次のrsyncコマンドは、 ローカルマシンの/pathにあるファイルを、 

OGFSの/other/pathに転送します。

rsync -av -e "ssh -p 2222" /path \
jdoe@192.168.166.178:/other/path

roshを使った管理対象サーバーへのログイン

次に示す3つのroshコマンドは、 すべて同じ操作を行います。 abc.opsware.comという名前のWindowsサー

バーに 管理者ユーザーとしてログインします。ログイン後、リモートシェル上の現在の作業ディレク ト リは、

Windowsユーザーである管理者にデフォルト設定された作業ディレク ト リになります。 このroshコマンドで

は、 OGFSの現在の作業ディレク ト リによって異なるオプシ ョ ンを指定する必要があります。 たとえば、 初

のroshコマンドでは、-n (サーバー名) と-l (ユーザー ) の各オプシ ョ ンが指定されていません。これは、OGFS

の現在の作業ディ レク ト リから推定できるからです。 この3 つのroshコマンドのオプシ ョ ンが異なるのは、

現在の作業ディレク ト リが異なるためです。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com/files/Administrator
rosh
. . .
exit
. . .
cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com
rosh -l Administrator
...
exit
. . .
cd /home/jdoe
rosh -n abc.opsware.com -l Administrator
...
exit

次のroshコマンドは、 m256.opsware.comという名前のUnixsサーバーにrootユーザーでログインし、 現在

の作業ディレク ト リを/tmpに設定します。

rosh -n m256.opsware.com -l root -d /tmp
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roshを使った管理対象サーバーでのOGFSスクリプ ト実行

次に示すコマンドは、OGFSで.BATスクリプ ト を作成し、それをWindows管理対象サーバーで実行します。echo

ステート メン トで作成したmyfile.batスクリプ トは、 OGFSの/home/jdoe/public/binディレク ト リに保

存されます (myfile.batの保存先は、 管理対象サーバーのファイルシステムではないので注意して く ださ

い)。 myfile.batスクリプ トには、 ipconfig、 cd、 dirという 3つのコマンドが含まれます。 roshコマンド

は、 abc.opsware.comという名前のサーバー上でmyfile.batをWindowsの管理者ユーザーとして実行しま

す。 次のコマンドを実行すると、 ローカルの.BATスクリプ トが作成され、 roshでリモート実行されます。

cd /home/jdoe/public/bin

echo ipconfig > myfile.bat
echo "cd c:\temp" >> myfile.bat
echo dir >> myfile.bat

rosh -n abc.opsware.com -l Administrator -s ./myfile.bat

OGFSの/home/jdoe/public/binディレク ト リに、 who.shという名前のスクリプ ト を作成し、

m256.opsware.comという名前のサーバーで実行します。

cd /home/jdoe/public/bin

echo \#\!\/bin\/sh > who.sh
echo "uname -n" >> who.sh
echo id >> who.sh
echo pwd >> who.sh

rosh -n m256.opsware.com -l root -s ./who.sh

roshを使った管理対象サーバーでのネイテ ィブプログラム実行

次に示す2つのroshコマンドは、 MSDOSコマンドであるdirとipconfigを、 abc.opsware.comという名前の

Windowsサーバーで実行します。 ネイテ ィブのMSDOS コマンドは、 引用符で囲む必要があるので注意して く

ださい。サーバー名とユーザー (ログイン) は現在の作業ディレク ト リから推定できるので、 初のroshコマ

ンドでは-nオプシ ョ ンと-lオプシ ョ ンを省略しています。

cd /opsw/Server/@/abc.opsware.com/files/Administrator
rosh "dir & ipconfig"
. . .
cd /home/jdoe
rosh -n abc.opsware.com -l Administrator "dir & ipconfig"

ipconfigコマンドをabc.opsware.comで実行し、OGFSのjdoeのホームディレク ト リ内のファイルにコマン

ド出力をリダイレク ト します。

rosh -n abc.opsware.com -l Administrator "ipconfig" \
> /home/jdoe/ipconfig_ouptput.txt

m256.opsware.comという名前のUnixサーバーで、 unameコマンド とlsコマンドをrootで実行します。

rosh -n m256.opsware.com -l root "uname -a; ls /tmp"

bashのforループ内では、 [すべてのWindows] デバイスグループ内の各サーバーでMSDOSコマンドipconfig

を実行します。

cd /opsw/Group/Public/All\ Windows\ Servers/@/Server

for SERVER_NAME in *
do
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   echo .............$SERVER_NAME ............
   rosh -n $SERVER_NAME -l Administrator "ipconfig"
   echo ""
done

OGFSでの文字エンコード

OGFSでは、 各種言語環境をサポートするために、 Shift-JIS (日本語) やEUC-KR (韓国語) などの文字エンコード

での情報表示に対応しています。 Globalセッシ ョ ンのエンコードは、 次の方法で管理できます。

• Global Shellセッシ ョ ンのエンコードを指定するには、 SAクライアン トで [エンコード ] ドロップダウンリ

ストから  [ターミナルおよびシェル] 設定を選択します。

• アクテ ィブなGlobal Shellセッシ ョ ンのエンコードを変更するには、 swencコマンドを-eオプシ ョ ンを指

定して実行します。

アクテ ィブセッシ ョ ンのエンコードを変更する場合には、 そのセッシ ョ ンのターミナルアプリケーシ ョ ンの

エンコード も変更する必要があります。 変更に必要な手順は、 ターミナルアプリケーシ ョ ンによって異なり

ます。

ターミナルアプリケーシ ョ ンの構成

Global Shell セッシ ョ ンまたはリモート ターミナルセッシ ョ ンをホス トするターミナルアプリケーシ ョ ンで

は、 セッシ ョ ンと同じエンコードを使用する設定が必要になります。 エンコードが異なると、 データが正し

く表示されない原因になります。 

SAクライアン トは、 ターミナルアプリケーシ ョ ンを起動すると、 [ターミナルおよびシェルの設定] の [ターミ

ナルクライアン ト ] フ ィールドで指定されている変数に基づいて、 設定を行います。 [ ターミナルクライアン

ト ] フ ィールドに%e変数が指定されている場合、 SAクライアン トは%eをエンコード名で置換します。 このエ

ンコード名は、 Global Shellセッシ ョ ンでは [ターミナルおよびシェルの設定] の [エンコード ] フ ィールドで指

定されます。 リモート ターミナルセッシ ョ ンでは、デバイスエクスプローラーの [プロパティ ] セクシ ョ ンに

ある  [エンコード ] フ ィールドで指定されます。%e変数を置換するエンコードをターミナルアプリケーシ ョ ン

がサポート していない場合、 または%e変数が指定されていない場合は、 ターミナルアプリケーシ ョ ンの起動

後に手動でエンコードを変更して ください。 

表示できない文字

表示できない文字には、 管理対象サーバーのデータ  (ファイルの内容) や、 SAモデル内のオブジェク ト名など

があります。 セッシ ョ ンのエンコードでサポートできない文字があると、 その部分に疑問符が表示されるこ

とがあります (感嘆符などの文字が表示されることもあります )。 セッシ ョ ンでは、 現在のエンコードを使っ

てデータを表示しよう と しますが、 アクセスできないデータは表示できません。 このようなデータにアクセ

スするには、 セッシ ョ ンの互換エンコードを選択して ください。 

SA モデル内のオブジェク ト  ( フ ァシリテ ィやサーバーなど ) は、 OGFS内でファイル名と して表示されます。

ファイル名に、セッシ ョ ンのエンコードでは表示できない文字が含まれていると、その部分は疑問符となり、

その後にオブジェク トのオブジェク ト IDが付加されます。 次の例では、 10002と11002はIDを示しています。

New York
Paris
Montr?al~10002
??~11002
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モデルオブジェク トに IDがない場合 (カスタム属性など )、 セッシ ョ ンでは、 現在のエンコードを使って名前

を表示します。

LANG環境変数とLC_CTYPE環境変数

Unixコマンドの多く  (lsなど ) は、 LANG環境変数またはLC_CTYPE環境変数で指定された文字エンコードを使

用します。 Global Sessionでエンコードをswencコマンドを実行して変更すると、 この環境変数がリセッ ト さ

れます。 

Server Automationは、 次の手順に従って、 LANG変数の新しい値をチェ ックします。

1 LANGの値は、 SA Webクライアン ト内のユーザープロファイルの言語と、現在のセッシ ョ ンエンコードを

組み合わせて設定されます。 たとえば、 言語が英語、 セッシ ョ ンのエンコードがUTF-8の場合、 LANGは

「en_US.utf8」 に設定されます。

2 次に、 上記で取得された値を、 OGFSサーバー上の有効なロケール (locale -aの出力) と比較します。 変

数の値が有効なロケールであれば、 LANGはその値に設定されます。

3 有効なロケールでない場合、エンコードを除くユーザー言語の部分で、有効なロケールが検索されます。

たとえば、ユーザーの言語が英語、セッシ ョ ンのエンコードがEUC-JPであり、これを組み合わせたロケー

ルが有効でない場合、LANGは 「en_US」 に設定されます。一致するロケールが見つからない場合は、LANG

は設定されません。

LC_CTYPE変数の新しい値は、 次の手順で設定されます。 

1 Server Automationは、 言語に関係な く、 セッシ ョ ンエンコード と一致する有効なロケールを探します。 

2 有効なロケールが存在する場合、LC_CTYPEはそのロケールに設定されます。たとえば、セッシ ョ ンエン

コードがEUC-JPの場合、 LC_CTYPE変数は 「a_JP.eucjp」 に設定されます。 

3 一致するロケールが見つからない場合、 LC_CTYPEは設定されません。

4 上記の手順でLANG変数またはLC_CTYPE変数が設定されない場合、 手動で設定して く ださい。

管理対象サーバーでのコード変換

「コード変換」 とは、 文字エンコードを別のエンコードに変換する処理です。 Server Automation では、 Global

Shell セッシ ョ ンとその他のデータソース間で、 一部のデータのコード変換を自動的に行います。 たとえば、

管理対象サーバーのファイル名については、 コード変換を自動実行しますが、 ファイルの内容は自動変換し

ません。 表22では、 コード変換の対象となるデータをまとめています。 現在のGlobal Shellセッシ ョ ンのコー

ド変換モードを表示するには、 オプシ ョ ン指定なしでswencコマンドを実行します。  

表22 Global Shellセッシ ョ ンでのコード変換

データ コード変換

SAモデルスペース内のオブジェク ト  (Facility、 Customer、

Serverなど)。 このオブジェク トは、 SAモデルリポジト リ  

(データベース) にUTF-8で保存されます。

UTF-8 とセッシ ョ ンエンコード間でコード

変換。

管理対象サーバーのファイル名とディ レク ト リ名。 管理対象サーバーのエンコード とセッシ ョ

ンエンコード間でのコード変換。

管理対象サーバーのメ タデータ  ( ユーザー名やレジス ト リ

キーの名前など)。

管理対象サーバーのエンコード とセッシ ョ

ンエンコード間でのコード変換。

管理対象サーバーのファイルの内容。 なし
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管理対象サーバーでのコード変換の無効化

Unixサーバーのファイルやディレク ト リ名には、 意図的に指定されたエンコードの文字が含まれることがあ

ります。このようなファイルとディ レク ト リ名は、OGFSからアクセスすると、Server Automationによってコー

ド変換されます。 ただし、 名前のエンコード と管理対象サーバーのデフォルトエンコードが一致しないと、

無意味なデータに変換されてしまう可能性があります。

このような場合、 コード変換をswencコマンドで無効にすることができます。 このコマンドの-Tオプシ ョ ン

で、 コード変換を有効または無効にします。

 swenc -T {on | off}

コード変換が無効になっていると、ファイルとディ レク ト リ名は、そのまま変換されない状態で管理対象サー

バーから渡されます。 したがって、 名前を正し く表示するには、 ターミナルアプリケーシ ョ ンのエンコード

を手動で設定する必要があります。

Windowsサーバーは、 ファイルシステムのデータをUTF-16エンコードで格納しています。 これは識別可能な

エンコードであり、 コード変換は正し く実行されるので、 コード変換を無効にする必要はありません。 つま

り Windowsサーバーでは、 -Tオプシ ョ ンを指定してswencコマンドを実行しても、 コード変換に影響は発生

しません。 詳細については、 swencの構文 (340ページ) を参照して ください。

Windows レジス ト リ、 サービス、 COM オブジェク ト、 IIS メ タ

ベースの内容。

なし

rosh: 管理対象サーバーで実行する保存されたスク リプ トの

内容 (roshのプッシュ )。

なし

rosh: 管理対象サーバーで実行するアドホックスクリプ ト。 なし

rosh: 管理対象サーバーで実行するプログラムのコマンド ラ

イン引数。

なし

rosh: 管理対象サーバーで実行するプログラムのデータス ト

リーム (stdinやstdoutなど)。

なし

rosh: roshのジャンプ。 なし

OGFSのhome、 tmp、 var/tmpの各ディレク ト リ。 なし

表22 Global Shellセッシ ョ ンでのコード変換 （続き）

データ コード変換
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Global Shellのエラーメ ッセージ

Global Shellには、 ファイルシステムのエラーメ ッセージを表示する機能があります (表23を参照)。  

リモート ターミナル

Server Automationでは、次の2つの方法により、ターミナルウィンドウで管理対象サーバーにログインできます。

• リモート ターミナルを使用します (手順は以下を参照)。

• roshコマンドをGlobal Shellセッシ ョ ンで入力します。

リモート ターミナルは、 Unixサーバーではターミナルウィンドウ、 WindowsサーバーではRDP クライアン ト

ウィンドウで開きます。 リモート ターミナルセッシ ョ ンは、 Global Shellセッシ ョ ンとは異なり、 OGFSにアク

セスしません。

リモート ターミナルセッシ ョ ンと Global Shell セッシ ョ ンに適用するターミナルと RDP クライアン トの設定

は、 [ オプシ ョ ンの設定 ] ウィンドウで指定します。 詳細については、 ターミナルとシェルのオプシ ョ ン  (40

ページ) を参照して ください。

リモート ターミナルの前提条件

リモートサーバーにログインするには、 管理対象サーバーでのSAログインアクセス権が必要です。 詳細につ

いては、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。 ユーザー名やパスワードにマルチバイ ト文字が含まれてい

る場合、 リモート ターミナルにはアクセスできません。 

Windows ファイアウォールが有効な状態のWindows管理対象サーバーでリモート ターミナルセッシ ョ ンを開

く には、 例外を設定し、 自動的に有効にならないよ うに指定する必要があります。 管理対象サーバーで

Windowsセキュリテ ィセンターを開き、 [Windowsファイアウォール] > [例外] > [ リモートデスク ト ップ ] を選

択します。 

表23 Global Shellのエラー

エラー 説明 アクシ ョ ン

入出力エラー セッシ ョ ンの実行時間がタイムアウ

ト値を超えているか、 エージェン ト

が実行されていません。

新しいセ ッ シ ョ ン を開始するか、

エージェ ン トのステータスを確認

して ください。

操作が許可されません。 パスワードが見つかりません。 有効なパスワード であるこ と を確

認して ください。

アクセス権が拒否されました。 ディ レク ト リの表示が許可されませ

ん。 このエラーは、 指定されたサー

バー上にディ レク ト リが存在しない

こ とを示すエラーではありません。

詳細については、『SA 管理ガイド』を

参照して く ださい。

readFileSystemアクセス権が割り

当てられているこ と を確認して く

ださい。

RFS固有のエラー 管理対象サーバーに対するアクセス

権がありません。たとえば、ユーザー

が管理対象サーバー上で操作を行う

場合、 実行に必要なアクセス権を持

つ管理者グループに所属していない

状態で操作を実行しよ う とすると、

このエラーが発生します。

管理対象サーバーで操作を行うた

めには、 アクセス権が必要です。 ア

クセス権を取得するには、 SA管理者

にお問い合わせください。詳細につ

いては、 『SA 管理ガイド』 を参照し

て ください。
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リモート ターミナルは、 SA クライアン ト を実行するマシンでループバック接続を確立する必要があります。

一部のファイアウォールやVPNユーティ リテ ィでは、 ループバック接続を禁止する設定が行われています。

リモート ターミナルを開く

SAクライアン トのデバイスエクスプローラーで、 次の手順を実行します。

1 管理対象サーバーを選択します。

2 管理対象サーバーを開きます。

3 [アクシ ョ ン] メニューの [リモート ターミナル] を選択します。
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第12章 SAコマンド ラインインタフェース 
(OCLI)
OCLIの概要

SA Command Line Interface (OCLI) には、 次の2つのツールが付属します。

• oupload: ファイルをソフ トウェアリポジト リにアップロード します。

• odownload: ファイルをソフ トウェアリポジト リからダウンロード します。

この2つのコマンドを使用することにより、Server Automationでパッケージ管理タスクのセッ トアップを自動

化できます。サポート対象のパッケージタイプについては、 『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照

して ください。

OCLIは、 SAの管理対象サーバー上で稼働します。 このサーバーのオペレーテ ィ ングシステムは、 Oracle Sun

Solaris、 Linux、 IBM AIX、 HP-UX、 Microsoft Windows Server 2003、 2008、 2008 R2 x64のいずれかです。

アップロードの検証

OCLIでパッケージをアップロード したら、 SAクライアン トでパッケージをチェ ックし、 アップロードが成功

したことを確認します。 パッケージの一般的なアップロード先は、 フォルダーまたはポリシーです。

OCLIのエンコードオプシ ョ ン

ouploadコマン ド と odownloadコマンドでは、 パッケージやカスタマーの表示名に適用するエンコードス

キームをオプシ ョ ンで指定できます。 このオプシ ョ ンは、 シェルのLANG環境変数のデフォルト設定を上書き

したい場合にのみ指定して ください。

RPMのアップロード

RPMパッケージでは、パッケージのアップロードの後に、必ずソースファイルをアップロード して ください。

ソースファイルは、 後でパッケージを変更する際に必要になるので、 メンテナンス上、 重要な役割を果たし

ます。

パスワード と環境変数

ouploadコマンド とodownloadコマンドを実行すると、 必要に応じてSAのユーザー名とパスワードの入力プ

ロンプ トが表示されます。 または、 ISMTOOLUSERNAMEと ISMTOOLPASSWORDの各環境変数を設定することも

可能です。

OCLIインストールのルートディ レク ト リにあるocli.conf構成ファイルで、 SAへの接続で使用するOCLIユーザー

名とパスワードを設定できます。ocli.confファイルでユーザー名とパスワードを指定すると、ouploadコマン

ドまたはodownloadコマンドの初回実行後、 パスワードはファイル内で暗号化されます。
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アップロードの例

mytoolkit.rpmを/Kit Apps/Servicesフォルダーにアップロードするには、 次のコマンドを1行で入力し

ます。

$ oupload --pkgtype RPM --os "Red Hat Enterprise Linux AS 3" 
--folder "/Kit Apps/Services" mytoolkit.rpm

iPlanet_Web_Server-4.1sp19-LC~0.sparc64.rpmを、 カスタマーはOpsware、 オペレーテ ィ ングシステ

ムはSolaris 5.11でアップロードするには、 次のコマンドを1行で入力します。

$ <インストールディレク ト リ>/bin/oupload --pkgtype RPM --old --customer Opsware 
--os "SunOS 5.11" iPlanet_Web_Server-4.1sp19-LC~0.sparc64.rpm 

空白文字を含む値 (SunOS 5.11など) は、 二重引用符で囲んで ください。

SAコマンド ラインインタフェース (OCLI)のインストール

SA Command-line Interface (OCLI) は、SAのソフ トウェアリポジト リでzipファイルとして提供されます。OCLIは、

WindowsとUnix両方のマシンでインストールおよび使用できます。

OCLIをインストールすると、 新しいouploadコマンド とodownloadコマンドを使って管理対象サーバーとソ

フ トウェアリポジト リ間でソフ トウェアを移動できるようになります。

SAエージェン ト とOCLIは、 OCLIを実行するホストにインストールして く ださい 

OCLIのインストール

必要なアクセス権があることを確認してから、 OCLI を実行する管理対象サーバーにサーバーエージェン ト を

インストールします。

1 SAクライアン トにログインし、 ソフ トウェアポリシー "Ocli"を検索して開きます。

2 [サーバーの使用] タブを開き、 [アクシ ョ ン] > [サーバーのアタ ッチ] を選択します。

3 OCLIを実行するサーバーを選択します。

4 [サーバーをただちに修復] チェ ックボックスがオンになっていることを確認します。

5 [アタ ッチ] をクリ ックします。

OCLIの実行

Unix

cshやtcshなどのシェルでは、 次のコマンドを入力します。

source <インストールディレク ト リ>/ocli/login.csh

sh、 bash、 kshなどのシェルでは、 次のコマンドを入力します。

source <インストールディレク ト リ>/ocli/login.sh
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また、 次のコマンドを実行することにより、 一部の埋め込みshスクリプ ト も直接使用できます。

<インストールディレク ト リ>/ocli/bin/oupload.sh

<インストールディレク ト リ>/ocli/bin/odownload.sh

Windows

1 管理対象サーバーにログインします。

2 コマンドウィンドウを開き、 プロンプ トに次のコマンドを入力します。

set PATH=%PATH%;<インストールディレク ト リ>\ocli\scripts

3 コマンドウィンドウで、 次のコマンドを1行で入力します。

set PATH=%PATH%;%SYSTEMDRIVE%\Program Files\Opsware\HPSApython

OCLIコマンド構文

ouploadコマンド とodownloadコマンドは、 次の構文で入力します。 ファイル名とローカルパスには、 ロー

カルファイルまたはディレク ト リの相対パスまたは絶対パスを指定します。 空白文字を含む値を指定する場

合は、 二重引用符で囲んで ください。

oupload [オプシ ョ ン] ファイル名

odownload [オプシ ョ ン] ファイル名 ローカルパス

SA Command-line Interface (OCLI) をUNIXサーバーで実行する場合、 ouploadおよびodownloadスクリプ トは次

の/binディレク ト リから呼び出されます。

<ocliのインストールディレク ト リ>/bin/oupload.sh

<ocliのインストールディレク ト リ>/bin/odownload.sh
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ouploadとodownloadで共通のオプシ ョ ン

表24 両方のコマンドに共通のオプシ ョ ン

引数 値 説明

--customer (-C)

<値>
文字列 ( カスタマー名、

ワイルド カードの指定

が可能) または整数 (カ

スタマー ID)

ファイルのカスタマーを指定します。 

--customeroptionと--folderoptionは一

緒に指定しないで ください。 --customer,

を指定する場合、 --oldoptionオプシ ョ ン

の指定も必要です。

--oldを指定する場合、 ouploadで

--patchtypeinを指定している場合を除き、

--customerも必要です。

AIX LPPファイル (パッチを含むHP-UXデポ) を

ア ッ プロードすると、 フ ァ イルは 「カスタ

マー独立」 に関連付けられ、 このオプシ ョ ン

は無視されます。 

LPP のAIX メ ンテナンスレベルセッ ト をアッ

プロードする場合は、 「カスタマー独立」 に

関連付ける必要があり ます。 これによ り、

セッ ト内に含まれる基本フ ァ イルセッ ト と

アップデータ フ ァ イルセッ トがすべて同じ

カスタマーに関連付けられます。

--feedback (-Q) なし コマン ドの実行中にフ ィードバッ クを表示

します。 デフォルトでは、 このオプシ ョ ンは

有効です。

オプシ ョ ンに–qは指定できません。

--forcenooverwrite なし 同名のファイルが存在しても上書きしません。

ouploadの場合、 ファイルがSAに存在する場

合、 アップロードをキャンセルし、 ファイル

の上書きはしません。 

odownloadの場合、 ファイルがローカルに存

在する場合、 ダウンロードをキャンセルし、

ファイルの上書きはしません。

いずれの場合も、 入力は不要です。

注 : 強制上書きのオプシ ョ ンを指定して、 複

数のフ ァ イルをアップロードまたはダウン

ロードする場合、すでに存在するファイルの

上書きはしませんが、操作自体はキャンセル

されません。
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--forceoverwrite なし 同名のファイルを強制的に上書きします。

ouploadでは、 ファイルがSAに存在する場合、

アップロードするファイルで上書きします。 

odownload では、 ファイルがローカルに存在

する場合、ダウンロードするファイルで上書

きします。いずれの場合も、入力は不要です。

--fr (-f) <値> • 英数字 

• ピリオド  

• ハイフン

• デフォルト  = 
theword

ソフ トウェアリポジト リのホスト名またはIP

アドレスを指定します。

--frport (-F)

<ポート>
整数

デフォルト  = 1003

ソ フ ト ウェアリポジ ト リのポー ト を指定し

ます。

--fullhelp (-H) なし ヘルプの詳細情報を表示します。

オプションに-hまたは–Vは指定できません。

--help (-h) なし ヘルプの概要情報を表示します。

オプションに-Hまたは–Vは指定できません。

--nofeedback (-q) なし コマン ドの実行中にフ ィードバッ クを表示

しません。

オプシ ョ ンに–Qは指定できません。

--os (-O) <タイプ> 文字列 (OS名、ワイルド

カードの指定が可能)

詳細については、 この

章の --os オプシ ョ ンで

指定可能なOS 名の文

字列と整数値 (279ペー

ジ ) を参照して く ださ

い。

パッケージのオペレーテ ィ ングシステムを

指定します。

このオプシ ョ ンは必須です。

名前に空白文字が含まれる場合、名前全体を

二重引用符で囲んで ください。

Fujitsu Solaris 2.8の場合、 Solaris 8の値を指定

します。 Fujitsu Solaris 2.9の場合、 Solaris 9の

値を指定します。

--timeout (-z)

<値> 
整数

デフォルト  = 60

サーバーのタ イムアウ ト を秒単位で設定し

ます。

--truthgw (-g)

<値>
• 英数字 

• ピリオド  

• ハイフン

• デフォルト  = spin

データアクセスエンジンのホスト名またはIP

アドレスを指定します。

表24 両方のコマンドに共通のオプシ ョ ン

引数 値 説明
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--truthgwport (-G)

<ポート>
整数

デフォルト  = 1004

データアクセスエンジンのポー ト を指定し

ます。

--verbose (-v) なし デバッグ情報を表示します。

--version (-V) なし OCLIのバージ ョ ン情報を表示します。

オプションに–h または–Hは指定できません。

表24 両方のコマンドに共通のオプシ ョ ン

引数 値 説明
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--osオプシ ョ ンで指定可能な文字列と整数値

表25 --osオプシ ョ ンで指定可能なOS名の文字列と整数値

OS名 (文字列) 内部ID (整数値)

AIX 6.1 120076

AIX 7.1 120077

CentOS 5 20076

CentOS 5 X86_64 50076

CentOS 6 50200

CentOS 6 X86_64 50201

Citrix XenServer 5 100035

Citrix XenServer 6 100036

HP-UX 11.11 1080007

HP-UX 11.23 40774

HP-UX 11.31 40039

Oracle Enterprise Linux 5 180076

Oracle Enterprise Linux 5 X86_64 190076

Oracle Linux 6 180077

Oracle Linux 6 X86_64 190077

Red Hat Enterprise Linux Client 6 170095

Red Hat Enterprise Linux Client 6 X86_64 170096

Red Hat Enterprise Linux Desktop 5 20056

Red Hat Enterprise Linux Desktop 5 X86_64 30056

Red Hat Enterprise Linux Server 5 10028

Red Hat Enterprise Linux Server 5 IA64 140076

Red Hat Enterprise Linux Server 5 PPC64 230076

Red Hat Enterprise Linux Server 5 S390X 230078

Red Hat Enterprise Linux Server 5 X86_64 20028

Red Hat Enterprise Linux Server 6 10029

Red Hat Enterprise Linux Server 6 PPC64 70029

Red Hat Enterprise Linux Server 6 S390X 80029

Red Hat Enterprise Linux Server 6 X86_64 60029

Red Hat Enterprise Linux Workstation 6 170094

Red Hat Enterprise Linux Workstation 6 X86_64 170093
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SuSE Linux Enterprise Server 10 20100

SuSE Linux Enterprise Server 10 PPC64 90200

SuSE Linux Enterprise Server 10 S390X 90600

SuSE Linux Enterprise Server 10 X86_64 70100

SuSE Linux Enterprise Server 11 80100

SuSE Linux Enterprise Server 11 PPC64 90300

SuSE Linux Enterprise Server 11 S390X 90800

SuSE Linux Enterprise Server 11 X86_64 90100

SunOS 5.10 30007

SunOS 5.10 X86 10044

SunOS 5.11 427453

SunOS 5.11 X86 427452

Ubuntu Server 12.04 60001

Ubuntu Server 12.04 X86_64 60002

VMware ESX Server 4 10096

VMware ESX Server 4.1 20096

Windows 2003 (非推奨) 10007 

Windows 2003 x64 (非推奨) 60100 

Windows 2008 160076

Windows 2008 R2 IA64 100200

Windows 2008 R2 x64 170092

Windows 2008 x64 170076

Windows 2012 R2 x64 95000

Windows 2012 x64 170099

Windows XP (非推奨) 10008 

表25 --osオプシ ョ ンで指定可能なOS名の文字列と整数値 （続き）

OS名 (文字列) 内部ID (整数値)
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SAでは、ほとんどのパッケージタイプがOSでは不明です (ZIPパッケージを含む)。 これは、 インストールパス

のように、 パッケージがパスに類似した構造を持っているからです。 したがって、 プラッ ト フォームに 「OS

独立」 を指定することはお勧めしません。 将来的なバージ ョ ンでサポート されない可能性があります。

ouploadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ン

次の表では、 ouploadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ンをまとめています。  

表26 --osオプシ ョ ンで指定可能なプラッ ト フォームファ ミ リー名の文字列と整数値

プラッ ト フォームファ ミ リー名 (文字列) 内部ID (整数値)

OS独立 1

UNIX なし

WINDOWS なし

表27 ouploadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ン

引数 値 説明

--filename-encoding (-e) 

<エンコード>
文字列 ファイル名に使用する文字セッ トを指定します。

詳細については、 OCLIのエンコードオプシ ョ ン

(273ページ) も参照して ください。

--customer引数の値にASCII以外の文字を指定す

る場合は、 -e引数を指定すると、 Server 

Automationはモデルリポジト リ と通信する際に

使用する文字セッ ト を識別します。 

--folder (-d) 

<フォルダーパス>
文字列 パッケージのアップロード先となるフォルダー

ID またはフォルダーパスを指定します。 フォル

ダーパスには、ワイルドカードを指定できます。

たとえば、 ターゲッ ト フォルダーが

myfolder4pkgsの場合、 myfolder4*という指

定が可能です。 

--folder と --customerは一緒に指定できま

せん。

--metainfo-encoding 

(-E) <エンコード>
文字列 パッケージ内のメ タ情報で使用する文字セッ ト

を指定します。

--old (-o) なし Server Automation 5.x での動作を指定し ます。

ファイルはフォルダーにアップロード されませ

ん。 --customerを指定する場合、 --oldオプ

シ ョ ンの指定が必要です。
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--patchtype (-a) 

<タイプ>

• AIX LPP

• HP-UXデポ

• Windows

ホッ ト フ ィ ックス

• Windowsサービス

パック

• Solarisパッチ

• Solarisパッチ

クラスター

オプシ ョ ンに-Cは指定できません。

--pkgtype (-t) <タイプ> • AIX LPP

• HP-UXデポ

• Microsoftパッチ

データベース

• OSプロビジ ョニン

グインストール

フック

• RPM

• Solarisパッケージ

• Solarisパッチ

• Solarisパッチ

クラスター

• DEB

• Windows

ホッ ト フ ィ ックス

• Windows MSI

• Windowsサービス

パック

• ZIP

ファイルのタイプを指定します。 

このオプシ ョ ンまたは-patchtypeオプシ ョ ン

のいずれかを指定する必要があります。

ワイルドカードを使用できます。

OCLI では、 パッケージタイプがSolarisパッケー

ジの場合、 応答ファイルをアップロードできま

せん。 応答ファイルを Solarisパッケージに関連

付けるには、 SA Webクライアン ト を使用して く

ださい。

値に空白文字が含まれる場合、 二重引用符で囲

んで く ださい。

-R<ユニッ トID> 整数 アップロード先に同名のパッケージがすでに存

在し、 別のプラッ ト フォームに割り当てられて

いる場合、 このオプシ ョ ンを指定すると、 割り

当てられたプラッ ト フォームの<ユニッ ト ID>で

指定したパッケージが置換されます。

表27 ouploadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ン （続き）

引数 値 説明
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odownloadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ン  

次の表では、 odownloadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ンをまとめています。  

表28 odownloadコマンドのみで指定できるオプシ ョ ン

引数 値 説明

--filename-encoding (-e)

<エンコード>
文字列 ファイル名の保存で適用する文字セッ トエンコード

を指定します。 詳細については、 OCLIのエンコード

オプシ ョ ン  (273ページ) も参照して ください。
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付録A サーバー通信テストのト ラブルシュー
ティング
ここでは、 サーバー通信テストについて詳し く説明します。 サーバー通信テストの概要は、 サーバー通信テ

ストの実行 (133ページ) を参照して ください。

サーバー通信テスト とは、 サーバーが到達可能かどうかを判定する診断テストであり、 次のテストが含まれ

ます。 

• Command Engine to Agent (AGT) テスト : SA コマンドエンジンがエージェン ト と通信できるかどうかを

チェ ッ ク します。 コマン ド エンジンとは、 プログラムを多数のサーバーに分散して実行する Server

Automationコアコンポーネン トです。 コマンドエンジンは、 スクリプ トの保存とバージ ョ ン管理をSAモ

デルリポジト リを使って行います。 SAは、 スクリプ ト をモデルリポジト リに保存します。

• Crypto Match (CRP) テスト : エージェン トが使用する SSL暗号化ファイルが有効かどうかをチェ ッ ク し

ます。

• Agent to Command Engine (CE) テスト : エージェン トがコマンドエンジンに接続可能であり、 実行コマ

ンドを取得できるかどうかをチェ ックします。

• Agent to Data Access Engine (DAE) テスト : エージェン トがデータアクセスエンジンに接続可能であり、

デバイスレコードを取得できるかどうかをチェ ックします。 データアクセスエンジンは、 モデルリポジ

ト リに対するXML-RPCインタフェースを提供します。このインタフェースを使用することにより、SA Web

クライアン ト、 システムデータの収集、 サーバー上の監視エージェン トなど、 クライアン ト とのインタ

ラクシ ョ ンが簡単になります。

• Agent to Software Repository (SWR) テスト : エージェン トがソフ トウェアリポジト リへのSSL接続を確立

できるかどうかをチェ ックします。 SAは、 ソフ トウェアパッケージ、 オペレーテ ィングシステム、 アプ

リケーシ ョ ン、 データベース、 カスタマーコード、 ソフ トウェア構成情報などのソフ トウェアをソフ ト

ウェアリポジト リに保存します。

• Machine ID Match (MID) テスト : サーバーのマシンID (MID) が、モデルリポジト リに登録されているMIDと

一致するかどうかをチェ ックします。 

テストが完了すると、 テスト結果の正否がサーバーごとに表示されます。 失敗したテストについては、 失敗

に関する説明が [通信テスト ] ウィンドウのエラー詳細列に、 エラータイプごとに表示されます。 また、 1つ

のテストが失敗したことが原因で、 他のテスト を実行できな く なるケースもあります。 

通信テストの実行方法については、 サーバー通信テストの実行 (133ページ) を参照して ください。 

Command Engine to Agent (AGT) テスト

Command Engine to Agent (AGT) 通信テストシステムでは、 コマンドエンジンがエージェン トへのSSL接続を開

始でき、 XML/RPC要求を実行できるかどうかをチェ ックします。

テスト結果として、 次の13種類のいずれかが返されます。

— AGT – OK

— AGT – 未テスト

— AGT – 予期しないエラーです
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— AGT – 接続が拒否されました

— AGT – 接続がタイムアウト しました

— AGT – 要求がタイムアウト しました

— AGT – サーバーが登録されていません

— AGT – レルムが到達不能です

— AGT — ト ンネル設定のエラーです

— AGT — ゲートウェイがアクセスを拒否しました

— AGT — 内部ゲートウェイエラーです

— AGT — ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

— AGT — ゲートウェイがタイムアウト しました

AGT – OK

ト ラブルシューテ ィングは不要です。

AGT – 未テスト

問題が発生したためテスト を続行できな く なり、 機能領域のテストが実行不能になった場合、 この結果が返

されます。 たとえば、 コマンドエンジンがエージェン ト と通信できない状態では、 他のテストは実行できま

せん。

AGTテストで未テストのエラーが発生した場合の解決方法

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。

AGT – 予期しないエラーです

テストで予期しないエラーが発生すると、 この結果が返されます。

予期しないエラーが発生した場合の解決方法 

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。 予期しないエラーがまだ発生す

る場合は、 エラーメ ッセージで表示される詳細情報から、 エラーの内容を調べます。 解決できない場合は

Hewlett Packardのカスタマーサポートにお問い合わせください。

AGT – 接続が拒否されました

コマンドエンジンがポート 1002でエージェン トに接続する際、 TCP リセッ トパケッ ト を受信すると、 この結

果が返されます。考えられる原因としては、エージェン トが実行されていない可能性があります。また、ファ

イアウォールによって接続がブロックされている可能性もあります。

AGTテストで接続が拒否された場合の解決方法

1 サーバーにログインし、 エージェン トが稼働中であることを確認します。 詳細については、 この付録の

エージェン トが稼働状態であることの確認 (305ページ) を参照して ください。
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2 エージェン トが稼働していない場合は、 開始します。 詳細については、 この付録のサーバーエージェン

トの再起動 (306ページ) を参照して ください。

3 管理対象サーバーからnetstatを実行し、 ソケッ トが1002ポートでリ ッスンモードになっていることを確

認します。 リ ッスンモードになっていない場合、 エージェン ト を停止してから開始します。

4 サーバーから、 エージェン トがインストールされているサーバーの IPアドレスと、 エージェン トがリ ッ

スンしているポート  (1002) にSSHで接続します。 接続できない場合、 エージェン ト を停止してから開始

します。

5 Server Automationがサーバーへのアクセスに使用する管理 IP アドレスが正しいことを確認します。 詳細

については、 この付録の管理対象サーバーの管理IPの確認 (306ページ) を参照して ください。 IPアドレス

が一致しない場合、 エージェン ト を停止してから開始し、 テスト を再実行します。

6 上記の手順を実行してもテストでエラーが発生する場合、 サーバー上で稼働するソフ トウェアベースの

ファイアウォール、 または外部ファイアウォールが接続をブロックしている可能性があります。

AGT – 接続がタイムアウト しました

コマンドエンジンが、 ポート 1002でエージェン トに対してTCP接続を開始する際、 応答パケッ ト を受信でき

ない場合にこの結果が返されます。 原因としては、 サーバーが稼働していない場合や、 Server Automationが

エージェン トアクセスに使用する IPが正し く ない場合が考えられます ( ファイアウォールによって接続がブ

ロッ クされている可能性もあります )。 Server Automationがエージェン トアクセスに使用する IP アドレスを

チェ ックする方法は、 管理対象サーバーの管理IPの確認 (306ページ) を参照して ください。

AGTテストで接続がタイムアウト した場合の解決方法

AGTテストで接続が拒否された場合の解決方法 (286ページ) の手順を実行して問題を解決します。 

AGT – 要求がタイムアウト しました

コマンドエンジンがポート 1002でエージェン トに対するTCP接続を確立した後、XML-RPC要求に対する応答が

エージェン トから返ってこない場合にこの結果が返されます。 エージェン トが応答停止状態にある可能性が

あります。

AGTテストで要求がタイムアウト した場合の解決方法

1 サーバーにログインし、 エージェン ト を再開します。 詳細については、 この付録のサーバーエージェン

トの再起動 (306ページ) を参照して ください。

2 エージェン トがインストールされているサーバー上で、 CPU を大量に消費しているプロセスがないか

チェ ッ クします。 また、 メモリ不足や過剰なファイル I/O によってパフォーマンスが低下していないか

チェ ックします。 このような状態が確認された場合、 システムのパフォーマンスが低下したことが原因

で、 エージェン トはテストに迅速に応答できない状況に陥っています。

AGT – サーバーが登録されていません

テスト対象のサーバーがコマンドエンジンに登録されていないか、 コマンドエンジンと通信できない場合に

この結果が返されます。 原因としては、 Agent to Command Engine (CE) テストで発生するエラー原因のいず

れかが考えられます。 また、 可能性は低いものの、 エージェン トがインス トールされた後で起動していない

場合もあります。
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AGTテストでサーバーがコマンドエンジンに登録されていないエラーが発生した場合の解決

方法 

次の手順でト ラブルシューテ ィングを実行します。 

1 エージェン トが稼働していることを確認します。 詳しい手順は、 詳細については、 この付録のエージェ

ン トが稼働状態であることの確認 (305ページ) を参照して ください。

2 エージェン トがコマンドエンジンと通信できることを確認します。 

3 エージェン トがサテライ ト ファシリテ ィ内にある場合、 ゲートウェイが正し く設定されており、 ゲート

ウェイを使用する設定も正し く行われていることを確認します。詳細については、この付録のネッ トワー

クゲートウェイ構成の確認 (307ページ) を参照して ください。

4 エージェン トがサテライ ト内にない場合: 

• ホスト名“way” (引用符なし ) が有効な IPアドレスに解決されることを確認します。 詳細については、

この付録のホスト名の解決 (307ページ) を参照して ください。 

• wayのポート 1018に対して接続を確立できることを確認します。 

上記の操作のうち、 いずれかが失敗した場合、 291ページのAgent to Command Engine (CE) テストのエラー

コードを確認するか、 レルムの接続および構成テスト を参照して ください。 

AGT – レルムが到達不能です

管理対象サーバーが配置されているサテライ ト レルムが到達不能です。 つまり、 SAコアのゲートウェイと管

理対象サーバーのレルムの間に、 ト ンネルのパスを確立できません。 

AGTテストでレルムに到達できないエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、 ネッ トワーク障害、 ゲートウェイの誤動作や障害、 ゲートウェイ構成の誤りが

考えられます。 Hewlett Packardのカスタマーサポートに問い合わせて、 ゲートウェイネッ トワークのト ラブ

ルシューテ ィングを依頼して ください。

AGT — ト ンネル設定のエラーです

コマンドエンジンは、 定義済みのゲートウェイのいずれを経由しても接続を確立できませんでした。 原因と

しては、 ネッ トワーク障害、 ゲートウェイの誤動作や障害、 ゲートウェイ構成の誤りが考えられます。 

AGTテストで ト ンネル設定のエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

AGT — ゲートウェイがアクセスを拒否しました

ゲートウェイは稼働していますが、 エージェン トによるプロキシ接続を拒否しました。 このエラーでよ くあ

る原因としては、 ゲートウェイの設定に誤りがあるため、 コマンドエンジンがエージェン トにアクセスでき

な く なっていることが考えられます。 

AGTテストでゲートウェイのアクセス拒否が発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。
288 付録A



AGT — 内部ゲートウェイエラーです

内部エラーが原因で、 ゲートウェイはプロキシとして動作できません。 一般的な原因としては、 ゲートウェ

イの過負荷が考えられます。 

AGTテストで内部ゲートウェイエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

AGT — ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

ゲートウェイがエージェン トへの接続を確立できませんでした。 原因としては、 エージェン トが稼働してい

ない場合や、 ファイアウォールが接続をブロックしている場合があります。 

AGTテストでゲートウェイがサーバーに接続できないエラーが発生した場合の解決方法

エージェン トが稼働していない可能性がある場合は、 エージェン トが稼働状態であることの確認 (305 ペー

ジ ) を参照して く ださい。 エージェン トのインス トール先サーバーの IPアドレスに対してpingテス ト を実行

し、 このサーバーのIPアドレスに対してゲートウェイが接続を確立できることを確認します。 

AGT — ゲートウェイがタイムアウト しました

トンネルの両端にあるゲートウェイが相互に通信できませんでした。 も可能性の高い原因は、 ネッ トワー

ク接続の問題です。 

AGTテストでゲートウェイがタイムアウト した場合の解決方法

管理対象サーバーのレルムとSAコア間のパスにあるゲートウェイが相互接続できることを確認します。 

Crypto Match (CRP) テスト

このテストでは、 エージェン トが使用するSSL暗号化ファイルが有効かどうかをチェ ックします。

テスト結果として、 次の5種類のいずれかが返されます。 

— CRP – OK

— CRP – 未テスト

— CRP – 予期しないエラーです

— CRP – エージェン ト証明書が一致しません

— CRP – SSLネゴシエーシ ョ ンが失敗しました

CRP – OK

ト ラブルシューテ ィングは不要です。
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CRP – 未テスト

問題が発生したためテスト を続行できな く なり、 機能領域のテストが実行不能になった場合、 この結果が返

されます。 たとえば、 エージェン トに接続できない状態では、 他のテストは実行できません。

CRPテストで未テストのエラーが発生した場合の解決方法

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。

CRP – 予期しないエラーです

テストで予期しないエラーが発生すると、 この結果が返されます。

CRPテストで予期しないエラーが発生した場合の解決方法 

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。 予期しないエラーがまだ発生す

る場合は、 エラーメ ッセージで表示される詳細情報から、 エラーの内容を調べます。 解決できない場合は

Hewlett Packardのカスタマーサポートにお問い合わせください。

CRP – エージェン ト証明書が一致しません

エージェン トが使用しているSSL証明書 (cogbot.srv) と、 Server Automationでエージェン ト用に登録されて

いるSSL証明書が一致しないと、この結果が返されます。誤ったタイムゾーンを指定してスライスコンポーネ

ン トバンドルをホスト しているサーバーがあると、 多数のサーバーで通信テストで CRP エラーが発生する可

能性があります。

CRPテストで証明書のCNが一致しないエラーが発生した場合の解決方法

タイムゾーンの不一致が原因の場合は、 サーバーで指定されているタイムゾーンを同期します。 証明書の不

一致が原因の場合は、 エージェン ト証明書更新のカスタム拡張を使用して、 新しい証明書をエージェン トに

発行します。

CRP – SSLネゴシエーシ ョ ンが失敗しました

SA コアが使用する SSL接続をエージェン トが受理しない場合、 この結果が返されます (SA コアとは、 Server

Automationサービスを提供するサーバーとサービス全体を指します )。 原因と しては、 エージェン トの暗号

ディレク ト リ内に、 欠落しているファイルまたは無効なファイルがあることが考えられます。

CRPテストでSSLネゴシエーシ ョ ンが失敗した場合の解決方法

サーバー上で、 サーバー証明書更新のカスタム拡張を 「証明書更新許可フラグのみ設定」 モードで実行し、

サーバーエージェン ト インストーラーを“-c”スイッチを指定して実行します。

“-c”オプシ ョ ン  (“c”は 「clean (消去) を意味します) でエージェン ト を再インス トールすると、 サーバー上の証

明書がすべて削除されます。 MID ファイルも削除されるので、 エージェン トはデータアクセスエンジンから

新しいMIDを取得します。 

• “-c” スイッチを指定してサーバーエージェン ト をインストールする方法については、 サーバー通信テス

トの実行 (133ページ) を参照して ください。

エージェン トの再インストール後、テスト を再度実行してエージェン トに接続できるかどうかを確認します。 
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Agent to Command Engine (CE) テスト

エージェン トがコマンドエンジンに接続可能であり、 実行コマンドを取得できることを確認します。

テスト結果として、 次の16種類のいずれかが返されます。

— CE – OK

— CE – 未テスト

— CE – 予期しないエラーです

— CE – 接続が拒否されました

— CE – 接続がタイムアウト しました

— CE – DNSが解決できません

— CE – 古いエージェン トバージ ョ ンです

— CE – レルムが到達不能です

— CE – ゲートウェイが定義されていません

— CE – ト ンネル設定のエラーです

— CE – ゲートウェイがアクセスを拒否しました

— CE – ゲートウェイ名の解決エラーです

— CE – 内部ゲートウェイエラーです

— CE – ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

— CE – ゲートウェイがタイムアウト しました

— CE – エージェン トからのコールバックがありません

CE – OK

ト ラブルシューテ ィングは不要です。

CE – 未テスト

問題が発生したためテスト を続行できな く なり、 機能領域のテストが実行不能になった場合、 この結果が返

されます。 たとえば、 エージェン トがコマンドエンジンに接続できない状態では、 他のテストは実行できま

せん。

CEテストで未テストのエラーが発生した場合の解決方法

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。

CE – 予期しないエラーです

テストで予期しないエラーが発生すると、 この結果が返されます。
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CEテストで予期しないエラーが発生した場合の解決方法 

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。 予期しないエラーがまだ発生す

る場合は、 エラーメ ッセージで表示される詳細情報から、 エラーの内容を調べます。 解決できない場合は

Hewlett Packardのカスタマーサポートにお問い合わせください。

CE – 接続が拒否されました

エージェン トがポート 1018でコマンドエンジンに接続する際、 TCP リセッ トパケッ ト を受信すると、 この結

果が返されます。 原因としては、 エージェン トが誤った IPアドレスに接続していることが考えられます。 つ

まり、 エージェン トは、 コマンドエンジンの正しい IP アドレスを認識していない可能性があります。 また、

ファイアウォールが接続をブロックしている可能性もあります。

CEテストで接続が拒否された場合の解決方法 

1 “way”という名前が正しいIPアドレスに解決されることを確認します。詳しい手順については、 ホスト名

の解決 (307ページ) を参照して ください。

2 このIPアドレスへの接続を拒否しているファイアウォールがないか、 確認します。 

CE – 接続がタイムアウト しました

エージェン トが、 ポート 1018でコマンドエンジンに対してTCP接続を開始する際、 応答パケッ ト を受信でき

ないと、 この結果が返されます。 原因としては、 エージェン トが 「誤った」 IP アドレスに接続していること

が考えられます。 つまり、 エージェン トは、 コマンドエンジンの正しい IPアドレスを認識していない可能性

があります。 また、 ファイアウォールによって接続がブロックされている可能性もあります。

CEテストで接続がタイムアウト した場合の解決方法

CEテストで接続が拒否された場合の解決方法の手順を実行して ください。

CE – DNSが解決できません

エージェン トがホスト名“way”を有効なIPアドレスに解決できないと、 この結果が返されます。 つまり、 エー

ジェン トは、 コマンドエンジンの正しいIPアドレスを認識していない可能性があります。

CEテストでコマンドエンジン名の解決エラーが発生した場合の解決方法 

サーバーにログインし、ホスト名“way”が解決可能であることを確認します。解決できない場合、サーバーの

DNSで、 ホスト名“way”に正しいIPアドレスが設定されていることを確認します。 詳細については、 この付録

のホスト名の解決 (307ページ) を参照して ください。

CE – 古いエージェン トバージ ョ ンです

エージェン トはコマンドエンジンに接続できますが、 エージェン トのバージ ョ ンが古いためにCEテストでは

原因を正確に特定できない場合、 この結果が返されます。 
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CEテストで古いエージェン トバージ ョ ンのエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、コマンドエンジンのホスト名 (“way”) を解決できない可能性と、接続が拒否され

た可能性の2つが考えられます。

• コマンドエンジンのホスト名 (“way”) の名前解決に問題がある場合は、 詳細については、 この付録のCE
– DNSが解決できません (292ページ) を参照して ください。

• 接続が拒否された場合は、 詳細については、 この付録のCE – 接続が拒否されました (292ページ) を参照

して ください。

また、エージェン ト を 新バージ ョ ンにアップグレード して (Hewlett Packardカスタマーサポートにご連絡く

ださい)、 テス ト を再実行する方法もあります。 エージェン トのインストール方法については、サーバー通信

テストの実行 (133ページ) を参照して ください。

CE – レルムが到達不能です 

管理対象サーバーが配置されているサテライ ト レルムが到達不能です。 このエラーは、 SAコアのゲートウェ

イと管理対象サーバーのレルムの間に、 ト ンネルのパスを確立できないことを示します。 

CEテストでレルムに到達できないエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、 ネッ トワーク障害、 ゲートウェイの誤動作や障害、 ゲートウェイ構成の誤りが

考えられます。 SA管理者に問い合わせて、 ゲートウェイネッ トワークのト ラブルシューティングを依頼して

ください。 

CE – ゲートウェイが定義されていません

管理対象サーバーはサテライ ト レルム内にありますが、 エージェン トの構成に誤りがあるためゲートウェイ

を使用できません。サテライ ト内のエージェントは、コアとの通信にゲートウェイを使用する必要があります。 

CEテストでゲートウェイが定義されていないエラーが発生した場合の解決方法

次の手順でト ラブルシューテ ィングを実行します。 

1 管理対象サーバーで、 opswgw.args ファイルを作成または開きます。 opswgw.args ファイルは、 管理対象

サーバーの次のディレク ト リに格納されています。 

• Unix/Linuxの場合: /etc/opt/opsware/agent

• Windowsの場合: %SystemDrive%\Program Files\Common Files\Opsware\etc\agent

2 このファイルには、 次の内容が1行で記述されていることを確認します。 

opswgw.gw_list:<ゲートウェイのIPアドレス>:<ゲートウェイのポート>,

<ゲートウェイのUPアドレス>:<ゲートウェイのポート> 

CE – ト ンネル設定のエラーです

コマンドエンジンは、 定義済みのゲートウェイのいずれを経由しても接続を確立できませんでした。 原因と

しては、 ネッ トワーク障害、 ゲートウェイの誤動作や障害、 ゲートウェイ構成の誤りが考えられます。 

CEテストで ト ンネル設定のエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。
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CE – ゲートウェイがアクセスを拒否しました 

ゲートウェイは稼働していますが、 エージェン トによるプロキシ接続を拒否しました。 このエラーでよ くあ

る原因としては、 ゲートウェイの設定に誤りがあるため、 エージェン トがコマンドエンジンにアクセスでき

な く なっていることが考えられます。 

CEテストでゲートウェイのアクセス拒否が発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

CE – ゲートウェイ名の解決エラーです

SA コアでゲートウェイを稼働するサーバーは、 ホスト名 “way” を解決できませんでした。 サテライ ト レルム

にある管理対象サーバーからのプロキシ接続をサポートするには、 ホスト名の解決が必要です。

CEテストでゲートウェイ名の解決エラーが発生した場合の解決方法

コアゲートウェイが配置されているサーバーにログインし、 pingやhost などのコマンドを実行してホスト名

“way”が解決可能であることを確認します (コマンド例: “host way”)。

接続できない場合、 SA管理者に、 コアゲートウェイサーバーのDNS構成を確認します。 

CE – 内部ゲートウェイエラーです

内部エラーが原因で、 ゲートウェイはプロキシとして動作できません。 一般的な原因としては、 ゲートウェ

イの過負荷が考えられます。 

CEテストで内部ゲートウェイエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

CE – ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

ゲートウェイがコマンドエンジンへの接続を確立できませんでした。 原因としては、 コマンドエンジンが稼

働していない場合、またはゲートウェイがコマンドエンジンのホスト名 (“way”) を誤ったIPアドレスに解決し

ている場合が考えられます。 また、 ファイアウォールが接続をブロックしている可能性もあります。 

CEテストでゲートウェイがサーバーに接続できないエラーが発生した場合の解決方法

“way”という名前が正しいIPアドレスに解決され、そのIPのポート 1018でゲートウェイが接続を確立できるこ

とを確認します。 付録のホスト名の解決 (307 ページ ) と管理対象サーバーでポートが開いていることの確認

(306ページ) を参照して ください。

CE – ゲートウェイがタイムアウト しました

トンネルの両端にあるゲートウェイが相互に通信できませんでした。 も可能性の高い原因は、 ネッ トワー

ク接続の問題です。 
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CEテストでゲートウェイがタイムアウト した場合の解決方法

管理対象サーバーのレルムとSAコア間のパスにあるゲートウェイが相互接続できることを確認します。 

CE – エージェン トからのコールバックがありません

コマンドエンジンはエージェン トに接続できますが、 エージェン トはコマンド取得のコールバックを行いま

せんでした。 ただし、 エージェン トはコマンドエンジンに接続可能であると報告します。

エージェン トからのコールバックがない場合の解決方法

エージェン ト と、 も近いエージェン トゲートウェイの間にネッ トワーク接続が確立されていることを確認

します。 たとえば、 ファイアウォールがアクセスをブロックしていないかチェ ックして ください。 エージェ

ン トゲートウェイのデフォルトポートは3001です。ゲートウェイの監視の詳細については、『SA 管理ガイド』

を参照して く ださい。 エージェン トゲートウェイの構成の詳細については、 『SA Installation Guide』 を参照

して ください。

Agent to Data Access Engine (DAE) テスト

このテス トでは、 エージェン トがデータアクセスエンジンからデバイスレコードを取得できるかどうかを

チェ ックします。 テスト結果として、 次の15種類のいずれかが返されます。

— DAE – OK

— DAE – 未テスト

— DAE – 予期しないエラーです

— DAE – 接続が拒否されました

— DAE – 接続がタイムアウト しました

— DAE – DNSが解決できません

— DAE – 古いエージェン トバージ ョ ンです

— DAE – レルムが到達不能です

— DAE – ゲートウェイが定義されていません

— DAE – ト ンネル設定のエラーです

— DAE – ゲートウェイがアクセスを拒否しました

— DAE – ゲートウェイ名の解決エラーです

— DAE – 内部ゲートウェイエラーです

— DAE – ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

— DAE – ゲートウェイがタイムアウト しました

DAE – OK

ト ラブルシューテ ィングは不要です。
サーバー通信テストのト ラブルシューテ ィング 295



DAE – 未テスト

問題が発生したためテスト を続行できな く なり、 機能領域のテストが実行不能になった場合、 この結果が返

されます。 たとえば、 エージェン トがデータアクセスエンジンに接続できない状態では、 他のテストは実行

できません。

DAEテストで未テストのエラーが発生した場合の解決方法

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。

DAE – 予期しないエラーです

テストで予期しないエラーが発生すると、 この結果が返されます。

DAEテストで予期しないエラーが発生した場合の解決方法 

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。 予期しないエラーがまだ発生す

る場合は、 エラーメ ッセージで表示される詳細情報から、 エラーの内容を調べます。 解決できない場合は

Hewlett Packardのカスタマーサポートにお問い合わせください。

DAE – 接続が拒否されました

エージェン トがポート 1004でデータアクセスエンジンに接続する際、TCPリセッ トパケッ ト を受信すると、こ

の結果が返されます。原因としては、エージェン トが誤ったIPアドレスに接続していることが考えられます。

また、 ファイアウォールによって接続がブロックされている可能性もあります。 

DAEテストで接続が拒否された場合の解決方法

1 “spin”という名前が正しいIPアドレスに解決されることを確認します。詳細については、 この付録のホス

ト名の解決 (307ページ) を参照して ください。

2 このIPアドレスへの接続を拒否しているファイアウォールが存在しないことを確認します。

DAE – 接続がタイムアウト しました

エージェン トがポート 1004でデータアクセスエンジンに対してTCP接続を開始する際、 応答パケッ ト を受信

できないと、 この結果が返されます。 原因としては、 エージェン トが誤った IPアドレスに接続していること

が考えられます。 つまり、 エージェン トは、 コマンドエンジンの正しい IPアドレスを認識していない可能性

があります。 また、 ファイアウォールによって接続がブロックされている可能性もあります。

DAEテストで接続がタイムアウト した場合の解決方法

DAEテストで接続が拒否された場合の解決方法 (296ページ) の手順を実行して ください。

DAE – DNSが解決できません

エージェン トがホスト名“spin”を有効なIPアドレスに解決できないと、 この結果が返されます。 つまり、 エー

ジェン トは、 データアクセスエンジンの正しいIPアドレスを認識していない可能性があります。
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DAEテストでデータアクセスエンジン名の解決エラーが発生した場合の解決方法 

サーバーにログインし、ホスト名“spin”が解決可能であることを確認します。解決できない場合、サーバーの

DNSで、 ホスト名“spin”に正しいIPアドレスが設定されていることを確認します。 詳細については、 この付録

のホスト名の解決 (307ページ) を参照して ください。

DAE – 古いエージェン トバージ ョ ンです

エージェン トはデータアクセスエンジンに接続できますが、 エージェン トのバージ ョ ンが古いために DAE テ

ストでは原因を正確に特定できない場合、 この結果が返されます。 

DAEテストで古いエージェン トバージ ョ ンのエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、データアクセスエンジンのホスト名 (“spin”) を解決できない可能性と、接続が拒

否された可能性の2つが考えられます。 

• データアクセスエンジンのホスト名 (“spin”) の名前解決に問題がある場合は、 DAE – DNSが解決できま

せん (296ページ) を参照して ください。 

• 接続が拒否された場合は、 DAE – 接続が拒否されました (296ページ) を参照して く ださい。

また、エージェン ト を 新バージ ョ ンにアップグレード して (Hewlett Packardカスタマーサポートにご連絡く

ださい)、 テス ト を再実行する方法もあります。 エージェン トのインストール方法については、サーバー通信

テストの実行 (133ページ) を参照して ください。 

DAE – レルムが到達不能です 

管理対象サーバーが配置されているサテライ ト レルムが到達不能です。 このエラーは、 SAコアのゲートウェ

イと管理対象サーバーのレルムの間に、 ト ンネルのパスを確立できないことを示します。 

DAEテストでレルムに到達できないエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、 ネッ トワーク障害、 ゲートウェイの誤動作や障害、 ゲートウェイ構成の誤りが

考えられます。 SA管理者に問い合わせて、 ゲートウェイネッ トワークのト ラブルシューティングを依頼して

ください。

DAE – ゲートウェイが定義されていません

管理対象サーバーはサテライ トレルム内にありますが、 エージェントの構成に誤りがあるためゲートウェイを

使用できません。 サテライ ト内のエージェントは、 コアとの通信にゲートウェイを使用する必要があります。 

DAEテストでゲートウェイが定義されていないエラーが発生した場合の解決方法

次の手順でト ラブルシューテ ィングを実行します。 

1 管理対象サーバーで、 opswgw.args ファイルを作成または開きます。 opswgw.args ファイルは、 管理対象

サーバーの次のディレク ト リに格納されています。 

• Unix/Linuxの場合: /etc/opt/opsware/agent 

• Windowsの場合: %SystemDrive%\Program Files\Common Files\Opsware\etc\agent 

2 このファイルには、 次の内容が1行で記述されていることを確認します。 

opswgw.gw_list:<ゲートウェイのIPアドレス>:<ゲートウェイのポート>,

<ゲートウェイのUPアドレス>:<ゲートウェイのポート> 
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DAE – ト ンネル設定のエラーです

データアクセスエンジンは、 定義済みのゲートウェイのいずれを経由しても接続を確立できませんでした。

原因としては、ネッ トワーク障害、ゲートウェイの誤動作や障害、ゲートウェイ構成の誤りが考えられます。 

DAEテストで ト ンネル設定のエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

DAE – ゲートウェイがアクセスを拒否しました

ゲートウェイは稼働していますが、 エージェン トによるプロキシ接続を拒否しました。 このエラーでよ くあ

る原因としては、 ゲートウェイの設定に誤りがあるため、 エージェン トがデータアクセスエンジンにアクセ

スできな く なっていることが考えられます。 

DAEテストでゲートウェイのアクセス拒否が発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

DAE – ゲートウェイ名の解決エラーです

SA コアでゲートウェイを稼働するサーバーは、 ホスト名 “spin” を解決できませんでした。 サテライ ト レルム

にある管理対象サーバーからのプロキシ接続をサポートするには、 ホスト名の解決が必要です。

DAEテストでゲートウェイ名の解決エラーが発生した場合の解決方法

コアゲートウェイが配置されているサーバーにログインし、 pingやhost などのコマンドを実行してホスト名

“spin”が解決可能であることを確認します(コマンド例: “host spin”)。

接続できない場合、 SA管理者に、 コアゲートウェイサーバーのDNS構成を確認します。 

DAE – 内部ゲートウェイエラーです

内部エラーが原因で、 ゲートウェイはプロキシとして動作できません。 一般的な原因としては、 ゲートウェ

イの過負荷が考えられます。 

DAEテストで内部ゲートウェイエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

DAE – ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

ゲートウェイがデータアクセスエンジンへの接続を確立できませんでした。 原因としては、 データアクセス

エンジンが稼働していない場合、またはゲートウェイがデータアクセスエンジンのホスト名 (“spin”) を誤った

IP アドレスに解決している場合が考えられます。 また、 ファイアウォールが接続をブロックしている可能性

もあります。 
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DAEテストでゲートウェイがサーバーに接続できないエラーが発生した場合の解決方法

“spin”という名前が正しいIPアドレスに解決され、そのIPのポート 1018でゲートウェイが接続を確立できるこ

とを確認します。 詳細については、 この付録のホスト名の解決 (307 ページ ) および管理対象サーバーでポー

トが開いていることの確認 (306ページ) を参照して ください。

DAE – ゲートウェイがタイムアウト しました

トンネルの両端にあるゲートウェイが相互に通信できませんでした。 も可能性の高い原因は、 ネッ トワー

ク接続の問題です。 

DAEテストでゲートウェイがタイムアウト した場合の解決方法

管理対象サーバーのレルムとSAコア間のパスにあるゲートウェイが相互接続できることを確認します。 

Agent to Software Repository (SWR) テスト

このテス トでは、エージェン トがソフ トウェアリポジ ト リへのSSL接続を確立できるかどうかをチェ ッ ク し

ます。 

テスト結果として、 次の16種類のいずれかが返されます。 

— SWR – OK

— SWR – 未テスト

— SWR – 予期しないエラーです

— SWR – 接続が拒否されました

— SWR – 接続がタイムアウト しました

— SWR – DNSが解決できません

— SWR – 古いエージェン トバージ ョ ンです

— SWR – サーバー IDエラーです

— SWR – レルムが到達不能です

— SWR – ゲートウェイが定義されていません

— SWR – ト ンネル設定のエラーです

— SWR – ゲートウェイがアクセスを拒否しました

— SWR – ゲートウェイ名の解決エラーです

— SWR – 内部ゲートウェイエラーです

— SWR – ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

— SWR – ゲートウェイタイムアウト しました

SWR – OK

ト ラブルシューテ ィングは不要です。
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SWR – 未テスト

問題が発生したためテスト を続行できな く なり、 機能領域のテストが実行不能になった場合、 この結果が返

されます。 たとえば、 エージェン トがソフ トウェアリポジト リに接続できない状態では、 他のテストは実行

できません。

SWRテストで未テストのエラーが発生した場合の解決方法

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。

SWR – 予期しないエラーです

テストで予期しないエラーが発生すると、 この結果が返されます。

SWRテストで予期しないエラーが発生した場合の解決方法 

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。 予期しないエラーがまだ発生す

る場合は、 エラーメ ッセージで表示される詳細情報から、 エラーの内容を調べます。 解決できない場合は

Hewlett Packardのカスタマーサポートにお問い合わせください。

SWR – 接続が拒否されました

エージェン トがポート 1003でソフ トウェアリポジト リに接続する際、TCPリセッ トパケッ ト を受信すると、こ

の結果が返されます。原因としては、エージェン トが誤ったIPアドレスに接続していることが考えられます。

また、 ファイアウォールによって接続がブロックされている可能性もあります。

SWRテストで接続が拒否された場合の解決方法 

1 “theword”という名前が正しいIPアドレスに解決されることを確認します。 詳細については、 ホスト名の

解決 (307ページ) を参照して ください。 

2 このIPアドレスへの接続を拒否しているファイアウォールが存在しないことを確認します。

SWR – 接続がタイムアウト しました

エージェン トがポート 1003でソフ トウェアリポジト リに接続する際、TCPリセッ トパケッ ト を受信すると、こ

の結果が返されます。原因としては、エージェン トが誤ったIPアドレスに接続していることが考えられます。

つまり、エージェン トは、 ソフ トウェアリポジト リの正しいIPアドレスを認識していない可能性があります。

また、 ファイアウォールによって接続がブロックされている可能性もあります。

SWRテストで接続がタイムアウト した場合の解決方法

SWRテストで接続が拒否された場合の解決方法 (300ページ) の手順を実行して ください。

SWR – DNSが解決できません

エージェン トがホスト名 “theword” を有効な IP アドレスに解決できないと、 この結果が返されます。 つまり、

エージェン トは、 ソフ トウェアリポジト リの正しいIPアドレスを認識していない可能性があります。
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SWRテストでソフ トウェアリポジト リ名 (“theword”) の解決エラーが発生した場合の解決

方法 

サーバーにログインし、 ホスト名“theword”が解決可能であることを確認します。接続できない場合、 SA管理

者に、 サーバーのDNS構成を確認します。 

SWR – 古いエージェン トバージ ョ ンです

エージェン トはソフ トウェアリポジト リに接続できますが、 エージェン トのバージ ョ ンが古いためにSWRテ

ストでは原因を正確に特定できない場合、 この結果が返されます。 

SWRテストで古いエージェン トバージ ョ ンのエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、 ソフ トウェアリポジト リのホスト名 (“theword”) を解決できない可能性と、接続

が拒否された可能性の2つが考えられます。 

• ソフ トウェアリポジト リのホスト名 (“theword”) の名前解決に問題がある場合は、 SWR – DNSが解決で

きません (300ページ) を参照して ください。 

• 接続が拒否された場合は、 SWR – 接続が拒否されました (300ページ) を参照して ください。

また、エージェン ト を 新バージ ョ ンにアップグレード して (Hewlett Packardカスタマーサポートにご連絡く

ださい)、 テス ト を再実行する方法もあります。サーバーエージェン トのインストール方法については、サー

バーエージェン トの管理 (117ページ) を参照して ください。 

SWR – サーバー IDエラーです

エージェン トがソフ トウェアリポジ ト リの情報を要求すると、 要求された情報にアクセスする権限をサー

バーが持っているかどうかがサーバー IDに基づいて検証されます。 このエラーは、 ソフ トウェアリポジト リ

がテスト対象サーバーを識別できない、 またはサーバーが誤って識別されたことを示します。

サーバー IDエラーが発生した場合の解決方法

ソフ トウェアリポジ ト リは、 要求の受信 IP アドレスをも とにサーバーを識別します。 次の手順で ト ラブル

シューテ ィングを実行します。 

1 SA Webクライアン トでサーバーの [Device Properties] タブを開き、 ネッ トワークアドレス変換 (NAT) が使

用されているかどうかを確認します。 NATを使用する場合、 NATが静的に設定されていて、 NATアドレス

を使用するサーバーが1つに限定されていることを確認します。複数のサーバーが同じ IPアドレスを使用

している場合は、NATデバイスの再構成が必要になります。詳細については、管理対象サーバーでのネッ

トワークアドレス変換 (NAT) (188ページ) を参照して ください。

2 エージェン トがクラスターにインストールされている場合、 クラスター内の各ノードに一意の IPアドレ

スが割り当てられ、 それぞれが到達可能であることを確認して ください。 また、 サーバーへの静的ルー

トの追加が必要になることがあります。 これにより、 サーバーからSAコアへの接続で一意のIPが使用さ

れます。 NAT を使用しない場合、 SA Web クライアン トの [Network Configuration] タブで、 正しいインタ

フェースを 「プライマリ」 インタフェースとして指定することもできます。 詳細については、 管理対象

サーバーでのネッ トワークアドレス変換 (NAT) (188ページ) を参照して ください。

3 サーバーの IPアドレスが 近変更された可能性があります。 この場合、 エージェン ト を停止してから開

始します。 エージェン ト を停止してから開始する手順については、 サーバーエージェン トの再起動 (306

ページ) を参照して ください。
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SWR – レルムが到達不能です

管理対象サーバーが配置されているサテライ ト レルムが到達不能です。 このエラーは、 SAコアのゲートウェ

イと管理対象サーバーのレルムの間に、 ト ンネルのパスを確立できないことを示します。 

SWRテストでレルムに到達できないエラーが発生した場合の解決方法

このエラーの原因としては、 ネッ トワーク障害、 ゲートウェイの誤動作や障害、 ゲートウェイ構成の誤りが

考えられます。 SA管理者に問い合わせて、 ゲートウェイネッ トワークのト ラブルシューティングを依頼して

ください。

SWR – ゲートウェイが定義されていません

管理対象サーバーはサテライ トレルム内にありますが、 エージェントの構成に誤りがあるためゲートウェイを

使用できません。 サテライ ト内のエージェントは、 コアとの通信にゲートウェイを使用する必要があります。 

SWRテストでゲートウェイが定義されていないエラーが発生した場合の解決方法

次の手順でト ラブルシューテ ィングを実行します。 

1 管理対象サーバーで、 opswgw.args ファイルを作成または開きます。 opswgw.args ファイルは、 管理対象

サーバーの次のディレク ト リに格納されています。 

• Unix/Linuxの場合: /etc/opt/opsware/agent

• Windowsの場合: %SystemDrive%\Program Files\Common Files\Opsware\etc\agent 

2 このファイルには、 次の内容が1行で記述されていることを確認します。 

opswgw.gw_list:<ゲートウェイのIPアドレス>:<ゲートウェイのポート>,

<ゲートウェイのUPアドレス>:<ゲートウェイのポート> 

SWR – ト ンネル設定のエラーです

データアクセスエンジンは、 定義済みのゲートウェイのいずれを経由しても接続を確立できませんでした。

原因としては、ネッ トワーク障害、ゲートウェイの誤動作や障害、ゲートウェイ構成の誤りが考えられます。 

SWRテストで ト ンネル設定のエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

SWR – ゲートウェイがアクセスを拒否しました

ゲートウェイは稼働していますが、 エージェン トによるプロキシ接続を拒否しました。 このエラーでよ くあ

る原因としては、 ゲートウェイの設定に誤りがあるため、 エージェン トがソフ トウェアリポジト リにアクセ

スできな く なっていることが考えられます。 

SWRテストでゲートウェイのアクセス拒否が発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。
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SWR – ゲートウェイ名の解決エラーです

SAコアでゲートウェイを稼働するサーバーは、ホスト名“theword”を解決できませんでした。サテライ ト レル

ムにある管理対象サーバーからのプロキシ接続をサポートするには、 ホス ト名の解決が必要です。

SWRテストでゲートウェイ名の解決エラーが発生した場合の解決方法

コアゲートウェイが配置されているサーバーにログインし、 pingやhost などのコマンドを実行してホスト名

“theword”が解決可能であることを確認します (コマンド例: “host theword”)。

接続できない場合、 SA管理者に、 コアゲートウェイサーバーのDNS構成を確認します。 

SWR – 内部ゲートウェイエラーです

内部エラーが原因で、 ゲートウェイはプロキシとして動作できません。 一般的な原因としては、 ゲートウェ

イの過負荷が考えられます。 

SWRテストで内部ゲートウェイエラーが発生した場合の解決方法

SA管理者にお問い合わせください。

SWR – ゲートウェイがサーバーに接続できませんでした

ゲートウェイがソフ トウェアリポジト リへの接続を確立できませんでした。 原因としては、 ソフ トウェアリ

ポジ ト リが稼働していない場合、 またはゲートウェイがソフ トウェアリポジ ト リのホス ト名 (“theword”) を

誤った IPアドレスに解決している場合が考えられます。 また、 ファイアウォールが接続をブロックしている

可能性もあります。 

SWRテストでゲートウェイがサーバーに接続できないエラーが発生した場合の解決方法

“theword”という名前が正しいIPアドレスに解決され、 そのIPのポート 1018でゲートウェイが接続を確立でき

ることを確認します。 詳細については、 ホス ト名の解決 (307ページ ) および管理対象サーバーでポートが開

いていることの確認 (306ページ) を参照して ください。

SWR – ゲートウェイタイムアウト しました

トンネルの両端にあるゲートウェイが相互に通信できませんでした。 も可能性の高い原因は、 ネッ トワー

ク接続の問題です。

SWRテストでゲートウェイがタイムアウト した場合の解決方法

管理対象サーバーのレルムとSAコア間のパスにあるゲートウェイが相互接続できることを確認します。 
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Machine ID Match (MID) テスト

このテストでは、 エージェン トが報告したMID と、 モデルリポジト リ  (SAデータリポジト リ ) に保存されてい

るMIDが一致するかどうかをチェ ックします。 

Machine ID (MID) 通信テストの結果として、 次の4種類のいずれかが返されます。

— MID – OK

— MID – 未テスト

— MID – 予期しないエラーです

— MID – MIDの不一致です

MID – OK

ト ラブルシューテ ィングは不要です。

MID – 未テスト

問題が発生したためテスト を続行できな く なり、 機能領域のテストが実行不能になった場合、 この結果が返

されます。 たとえば、 エージェン トがモデルリポジト リに接続できない状態では、 他のテストは実行できま

せん。

MIDテストで未テストのエラーが発生した場合の解決方法

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。

MID – 予期しないエラーです

テストで予期しないエラーが発生すると、 この結果が返されます。

MIDテストで予期しないエラーが発生した場合の解決方法 

まず、 失敗したテストの問題をすべて解決し、 通信テスト を再実行します。 予期しないエラーがまだ発生す

る場合は、 エラーメ ッセージで表示される詳細情報から、 エラーの内容を調べます。 解決できない場合は

Hewlett Packardのカスタマーサポートにお問い合わせください。

MID – MIDの不一致です

エージェン トが報告したMIDと、 エージェン トのモデルリポジト リに保存されているMIDが一致しないと、 こ

の結果が返されます。 原因としては、 コマンドエンジンが誤ったエージェン ト を対象にテストを実行してい

ることが考えられます。
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MIDテストでMIDの不一致が発生した場合の解決方法

次の手順でト ラブルシューテ ィングを実行します。 

1 SA Webクライアン トでサーバーの [Device Properties] タブを開き、 NATが使用されているかどうかを確認

します。 NAT を使用している場合、 静的な 1 対1 のNAT が設定されているこ と を確認します。 Server

Automationでは、 すべての管理対象サーバーは一定の明確に定義された IPアドレスで接続可能でなけれ

ばなりません。 したがって、 動的なアドレス割り当てやポートベースでのアドレス変換はサポート され

ていません。 

2 エージェン トがクラスターにインストールされている場合、 クラスター内の各ノードに一意の IPアドレ

スが割り当てられ、 それぞれが到達可能であることを確認して ください。 また、 サーバーへの静的ルー

トの追加が必要になることがあります。 これにより、 サーバーからSAコアへの接続で一意のIPが使用さ

れます。 NAT を使用しない場合、 SA Web クライアン トの [Network Configuration] タブで、 正しいインタ

フェースを 「プライマリ」 インタフェースとして指定することもできます。

3 IPアドレスが 近変更された可能性があります。 この場合、 エージェン トを停止してから開始します。手

順については、 サーバーエージェン トの再起動 (306ページ) を参照して ください。

一般的なト ラブルシューテ ィング手順

ここでは、 通信テストでエラーが発生した場合のト ラブルシューティングで、 一般的に行われる手順を説明

します。 

• エージェン トが稼働状態であることの確認

• 管理対象サーバーでポートが開いていることの確認

• サーバーエージェン トの再起動

• 管理対象サーバーの管理IPの確認

• ネッ トワークゲートウェイ構成の確認

• ホスト名の解決

エージェン トが稼働状態であることの確認

エージェン トがサーバーで稼働していることを確認するには、 次の手順を実行します。 

1 Solaris、 HP-UX、 AIXの場合、 次のコマンドを入力します。 

/usr/ucb/ps auxwww | grep opsware

エージェン トが稼働している場合、 次の結果が返ってきます。 

/opt/opsware/agent/bin/python /opt/opsware/agent/pylibs/shadowbot/
daemonbot.pyc --conf /etc/opt/opsware/agent/agent.args

2 Linuxの場合、 次のコマンドを入力します。

ps auxwww | grep opsware

エージェン トが稼働している場合、 上記と同じ結果が返ってきます。

3 Windowsの場合、 [管理ツール] > [サービス] を選択し、 opswareagentサービスが開始していることを確

認します。 
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管理対象サーバーでポートが開いていることの確認

一部のエラーのト ラブルシューテ ィングでは、 エージェン トがインストールされているサーバーでポートが

開いていることを確認する必要があります。 確認には、 次の手順を実行します。 

1 ポートが開いているかどうかを確認します。 

2 Solaris、 HP-UX、 AIX、 Linuxの場合、 次のコマンドを入力します。 

netstat -an | grep 1002 | grep LISTEN

ポートが開いていると、 次の結果が返ってきます。

*.1002 *.* 0      0 24576      0 LISTEN

3 Windowsの場合、 コマンドプロンプ トで次のコマンドを入力します。 

netstat -an | find "1002" | find "LISTEN"

ポートが開いていると、 次の結果が返ってきます。

TCP0.0.0.0:10020.0.0.0:0LISTENING

4 ポートが実際に開いていることを確認します。 エージェン トがインス トールされているコンピューター

から、 サーバーのlocalhostと外部IPアドレスの両方でポート 1002に接続します。 接続を行う ことで、 接

続拒否メ ッセージの原因が、 コアと管理対象サーバー間にあるネッ トワーク接続ハードウェアの問題で

はな く、 管理対象サーバーのポートが開いていないことが原因であるとわかります。

サーバーエージェン トの再起動

サーバーエージェン ト を再起動するには、 管理対象サーバーにログインし、 次のいずれかのコマンドを入力

します。

Unixの場合: 

/etc/init.d/opsware-agent restart

HP-UXの場合:  

/sbin/init.d/opsware-agent restart

AIXの場合:  

/etc/rc.d/init.d/opsware-agent restart

Windowsの場合: 

net stop opswareagent
net start opswareagent

管理対象サーバーの管理IPの確認

管理対象サーバーの管理IPを確認するには、 次の手順を実行します。 

1 管理対象サーバーの管理IPを表示するために、 SA Webクライアン トにログインします。

2 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。 

3 [Manage Servers] リス トで、 管理IPを確認したいサーバーの表示名をクリ ックします。 

4 サーバーのプロパティの [Network] タブを選択します。 

5 管理IPアドレスと、 管理対象サーバーのIPアドレスが一致していることを確認します。
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ネッ トワークゲートウェイ構成の確認

ネッ トワークゲートウェイ構成を確認するには、 次の手順を実行します。 

1 Solarisの場合、 次のコマンドを入力してルーティングテーブルをチェ ックします。

netstat -rn

次のような結果が返ってきます。

default              192.168.8.1         UG       1   5904

192.168.8.1は、 ゲートウェイのIPです。

2 Linuxの場合、 次のコマンドを入力してルーティングテーブルをチェ ックします。

route -n

次のような結果が返ってきます。

0.0.0.0         192.168.8.1     0.0.0.0         UG    0      0        0 eth0

192.168.8.1は、 ゲートウェイのIPです。

3 Windowsの場合、 次のコマンドを入力してルーティングテーブルをチェ ックします。

route print

次のような結果が返ってきます。

0.0.0.00.0.0.0192.168.8.1192.168.8.12020

192.168.8.1は、 ゲートウェイのIPです。

4 さらに、 ping 192.168.8.1 (IP) を実行して、 ゲートウェイに実際に接続できることを確認して ください。

ホス ト名の解決

すべての管理対象サーバー ( エージェン トがインス トール済み ) は、 次のコンポーネン トの非修飾Server

Automationサービス名を解決する必要があります。 

• spin (データアクセスエンジン)

• way (コマンドエンジン)

• theword (ソフ トウェアリポジト リ )

ホスト名が正し く解決されることを確認したい場合は、 SA管理者からホストの完全修飾名または変換後のIP

アドレスを取得して ください。 

1 ホストにpingコマンドを送信します。たとえば、ホスト名wayを解決する場合、次のコマンドを入力します。 

ping way

2 ホスト名を解決できない場合は、 次のエラーが返ってきます。 

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UXの場合: 

ping: unknown host way

Windowsの場合:  

Ping要求ではホストwayが見つかりませんでした。 名前を確認してから再実行してください。

3 ホスト名を解決できる場合、 次のようなメ ッセージが返ってきます (OSによって異なります)。 
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way is alive

または

pinging way (ip) with 32 bytes of data
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付録B エージェン トのインストールと
アップグレードのユーティ リテ ィ
エージェン トのインストールコマンド

ここでは、エージェン ト インストーラーCLI (コマンド ラインインタフェース) を使用したエージェン トのイン

ストールについて、 次の内容を説明します。

• CLIを使用したエージェン ト インストールの概要

• エージェン ト インストーラーのコマンド

• エージェン ト インストールの準備

• SAエージェン ト インストールのためのチェ ックリス ト

• エージェン ト インストーラーパッケージの取得

• エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン

• 例: エージェン ト インストーラーのコマンド とオプシ ョ ン

• インストール後にエージェン ト を起動

• エージェン ト機能の確認

• 管理対象サーバーの情報の追加

• UnixとWindowsでのエージェン トのアンインストール

• 古いバージ ョ ンのエージェン トのアンインストール (Unix)

• 古いバージ ョ ンのエージェン トのアンインストール (Windows)

CLIを使用したエージェン ト インス トールの概要

既存のサーバーにエージェン ト をインストールする場合には、 サーバーのローカル時刻と、 ネッ トワークタ

イムプロ ト コル (NTP) を使用する外部タイムサーバーの時刻を同期して ください。 

エージェン ト インストーラーは、 コマンド ラインまたはスクリプ ト内で起動できます。 また、 ユーザーによ

る操作は不要なので、 無人インストールが可能です。 また、 暗号マテリアルの取得、 構成情報の取得、 構成

ファイルやログファイルの書き込みも実行できます。

エージェン ト インストーラーは、 サーバー上にSAエージェン ト をインストールします。 インストールされた

エージェン ト をServer Automationが認識すると、 サーバーは管理対象になります。 

サーバーのOS環境にエージェン ト をインストールすると、 Server Automationでは次のような機能を実行でき

ます。

• サーバーのオペレーティングシステムを、 ベースラインに基づいて検出します。

• オペレーティングシステムの準備ウィザードでオペレーティングシステムを Server Automationで定義す

ることにより、 ベースラインオペレーティングシステムを管理します (パッチ管理を含む)。

• サーバーに新し くデプロイしたアプリケーシ ョ ンについて、 完全なプロビジ ョニングと管理機能を実行

します。
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エージェン トは、 インストール時に、サーバーをモデルリポジト リに登録します。 Server Automationは、エー

ジェン トがインストール時に検出したオペレーティングシステムに応じて、 汎用オペレーティングシステム
にサーバーを割り当てます。 このサーバーは、 プレースホルダー OSノードに割り当てられます。 SA Webクラ

イアン トでは、 オペレーテ ィングシステムごとに、 <オペレーティ ングシステムバージ ョ ン>/Not Assignedと

いう ノードが作成されます。

サーバーがコアを使用できない状態でも、 エージェン ト インストーラーはエージェン ト をインストールでき
ます。 新し く インストールしたエージェン トがコアと通信できない場合、 エージェン トは休止モードで稼働
します。休止モードのエージェン トは、コアへの通信を定期的に試行します。コアが利用可能になると、エー
ジェン トは初期化 (ハードウェアとソフ トウェアの登録など) を行います。 通常、 初期化はエージェン トの初

回インストール時に実行されます。

サーバーは、 SAクライアン ト内でト ラ ッキングされますが、 サーバーが汎用オペレーティングシステムノー

ドに割り当てられている場合、 サーバーのオペレーティングシステムは管理対象にはなりません。 したがっ
て、OSプロビジョニングで定義したオペレーティングシステムに、サーバーを再度割り当てる必要があります。 

サーバーは、 Server Automationのローカルインスタンスのデフォルト ファシリテ ィに関連付けられます。

管理対象サーバーのIPアドレスが指定の範囲に含まれない場合、サーバーはデフォルトのIP範囲グループ ([デ
フォルト ]) に割り当てられます。デフォルトのグループは、 「未割り当て」 というカスタマーに関連付けられ

ます。 

サーバーとカスタマーの関連付けについては、 カスタマーへのサーバーの割り当て - SA クライアン ト  (139
ページ) を参照して ください。

エージェン ト インス トーラーのコマンド

エージェン ト インス トーラーのコマン ドは、 SA コアサーバーの/var/opt/opsware/agent_installers
ディレク ト リに格納されています。 エージェン ト インストーラーは、 オペレーティングシステムのバージ ョ
ンごとに提供されます。

エージェン ト インス トールの準備

HPは、 Windowsファイル共有のセッ トアップをお勧めします。 ファイル共有をセッ トアップすると、 各種オ

ペレーティ ングシステムのエージェン ト インス トーラーを 1か所から取得できます。 また、 複数のサーバー

にエージェン ト を簡単かつ迅速にインス トールできるようになります。 ファイル共有を使用しない場合は、
SFTPなどのファイル転送機能を使ってエージェン ト インストーラーを移動する必要があります。 

エージェン トのインストールが完了すると、 サーバーは管理対象サーバーとなり、 エージェン トによって検
出されたハードウェアおよびソフ トウェア情報はモデルリポジト リに保存されます。 

SAエージェン ト インス トールのためのチェ ックリス ト

エージェン ト をインス トールする前に、 インス トール先サーバーで次のタスクを行って く ださい。 これは、
メンテナンス時間枠内で迅速にエージェン ト をインストールする上で重要なタスクです。 

1 エージェン トはポート 1002で稼働するので、他のアプリケーシ ョ ンがこのポートを使用していないこと

を確認して ください。 

– Unixサーバーの場合、 ターミナルウィンドウから次のコマンドを入力します。

netstat -an | grep 1002 | grep LISTEN 

– Windowsサーバーの場合、 ターミナルウィンドウから次のコマンドを入力します。

netstat -an | find "1002" | find "LISTEN"

2 エージェン トのインストールに必要なディスク容量がサーバー上にあるかどうかを確認します。 

インストーラーは、 次のディレク ト リに空き容量があることを確認します。 

– 100MB、 /opt/opsware (Unix) 

– 100MB、 /var/opt/opsware (Unix)
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– 30MB、 %SystemDrive%\\Program Files\Opsware (Windows)

– 100MB、 %SystemDrive%\Program Files\Common Files\Opsware (Windows)

上記はデフォルトのディ レク ト リであり、 インストール時にパラメーターでオーバーライ ドできます。

ただし、 上記の容量では不十分な場合もあります。 vardirディ レク ト リは、 ログやダウンロードパッ

ケージなど動的なコンテンツに使用されます。 パッケージの修復中にディスク容量が不足すると、 修復

作業は失敗します。

3 Solarisオペレーティングシステムの場合、 sun4mレガシーアーキテクチャーの有無を確認します。 現在、

エージェン トが正常稼働するのはsun4uアーキテクチャーのみです。

4 Windowsの場合、 次の手順に従って、 Windowsレジスト リが正し く設定されていることを確認します。

a regeditを起動し、 次のレジスト リキーに移動します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\FileSystem 

b NtfsDisable8dot3NameCreationエン ト リを選択します。

c [編集] メニューで [DWORD] をクリ ックし、値が0 (ゼロ) であることを確認します。 このエン ト リの

値は、 0に設定する必要があります。値が1の場合などは、組織内のITポリシーに従って値を変更し、

サーバーを再起動します。

5 Solaris環境のサーバーにエージェン ト をインストールするには、 次のSolarisパッケージのインストール

も必要です。

Pythonの場合: 

SUNWtoo
SUNWtoox

showrevの場合: 

SUNCadm
SUNWlibC
SUNWlibCx
SUNWadmfw

6 エージェン ト をインストールするサーバーは、 パッケージとパッチの要件を満たす必要があります。 こ

の要件は、 オペレーティングシステムごとに異なります。 エージェン トパッケージとパッチの要件につ

いては、 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照して ください。

エージェン トのインストール

非管理対象サーバーにエージェン ト をインストールするには、 次のタスクを実行します。

エージェン ト インストーラーパッケージの取得

エージェン トには、管理対象サーバーに対して管理者レベルの権限 (Unixサーバーではroot、Windowsサーバー

ではローカルシステム) が必要になります。 したがって、 エージェン トのインストールは、 Unixオペレーティ

ングシステムではroot、 Windowsオペレーティ ングシステムでは管理者で実行する必要があります。 

エージェン トは、『SA Support and Compatibility Matrix』 に掲載されている任意のサーバーにインストールでき

ます。

非管理対象サーバーにエージェン ト インストーラーをダウンロードするには、 次の手順を実行します。

コマンド ライン

1 リモートシェルを使って、 非管理対象サーバーにログインします。 Unixの場合、 rootでログインします。

Windowsの場合、 管理者でログインします。

2 コアサーバーでエージェン ト インストーラーを検索します。 
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コマンド ライン : /var/opt/opsware/agent_installersディレク ト リを検索します。 エージェン

ト インストーラーには、 オペレーティングシステムバージ ョ ンごとに次のパッケージが提供されて

います。

Unixの場合: 

opsware-agent-<バージョン>-<システム名>-<システムバージョン>

Red Hat Linuxの場合: 

opsware-agent-<バージョン>-<システム名>-5CLIENT-<システムバージョン>

Red Hatでは、 「クライアン ト」 と 「デスク ト ップ」 は同義で使用されることがあります。

Windowsの場合:

opsware-agent-<バージョン>-<システム名>-<システムバージョン>.exe

3 エージェン ト インストーラーをコピーしたディ レク ト リに移動し、 インス トール環境に適した実行可能

ファイルとオプシ ョ ンを入力してインストーラーを実行します。オプシ ョ ンは、エージェン ト インストー

ラーのオプシ ョ ン  (314ページ) を参照して ください。

SAクライアン トから

非管理対象サーバーから SA コアにリモートシェルでアクセスできない場合、 エージェン ト インス トーラー

パッケージを SA コアマシンに手作業でエクスポート し、 非管理対象サーバーにコピーする必要があります。

エージェン ト インストーラーパッケージをエクスポートするには、 次のタスクを実行します。

1 SAクライアン ト を起動します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [パッケージ] を選択します。

3 パッケージの下に表示されているオペレーティングシステムから、 適切なものを選択します

(図86を参照)。

SAエージェン ト を選択します。 ファイル名は、 次の形式です。

Unixの場合:

opsware-agent-<バージョン>-<システム名>-<システムバージョン>

Red Hat Linuxの場合:

opsware-agent-<バージョン>-<システム名>-5CLIENT-<システムバージョン>

Red Hatでは、 「クライアン ト」 と 「デスク ト ップ」 は同義で使用されることがあります。

Windowsの場合:

opsware-agent-<バージョン>-<システム名>-<システムバージョン>.exe
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図86 エージェン ト インストーラーパッケージの選択

4 エクスポートするエージェント インストーラーのパッケージ名をクリ ックします。 [アクション ] メニュー

で、 [ソフ トウェアのエクスポート ] を選択します。 [参照] ウィンドウが開きます。

5 [参照] ウィンドウでパッケージのダウンロード先を指定し、 [エクスポート ] をクリ ックします。 指定し

た場所にパッケージがエクスポート されます。

6 エージェン ト インストーラーをターゲッ トサーバーにコピーします。

例: エージェン ト インストーラーのコマンド とオプシ ョ ン  

ここでは、 サンプルコマンドを紹介します。 このコマンドは、 Solaris 5.10サーバーのデフォルトディ レク ト

リにサーバーエージェン ト をインストールし、 サーバー core2.hp.comのゲートウェイにポート 2010で接続し

た後、 ログファイルagent.logに結果を記録します。

% opsware-agent-45.0.0.0.98-solaris-5.10 --logfile agent.log --loglevel info
--opsw_gw_addr core2.hp.com:2010
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エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン

エージェン ト インストーラーコマンドでは、 次のオプシ ョ ンを指定できます。 --opsw_gw_addrオプシ ョ ン

と--no_opsw_gwオプシ ョ ンのいずれかを指定して ください。 これ以外の指定は任意です。  

表29 エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

--auth_path 信頼された機関が記載された PEM 形式フ ァイルの完全パスを指定し

ます。

--coreinstall コアサーバーで使用する初期化スクリプ ト を適切な場所にインス トー

ルします。

--customer_id <カスタマー > 指定したカスタマーに管理対象サーバーを割り当てます。 このオプ

シ ョ ンを使用する場合は、 --usernameオプシ ョ ンと--passwordオプ

シ ョ ンの指定が必要です。 カスタマーの詳細については、 カスタマー

の作成と管理 (137ページ) を参照して ください。

--del_opsw_gw_addr_list ゲートウェイアドレスのリスト を削除します。

-f 環境チェ ックエラーが発生しても、 エージェン ト を強制インス トール

します。 サーバーがSAコアに接続されていない場合にこのオプシ ョ ン

を使用すると便利です。

-fオプシ ョ ンを使用する場合、 Unix オペレーテ ィ ングシステムでは

root、Windowsオペレーティングシステムでは管理者でエージェン ト イ

ンストーラーを実行して ください。

--fingerprint コア証明書のフ ィンガープリン ト を指定します。

このオプシ ョ ンを指定すると、 エージェン ト インス トーラーは、 コア

のSSL証明書の署名に使用した証明機関の証明書が、指定した値と一致

するかどうかを検証します。 このオプシ ョ ンを指定すると、 エージェ

ン ト を正しいコアにアタ ッチできるので、 エージェン トのインス トー

ル作業のセキュリテ ィ を強化できます。

コア証明書フ ィ ンガープリン トの値を取得するには、 コアに root でロ

グインし  (必要に応じて、 SAシステム管理者に作業を依頼してください)、

次のコマンドを実行します。

/opt/opsware/bin/openssl x509 -in /var/opt/
opsware/crypto/agent/opsware-ca.crt -fingerprint 
-noout

次のような出力が表示されます。

SHA1 Fingerprint=D2:3B:F8:72:B9:55:0D:
DE:97:04:D5:C2:A5:6B:B2:09:5C:0A:0D:7F

フ ィ ンガープリン トは、 等号の後の16進数の文字列です。

D2:3B:F8:72:B9:55:0D:DE:97:04:D5:C2:A5:6B:B2:09:5C
:0A:0D:7F

--force_full_hw_reg エージェン トのインストール後、 サーバーで完全ハードウェア登録が

実行されます。 デフォルトで実行されるのは、 小限のハードウェア

登録です。 詳細については、 ソフ トウェアおよびハードウェアインベ

ン ト リ  (122ページ) を参照して ください。
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--force_sw_reg エージェン トのインストール後、 サーバーでソフ トウェア登録が実行
されます。 デフォルトでは、 スケジュール指定した定期実行の日時ま
で、ソフ トウェア登録は実行されません。詳細については、ソフ トウェ
アおよびハードウェアインベン ト リ  (122ページ) を参照して ください。

--force_virt_reg 完全な仮想化の登録を強制実行します (デフォルトでは、登録は行われ

ません)。

-h エージェン ト インストーラーコマンドで指定できるオプシ ョ ンをすべ
て表示します。

--logfile <パス> エージェン ト インストーラーで使用するログファイルのパスとファイ
ル名を指定します。 デフォルトのパスは、 現在のディ レク ト リです。
デフォルトのファイル名は次の通りです。

opsware-agent-installer-<日付>.log

--loglevel <レベル> ログメ ッセージを記録するレベルを指定します。 <レベル> には、

trace、 info、 warn、 errorのいずれかを指定します。

レベルを errorに設定すると、 記録されるメ ッセージ数が も少な く

なります。 レベルを traceに設定すると、 すべてのメ ッセージが記録

されます。 デフォルトはinfoです。 

--no_anonymous_ssl 匿名SSLを無効にします。 このオプシ ョ ンを指定すると、有効な証明書

がない場合、 ブラウザーはエージェン トのWeb インタフェースに接続

できな く なります。 このオプシ ョ ンは、 休止状態のエージェン トのみ
に適用されます。 このオプシ ョ ンを指定すると、 エージェン トが休止
状態の場合、 クライアン トによる Web インタフェース接続には有効な

証明書が必要になります。

--no_check_reachability 到達可能性チェ ックを抑制します。 デフォルトでは、 新規インス トー
ル時に到達可能性チェ ックが実行され、 アップグレードでは実行され
ません。

--no_open_fw SAコアとの通信用にWindowsファイアウォールを開きません。

デフォルトでは、 エージェン ト インストーラーにより、 Windows  2003
(R2) サーバーおよびWindows 2008 サーバー上のWindows フ ァ イア

ウォール構成が変更され、 コアは管理サーバーのポート 1002に接続可

能になります。 このオプシ ョ ンを指定すると、 ファイアウォール構成
は変更されず、 サーバーはSAによる管理対象にならない可能性があり

ます。

--no_opsw_gw ゲートウェイを使用しません。 このオプシ ョ ンと --opsw_gw_addrオ
プシ ョ ンのいずれかを指定する必要があります。

--no_start_agent インス トール後、 エージェン ト を起動しません。 デフォルトでは、 イ
ンス トールの完了後すぐにエージェン ト を起動します。 詳細について
は、インストール後にエージェン ト を起動 (317ページ) も参照して くだ

さい。

--opsw_gw_addr 
<ホスト:ポート>

エージェン トのインス トールで使用するゲートウェイのホスト とポー
ト番号を指定します。 このオプシ ョ ンと --no_opsw_gwオプシ ョ ンの

いずれかを指定する必要があります。

--password <パスワード> --usernameで指定したユーザーのパスワードを指定します。 このオプ

ションは、必ず--customer_idオプションと一緒に使用して ください。

表29 エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン （続き）

オプシ ョ ン 説明
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--reboot エージェン トのインス トール後、 必要な場合にサーバーを再起動し
ます。

Windowsサーバーでエージェン ト をインス トールすると、 エージェン

ト インストーラーはogshcap.dll ファイルを次のディ レク ト リにコピー

します。

%SystemRoot%\system32\ogshcap.dll

ogshcap.dll フ ァ イルが使用中または開いた状態になっていると、 コ

ピーできません。 この場合、 マシンを再起動するかを選択し、 再起動
後にファイルをコピーします。

また、 コマンド ラインで--rebootを指定すると、エージェン トのイン

ストールが完了した時点で再起動します。

--remediate サーバーにアタ ッチされているソフ トウェアポリシー 
(--software_policyオプシ ョ ンで指定したすべてのソフ トウェアポ

リシーを含む ) に基づいてサーバーを修復します。 詳細については、

『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 を参照して ください。

--resetconf

-r

エージェン ト構成ファイルをデフォルト設定に戻します。

--rpmbin <パス> RPM 操作で使用する RPM ハン ド ラーのパスを指定します。 このオプ

シ ョ ンは、 RPMハンド ラーがサーバーにすでにインストールされてい

る状態で使用します。

RPMハンドラーがインストールされていない場合は、 --withrpmオプ

シ ョ ンでインストールを行って ください。

このオプシ ョ ンは、 --withrpmオプシ ョ ンと一緒に指定する必要はあ

りません。

--settime

-t

サーバーの時刻を、 コアの時刻に設定します。

管理対象サーバーの時刻がSAコアよりも大幅に進んでいる場合、 管理

対象サーバーの時刻をリセッ トできます。 ただし、 問題が発生する可
能性があるので、 --settimeオプシ ョ ンを使用する前に、 この操作を

行ってもユーザー環境で問題が発生しないこ とを必ず確認して く だ
さい。 

管理対象サーバーの時刻がコアより も大幅に遅れている場合、 エー
ジェン トのインストールでエラーが発生することがあります。 この場
合、 --settimeオプシ ョ ンを使用するか、 管理対象サーバーの日時を

手作業で設定してから、エージェントのインストールを行って ください。

--software_policy <ID> ソフ トウェアポリシー <ID> をサーバーにアタ ッチします。 <ID> には、

SA ライブラ リ内に存在するソフ トウェアポリシーの名前を指定しま

す。 ソフ トウェアポリシーの修復を即時実行するには、 --remediate
オプシ ョ ンを指定します。詳細については、 『SAユーザーガイド : ソフ

トウェア管理』 を参照して ください。

--spin_host データアクセスエンジンコンポーネン トのホスト名または IP アドレス

を指定 し ます。 このオプシ ョ ン を指定し た場合、 --no_opsw_gw
optionも指定する必要があります。

--username <名前> SAユーザー名を指定します。 このオプシ ョ ンは、 --passwordオプ

シ ョ ンと一緒に使用して ください。 このオプシ ョ ンは、 必ず
--customer_idオプシ ョ ンと一緒に使用して ください。

表29 エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン （続き）

オプシ ョ ン 説明
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インストール後にエージェン ト を起動

サーバー上でエージェン ト を手動で起動することができます。

Unixの場合: 

/etc/init.d/opsware-agent start

HP-UXの場合: 

/sbin/init.d/opsware-agent start

AIXの場合:  

/etc/rc.d/init.d/opsware-agent start

Windowsの場合: 

net start opswareagent

エージェン ト機能の確認

エージェン トの機能を確認するには、 次の手順を実行します。

1 SA Webクライアン トのナビゲーシ ョ ンパネルで、[Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。[Manage
Servers] ページが表示されます。 リス ト内で、 エージェン トのインス トールを確認したいサーバーを探

します。 必要に応じて、 サーバーのカスタマーとファシリテ ィ を選択し、 [Update] をクリ ックします。

または

エージェン トのインストールを確認したいサーバーを検索します。 

2 サーバーが [Manage Servers] リス トにあり、 正しいプロパティが表示されていることを確認します。 

--withmsi Windows MSI 2.0 とエージェン ト をインス トールします。 Windows MSI
2.0がすでにインストールされている場合、このオプシ ョ ンを選択して

もインストールは行われません。 Windows 2000とWindows 2003以降で

指定できます。

--withrpm RPMハンド ラーとエージェン ト をインス トールします。 デフォルトで

は、 エージェン トはインス トールされていません。 Solarisサーバーに

エージェン ト をインストールする際には、 必ず--withrpmオプシ ョ ン

を指定することをお勧めします。

このオプシ ョ ンを使用できるのは、 Solaris 5.8、 5.9、 5.10 のみです。

Solaris 5.8と 5.9では、 RPM 3.0.6は/opt/opsware/rpmディレク ト リに

イ ンス ト ールされます。 Solaris 5.10 x86 では、 RPM 4.4.4 は/opt/
opsware/rpmディレク ト リにインストールされます。 RPMデータベー

スは/opt/opsware/rpmディレク ト リにインストールされます。

AIXでは、RPM 3.0.5は/opt/freewareディレク ト リ、RPMデータベース

は/var/opt/freeware/lib/rpmディ レク ト リにインス ト ールされ

ます。

RPMハンドラーがすでにインストールされている場合は、--rpmbinオ
プシ ョ ンを指定できます。

--workdir <パス> エージェン ト インストーラーが使用する一時作業ディ レク ト リのパス
を指定します。デフォルトの作業ディレク ト リに問題が発生した場合、
このオプシ ョ ンを使用して ください。

表29 エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン （続き）

オプシ ョ ン 説明
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詳細については、 エージェン ト情報に基づくサーバー検索 (121ページ) を参照して ください。 

3 サーバーが到達不能である場合は、 通信テスト を実行して原因を特定することができます。 詳細につい

ては、 サーバー通信テストの実行 - SAクライアン ト  (134ページ) を参照して ください。 

管理対象サーバーの情報の追加

管理対象サーバーが運用環境で稼働中の場合、 検出プロセスの情報追加には注意が必要です。 サーバーのソ

フ トウェアを誤ってインストールまたはアンインストールしないようにして ください。 テスト修復では、 ど

のソフ トウェアがサーバーからアンインストールされるのかを確認してから、 実際の修復作業を始めて くだ

さい。

管理対象サーバーの情報を追加するには、 次の手順を実行します。

1 Server Automationにおいて、 サーバーで稼働するOSとアプリケーシ ョ ンをモデル化します。 そのために

は、 オペレーティングシステムの準備ウィザードを実行してOSを定義し、 管理対象サーバーで稼働する

アプリケーシ ョ ン向けにノード とテンプレート を作成します。 

オペレーティングシステムの定義の詳細については 『SAユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照し

て ください。

2 OSとインストール済みアプリケーシ ョ ンで使用するノードに、 サーバーを移動します。 

サーバーはSA Webクライアン トで追跡されますが、 サーバーが汎用オペレーティングシステムノードに

割り当てられている場合、 サーバーのオペレーティングシステムは管理対象にはなりません。 したがっ

て、 OSプロビジ ョニングで定義したオペレーティングシステムに、 サーバーを再度割り当てる必要があ

ります。 

3 サーバーを修復します。

4 IP範囲グループが設定されている場合、エージェン トのインストール時、サーバーは自動的にカスタマー

に割り当てられます。 それ以外の場合、 サーバーは 「未割り当て」 カスタマーに関連付けられます。 カ

スタマーとサーバーの関連付けを変更する方法については、 サーバープロパティの編集 (215 ページ ) を

参照して ください。 

5 サーバーの用途、 ステージ、 状態を指定するには、 サーバーのプロパティ を編集します。 詳細について

は、 サーバープロパティの編集 (215ページ) を参照して ください。 

これで、 検出が完了します。 Server Automationでは、 サーバーに関連付けたOSビルドが各サーバーで実行さ

れると想定します。 Server Automation以外の方法でOSを変更すると、 変更内容はモデルに反映されません。

ユーザーは、 Server Automation で 初にサーバーをプロビジ ョニングしたときと同じように、 新しいアプリ

ケーシ ョ ンをサーバーでデプロイおよび管理できます。 また、 OSレベルのパッチをサーバーにデプロイする

こともでき、 サーバーが関連付けられているOSビルドを使用してOSを再構築することも可能です。

 UnixとWindowsでのエージェン トのアンインストール

Windows NT でエージェン ト をアンインス トールするには、 Windows Scripting Host 5.1 または Internet Explorer

5.5をWindows NTにインストールする必要があります。 

UnixまたはWindowsからエージェン ト をアンインストールするには、 次の手順を実行します。

1 Unixにrootでログインします。 Windowsに管理者でログインします。 

2 エージェン トのインストールディ レク ト リ以外のディレク ト リに移動します。 

3 Unixでは、 次のコマンドを入力します。 

<インストールディレク ト リ>/bin/agent_uninstall.sh 
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SolarisとAIXの場合、エージェン トアンインストーラーのデフォルト設定ではSA RPMパッケージは削除さ

れません。 SA RPMパッケージの削除を有効にする方法など、 エージェン トアンインストーラーのコマン

ドラインオプシ ョ ンについては、 詳細については、 この付録のエージェン トアンインストーラーのオプ
シ ョ ン  (319ページ) を参照して ください。 

4 Windowsでは、 次のコマンドを入力します。

msiexec /x <インストールディレク ト リ>\bin\agent_uninstall.msi

また、 Windowsの [コン ト ロールパネル] の [プログラムの追加と削除] を使ってエージェン ト を削除する

こともできます。

5 Unixプラッ ト フォームでは、アンインストールの実行中、 stdoutにアンインス トールの進行状況が表示

されます。 Windowsのアンインストールでは、 進行状況は表示されません。 

エージェン トアンインス トーラーのオプシ ョ ン

エージェン トアンインストーラーでは、 表30と表31で示すオプシ ョ ンを指定できます。     

Windowsサーバーでエージェン ト をアンインストールすると、エージェン ト インストーラーはogshcap.dllファ

イルを次のディレク ト リから削除します。 

%SystemRoot%\system32\ogshcap.dll 

ogshcap.dll ファイルが使用中または開いた状態になっていると、 削除できません。 この場合、 マシンの再起

動を指示するプロンプ トが表示され、 再起動後にファイルを削除します。 

古いバージ ョ ンのエージェン トのアンインストール (Unix)

5.1以前のバージョ ンのエージェン ト をアンインストールするには、 次の手順を実行します。 

1 次のコマンドをrootで実行し、 サーバー上のエージェン ト を終了します。

Linuxの場合: 

/etc/rc.d/init.d/cogbot stop

表30 エージェン トのアンインストールで指定できるオプシ ョ ン  (Unix)

オプシ ョ ン 説明

--uninstallerVersion アンインストーラーのバージ ョ ンを表示します。

--help このヘルプを表示します。

--no_deactivate サーバーを非アクテ ィブにしません。デフォルトでは、サーバーは非アク
テ ィブになります。

--force サーバーを非アクテ ィブにする際に確認プロンプ ト を表示しません。

--delete_opsw_rpm OPSW RPMパッケージを削除します (AIX、 Solarisのみ )。 RPMパッケージの

削除には、 次のコマンドを使用します。

Solarisの場合: pkgrm -n OPSWrpm

AIXの場合: installp -u rpm.rte

表31 エージェン トのアンインストールで指定できるオプシ ョ ン  (Windows)

オプシ ョ ン 説明

NO_DEACTIVATE="1" サーバーを非アクテ ィブにしません。デフォルトでは、サーバーは非アク
テ ィブになります。

FORCE="1" サーバーを非アクテ ィブにする際に確認プロンプ ト を表示しません。
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Solarisの場合: 

/etc/init.d/cogbot stop

HP-UXの場合: 

/sbin/init.d/cogbot stop

AIXの場合: 

/etc/rc.d/init.d/cogbot stop

2 SA Webク ライアン トの [Server] メニューを使って、 サーバーを非アクティブ化または削除します。

3 Linuxサーバーの場合は、 chkconfigを実行してエージェン ト初期化スクリプ トの登録を解除します。

% /sbin/chkconfig -del cogbot

4 root で、 次のファイルとディ レク ト リを削除します。 これにより、 サーバーからエージェン トが削除さ

れます。

Linuxの場合: 

/etc/rc.d/init.d/cogbot 

Solarisの場合: 

/etc/init.d/cogbot

/etc/rc2.d/S79cogbot

/etc/rc0.d/K44cogbot

HP-UXの場合: 

/sbin/init.d/cogbot

/sbin/rc2.d/cogbot

AIXの場合: 

/etc/rc2.d/init.d/cogbot

/etc/rc.d/S79cogbot

Unixすべて: 

/opt/OPSW

/var/lc

古いバージ ョ ンのエージェン トのアンインストール (Windows)

Windowsで古いバージ ョ ンのエージェン ト をアンインストールするには、 次の手順を実行します。

1 次のコマンドを管理者で実行し、 エージェン ト を終了します。

C:\> net stop shadowbot

2 SA Webク ライアン トの [Server] メニューを使って、 サーバーを非アクティブ化または削除します。

3 次のコマンドを管理者で実行し、 エージェン トサービスの登録を解除します。

C:\> "%SystemDrive%\Program 
Files\Loudcloud\blackshadow\watchdog\watchdog.exe" -x

4 管理者で、 次のディレク ト リを削除します。 これにより、 エージェン トは削除されます。

"%SystemDrive%\Program Files\Loudcloud"

"%SystemDrive%\Program Files\Common Files\Loudcloud"
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エージェン トのアップグレード  - SAクライアン ト

ここでは、 SA クライアン ト を使用して SA エージェン ト をアップグレードする方法について説明します。 SA
エージェン トは管理対象サーバー上で稼働し、 これによってSAはサーバーと通信し、 管理を行います。

詳細については、 サーバーエージェン トの管理 (117ページ) を参照して ください。

1 SAクライアン トのナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] タブを選択します。 デバイスグループと管理対

象サーバーノードが表示されます。

2 管理対象サーバーまたはデバイスグループを、 1つまたは複数選択します。

3 右クリ ックするか [アクシ ョ ン] メニューを選択し、[エージェン トアップグレードの実行] を選択します。

これにより、 エージェン トのアップグレードウィザード と、 選択したサーバーおよびデバイスグループ
が表示されます。

4 サーバーとデバイスグループは、 緑の [+] ボタンで追加、 赤の [-] ボタンで削除できます。

5 デバイスグループを選択した場合、グループのメンバーを決定するタイ ミングを指定できます。[サーバー

グループの計算] で、 次の設定を行います。

• [今すぐ] を選択すると、デバイスグループメンバーシップは、ジ ョ ブの作成時に1度だけ計算されま

す。 したがって、 ジ ョ ブを後で実行した時点でデバイスグループメンバーシップが変更されていて
も、 ジ ョ ブを実行するサーバーは変更されません。 つまり、 実行対象となるサーバーは、 ジ ョ ブの
作成時にデバイスグループに含まれていたサーバーのみになります。

• [実行時] を選択すると、 ジ ョ ブの実行前にグループメンバーシップを再計算します。 ジ ョ ブを定期

実行する場合に指定すると、 ジ ョ ブを実行するたびにデバイスのグループメンバーシップを再計算
できます。

6 [次へ] を選択します。 [オプシ ョ ン] ウィンドウが開きます。

7 実行したい操作を選択します。

• パッケージのステージング: 指定したサーバーにエージェン ト をダウンロード しますが、 アップグ

レードは実行されません。

• アップグレードの実行: 指定したサーバーにエージェン トがダウンロード され (ダウンロード されて

いない場合)、 アップグレードが実行されます。

• アップグレードの確認 : 指定したサーバー上に指定のエージェン トバージ ョ ンがインストールされ

ていることを確認し、 レポート を作成します。

• 実行済みであっても改めて実行したい場合は、 [不要な場合でもステージング /アップグレードを実

行] チェ ックボックスを選択します。

8 インストールしたいエージェン トバージ ョ ンを選択します。 も新しいバージ ョ ンを選択することをお

勧めします。

9 オプシ ョ ンで、 エージェン ト インストーラーの追加パラメーターを指定します。 詳細については、 エー

ジェン ト インストーラーのオプシ ョ ン  (314ページ) を参照して ください。

10 設定の途中で [ジ ョブの開始] を選択すると、 残りの設定にはデフォルトが適用されてジ ョブが実行され

ます。 または、 [次へ] を選択して [スケジュール設定] ウィンドウに進むことができます。

11 このウィンドウでは、 エージェン トのアップグレードジ ョ ブをいつ実行するかを指定します。 [次へ] を
選択すると、 [通知] ウィンドウが開きます。

12 ジ ョブの完了時に電子メールを送信する宛先アドレスと、 受信の条件を指定します。 オプシ ョ ンで、 チ

ケッ ト IDも指定できます。 [次へ] を選択すると、 [ジ ョブステータス] ウィンドウが開きます。

13 [ジ ョブの開始] ボタンと  [ジ ョブのスケジュール] ボタンのいずれかを選択します。 これにより、 ジ ョ ブ

が即時実行されるか、 スケジュールが設定されます。 ウィ ンドウのバナーにジ ョ ブ IDが表示されます。

このジ ョブIDは、 [ジ ョブとセッシ ョ ン] タブでジ ョブを検索する際に使用します。

ジ ョ ブの実行結果は、 どのサーバーでも表示できます。
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14 サーバーで稼働しているエージェン トのバージ ョ ンを確認するには、 SAクライアン トでサーバーを選択

し、 [プロパティ ] を選択します。 [レポート された情報] をスクロールすると、 エージェン トバージョンを

確認できます。詳細については、サーバーについてレポート された情報 (71ページ) を参照して ください。

サーバーがSAクライアン トで到達可能と表示されるまで、 若干時間がかかる場合があります。 この場合、 表

示されるまで待つ方法と、 通信テスト を発行する方法があります。 通信テストにより、 サーバーが到達可能

と表示されるまでにかかる時間を短縮できます。 詳細については、 サーバー通信テストの実行 - SAクライア

ン ト  (134ページ) を参照して ください。

エージェン トのアップグレード コマンド

ここでは、 次の内容について説明します。

• エージェン ト をアップグレードする方法

• エージェン トアップグレードツールを使用する際の前提条件

• 管理対象サーバーでのエージェン トアップグレード

• エージェン トアップグレードツールコマンド

• エージェン トアップグレードツールのオプシ ョ ン

• 例: エージェン トアップグレードツールのオプシ ョ ン

• 例: エージェン トアップグレードツールのコマンドを出力

エージェン ト をアップグレードする方法

ファシリテ ィ内で稼働する Server Automation をアップグレード した場合、 すべての管理対象サーバーのエー

ジェン ト を新しいバージ ョ ンにアップグレードする必要があります。 これにより、 新し く アップグレード さ

れたコアで新機能を使用できるようになります。 

管理対象サーバーのエージェン トバージ ョ ンが古いと、Server Automationの機能はそのまま使用可能ですが、

新しいバージ ョ ンで提供される新機能を使用できな く なる場合があります。 

古いエージェン ト と新機能の互換性については、新バージ ョ ンの『SA リ リースノート』 を参照して ください。

管理対象サーバーのエージェン トは、 次の方法でアップグレードできます。

• エージェン ト インストーラーコマンドを使用して、 個々のサーバーに新しいエージェン ト をインストー

ルします。 エージェン ト インストーラーの使用方法の詳細については、 エージェン トのインストールコ

マンド  (309ページ) を参照して ください。

• エージェン トアップグレードツールを使用して、 複数のサーバーのエージェン ト をアップグレード しま

す。 このツールは、 管理対象サーバーにデプロイされているエージェン ト をアップグレードするツール

であり、 複数のサーバーでスクリプ ト を同時実行できるので、 大規模なエージェン トグループのアップ

グレードでも使用できます。

エージェン トアップグレードツールには、 次のような特徴があります。 

• 柔軟な機能を備えたコマンドラインインタフェースです。 アップグレードするサーバーの選択、 アップ

グレード処理の監視や確認などが可能です。

• 多数の管理対象サーバーでエージェン トアップグレードを同時実行します。

• ユーザーが選択したいUnixシェルで実行できるので、 標準Unixシェルとテス ト処理ツールの機能を利用

できます。

• 任意のファシリテ ィ内で、 Server Automation を実行するサーバーをアップグレード します。 このツール

は、 ファシリテ ィ内でServer Automationにアタ ッチされているOPSHシェルから実行できます。
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OPSHシェルは、 Server Automationでユーザーの認証を行うプログラムであり、 ユーザーが通常使用するUnix

シェル (標準パスワードデータベースで指定) を起動します。エージェン トのアップグレードには、 OPSHシェ

ルを使用します。

エージェン トアップグレードツールを使用する際の前提条件

• プラッ ト フォーム向けのOPSH RPMパッケージを SA ライブラリ内で確認します。 パッケージの名前は、

「OPSWopsh」 で始まります。

• OPSH RPMパッケージをコアサーバーにダウンロード します。 パッケージのダウンロードについては、

『SAユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 の 「パッケージのエクスポート」 を参照して ください。

• コアサーバーにOPSH RPMをインストールします。これにより、OPSHシェルとエージェン トアップグレー

ドツールが/opt/opsware/opsh/binディレク ト リに格納されます。 

• エージェン トのアップグレードには、 アクセス権が必要です。 OPSHシェルを実行する際にSA管理者ユー

ザーとパスワードを指定し、適切なアクセス権でアップグレードを実行できるようにします(パスワード

が必要な場合は、 SA管理者にお問い合わせください)。 

OPSH シェルを起動してエージェン ト アップグレードツールを実行すると、 Server Automation によって

ユーザー名とパスワードが認証されます。

• opsh RPMのインストール先となるサーバーは、way.<ファシリティ ド メイン>を名前解決し、ファシリティ

のコアでコマンドエンジンを実行するホスト を取得する必要があります。 たとえば、 コマンドエンジン

がprod.opsware.comド メイン内のホストで稼働している場合、サーバーはway.prod.opsware.comの

名前解決を行う必要があります。 ファシリティ ド メインは、 コアのインス トール時にユーザーが指定し

ます。 

管理対象サーバーでのエージェン トアップグレード

エージェン ト をアップグレードするには、 次の手順を実行します。

1 opsh RPMをコアサーバーにインストールしたら、rootで次のコマンドを入力し、OPSHシェルを起動します。 

opsh [username@]ファシリティ ド メイン 

次に例を示します。

opsh admin@prod.opsware.com

ファシリティ ド メインの名前解決については、 上記を参照して ください。 opshの詳細については、 エー

ジェン トアップグレードツールコマンド  (324ページ) を参照して ください。 

2 (オプシ ョ ン ) アップグレード前に、 管理対象サーバーで稼働しているエージェン トの情報を取得するに

は、 次のコマンド とオプシ ョ ンを入力します。

opsh_agent query サーバーオプシ ョ ン  

(このコマンドを入力すると、アップグレードの前に、サーバーで稼働しているエージェン トバージ ョ ン

のレポート を表示できます)。 

opsh_agent verify サーバーオプシ ョ ン スケジュールオプシ ョ ン \

エージェン トバージ ョ ン  

(このコマンドを入力すると、アップグレードの前に、管理対象サーバーで稼働しているエージェン トの

バージ ョ ンを確認できます)。

3 特定のサーバーのエージェン ト をアップグレードするには、 次の示すエージェン トアップグレードツー

ルコマンド とオプシ ョ ンを入力します。
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opsh_agent stageサーバーオプシ ョ ン スケジュールオプシ ョ ン \

[--always] エージェン トバージ ョ ン  

(このコマンドを入力すると、アップグレードの前に、エージェン トのパッケージを管理対象サーバーに

ダウンロードできます)。 

opsh_agent upgradeサーバーオプシ ョ ン スケジュールオプシ ョ ン \

[--always] エージェン トバージ ョ ン

4 (オプシ ョ ン ) エージェン トアップグレードのステータスを表示するには、 次のコマンド とオプシ ョ ンを

入力します。

opsh_agent review セッシ ョ ンID

エージェン トアップグレードツールコマンド

• opsh [username@]ファシリテ ィ ド メイン 

このコマンドを実行すると、OPSHシェルが起動し、指定のド メインで稼働しているSAファシリテ ィに対

してユーザー名が認証されます。 

ユーザー名を指定しない場合、 現在ログインしているユーザー名が使用されます。 OPSH シェルにより、

パスワードのプロンプ トが表示されます。 

新しいUnixシェル (指定のSAコアド メインにアタ ッチ) が起動します (使用するUnixシェルは、ユーザーの

パスワードデータベースで指定されています)。

• opsh_agent query サーバーオプシ ョ ン

このコマンドは、 opshコマンドで起動したOPSHシェルから実行して ください。

このコマンドは、 モデルリポジト リのデータをチェ ックすることにより、 指定したサーバーのエージェ

ン トバージ ョ ンとステージングステータスを照会します。 

サーバーのデバイスID、 IPアドレス、現在のエージェン トバージ ョ ン、ステージングステータスが、サー

バーごとに1行ずつstdoutに出力されます。

サーバーの指定には、 --device、 --customer、 --facility、 --osの各オプシ ョ ンを使用します。

• opsh_agent stage サーバーオプション スケジュールオプション \

[--always] エージェントバージョン

このコマンドは、 opshコマンドで起動したOPSHシェルから実行して ください。

このコマンドは、 指定した各サーバーのエージェン トに対して、 指定したエージェン トバージ ョ ンをソ

フ トウェアリポジト リからダウンロードするように指示します。

ダウンロードが成功すると、ステージングステータスがサーバーのモデルリポジト リに書き込まれます。 

--alwaysオプシ ョ ンを指定すると、 このコマンドをすでに実行している場合でも  (モデルリポジト リに

記録) サーバーにパッケージがダウンロード されます。

サーバーのデバイス ID、 IPアドレス、 正否を示すインジケーターが、 サーバーごとに1行ずつstdoutに出

力されます。 

サーバーの指定には、 --server、 --customer、 --facility、 --osの各オプシ ョ ンを使用します。

セッシ ョ ンが開始され、 セッシ ョ ン IDが表示されます。 この IDは、 後で処理内容をレビューする際に使

用します。 セッシ ョ ン IDが表示されたら、 [CTRL]+[C] キーと opsh_agent reviewコマンドで、 セッ

シ ョ ンをレビューできます。

• opsh_agent upgrade サーバーオプション スケジュールオプション \

[--always] エージェントバージョン
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このコマンドは、 opshコマンドで起動したOPSHシェルから実行して ください。

このコマンドは、指定した各サーバーに対して、指定したバージ ョ ンへのアップグレードを指示します。

必要なパッケージがサーバーにダウンロード されていない場合 (opsh_agent stageコマンドを入力 )、

ソフ トウェアリポジト リからパッケージがダウンロード されます。 

アップグレードが成功すると、 パッケージはサーバーから削除され、 ステージングステータスがモデル

リポジト リから削除されます。 

指定したバージ ョ ンのエージェン トが管理対象サーバーにすでにインス トールされている場合でもアッ

プグレードを行いたい場合は、 --alwaysオプシ ョ ンを指定します ( モデルリポジ ト リには、 サーバー

エージェン トのアップグレードが記録されています)。 

サーバーのデバイス ID、 IPアドレス、 正否を示すインジケーターが、 サーバーごとに1行ずつstdoutに出

力されます。 

サーバーの指定には、 --server、 --customer、 --facility、 --osの各オプシ ョ ンを使用します。

セッシ ョ ンが開始され、 セッシ ョ ン IDが表示されます。 この IDは、 後で処理内容をレビューする際に使

用します。 セッシ ョ ンIDが表示されたら、 [CTRL]+[C] キーとopsh_agent reviewコマンドで、 セッシ ョ

ンをレビューできます。

• opsh_agent verify サーバーオプション スケジュールオプション \

エージェントバージョン

このコマンドは、 opshコマンドで起動したOPSHシェルから実行して ください。

このコマンドは、 指定した各サーバーで指定したバージ ョ ンのエージェン トが実行されていることを確

認します。

サーバーのデバイス ID、 IPアドレス、 バージ ョ ンの状態 (OLD、 NEW、 CURRENT)、 サーバーで実際に稼働

中のエージェン トバージ ョ ンが、 サーバーごとに1行ずつ表示されます。

サーバーの指定には、 --server、 --customer、 --facility、 --osの各オプシ ョ ンを使用します。

セッシ ョ ンが開始され、 セッシ ョ ン IDが表示されます。 この IDは、 後で処理内容をレビューする際に使

用します。 セッシ ョ ンIDが表示されたら、 [CTRL]+[C] キーとopsh_agent reviewコマンドで、 セッシ ョ

ンをレビューできます。

• opsh_agent review セッションID

このコマンドは、 opshコマンドで起動したOPSHシェルから実行して ください。 初にコマンドを実行

したOPSHシェルとは別のシェルからも実行できます。

このコマンドにより、 コマンドエンジンで実行中のopsh_agent stage、 opsh_agent upgrade、

opsh_agent verifyのいずれかのセッシ ョ ンにアタ ッチします。 [CTRL]+[C] キーを押してコマンドを終

了しなかった場合と同じ内容が stdout に出力されます。 セッシ ョ ンが完了すると、 セッシ ョ ンの完了時

に表示される結果と同じ内容が表示されます。

エージェン トアップグレードツールのオプシ ョ ン

サーバーオプシ ョ ン: --server|-S <サーバー > --customer|-C <カスタマー > 

--facility|-F <ファシリティ > --os|-O <OS> 
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--customer、 --facility、 --osのオプシ ョ ンを複数指定した場合、 すべてのオプシ ョ ンに一致するサー

バーのみが選択されます。 --serverオプシ ョ ンで指定したサーバーが、 --customer、 --facility、 --os

の各オプシ ョ ンの組み合わせで指定されたリストに追加 (または削除) されます。  

スケジュールオプシ ョ ン: --when|-W <開始日時> --until|-U <終了日時>  

表32 エージェン トアップグレードのツールで指定できるオプシ ョ ン

長いオプシ ョ ン

短い

オプシ ョ ン 値 説明

--server -s <サーバー > デバイス ID、 IP アドレス、 システム名で指定したサー

バー。

--customer -C <カスタマー > カスタマー IDまたは名前で指定したカスタマーに関連

付けられているすべてのサーバー。

--facility -F <ファシリティ > ファシリテ ィ IDまたは名前で指定したファシリテ ィ内

にあるすべてのサーバー。

--os -O <OS> OS 名で指定したオペレーテ ィ ングシステムを実行す

るすべてのサーバー。

表33 スケジュールオプシ ョ ン

長いオプシ ョ ン

短い

オプシ ョ ン 値 説明

--when -W <開始日時> 操作のステージ、 アップグレード、 確認、 テストの開

始日時を次の形式で指定します。

MM/DD/YYY-HH:MM

--whenオプシ ョ ンを指定すると、操作は指定の時刻に

開始しますが、 セッシ ョ ン IDが表示されてコマンドは

すぐに戻ります。 

操作のスケジュールを設定した場合には、操作の完了

後にreviewコマンドで結果を確認できます。

--whenオプシ ョ ンを指定しない場合、操作はすぐに開

始され、 コマンド出力が表示されます。

--until -U <終了日時> 操作のステージ、 アップグレード、 確認、 テストの終

了時刻を次の形式で指定します。 

MM/DD/YYY-HH:MM

--untilオプシ ョ ンを指定すると、 指定した時刻に操

作は停止します。 その時点で処理を完了していない

サーバーがあっても、サーバーを整合した状態にする

ために、指定の日時が経過してもセッシ ョ ンの実行を

継続する場合があります。
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その他のオプシ ョ ン: --ip|-I --always|-A --parallel|-P --theword|-T  

例: エージェン トアップグレードツールのオプシ ョ ン  

次の表では、 エージェン トアップグレードツールの実行例を示します。  

例: エージェン トアップグレードツールのコマンドを出力

# cd /opt/OPSWopsh/bin

# ./opsh admin@prod.opsware.com

admin@prod.opsware.com's password:

#

# ./opsh_agent verify --os "SunOS*" 14a.2.12.18

Session 37802500101L

Device ID Name/IP address Version Result Status Reason

410101L core2-1.prod.opsware.com  14a.2.12.18 CURRENT SUCCESS

表34 その他のオプシ ョ ン

長いオプシ ョ ン

短い

オプシ ョ ン 値 説明

--ip -I (なし ) ホスト名ではな く IPアドレスを表示します。

--always -A (なし ) 新バージ ョ ンのステージングまたはアップグ

レードであっても、常にステージングまたはアッ

プグレードを行います。

--parallel -P <同時実行数> 同時実行できるコマンドの 大数。

(推奨されるデフォルト値は10です)。

--theword -T <ホスト名> サーバーからソフ ト ウェアリポジ ト リに通信す

る際に使用するホスト名またはIPアドレス。

表35 エージェン トアップグレードツールのオプシ ョ ンの例

例 説明

--server 1,2 サーバー 1と2を選択します。

--facility Y,Z ファシリテ ィ Y と Z に含まれるすべてのサーバー (すべて

のカスタマー ) を選択します。

--customer -A,-B --facility Z カスタマー Aと Bが所有するサーバーを除外し、 ファシリ

テ ィ Z内のサーバーをすべて選択します。

--server 1,2,-3,-4 --customer A,B 
--facility Y,Z

サーバー 1と2、 ファシリテ ィ YまたはZ内にあり、 カスタ

マー A またはB が所有するすべてのサーバーを選択しま

す。 ただし、 サーバー 3と4は除外します。

--server 1,-2 --customer A,B 
--facility -Y,-Z --os SunOS 5.8

サーバー1、カスタマー AまたはBが所有し、ファシリテ ィ

YまたはZを除外して、 OSがSolaris 5.8のすべてのサーバー

を選択します。 ただし、 サーバー 2は除外します。
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^C

Interrupted review of running session 37802500101L

Use review 37802500101L command anytime to review session status

#

# ./opsh_agent review 37802500101L

Session 37802500101L

Device ID Name/IP address Version Result Status Reason

410101L d033.prod.opsware.com 14a.2.12.18 CURRENT SUCCESS

670101L dhcp-174.prod.opsware.com 14a.2.12.16 OLDER SUCCESS

1460100L emb218-37.manu.opsware.com 14a.2.12.18 CURRENT SUCCESS

20100L f001.manu.opsware.com 14a.2.12.18 CURRENT SUCCESS

10100L f002.manu.opsware.com 14a.2.12.21 NEWER SUCCESS

210100L m022.manu.opsware.com 14a.2.12.18 CURRENT SUCCESS

Session 37802500101L completed.

エージェン トのアップグレード  - SA Webクライアン ト

エージェン トのアップグレードには、 SA Webクライアン トは使用できません。 エージェン トのアップグレー

ドには、 SAクライアン ト を使用して ください。 手順については、 エージェン トのアップグレード  - SAクライ

アン ト  (321ページ) を参照して ください。

SAには、 エージェン ト を古い 3つのバージ ョ ンからアップグレードできるカスタム拡張 (AgentUpgrade) が付

属します。 

このカスタム拡張には、 カスタム拡張の実行ウィザードからアクセスします。 このウィザードでは、 実行す

るカスタム拡張の選択、 拡張で必要な入力データの指定、 拡張の実行に必要なデータの検証、 拡張の実行、

ジ ョ ブの実行結果の表示またはダウンロードが可能です。 カスタム拡張を実行すると、ジ ョ ブは [My Jobs] に

表示されます。 

カスタム拡張の実行ウィザードにアクセスするには、 ユーザーを Opsware拡張のアクセス権を持つユーザー

グループに割り当ててお く必要があります。 このアクセス権を持つユーザーは、 SA Webクライアン トにおい

て、 権限を持つサーバー上で任意のカスタム拡張を実行可能になります。

カスタム拡張を実行できるユーザーであれば、エージェン トアップグレードのカスタム拡張も実行できます。 

エージェン トアップグレードのカスタム拡張は、 新でないエージェン トのみをアップグレード します。 し

たがって、 サーバーグループでカスタム拡張を再実行しても、 新バージ ョ ンのエージェン トがすでに稼働

しているサーバーには影響を与えません。 

カスタム拡張によるエージェン トアップグレード

エージェン トアップグレードのカスタム拡張を実行するには、 次の手順を実行します。

1 SA Webクライアン トのホームページで、 [Tasks] ペインにある [Run Custom Extensions] リンクをクリ ック

します。

または

ナビゲーシ ョ ンパネルで、[Servers] > [Manage Servers] をクリ ックします。[Manage Servers] リス トが開き

ます。 カスタム拡張を実行したいサーバーを選択し、 [Tasks] から  [Run Extension] を選択します。
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カスタム拡張の実行ウィザードが起動します。

2 「AgentUpgrade」 カスタム拡張を選択し、 [Next] をクリ ックします。 

[Manage Servers] リス トでサーバーを選択していない場合、 [Select Servers] ページが表示されます。

3 プロンプ トが表示されたら、 カスタム拡張を実行したいサーバーまたはサーバーグループを選択して

[Next] をクリ ックします。 カスタム拡張を実行したいサーバーは、 リス トから選択するか、 検索するこ

とができます。 

エージェン トアップグレードの設定ページが表示されます (図87を参照)。

図87 エージェン トアップグレードのカスタム拡張の設定ページ   

4 カスタム拡張の設定を指定し、 [Next] をクリ ックします。 

• 実行したいエージェン トアップグレードのアクシ ョ ンを選択します。 

— Stage Package: エージェン ト インストーラーパッケージ (バイナリ ) をダウンロード しますが、

エージェン トのアップグレードは実行しません。 

— Perform Upgrade: ステージングをまだ行っていない場合には、 エージェン ト インストーラー

パッケージ (バイナリ ) をダウンロード して、 指定のエージェン トバージ ョ ンにサーバーをアッ

プグレード します。 ステージングをすでに行っている場合には、 ステージングしたバージ ョ ン
のエージェン ト インストーラーパッケージを使ってエージェン トバージ ョ ンをアップグレード
します。

— Verify Upgrade: すべてのサーバーが、 選択したエージェン トバージ ョ ンを稼働しているかどう

かをチェ ックします。

• アップグレードするエージェン トバージ ョ ンを選択します。 ソフ トウェアリポジト リ内で利用可能

なエージェン トバージ ョ ンがすべて表示されます。 デフォルトでは、 ソフ トウェアリポジト リ内に
ある 新バージ ョ ンが選択されます。 

• エージェン ト インストーラーに渡すパラメーターがあれば入力します。 エージェン トアップグレー

ドのカスタム拡張では、 入力したパラメーターを検証しません。 このフ ィールドに入力できるパラ
メーターについては、 エージェン ト インストーラーのオプシ ョ ン  (314ページ) を参照して ください。

• 現在稼働しているエージェン トのバージ ョ ンと指定したバージ ョ ンが同じ、 または現在のエージェ

ン トの方が新しい場合に、 エージェン トのアップグレードを実行するかどうかを指定します。 

確認画面が開き、 選択したオプシ ョ ンが表示されます。 

5 入力した内容と、 エージェン トアップグレードのカスタム拡張の実行対象として選択したサーバーを確

認して く ださい (サーバーをリス トから削除するには、 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。 [Show
remaining servers] リンクをクリ ックすると、 選択したサーバー全体が表示されます)。
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6 [Next] をクリ ックします。 

7 [Schedule and Notify] ページでは、 次のオプシ ョ ンを指定できます。 

• 通知: [Condition] オプシ ョ ンを選択し、操作が完了した時点で送信する電子メールのパラメーターを

設定します。 電子メールの送信条件としては、 操作の終了時、 操作が失敗した場合、 操作が成功し

た場合のいずれかを選択できます。 また、 [Recipients] フ ィールドの横にあるプラス記号 (+) ボタン

をクリ ックすると、 電子メールの受信者を追加できます。 

• スケジュール: すぐに電子メールを送信する場合は [Run Now]、 指定した日時に送信する場合は 

[Specify Time] を選択します。 

サーバーグループで実行するジ ョ ブのスケジュール設定では、グループのメンバーを
決定する方法を指定できます。動的サーバーグループは、稼働環境の変化に応じてメ
ンバーも変化します。ほかのオプシ ョ ンを表示するには、 「更新ジ ョ ブの実行の許可」
アクセス権が必要です。 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択して ください。 

— オプシ ョ ン1: 「選択内容を確認した時点」 で、 グループのメンバーを決定します。 ジ ョ ブの実

行対象は、ジ ョブのスケジュールを指定した時点でグループに含まれてたサーバーになります。

したがって、グループメンバーシップを変更しても、変更内容は、ジ ョ ブの実行対象となるサー

バーのリストに反映されません。 

— オプシ ョ ン2: ジ ョブの実行時に、メンバーが更新されます。このオプシ ョ ンを選択すると、ジ ョ

ブの実行前にグループメンバーシップを再計算します。 したがって、 グループメンバーシップ

を変更すると、 変更内容は、 ジ ョ ブの実行対象となるサーバーのリストに反映されます。

ジ ョ ブのスケジュール設定で使用する時刻には、 ユーザーが指定したタ イムゾーンが適用されます ([My

Profile] で変更可能 )。 タイムゾーンが設定されていない場合、 SA コアサーバーのタイムゾーンが適用されま

す (通常はUTC)。 

8 [Run] をクリ ックすると、 カスタム拡張ウィザードが起動します。

ジ ョ ブを選択している場合は、カスタム拡張を実行しているサーバーの進行状況バーが表示されるので、

ジ ョ ブの進行状況を確認できます。 

9 カスタム拡張が完了したら、 [View Details] をクリ ックすると結果が表示されます。 カスタム拡張の結果

ウィンドウが開き、 サマリーと詳細情報がタブごとに表示されます。 
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デフォルトで [Summary] タブが表示されます。

図88 エージェン トアップグレードのカスタム拡張の [Details] ウィンドウにある  [Summary] タブ 

[Details] タブには、選択したサーバーが1行ごとに表形式で表示されます。この表には、次の列があります。 

• Name: サーバーの名前 

• Agent Version: カスタム拡張の完了後にサーバーで稼働しているエージェン トバージ ョ ン

• Reason: 実行した操作が失敗した場合の理由

• Result: (確認の場合) 確認の結果を示します。

— OLDER: サーバー上のエージェン トの方が、 選択したバージ ョ ンよりも古い

— UP TO DATE: サーバー上のエージェン トは 新バージ ョ ン
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• Status: コマンドの終了ステータス (成功または失敗)

図89 エージェン トアップグレードの [Custom Extension Results] ウィンドウにある  [Details] タブ  

10 ウィンドウを閉じるには、 [閉じる ] をクリ ックします。 

ウィザードが完了したら、 [My Jobs] (ホームページまたはナビゲーシ ョ ンペインからアクセス可能) でカ

スタム拡張の進行状況を確認できます。 カスタム拡張ジ ョ ブは、 「Run Custom Extension」 という名前で

表示されます。 名前のリンクをクリ ックすると、 実行された拡張を確認できます。 

[My Jobs] の詳細については、サーバー管理のスケジュール設定と通知 (220ページ) を参照して ください。
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付録C Global Shellユーティ リテ ィの構文
aaaユーティ リテ ィ

aaaユーティ リテ ィは、 OGFSを使用する操作について、 アクセス権の割り当てと取り消しを行います。 たと

えば、 aaaユーティ リテ ィ を使用して readServerFilesystem操作のアクセス権を付与されたユーザーは、

SAクライアン ト内にあるサーバーのファイルシステムを参照できるようになります。aaaユーティ リテ ィは、

管理者ユーザーグループに所属するユーザーのみが実行できます。

aaaユーテ ィ リテ ィによって割り当てまたは取り消しを行ったアクセス権は、 OGFSの/opsw/Permissions

ディレク ト リに保存されます。ディ レク ト リの詳細な内容については、 /opsw/Permissionsディレク ト リ  (351

ページ) を参照して ください。

aaaの構文

次に、 aaaユーティ リテ ィの構文を示します。

aaa shell-perm (grant | revoke) -o 操作 [-u ユーザーグループ]

[-f ファシリテ ィ | -c カスタマー | -g デバイスグループ [-s | -l ログイン]]

表36は、 コマンドオプシ ョ ンを示します。 表37は、 aaaユーティ リテ ィで付与または取り消しできる操作を

示します。  

表36 AAAのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-o 操作 アクセス権の付与または取り消しの対象となる操作。 指定可能な値に

ついては、 表37の操作の列を参照して ください。

-u ユーザーグループ アクセス権付与の対象となるSAユーザーグループ。 現在の作業ディレ

ク ト リに基づいて推定されます。推定できない場合は、ユーザーグルー

プを指定して く ださい。

-f ファシリテ ィ ファシリテ ィの名前、 ID、 パス。 次に例を示します。

/opsw/Facility/Chicago

指定したファシリテ ィ内にあるすべてのサーバーにアクセス権が付与

されます。

-c カスタマー カスタマーの名前、 ID、 パス。 次に例を示します。

/opsw/Customer/Alpha

指定したカスタマーに所属するすべてのサーバーにアクセス権が付与

されます。
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aaaの実行ルール

aaaユーティ リテ ィでは、 次の使用ルールが推奨されています。

• サーバーで実行する操作の場合、 -f、 -c、 -gのいずかのオプシ ョ ンが必要です。

• ベストプラクテ ィスと して、 アクセス権を付与する際には、 必要 小限のサーバーのみに付与するよう

にして ください。これは、-cオプシ ョ ンまたは-fオプシ ョ ンを指定するときに特に重要です。たとえば、

Chicagoファシリテ ィ内のすべてのサーバーに、loginToServerをrootで実行するアクセス権を付与し

たい場合、-fオプシ ョ ンを使用すれば、特定のファシリテ ィ内にあるすべてのサーバーを選択できます。

ただし、 この指定ではWindowsサーバーも含まれる可能性がありますが、 rootユーザーはWindowsサー

バー上には存在しないので、 この指定は適切だとはいえません。 このような場合にはパブリ ックデバイ
スグループを作成し、 Chicagoファシリテ ィ内でUnixオペレーティングシステムを稼働するサーバーの

みを含めるようにします。

• -f、 -c、 -gのいずれかを指定する場合には、 -sまたは-lも指定する必要があります。 -sと-lのどちら

を選択するかは、 組織で適用されるポリシーによって異なります。 ユーザーが汎用ユーザー名 (rootな
ど ) で管理対象サーバーにログインする場合には、 -l オプシ ョ ンを指定して く ださい。 また、 特定のSA
ユーザー名を使って管理対象サーバーにログインする場合には、 -sオプシ ョ ンを指定して ください。

• -fと-cの各オプシ ョ ンも指定が可能ですが、アクセス権はデバイスグループに基づいて定義することを

お勧めします。

• revokeは、すでに付与されているアクセス権を取り消すためのコマンドです。 したがって、付与されて

いないアクセス権を取り消すことはできません。

• また、 revokeコマンドは、 指定したユーザーグループのみのアクセス権を取り消します。 したがって、

複数のユーザーグループのアクセス権が付与されている場合、 1 つのユーザーグループのアクセス権を

取り消しても、 残りのアクセス権で許可されている操作は実行可能です。 たとえば、 あるユーザーが2
つのユーザーグループに所属し、 両方のユーザーグループにlaunchGlobalShellアクセス権が付与さ

れていると します。 このアクセス権が1 つのユーザーグループから削除されたとしても、 このユーザー

にはlaunchGlobalShellアクセス権が付与されたままになります。

aaaの例

次の例では、Advanced Usersグループに所属するすべてのメンバーに、 Global Shellセッシ ョ ンを開く アクセ

ス権を付与しています。

aaa shell-perm grant -o launchGlobalShell \

-g デバイスグループ パブリ ックデバイスグループの名前、 ID、 パス。 次に例を示します。 
/opsw/Group/Public/Unix Servers
指定したグループに所属するすべてのサーバーにアクセス権が付与さ
れます。 デバイスグループを名前で指定する場合、 次の部分は省略し
ます。
/opsw/Group/ 

-l ログイン -f、 -c、 -gのいずれかのオプシ ョ ンで指定したサーバーのログインア

カウン ト。 たとえばUnixサーバーの場合、 ログインにはUnixサーバー

名を指定します。 マルチバイ ト文字のログインアカウン ト名はサポー
ト されません。

-s サーバー (-f、 -c、 -gのいずれかで指定) のログインアカウン トは、 SA
ユーザー名と同じです(-sを指定すると、アクセス権を再帰的に定義し

たものとみなされます)。

表36 AAAのオプシ ョ ン （続き）

オプシ ョ ン 説明
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-u ‘Advanced Users’

次のコマンドは、 Advanced Usersグループのメンバーに対して、 Unixサーバーのrootと してファイルシス

テムを表示する権限を与えます。

aaa shell-perm grant -o readServerFilesystem \
-u 'Advanced Users' -g 'Public/All Unix Servers' -l root

次の例は、Unix Adminユーザーグループの全メンバーに対して、Public/Trading Serversデバイスグルー

プ内のすべてのサーバーにrootと してログインする権限を与えます。

aaa shell-perm grant -o loginToServer -u ‘Unix Admin’\
-g ‘Public/Trading Servers’ -l root

次の例は、 Advanced Usersグループに対して、 Acme Incカスタマーに関連付けられているサーバー上で

rootと してコマンドを実行する権限を与えます。

aaa shell-perm grant -o runCommandOnServer \
-u ‘Advanced Users’ -c ‘Acme Inc’ -l root

次の例は、 Unix Adminユーザーグループから、 Public/Unix Serversという名前のデバイスグループに所

属するサーバーにログインする権限を取り消しています。 -lオプシ ョ ンを指定していないので、 すべてのロ

グインに適用されます。 

aaa shell-perm revoke -o loginToServer -u ‘Unix Admin’\
-g ‘Public/Unix Servers’

次の例は、 Oracle Usersグループに対して、 Oracle Serversデバイスグループに所属するサーバーに

oracleユーザーでログインする権限を付与します。 たとえば、 SAユーザーである joeが Oracle Usersグ

ループに所属している場合、 サーバーユーザー oracleでのログインが可能になります。

aaa shell-perm grant -u ‘Oracle Administrators’ \
-o loginToServer -g ‘/opsw/Group/Public/Oracle Servers’ \
-l oracle

次の例では、 -lオプシ ョ ンではな く -sオプシ ョ ンを指定しています。 これによってOracle Usersグループ

は、 Oracle Serversデバイスグループに所属するサーバーに、 SAユーザー名と一致するログイン名でログ

インできるようになります。 たとえば、 SAユーザーであるjoeが Oracle Usersグループに所属している場

合、 サーバーユーザー joeでのログインが可能になります。

aaa shell-perm grant -u ‘Oracle Administrators’ \
-o loginToServer -g ‘/opsw/Group/Public/Oracle Servers’ -s

Global Shellの操作 (アクセス権)

SAユーザーがGlobal Shell内で実行できるアクシ ョ ンは、 aaaユーティ リテ ィで指定する操作によって決まり

ます。ほとんどの操作 (readServerFilesystemなど) は、管理対象サーバーとログインのいずれの単位でも

割り当てが可能です。 ログインとは、 管理対象サーバー上のユーザー名であり、 Windowsの管理者ユーザー

やUnixのrootなどがあります。

ログインは、 プラッ ト フォーム (オペレーティングシステム) ごとに固有ではありません。 たとえば、 ファイ

ルシステムを root と して読み出すアクセス権を指定すると、 プラッ ト フォームに関係な く、 ファイルのサブ

ディ レク ト リの下にrootが表示されます。SAクライアン トのサーバーエクスプローラーでは、サーバーのファ

イルシステムへのアクセスが許可されているログイン名が表示されます。

操作は、 OGFSの/opsw/Permissionsディレク ト リに一覧表示されます。
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表37は、 Global Shellのサーバー操作をまとめています。 「サーバー」 列は管理対象サーバーのグループに割

り当て可能な操作、 「ログイン」 列はログイン  (ユーザー ) ごとに割り当て可能な操作です。 

表37 Global Shellの操作

操作

(アクセス権) 説明 サーバー ログイン

launchGlobalShell Global Shellを起動します。 不可 不可

loginToServer Unixサーバーでシェルセッシ ョ ンを開きます。

SAクライアン トでは、 リモート ターミナル機能

を使用してUnixサーバーでターミナルウィンド

ウを開きます。

可 可

readServerComplus 指定のログインで、 COM Plusオブジェク ト を読

み出します。 SAクライアン トでは、サーバーエ

クスプローラーを使用して、 Windowsサーバー

上のオブジェク ト を表示します。

可 可

readServerFilesystem 指定のログインで、管理対象サーバーを読み出
します。 SAクライアン トでは、サーバーエクス

プローラーを使用して、 管理対象サーバーの
ファイルシステムを表示します。

可 可

readServerMetabase 指定のログインで、 IISメ タベースオブジェク ト

を読み出します。 SA クライアン ト では、 サー

バーエクスプローラーを使用して、 Windows
サーバー上のオブジェク ト を表示します。

可 可

readServerRegistry 指定のログインで、 レジスト リファイルを読み
出します。 SAクライアン トでは、サーバーエク

スプローラーを使用してWindowsレジスト リを

表示します。

可 可

relayRdpToServer Windows サーバーで RDP セッ シ ョ ンを開きま

す。 SAクライアン トでは、 リモート ターミナル

機能を使用して、 WindowsサーバーのRDP クラ

イアン トウィンドウを開きます。

可 不可

runCommandOnServer コマン ドまたはスク リプ トが存在する管理対
象サーバーで、 rosh 操作を使用してコマン ド

またはスクリプ ト を実行します。 SAクライアン

トでは、サーバーエクスプローラーを使用する
場合のWindowsサービスで使用されます。

可 可

runTrustedOnServer Server Automation が内部使用する操作なので、

使用しないで く ださい。Server Automationは、/
opsw/Script/Shared内のスク リ プ ト でこの

操作を使用する こ とによ って所定の Server
Automation 機能を実装し ます。 これは Server
Automationに付属するスクリプ トであり、 ユー

ザーによる作成や変更はできません。 

可 可

writeServerFilesystem 指定のログインで、管理対象サーバー上のファ
イルを変更します。 SAクライアン トでは、サー

バーエクスプローラーを使用して、 管理対象
サーバーのファイルシステムを変更します。

可 可
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ROSHユーティ リテ ィ

リモート SAシェル (rosh) とは、管理対象サーバーでプログラムをリモート実行するためのクライアン ト接続

を行う コマンドです。 roshコマンドは、 Global Shellセッシ ョ ン内から呼び出します。 

roshの構文

roshコマンドをサーバーで実行する場合、 次の構文を使用します。

rosh (-n サーバー名 | -i サーバー ID)[-d ディレク ト リ] [-l ログイン名]

[-s] [-t | -T] [コマンド [引数 ...]]

roshコマンドをネッ トワークデバイスで実行する場合、 次の構文を使用します。

rosh (-n デバイス名 | -i デバイスID) [-N] [-C コ メン ト]

[-L] [-P パラメーター ] [-s] -[-V 変数] [コマンド [引数 ...]]

表38では、 上記の構文で使用できるroshのオプシ ョ ンをまとめます。    

表38 roshのオプシ ョ ンとコマンド

オプシ ョ ン 説明

-C コ メン ト ネッ トワークスクリプ ト呼び出しのログに関するコマンド。

-d ディレク ト リ リモートサーバー上で作業ディレク ト リ  (パス) を設定します。 デフォルトは、 リ

モートユーザーのホームディレク ト リです。

-i サーバー ID サーバーを IDで指定します。 このIDには、 /opsw/.Server.IDディレク ト リに存

在するIDを指定する必要があります。

-l ログイン名 リモートサーバーで操作を実行するリモートユーザーのログイン名を指定しま

す。 このログイン名には、 /opsw/Serverディ レク ト リに存在するログイン名を

指定する必要があります。

-L ネッ トワークスクリプ ト を1行ずつ実行します。

-m ネッ トワークデバイスモード。

-n サーバー名 サーバーを名前で指定します。 このサーバー名には、 /opsw/Serverディ レク ト

リに存在するサーバー名を指定します。

-N -i または -nの各オプシ ョ ンを指定すると、 サーバーではな くネッ トワークデバイ

スを参照します。

-P パラメーター 高度なネッ トワークスクリプ トのパラメーター。

-r RDPデータを管理対象サーバーにリレーします (Windows)。

-s スクリプト名 保存されたスク リプ トの名前と してコマン ド を処理します。 このスク リプ ト名

は、 リモートサーバーに送信され、 そこで実行されます。

-t リモートセッシ ョ ンを疑似ターミナルで強制実行します (Unixサーバーのみ)。

-T リモートセッシ ョンを疑似ターミナルなしで強制実行します (Unixサーバーのみ)。

-V 引数 ネッ トワークコマンドまたは高度なスクリプ トの変数。
Global Shellユーティ リテ ィの構文 337



roshの実行ルール

roshプログラムの実行では、 次のルールが適用されます。

• 管理対象サーバーへのログインまたはプログラム実行では、-nオプシ ョ ンまたは-iオプシ ョ ンを指定し

ます。 指定できるオプシ ョ ンは1つのみですが、 両方指定した場合は-iオプシ ョ ンが優先されます。

• -n、 -i,、 id のいずれのオプシ ョ ンも指定しない場合、 作業ディレク ト リが次のレベル以下であれば、

管理対象サーバーの推定が可能です。 

/opsw/Server/.../server-name/

または

/opsw/.Server.ID/server-id/

• -rを指定すると、 他のオプシ ョ ン  (ただし-nと-iを除く ) は指定できません。

• -lを指定しない場合、 作業ディレク ト リが次のレベル以下であれば、 ログイン名の推定が可能です。

/opsw/Server/.../server-name/files/login-name/

または

/opsw/.Server.ID/server-id/files/login-name/

• -sを指定し、コマンドでスクリプ トが保存された共有スクリプ ト を指定し、さらにsetuidポリシーが指

定されている場合、 -lで指定するログイン名はオーバーライ ド されます。 この場合、 -lオプシ ョ ンは省

略されることがあります。 スクリプ トは、 /opsw/Script/Sharedに格納されています。

• 作業ディレク ト リがサーバー /files/ ログイン名の下にはな く、 -d を指定しない場合、 cwdpathのデ

フォルトは、 ログイン名のホームディ レク ト リになります。 デフォルト をホームディレク ト リに設定す

るには、 -lの指定が必要です。

• ネッ トワークスクリプ トの場合、現在の作業ディレク ト リがOFGSのネッ トワークデバイスディ レク ト リ

より下位にあると、 -N、 -n、 -iでデバイスを指定する必要はありません。 ネッ トワークデバイスは、 現

在の作業ディレク ト リによって暗黙的に指定されます。

• ネッ トワークスクリプ トの場合、スクリプ トの完全パスを指定しないと、roshはNETWORK_SCRIPT_PATH

環境変数で指定した検索パスを使用します。 この環境変数が設定されていない場合、 roshは次のディレ

ク ト リ内でスクリプ ト を検索します。

/opsw/Script/Network/Command/
/opsw/Script/Network/Diagnostic/
/opsw/Script/Network/Advanced/

-w 秒 非アクテ ィブ状態のタイムアウト。

-W 秒 全体のタイムアウト。

コマンド 

[変数 ...]

プログラムまたは保存されたスクリプ ト を実行します。

表38 roshのオプシ ョ ンとコマンド （続き）

オプシ ョ ン 説明
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roshの操作

roshは、 管理対象サーバーでプログラムをリモート実行するためのクライアン ト接続を確立します。 SA
Global Shellでは、 roshは次の操作モードで動作します。

• jump: この操作モードでは、管理対象サーバー上の疑似ターミナルでシェルセッシ ョ ンが開始されます。

このモードが有効になるのは、 -sオプシ ョ ンを指定しない場合と、 コマンドやスクリプ ト を指定しない

場合です。このモードを使用するには、管理対象サーバー上での loginToServerアクセス権が必要です。

• reach: 管理対象サーバーのプラッ ト フォーム ( オペレーティングシステム ) のネイティブコマンドをリ

モート実行します。 このモードは、 コマンドを指定した場合に有効になります。 このモードを使用する
には、 管理対象サーバー上でのrunCommandOnServerアクセス権が必要です。

• push: この操作モードでは、 管理対象サーバーでスクリプ ト をリモート実行します。 roshはスクリプ ト

をOGFSに保存し、 管理対象サーバーに送信します。 このモードを使用するには、 管理対象サーバー上で

のrunCommandOnServerアクセス権が必要です。

roshの例

次に、 上記で説明した操作モードの例を示します。 例では、 次のパスのpsiという名前のSAユーザーを使用

します。

/opsw/Server/@/salish.snv1.corp.opsware.com/files/root/etc

[psi@m168 etc](538) $ uname -n; id; pwd
m168.dev.opsware.com
uid=59796(psi) gid=59796(psi) groups=59796(psi) 
/opsw/Server/@/salish.snv1.corp.opsware.com/files/root/etc

roshのjumpコマンドは、 管理対象サーバーに関して次の情報を表示します。

[psi@m168 etc](539) $ rosh
[root@salish etc]# uname -n; id; pwd 
salish.snv1.corp.opsware.com
uid=0(root) gid=0(root) 
groups=0(root),1(bin),2(daemon),3(sys),4(adm),6(disk),10(wheel),12(mail),7(lp),
4(adm),9(kmem),6(disk),5(tty),3(sys),2(daemon),8(mem)
/etc
[root@salish etc]# logout

roshのreachコマンドは、 管理対象サーバーに関して次の情報を表示します。

[psi@m168 etc](541) $ rosh "uname -n; id; pwd" 
salish.snv1.corp.opsware.com
uid=0(root) gid=0(root) 
groups=0(root),1(bin),2(daemon),3(sys),4(adm),6(disk),10(wheel),12(mail),7(lp),
4(adm),9(kmem),6(disk),5(tty),3(sys),2(daemon),8(mem)
/etc

roshのpushコマンドは、 管理対象サーバーに関して次の情報を表示します。

[psi@m168 etc](544) $ cat /tmp/who.sh
#!/bin/sh
uname -n
id
pwd

[psi@m168 etc](543) $ rosh -s /tmp/who.sh 
salish.snv1.corp.opsware.com
uid=0(root) gid=0(root) 
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groups=0(root),1(bin),2(daemon),3(sys),4(adm),6(disk),10(wheel),12(mail),7(lp),
4(adm),9(kmem),6(disk),5(tty),3(sys),2(daemon),8(mem)
/etc

次に、 ネッ トワークデバイスでスクリプ ト を実行した場合の例を示します。

$ cd /opsw/Network/@/sw-ee-1-2b
$ rosh -s -C 'Updating device location' \
-V 'Location=Opsware - Sunnyvale' 'Set Location'
run script task 8725081 completed successfully.
Results:
Script 'Set Location for Cisco IOS configuration (for drivers:Cisco 
switches, Catalyst 2950, 3550, 3750 & 8500 series, IOS version 12.x)' 
completed.

swencユーティ リテ ィ

swencコマンドは、 Global Shellセッシ ョ ン内で文字エンコードを切り替えることができます。 

swencの構文

次にswencコマンドの構文を示します。

swenc [-e エンコード] [-T {on | off}] [-E] [-x] [-c コマンド]

表39では、 swencで指定できるオプシ ョ ンをまとめます。  

swencの実行ルール

swencユーティ リテ ィの実行では、 次のルールが適用されます。

• オプシ ョ ンを指定せずにswencを実行すると、 現在のセッシ ョ ンの文字エンコード とコード変換モード

が表示されます。

• -xオプシ ョ ンを指定する場合を除き、 swencを実行すると新しいサブシェルが起動し、 -eオプシ ョ ンで

指定したエンコードが使用されます。 サブシェルから前のエンコードに戻るには、 exitと入力します。

表39 Swencのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-c コマンド コマン ド を実行して終了します。 セッシ ョ ンのエンコード を前の状態に戻し

ます。

-E 有効な文字エンコードを表示します。

-e エンコード 現在のセッシ ョ ンの文字エンコードを変更します。

-T {on | off} Unix 管理対象サーバーのデータのコー ド変換をオンまたはオフにし ます

(Windowsサーバーからのデータは、 コード変換は不要です)。管理対象サーバー

でのコード変換 (269ページ) を参照して ください。

-x サブシェルが起動しないようにします。
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• swencでエンコードを変更すると、現在のセッシ ョ ン内にあるすべてのプロセス (バックグラウンドプロ

セスを含む ) のエンコードが変更されます。 バックグラウンドプロセスの実行中にエンコードを変更す

ると、 バックグラウンドプロセスでエラーが発生することがあります。

• swencコマンドは、 現在のGlobal Shellセッシ ョ ンのみに影響を与えます。 たとえば、 swenc -eコマンド

の後に roshコマンドを実行すると、roshコマンドは、swencコマンドで変更したエンコードを引き継ぎ

ません。

• swenc コマンドを実行してもセッシ ョ ンの作業ディレク ト リは変わりません。 ただし、 作業ディレク ト

リに新しいエンコードでは表現できないパス名が含まれている場合は例外であり、 作業ディレク ト リは

ユーザーのホームディレク ト リに変更されます。

• 文字エンコードを変更する場合、 Global Shellセッシ ョ ンと リモート ターミナルセッシ ョ ンをホストする

ターミナルアプリケーシ ョ ンのエンコードが正し く設定されていることを確認して ください。 ターミナ

ルクライアン ト を表示または変更するには、 SAクライアン トで [ターミナルおよびシェルの設定] にアク

セスして ください。
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付録D OGFSディレク ト リ
OGFSのディレク ト リ

SA Global File System (OGFS) には、 Global Shellセッシ ョ ンからアクセスできます。 OGFSには多数のディレク ト

リが存在し、 類似したファイルが格納されています。 idファイルには、 ディ レク ト リ内のオブジェク ト を示

すServer Automation固有のID (プライマリキー ) が保存されています。 attrディレク ト リには、 管理対象サー

バーの属性を記述したテキスト ファイルが格納されています。 infoファイルについては、 Server Automation

6では使用しません。 infoファイルの代わりに、 attrディレク ト リのファイルを使用します。 selfファイル

には、 各サーバーオブジェク ト  (インスタンス) が記述されています。 methodディレク ト リには、 SA APIのメ

ソッ ドを起動する実行可能ファイルが格納されています。methodディレク ト リにある実行可能ファイルの詳

細については、 『SAプラッ ト フォーム開発者ガイド』 を参照して ください。 

次に各ディ レク ト リについて説明します。 斜体部分は、 パスの変数部分 ( データモデルに含まれるオブジェ

ク トのインスタンス) を示します。 たとえば、サーバー 1は管理対象サーバーの名前を示します。括弧で囲ん

だ斜体はコ メン トです。

OGFSとOGSHの詳細については、 SA Global Shell (255ページ) を参照して ください。

root (/) ディレク ト リ

OGFSのrootレベルには、各SAユーザー用のディレク ト リがあります。ユーザーディレク ト リ と、そのディ レ

ク ト リ内にあるファイルとサブディ レク ト リを認識できるのは、 認証セッシ ョ ン内のプロセスのみです。 そ

れぞれのSAユーザーは、 次のような専用ディレク ト リを所有しています。 

• ホームディレク ト リ。 /home/ユーザー名 (SAユーザー名) にあります。

• 一時ディレク ト リ。 /tmp、 /var/tmp、 /usr/tmpにあります。

各ユーザーのホームディレク ト リには、 publicディレク ト リ  (/home/ユーザー名/public) があります。 こ

のディ レク ト リには他のSAユーザーすべてがアクセスでき、 他のSAユーザーとのファイル共有に使用しま

す。 次に、 rootのディレク ト リ構造を示します。

/. (root)
   bin/
   dev/
   etc/
   home/
   lc/
   lib/
   opsw/
   opt/
   proc/
   sys/
   tmp/
   usr/
   var/
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/opswディレク ト リ

opswは、Server Automationのデータモデルを示すディレク ト リです。たとえば、 /opsw/Customerディレク ト

リは、 データモデル内のカスタマーオブジェク ト を示します。 Global Shell スクリプ トなどのクライアン トア

プリケーシ ョ ンは、 OGFS内のデータモデル内を移動することができます。 apiディレク ト リ と binディレク

ト リを除き、opswディレク ト リのサブディ レク ト リはオブジェク ト を示します。apiディレク ト リには、Server

Automation APIでメソッ ドを起動する実行可能ファイルが格納されています。binディレク ト リには、 roshや

aaaなどのGlobal Shellユーティ リテ ィが格納されています。

次に、 Server Automationでのopswのディレク ト リ構造を 上位から示します。

/opsw/
api/

      Application/
      .Application.ID/
      bin/
      Customer/
      .Customer.ID/
      Facility/
      .Facility.ID/
      Group/
      .Group.ID/
      Hardware/
      .Hardware.ID/

Library/
.Library.ID/

      NetModel/
      NetOS/
      NetType/
      Network/
      .Network.ID/
      OS/
      .OS.ID/
      Realm/
      .Realm.ID/
      Script/
      Server/
      .Server.ID/
      ServiceLevel/
      .ServiceLevel.ID/

IDのディレク ト リは、 一意のSA IDに基づいてディ レク ト リを編成しています。 このディ レク ト リは、 名前に

基づくディ レク ト リに対応しています。 たとえば、 あるサーバーのIDが10043、 名前が m44.opsware.comの

場合、 次のディレク ト リには同じ内容が含まれます。

/opsw/.Server.ID/10043
/opsw/Server/@/m44.opsware.com

NAがインストールされている場合、 /opswディレク ト リにはネッ トワークディ レク ト リもい くつか含まれま

す。 ネッ トワークディ レク ト リ  (353ページ) を参照して ください。
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/opsw/Serverディレク ト リ

Serverディレク ト リには、管理対象サーバーの情報が含まれ、関連付けられているオブジェク トごとにまと

められています。 たとえば、 /opsw/Server/@Groupディ レク ト リでは、 デバイスグループごとにサーバー

がまとめられています。 

次に、 /opsw/Serverのディレク ト リ構造を 上位から示します。

/opsw/Server/
             @/
                サーバー 1/
                サーバー 2/
                . . .
             @Application/
                Application Servers/
                Database Servers/
                . . .
             @Customer/
                カスタマー 1/
                カスタマー 2/
                . . .
             @Facility/
                ファシリテ ィ 1/
                ファシリテ ィ 2/
                . . .
             @Group/
                Private/
                  プライベートグループ1/
                  プライベートグループ2/
                . . .
                Public/
                  パブリ ックグループ1/
                  パブリ ックグループ2/
                . . .
             @Hardware/
             @OS/
             @ServiceLevel/

次の節では、 /opsw/Serverの下位にあるディ レク ト リ構造について説明します。

/opsw/Server/@ディ レク ト リ

このディレク ト リには、 管理対象サーバーがすべて含まれます。 filesディレク ト リは、 管理対象サーバー

のファイルシステムを示します。filesディ レク ト リの下のファイルシステムを変更する場合、管理対象サー

バーのユーザー (login-1など) ごとに変更を行う ことになります。 

Interfaceディ レク ト リには、 サーバーのネッ トワークインタフ ェースに関する情報が保存されています。

このディ レク ト リには、 ネッ トワークデバイスへのシンボリ ックリンクが含まれることがあります。 シンボ

リ ックリンクの詳細については、 /opsw/Networkディレク ト リ  (353ページ) を参照して ください。

次のディ レク ト リ構造のパスは、 /opsw/Server/@の下に配置されます。 たとえば、 サーバー 1のフルパス

名は、 /opsw/Server/@/サーバー 1/となります。

サーバー 1/
   attr
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   ChangeLog
   complus
   CPU/
       0
       1
       . . .
   CustAttr/
      カスタム属性1
      カスタム属性2/
      . . .

files/
      ログイン1/
         (ログイン1が認識するファイルシステム)
      ログイン2/
         (ログイン2が認識するファイルシステム)
      . . .
   info
   Interface/
      ネッ トワークインタフェース1/
      . . .
   Memory/
      RAM
      SWAP
   metabase/
      ログイン1/
         (ログイン1が認識するメ タベース)
      ログイン2/
         (ログイン2が認識するメ タベース)
      . . .
   method/
   registry/
      ログイン1/
         (ログイン1が認識するレジスト リ )
      ログイン2/
         (ログイン2が認識するレジスト リ )
      . . .
   self
   Storage/
      スト レージデバイス1/ 
      . . .
サーバー 2/ 
   . . .
サーバー 3/
   . . . 

/opsw/Server/@Facilityディ レク ト リ

ファシリテ ィに基づいてサーバーをフ ィルター処理するディ レク ト リです。

ファシリテ ィ 1/
   @ /(ファシリテ ィ 1内のすべてのサーバー )
      サーバー 1/
      サーバー 2/
      . . .
      @Group/
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         グループ1/
            @/ (ファシリテ ィ 1とグループ1内のすべてのサーバー )
               サーバー 1/
               . . .

         グループ2/
         . . .

ファシリテ ィ 2/
. . .

/opsw/Server/@Groupディ レク ト リ

このディレク ト リには、 ネッ トワークデバイスは含まれません。 これは、 デバイスグループに基づいてサー

バーをフ ィルター処理するディ レク ト リです。 

グループ1/

   @/ (グループ1内のすべてのサーバー )
      サーバー 1/
      . . .

   子グループ1/
      @ (子グループ1内のすべてのサーバー )
         サーバー 1/
         . . .

   子グループ2/
   . . .
   @Facility/

      ファシリテ ィ 1/
         @ (グループ1とファシリテ ィ 1内のすべてのサーバー )
            サーバー 1/
   . . .

グループ2/

   @/ (グループ2内のすべてのサーバー )
   . . .

/opsw/Libraryディ レク ト リ

Libraryディレク ト リには、フォルダーと、フォルダー内のオブジェク トに関する情報 (アプリケーシ ョ ンポ

リシー、 OSシーケンス、 パッケージ) が保存されています。 次にディ レク ト リ構造を示します。

/opsw/フォルダーパス1/@/
                      AppPolicy/
                               アプリケーシ ョ ンポリシー 1/
                                           attr/
                                           method/
                                           self
                               アプリケーシ ョ ンポリシー 2/
                               . . .
                      attr/
                      method/
                      OSSequence/
                               OSシーケンス1/
                                           attr/
                                           method/
                                           self
                               OSシーケンス2/
OGFSディレク ト リ 347



                               . . .
                      Package/

                               パッケージ1/
                                           attr/
                                           method/
                                           self

                               パッケージ2/
                               . . .
                      self

/opsw/フォルダーパス2/
. . .

/opswの下位にあるその他のディレク ト リ

ここでは、 /opswの下位にあるオブジェク トディレク ト リ  (ただし、 Server、 Library、 Net* (ネッ トワーク )

の各ディレク ト リを除きます) をアルファベッ ト順に説明します。

/opsw/Applicationディ レク ト リ

このディレク ト リは、 Server Automation 6.0では使用できません。

このディ レク ト リはSAソフ トウェアツリーを示します。 このツリーは、 アプリケーシ ョ ン構造を階層的に示

します。

/opsw/Application/
                  Application Servers/

                     アプリケーシ ョ ン1/
                        @/
                          CustAttr/

                             カスタム属性1
                             カスタム属性2
                             . . .
                          .id
                          info

                         子アプリケーシ ョ ン1/
                            @/
                             . . .

                             孫アプリケーシ ョ ン1/
                                @/
                              . . .

                             孫アプリケーシ ョ ン2/
                              . . .

                         子アプリケーシ ョ ン2/
                         . . .

                     アプリケーシ ョ ン2/
                     . . .
                  Database Servers/

                     アプリケーシ ョ ン1/
                     . . .
                  Operating System Extras/

                     アプリケーシ ョ ン1/
                     . . .
                  Other Applications/
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                     アプリケーシ ョ ン1/
                     . . .
                  System Utilities/
                     アプリケーシ ョ ン1/
                     . . .
                  Web Servers/
                     アプリケーシ ョ ン1/
                     . . .

/opsw/Facilityディ レク ト リ

一般的にファシリテ ィ とは、 データセンターの地理的な場所 (都市や建物など) を示します。 このディ レク ト

リには、 ファシリテ ィ と、 ファシリテ ィで管理するサーバーに関する情報が格納されています。

/opsw/Facility/
               ファシリテ ィ 1/
                  @/
                    attr
                    CustAttr/
                       カスタム属性1
                       カスタム属性2
                       . . .
                    info
                    method
                    self
                    Server/
                       サーバー 1/
                       サーバー 2/
                       . . .
               ファシリテ ィ 2/
                   . . .

/opsw/Groupディ レク ト リ

デバイスグループを示すディレク ト リです。 次の条件を満たす場合には、 ネッ トワークデバイスのグループ

も含まれます。

• NAがインストールされている。

• SAグループでNA関連の属性が指定されている。

• SAとNAのグループ名が同じ。

次のディレク ト リ構造で示すchild-groupとgrandchild-groupのデバイスグループは、 ネスト構造を持っ

ています。

/opsw/Group/ 
            Public/
               グループ1/
                  @/
                    CustAttr/
                       カスタム属性1
                       カスタム属性2
                        . . .
                  info
                  Server
                      サーバー 1/
OGFSディレク ト リ 349



                      サーバー 2/
                      . . .
                  子グループ1/
                     @/
                       . . .
                       孫グループ1/
                          @/
                          . . .
                       孫グループ2/
                     . . .
                  子グループ2/
                  . . .
               グループ2/
               . . .
            Private/
               グループ1/
               . . .
               グループ2/
               . . .

/opsw/Libraryディ レク ト リ

このディレク ト リは、 SAクライアン トで表示されるLibraryフォルダーと同じです。

/opsw/Library/ct 
             フォルダー 1/
               @/
                 attr
                 method
                 OSSequence
                 self
                 Software
                 SoftwarePolicy
               サブフォルダー 1/
                 @/
                 . . .
               サブフォルダー 2/
                 . . .
             フォルダー 2/
               @/
               . . .

/opsw/OSディ レク ト リ

このディレク ト リには、 SAで定義したオペレーティングシステムの情報が保存されています。 オペレーティ

ングシステムで使用する実際のビッ トは、 このディ レク ト リではな く OSプロビジ ョニングメディアサーバー

に格納されています。 次に、 /opsw/OSのディレク ト リ構造を示します。

/opsw/OS/
         OS名1/
            Not Assigned/
             @/
                CustAttr/
                   カスタム属性1
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                   カスタム属性2
                   ...
                info
                Server-1/
                    サーバー 1/
                    サーバー 2/
                      ...
            OS名2/
               ...

/opsw/Permissionsディ レク ト リ

このディレク ト リには、Global Shellのアクセス権に関する情報が格納されています。infoディレク ト リには、

aaaユーティ リテ ィで割り当て可能な各操作 (アクセス権 ) を示すファイルが格納されています。 それぞれの

ユーザーグループには operations サブデ ィ レ ク ト リがあ り、 aaa がグループに割り当てた操作

(launchGlobalShellなど) を示すテキスト ファイルが格納されています。 このテキスト ファイルには、操作

とユーザーグループのアクセス権を示すパラメーターがまとめて記述されています。 

たとえば、 Advanced Usersグループのoperationsディレク ト リには、 readServerFilesystemテキスト

ファイルがあります。

/opsw/Permissions/UserGroups/Advanced Users/operations/
readServerFilesystem

readServerFilesystemテキスト ファイルには、 次の内容が記述されています。

Facility:C40(40) Login: sysadmin
Group:Unix Servers (2880040) Login: root

この例では、 Advanced Usersグループに所属するすべてのメンバーは、 sysadminユーザーで、 Facility

C40 (ID 40) に所属するサーバー上のファイルシステムの読み取りを実行できます。さらに、rootユーザーで、

Unix Serversデバイスグループ (ID 2880040) に所属するサーバー上のファイルシステムの読み取りを実行

できます。

ユーザーグループのディレク ト リ内に操作のテキスト ファイルが存在しない場合、 このユーザーグループに

はその操作を実行する権限はありません。 また、 テキスト ファイルが空の場合、 ユーザーグループには操作

を実行するアクセス権があ り ますが、 その操作にはパラ メーターがないこ と を示し ます。 た と えば、

launchGlobalShell操作にはパラメーターはありません。 

次に、 /opsw/Permissionsのディレク ト リ構造を示します。

/opsw/Permissions/
                 info/
                      launchGlobalShell
                      loginToServer
                      readServerComplus
                      readServerFilesystem
                      readServerMetabase
                      readServerRegistry
                      relayRdpToServer
                      runCommandOnServer
                      runTrustedOnServer
                      writeServerFilesystem
                 UserGroups/
                            ユーザーグループ1/
                               description
                               operations/
                                          launchGlobalShell
                                          loginToServer
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                                          . . .
                            ユーザーグループ2/
                            . . .

/opsw/Realmディ レク ト リ

レルムとは、 特定のSAゲートウェイの通信対象として指定可能な IP アドレスのグループを示す論理名です。

通常、 サテライ ト とファシリテ ィは、 それぞれ1 つまたは複数のレルムを持っています。 レルムに所属する

管理対象サーバーは、 レルム/@/Serverサブディレク ト リの下にあるサーバー名で確認できます。

次に、 Realmのディレク ト リ構造を示します。

/opsw/Realm/
            レルム1/
              @/
                info
                Server/
                   サーバー 1/
                   サーバー 2/
                   . . .
            レルム2/
               . . .

/opsw/Script/Sharedディ レク ト リ

このディ レク ト リには、 Server Automation付属のユーティ リテ ィスクリプ トが格納されています。 このスク

リプ トは、SA Webクライアン トでアクセス可能なDSE共有スクリプ トではありません。エンドユーザーは、こ

のディ レク ト リの内容を変更することはできません。

/opsw/Script/
             Shared/
                    スクリプ ト1/
                       description
                       policy
                       source
                       version
                    スクリプ ト2/
                    . . .

/opsw/ServiceLevelディ レク ト リ

このディレク ト リは、 Server Automation 6.0では使用できません。

サービスレベルとは、 Silver、 Gold、 Platinum など、 ユーザーが定義するカテゴリです。 次に、 /opsw/OSの

ディレク ト リ構造を示します。

/opsw/ServiceLevel/
                   サービスレベル1/
                      @/
                        CustAttr/
                           カスタム属性1
                           カスタム属性2
                           . . .
                        .id
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                        inf-1/o
                            . . .
                      子サービスレベル1/
                        @/
                         . . .
                        孫サービスレベル1/
                            @/
                            . . .
                     子サービスレベル2/
                      . . .

Server/
@/
. . .

サービスレベル2/

ネッ トワークディ レク ト リ

NAでは、 opswディレク ト リの 上位に次のサブディレク ト リが含まれています。

/opsw/
      . . .
      NetModel/
      NetOS/
      NetType/
      Network/

.Network.ID/
      . . .

Script/Network

/opsw/Networkディ レク ト リ

このディレク ト リは、 デバイスをモデル、 OS、 タイプ、 グループごとに分類します。 /opsw/Network/@ディ

レク ト リには、 すべてのネッ トワークデバイスが含まれます。 Changelogディレク ト リには、 デバイスのタ

イムスタンプ付きイベン トが含まれます。Configディレク ト リには、 タイムスタンプ付き構成ファイルが含

まれます。

次に、 /opsw/Networkのディレク ト リ構造を 上位から示します。

/opsw/Network/
             @/
                デバイス1/

attr/
                   ChangeLog/
                   Config/
                   info

method/
                   Module/
                   Port/
                       ポート1/
                          .id
                           info
                           Link/
                       ポート2/
                       . . .
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self
                   Vlan/
                デバイス2/
                . . .
             @Group/
             @NetModel/
             @NetOS/
             @NetType/

Portディレク ト リ とVLANディレク ト リには、レイヤー 2の情報が格納されています。Portディレク ト リのサ

ブディ レク ト リにあるinfoファイルには、デュプレックス情報など各ネッ トワークポートのデータが保存さ

れています。 Linkディレク ト リには、別のネッ トワークデバイスのサーバーインタフェースへのシンボリ ッ

クリンクやポート  (インタフェースまたはポートへのMACアドレスがある場合) が格納されています。 次の例

では、 Networkの下にあるeth0は、 Serverの下のeth0へのシンボリ ックリンクを示しています。

/opsw/Network/@/sw-ee-1-2b/Port/FastEthernet0_1/Link/eth0

次へのシンボリ ックリンク  -->
/opsw/Server/@/m180.mycomp.com/Interface/eth0

同様に、 Serverディレク ト リは、 Networkの下のエン ト リに対するシンボリ ックリンクを示します。

/opsw/Server/@/x.mycomp.com/Interface/eth0/Link/FastEthernet0_7

次へのシンボリ ックリンク  -->
/opsw/Network/@/sw-ee-2-4a/Port/FastEthernet0_7/eth0

/opsw/Network/@Groupディ レク ト リ

このディレク ト リには、 管理対象サーバーのグループは含まれていません。 このディ レク ト リは、 グループ

に基づいてネッ トワークデバイスをフ ィルター処理します。 

グループ1/
   @/ (グループ1内のすべてのデバイス)
      デバイス1/
      . . .
   @NetModel/
   @NetOS/
   @NetType/
   子グループ1/
      @ (子グループ1内のすべてのデバイス)
         デバイス1/
         . . .
   子グループ2/
   . . .
グループ2/
   @/ (グループ2内のすべてのデバイス)
   . . .

/opsw/NetModelディ レク ト リ

このディレク ト リには、 ベンダー向けのサブディレク ト リが存在します (例 :  /opsw/NetModel/Cisco)。 次

に、 /opsw/NetModelのディレク ト リ構造を示します。

ベンダー 1/
          モデル1/
             @/
             @Group/
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             @NetOS/
             @NetType/
          モデル2/
. . .
ベンダー 2/
. . .

/opsw/NetOSディ レク ト リ

このディ レク ト リでは、 オペレーテ ィ ングシステムごとにデバイスが分類されています。 次に、 /opsw/

NetModelのディレク ト リ構造を示します。

ファ ミ リー 1/
     OS1/
        @/
        @Group/
        @NetOS/
        @NetType/
     OS2/
      . . .
. . .

ファ ミ リー 2/
. .

/opsw/NetTypeディ レク ト リ

このディレク ト リでは、 ネッ トワークデバイスが次のタイプ別に分類されています。

Firewall
L3Switch
L4to7Switch
Proxy
Router
Switch
unknown
VPN
Wireless Access Point
WirelessAP

次に、 /opsw/NetTypeのディレク ト リ構造を示します。

タイプ1/
      
      @/
      @Group/
      @NetOS/
      @NetType/

タイプ2/
. . .

/opsw/Script/Networkディ レク ト リ

このディレク ト リには、 ネッ トワークデバイス向けのユーティ リテ ィスクリプ トが格納されています。 スク

リプ トの詳細については、 NAのドキュメン ト を参照して く ださい。
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/opsw/Script/Network/
Advanced/
Command/
Diagnostic/
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